
第７回いなべ市総合計画審議会及び第４回いなべ市行政改革推進委員会事項書

日時 令和７年５月９日（金）午後２時～

場所 いなべ市役所シビックコア棟

研修室２，３，４

１ 開会

２ 副市長あいさつ

３ 新部長の紹介

４ 会長あいさつ

５ 総合計画基本構想（案）についてのご意見に対する考え方（ﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｺﾒﾝﾄ）等

６ 説明及び審議事項

(1) 総合計画審議会委員名簿・行政改革推進委員会委員名簿… 資料１

(2) 第３次いなべ市総合計画策定の体制とスケジュール … 資料２-１、資料２-２

(3) 総合計画・行政改革部会名簿 … 資料３

(4) 第３次いなべ市総合計画 … 資料４

(5) 地方創生の動向について … 資料５

７ 次回の会議について

資料２-２のとおり

８ 閉会



総合計画審議会委員名簿 

（敬称略） 

 

 大　分　野 小　分　野 氏　名 役　職　等

 

有識者

学識経験者 丸山　康人
前 四日市看護医療大学学長 

神戸松蔭大学客員教授

 
学識経験者 林　伸一 林会計事務所所長

 
行政経営 金融 佐々木　文昭 株式会社百五銀行いなべ支店支店長

 

生活基盤

市民協働 田中　佳奈 いなべ市市民活動センター

 
地域ｺﾐｭﾆﾃｨ 嶋田　義光 前 いなべ市自治会連合会会長

 
地域防災・防犯 服部　純子 三重県防災コーディネーター

 

保健福祉

地域福祉 東海林　玲子 いなべ市民生委員児童委員協議会連合会

 
高齢者 福本　美津子 社会福祉法人モモ理事長

 
障がい者 中村　弘樹 障がい者総合相談支援センターそういん

 
人権 一木　尚子 員弁地区人権擁護委員連絡会

 
子育て 小林　久里子 NPO 法人こどもぱれっと

 
地域医療 相田　直隆 いなべ総合病院院長

 

教育文化

教育 位田　あけみ いなべ市教育委員

 
文化・芸術 三輪　孝 いなべ市芸術文化協会会長

 
スポーツ 髙木　修司 いなべ市スポーツ協会理事長

 
青少年 山本　たか代 いなべ市青少年育成市民会議副会長

 

産業

農業 伊藤　和雄 いなべ市農業委員会会長

 
観光 伊藤　六榮 いなべ市観光協会会長

 
商工業 伊藤　章子 いなべ市商工会事務局長

 
企業 近藤　雄司

トヨタ車体株式会社いなべ工場 

工務部工場管理室総務グループ長
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行政改革推進委員会委員名簿 

（敬称略） 

 氏　名 役　職　等

 

丸山　康人
前 四日市看護医療大学学長 

神戸松蔭大学客員教授

 

林　伸一 林会計事務所所長

 

佐々木　文昭 株式会社百五銀行いなべ支店支店長

 

伊藤　章子 いなべ市商工会事務局長

 

岡本　孝文 株式会社デンソー大安製作所所長

 

近藤　雄司
トヨタ車体株式会社いなべ工場 

工務部工場管理室総務グループ長

 

岡　正光 一般社団法人グリーンクリエイティブいなべ代表理事



(敬称略)座席表

前四日市看護医療大学 学長、
神戸松蔭大学 客員教授

丸山　康人

林会計事務所 所長
林　伸一

株式会社百五銀行
いなべ支店 支店長

佐々木　文昭

いなべ総合病院 院長
相田　直隆

いなべ市市民活動センター
田中　佳奈

いなべ市教育委員
位田　あけみ

前いなべ市自治会連合会
会長

嶋田　義光

いなべ市芸術文化協会
会長

三輪　孝

三重県防災コーディネーター

服部　純子

いなべ市スポーツ協会
理事長

髙木　修司

いなべ市民生委員
児童委員協議会連合会

東海林　玲子

いなべ市青少年育成市民会議

副会長

山本　たか代

社会福祉法人モモ 理事長
福本　美津子

いなべ市農業委員会 会長
伊藤　和雄

障がい者総合相談支援
センターそういん

中村　弘樹

いなべ市観光協会 会長
伊藤　六榮

員弁地区人権擁護委員連絡会

一木　尚子
いなべ市商工会 事務局長

伊藤　章子

NPO法人こどもぱれっと
小林　久里子

トヨタ車体株式会社 いなべ工場

工務部工場管理室 総務グループ長

近藤　雄司

一般社団法人グリーン
クリエイティブいなべ　代表理事

岡　正光

株式会社デンソー
大安製作所 所長

岡本　孝文

副市長
山下　正史

企画部長
森川　里佳

政策課長
小谷　直仁

オブザーバー
小林　直樹

総務部長
近藤　栄人

都市整備部長
大川　洋海

市民部長
松宮　みどり

環境部長
岡　武史

福祉部長
岡　真水

健康こども部長
寺尾　あき

農林商工部長
宮木　崇年

建設部長
太田　東洋

水道部長
寺本　靖彦

教育部長
伊藤　功

会計管理者
三好　宏尚

議会事務局長
日紫喜　巖人

監査委員事務局長

中村　政紀

事務局
児玉　吏

事務局
向山　英雄

事務局
黒田　悠介

事務局
石川　千裕

傍聴席



第３次いなべ市総合計画策定の体制

いなべ市総合計画審議会

総合計画策定のための審議と進捗管理

（学識経験者・市民代表：２０人以内）

答申・助言・提案諮問・資料提供など

総合計画策定委員会（部門長会）

総合計画基本計画策定
（会長：市長、副会長：副市長、

構成員：教育長、部次長）

策定部会（所属長）

基本計画素案の作成・資料収集
・成果の検証

　

基本計画（５年）：基本構想を踏まえた
市政の基本的な計画で、施策の基本的な
方向及び体系を示します。
（条例第２条第３号）

　第２次総合計画の計画期間が令和７年度に満了を迎えるに当たり、令和８年度から令和17年度までの10年間を計画期間とする第３次総合計画を策
定します。また、これまで別々に実施してきた総合計画と行政改革の推進を、令和８年度から一体的に実施し、総合計画を健全な行政経営の側面から
支えることで、より一層効果的な自治体経営の推進に取り組みます。

ワーキンググループ（全職員）

施策の検討・施策の実施・課題抽出

市民協働・広域部会

医療・福祉部会

子育て・教育部会

生活基盤部会

分野別　審議会委員

分野別　審議会委員

分野別　審議会委員

分野別　審議会委員

ワークショップ
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分野別　審議会委員

産業振興・観光部会

いなべ市行政改革推進委員会

行政改革大綱策定及び行政改革の推進のための
審議と進捗管理

（学識経験者・市民代表：８人以内）

諮問・資料提供など 答申・助言・提案

行政改革推進本部（部門長会）

行政改革アクションプラン策定
（本部長：市長、副本部長：副市長、

本部員：教育長、部次長）

幹事会（本部長が指定した者：部門長及　　　　　

　　　　び関係所属長）
アクションプラン素案の作成・資料収集

・成果の検証

アクションプラン（５年）：行政改革大
綱を踏まえ、行政改革の具体的な実施項
目を定める計画をアクションプランとし
て、機動的な実施を図ります。

ワーキンググループ（全職員）

施策の検討・施策の実施・課題抽出

 ワークショップ

基本方針Ⅱ

未来につなぐ

持続可能な財政
基盤の確立

基本方針Ⅲ

効果的・効率的
で安定した行政
サービスの構築

〇公共施設等
  総合管理計画

〇働き方改革
　・業務改善

基本方針Ⅰ

職員力と組織力
の向上



 

第３次いなべ市総合計画基本計画策定スケジュール 

 場所　シビックコア棟　14：00～16：00（策定部会は、№4.6.7 のとおり。）

 No 日程 内　　　　　容
 

１
R7/4/16～ 

5/30

〇第３次いなべ市総合計画基本計画の策定 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の作成
 

２

R7/5/9 

第７回 

総合計画 

審議会

第４回行政改革推進委員会と同時開催 

 

〇第３次いなべ市総合計画の策定について 

　・総合計画基本計画 

　・審議会と策定部会 

　・部会名簿 

　・地方創生の動向について 

　・総合計画と地方人口ビジョン・地方版総合戦略との関係 

〇スケジュール及び役割分担
 

３
R7/6/2～ 

6/30

第３次いなべ市総合計画基本計画の成果指標の確認委託（公認会計士）

 

４

R7/7/3.4 

第１回 

策定部会

〇第３次いなべ市総合計画基本計画 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の審議 

　３日10：00～・市民協働・広域、産業振興・観光部会 

　　　14：00～・子育て・教育部会 

　４日10：00～・医療・福祉部会 

　　　14：00～・生活基盤部会
 

５

R7/8/8 

第８回 

総合計画 

審議会

〇第２次総合計画進捗管理

 

６

R7/9/1.3 

第２回 

総合計画 

策定部会

〇第３次いなべ市総合計画基本計画 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の審議 

　１日10：00～・市民協働・広域、産業振興・観光部会 

　　　14：00～・子育て・教育部会 

　３日10：00～・医療・福祉部会 

　　　14：00～・生活基盤部会
 

７

R7/10/2.3 

第３回 

策定部会

予備日 

〇第３次いなべ市総合計画基本計画 

　・現状と課題、施策の目的、事業内容、成果指標の審議 

成果指標の審議 

　２日10：00～・市民協働・広域、産業振興・観光部会 

　　　14：00～・子育て・教育部会 

　３日10：00～・医療・福祉部会 

　　　14：00～・生活基盤部会
 

８

R7/11/7 

第９回 

総合計画 

審議会

第９回行政改革推進委員会と同時開催 

 

〇　第３次いなべ市総合計画（案）の審議

 
９

R7/11/14～ 

　　12/13

〇パブリックコメント 

 

10

R8/1/16 

第10回 

総合計画 

審議会

第10回行政改革推進委員会と同時開催 

 

〇パブリックコメント（回答案） 

〇第３次いなべ市総合計画（答申）
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第３次いなべ市行政改革の推進に係るスケジュール 

 場所　シビックコア棟　14：00～16：00

 No 日程 内　　　　　容
 

１
R7/4/16～ 

5/2

〇第３次いなべ市行政改革アクションプランの策定 

　・実施項目、目的、取組概要
 

２

R7/5/9 

 

第４回 

行政改革 

推進委員会

第７回総合計画審議会と同時開催 

 

〇第３次いなべ市総合計画の策定について 

　・行政改革アクションプラン 

　・推進委員会と幹事会 

　・部会名簿 

〇スケジュール及び役割分担
 

３
R7/5/12～ 

6/30

〇第３次いなべ市行政改革アクションプランの策定 

　・実施内容と時期、評価指標
 

４

R7/5/23 

 

第５回 

行政改革 

推進委員会

〇第３次いなべ市行政改革アクションプランの策定 

　・実施項目、目的、取組概要、実施内容と時期、評価指標の審議 

〇いなべ市行政改革の推進について 

・公共施設等総合管理計画の現状と課題

 

５

R7/7/25 

 

第６回 

行政改革 

推進委員会

〇第３次いなべ市行政改革アクションプランの策定 

　・実施項目、目的、取組概要、実施内容と時期、評価指標の審議 

〇いなべ市行政改革の推進について 

・公共施設等総合管理計画の現状と課題 

・働き方改革・業務改善に係る現状と課題
 

６

R7/8/22 

 

第７回 

行政改革 

推進委員会

〇第３次いなべ市行政改革アクションプランの策定 

　・実施項目、目的、取組概要、実施内容と時期、評価指標の審議 

〇いなべ市行政改革の推進について 

・公共施設等総合管理計画の現状と課題 

・働き方改革・業務改善に係る現状と課題
 

７

R7/10/24 

 

第８回 

行政改革 

推進委員会

予備日 

〇第３次いなべ市行政改革アクションプランの策定 

　・実施項目、目的、取組概要、実施内容と時期、評価指標の審議 

〇いなべ市行政改革の推進について 

・公共施設等総合管理計画の現状と課題 

・働き方改革・業務改善に係る現状と課題
 

８

R7/11/7 

 

第９回 

行政改革 

推進委員会

第９回総合計画審議会と同時開催 

 

〇　第３次いなべ市総合計画（案）の審議

 

９
R7/11/14～ 

　　12/13

〇パブリックコメント

 

10

R8/1/16 

 

第10回 

行政改革 

推進委員会

第10回総合計画審議会と同時開催 

 

〇パブリックコメント（回答案） 

〇第３次いなべ市総合計画（答申）



総合計画基本計画策定に係る構成員

（敬称略）

大　分　野 小　分　野 基本構想分野 氏　名 役　職　等

全分野 全分野 丸山　康人 前四日市看護医療大学学長、神戸松蔭大学客員教授

全分野 全分野 林　伸一 林会計事務所 所長

基本目標：みんなでつくるまち （敬称略）

大　分　野 小　分　野 基本構想分野 氏　名 役　職　等

市民協働・広域 市民協働 田中　佳奈 いなべ市市民活動センター

市民協働・広域 行政 市民参画 島田　健二 市民活動室長

市民協働・広域 行政 市民参画 佐藤　久紀 総務課長

市民協働・広域 行政 市民参画 齊藤　義喜 新産業創造課長

市民協働・広域 行政 多様性社会 山北　幸美 人権福祉課長

市民協働・広域 行政 広報広聴 島田　健二 広報秘書課長

市民協働・広域 行政 広域連携 小谷　直仁 政策課長

市民協働・広域 行政 広域連携 山北　克成 住宅課長

市民協働・広域 行政 外部人材 小谷　直仁 政策課長

基本目標：「こどもまんなか」みんなで学ぶまち （敬称略）

大　分　野 小　分　野 基本構想分野 氏　名 役　職　等

子育て・教育 子育て 小林　久里子 NPO法人こどもぱれっと

子育て・教育 教育 位田　あけみ いなべ市教育委員

子育て・教育 文化・芸術 三輪　孝 いなべ市芸術文化協会会長

子育て・教育 スポーツ 高木　修司 いなべ市スポーツ協会理事長

子育て・教育 青少年 山本　たか代 いなべ市青少年育成市民会議副会長

子育て・教育 行政 子育て支援 春日部　丈夫 保育課長

子育て・教育 行政
子育て支援

教育
北本　吉宏 学校教育課長

子育て・教育 行政 子育て支援 坂田　伸也 母子保健課長

子育て・教育 行政 子育て支援 出口　友路 こども政策課長

子育て・教育 行政 子育て支援 加藤　貞夫 障がい福祉課長

子育て・教育 行政 子育て支援 藤井　さをり 発達支援課長

子育て・教育 行政 子育て支援 谷口　博 家庭児童相談室長

子育て・教育 行政 子どもと保護者の健康 坂田　伸也 母子保健課長

子育て・教育 行政 教育 伊藤　宗幸 教育総務課長

子育て・教育 行政
スポーツ

歴史文化・芸術
生涯学習

城野　彰治 生涯学習課長

子育て・教育 行政 自然環境・学習 後藤　健宏 自然学習室長
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基本目標：いつまでも笑顔で暮らせるまち （敬称略）

大　分　野 小　分　野 基本構想分野 氏　名 役　職　等

医療・福祉 地域福祉 東海林　玲子 いなべ市民生委員児童委員協議会連合会

医療・福祉 高齢者 福本　美津子 社会福祉法人モモ理事長

医療・福祉 障がい者 中村　弘樹 障がい者総合相談支援センターそういん

医療・福祉 人権 一木　尚子 員弁地区人権擁護委員連絡会

医療・福祉 地域医療 相田　直隆 いなべ総合病院院長

医療・福祉 行政 健康・医療 水谷　研史 健康推進課長

医療・福祉 行政 健康・医療 坂田　伸也 母子保健課長

医療・福祉 行政 高齢福祉 黒川　かおる 長寿福祉課長

医療・福祉 行政 高齢福祉 川崎　昭紀 介護保険課長

医療・福祉 行政
高齢福祉
社会保障

太田　正則 保険年金課長

医療・福祉 行政 障がい福祉 加藤　貞夫 障がい福祉課長

医療・福祉 行政 地域福祉 山北　幸美 人権福祉課長

医療・福祉 行政
地域福祉
社会保障

伊藤　幸宏 生活支援課長

基本目標：自然と調和した快適で安心・安全なまち （敬称略）

大　分　野 小　分　野 基本構想分野 氏　名 役　職　等

生活基盤 地域ｺﾐｭﾆﾃｨ 嶋田　義光 前いなべ市自治会連合会会長

生活基盤 地域防災・防犯 服部　純子 三重県防災コーディネーター

生活基盤 地域防災・防犯 岡本　孝文 株式会社デンソー大安製作所 所長

生活基盤 行政 公共交通 市川　哲也 交通政策課長

生活基盤 行政
道路網
防災
防犯

石川　義弘 建設課長

生活基盤 行政 道路網 谷口　利大 高速道路対策課長

生活基盤 行政 上下水道 出原　博子 水道総務課長

生活基盤 行政 上下水道 日下部　晃 水道工務課長

生活基盤 行政 上下水道 伊藤　英樹 下水道課長

生活基盤 行政 生活環境 牧野　英樹 環境政策課長

生活基盤 行政 生活環境 服部　啓志 環境衛生課長 兼 清掃事務組合準備室長

生活基盤 行政 生活環境 片岡　幸宣 都市整備課長

生活基盤 行政
生活環境
土地利用

防犯
安藤　由紀子 管理課長

生活基盤 行政 生活環境 齊藤　義喜 新産業創造課長

生活基盤 行政 生活環境 山北　克成 住宅課長

生活基盤 行政 防災 伊藤　高道 防災課長

生活基盤 行政 防犯 佐藤　久紀 総務課長

生活基盤 行政 防犯 東松　大司 商工観光課長



基本目標：「にぎわい・愛着」創生のまち （敬称略）

大　分　野 小　分　野 基本構想分野 氏　名 役　職　等

産業振興・観光 農業 伊藤　和雄 いなべ市農業委員会会長

産業振興・観光 観光 伊藤　六榮 いなべ市観光協会会長

産業振興・観光 商工業 伊藤　章子 いなべ市商工会　事務局長

産業振興・観光 企業 近藤　雄司 トヨタ車体株式会社いなべ工場工務部工場管理室総務グループ長

産業振興・観光 金融 佐々木　文昭 株式会社百五銀行いなべ支店支店長

産業振興・観光 観光 岡　正光 一般社団法人グリーンクリエイティブいなべ 代表理事

産業振興・観光 行政 農林・畜産業 小林　孝明 農業振興課長

産業振興・観光 行政 農林・畜産業 藤田　尚人 農林整備課長

産業振興・観光 行政 農林・畜産業 杉本　寅昌 獣害対策課長

産業振興・観光 行政 産業振興 片岡　幸宣 都市整備課長

産業振興・観光 行政
産業振興

観光
東松　大司 商工観光課長

産業振興・観光 行政 観光 城野　彰治 生涯学習課長



行政改革アクションプラン策定及び行政改革の推進に係る構成員

行政改革推進委員 （敬称略）

氏　名

丸山　康人

岡本　孝文

近藤　雄司

岡　正光

林　伸一

佐々木　文昭

伊藤　章子

基本方針Ⅰ　職員力と組織力の向上 （敬称略）

施策（仮） 基本事業（仮） 氏　名 役　職　等

職員の育成による市民サービスの向上 多湖　篤人 職員課長

多様な人材の確保による組織の対応力向上 多湖　篤人 職員課長

成果に応じた人事評価・給与制度の構築によ
る生産性の向上

多湖　篤人 職員課長

人的資源の適正配分と労働時間の適正化 多湖　篤人 職員課長

小谷　直仁 政策課長

多湖　篤人 職員課長

長﨑　十九八 業務課長

小谷　直仁 政策課長

伊藤　正紀 情報課長

渡部　和利 会計課長

近藤　澄幸 契約監理課長

デジタル技術を活用した効果的・効率的な内部
事務の推進

伊藤　正紀 情報課長

寺園　妙子 議会事務局議事課長

岩谷　米文 議会事務局庶務課長

嶋田　和也 法務課長

小林　久 市民税課長

遠藤　貴則 資産税課長

近藤　澄幸 契約監理課長

小高　秀之 農業委員会事務局長

中村　政紀 監査委員事務局監査課長

役　職　等

前四日市看護医療大学 学長、神戸松蔭大学 客員教授

株式会社デンソー大安製作所 所長

トヨタ車体株式会社 いなべ工場工務部工場管理室 総務グループ長

一般社団法人グリーンクリエイティブいなべ 代表理事

林会計事務所 所長

株式会社百五銀行いなべ支店 支店長

いなべ市商工会 事務局長

挑戦と改革の視点を持った職
員の育成

職員一人ひとりが能力を発揮
できる職場環境づくり 多様な働き方の実現

ＲＰＡ、ＢＰＲの推進

電子決裁の推進による業務の効率化

業務改革による生産性の向上

効果的・効率的な内部事務の推進



基本方針Ⅱ　未来につなぐ持続可能な財政基盤の確立 （敬称略）

施策（仮） 基本事業（仮） 氏　名 役　職　等

公共施設等マネジメントの推進 公共施設等マネジメントの推進 瀬古　克成 管財課長

効果的な予算編成業務 長﨑　竜一 財政課長

庁用車の適正化 瀬古　克成 管財課長

投開票事務の効率化 佐藤　久紀 総務課長

補助金・負担金の総点検 小谷　直仁 政策課長

受益者負担の適正化(施設使用料・手数料)の
総点検

小谷　直仁 政策課長

受益者負担の適正化(サービス利用料等)の総
点検

小谷　直仁 政策課長

対馬　拓之 納税課長

小林　久 市民税課長

太田　正則 保険年金課長

出原　博子 水道総務課長

川崎　昭紀 介護保険課長

市有財産の有効活用・処分 瀬古　克成 管財課長

小谷　直仁 政策課長

東松　大司 商工観光課長

効果的な資金運用 渡部　和利 会計課長

特別会計の健全化 長﨑　竜一 財政課長

基本方針Ⅲ　効果的・効率的で安定した行政サービスの構築 （敬称略）

施策（仮） 基本事業（仮） 氏　名 役　職　等

行政手続のオンライン化の拡充 伊藤　正紀 情報課長

伊藤　正紀 情報課長

三輪　浩生 市民課長

小谷　直仁 政策課長

瀬古　克成 管財課長

指定管理者制度の効果的活用 瀬古　克成 管財課長

市民ニーズに応じた 行政サー
ビスの提供

行政評価の効果的な運用 小谷　直仁 政策課長

行政改革の推進について

氏　名 役　職　等

瀬古 克成 管財課長

伊藤　宗幸 教育総務課長

城野　彰治 生涯学習課長

渡部 和利 会計課長

議　　　題

働き方改革・業務改善に係る現状と課題

経常的な経費の抑制

徴収率の維持・向上

寄附金制度の有効活用

行政サービスのデジタル化の
推
進 ICTの活用等による窓口機能の利便性の向上

多様な主体との連携と協働
公民連携（ＰＰＰ／ＰＦＩ）事業の推進

公共施設等総合管理計画の現状と課題

安定的な自主財源の確保
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第１章　総合計画の策定にあたって 

 

第１節　総合計画策定の趣旨 
 

いなべ市（以下「本市」という。）では、平成 28（2016）年３月に「第２次いなべ市総合

計画（以下「第２次総合計画」という。）」を策定し、10 年後の目指す将来像に「住んでいー

な！来ていーな！活力創生のまち いなべ」を掲げ、この実現に向けて各分野の施策を推進し

てきました。 

「第２次総合計画」の期間中においては、全国的な人口減少や都市部への人口集中が進行

する中、東海環状自動車道の開通や企業誘致等の効果により、本市は人口減少の抑制に一定

の成果を上げることができました。 

今後は、人口減少及び激しさを増す社会の変化を前提に、多様性や持続可能性が担保され、

デジタル化の急速な進展や頻発する自然災害にも対応可能なまちづくりを、地方の実情に応

じた選択と集中により推進することが必要となっています。 

こうした中、「第２次総合計画」が令和７（2025）年度に期間満了を迎えることから、新

たなまちづくりの指針として、総合的かつ計画的な市政運営を図るべく、「第３次いなべ市総

合計画（以下「本計画」という。）」を策定します。 

 

 

第２節　総合計画の役割と位置づけ 
 

本計画は、平成 26（2014）年 4 月 1 日に施行された「いなべ市総合計画条例」に基づい

て策定するものです。総合計画は、本市の行政運営における最上位計画であり、市民と行政

が共通して目指す 10 年後の将来像を掲げ、長期的なまちづくりの方向性を示すものです。 

また、市民や地域、団体、企業においては、本計画を共通の目標として、市政に対する理解

及び協力並びに積極的な参加を期待するとともに、国や県に対しては、計画の実現に向けた

支援と協力を要請します。 
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第３節　総合計画の構成と目標年次 
   

１　基本構想 
 

　基本構想は、市の将来像及びこれを達成するための施策の大綱を示したものです。 

計画期間は、令和８（2026）年度から令和 17（2035）年度までの 10 年間です。 

 

２　基本計画 
 

　基本計画は、基本構想を踏まえた市政の基本的な計画で、施策の基本的な方向及び体系を

示します。 

　計画期間は、前期基本計画が令和８（2026）年度から令和 12（2030）年度まで、後期基

本計画は令和 13（2031）年度から令和 17（2035）年度までの各５年間です。 

 

３　実施計画 
 

実施計画は、基本計画を踏まえた市政の具体的な計画で、施策を実現するための事業に関

する計画です。 

３か年の短期計画で、基本計画との調整を図る事業計画とし、本計画とは別にローリング

方式により毎年作成します。 

 

 

■第３次いなべ市総合計画の計画期間と位置づけ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 17（2035）年度令和 12（2030）年

基本構想（10 年）
基本構想●基本理念 

●共通の視点 
●将来像 
●基本目標 
 ●社会潮流に対応した 

新たな取組 総合的取組事項

基本計画●施策 
●基本事業 

前期基本計画（５年） 後期基本計画（５年）

●予算事業 

実施計画（３年計画で毎年ローリング）
●事務事業 
（細事）

実施計画
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第２章　いなべ市の地域特性 

 

第１節　位置・自然 
 

本市は、北部で岐阜県と西部で滋賀県に接し、東部で桑名圏域と南部で四日市圏域に接し

ており、名古屋からは自動車及び電車で約１時間の立地にあります。また、令和８（2026）

年度には、東海環状自動車道が全線開通の予定となっており、企業活動の活性化や交流人口

の増加等が期待されています。 

市域は、北に養老山地、西に鈴鹿山脈をいだき、市の中央を流れる員弁川を挟んで緑豊か

な自然と平野に囲まれています。中でも、鈴鹿国定公園内にある藤原岳は全国でも屈指の「花

の山」として年中登山客が絶えることなく、同公園内の竜ヶ岳にある宇賀渓も鈴鹿の滝の景

勝地として知られています。 

 

第２節　歴史・沿革 
 

１　いなべ市の誕生まで 

本市を構成する北勢地区、員弁地区、大安地区、藤原地区は、古くから地形的にも文化的

にも密接に交流し、純農村地帯として栄えてきました。 

市名である「いなべ」は、約 1,300 年以上前の奈良時代に始まり、当地域には物部氏の支

系・猪名部族が居住していたことから、郡名が「猪名部」と名づけられました。その後「員

弁」と表記されるようになりましたが、その歴史の長さが裏づけられています。 

本地域は、旧藩政時代の一時期を除いて桑名藩に属し、明治４（1871）年の廃藩置県以降、

安濃津県（その後三重県と改称）に属しました。 

明治 22（1889）年の町村制の施行を経て、昭和 28（1953）年の町村合併促進法が施行

された当時、本地域は２町 12 村ありましたが、その後、合併が繰り返され、昭和 30 年代か

ら 40 年代にかけて北勢町、員弁町、大安町、藤原町が誕生しました。 

平成 15（2003）年 12 月１日には、員弁郡４町（北勢町、員弁町、大安町、藤原町）に

よる新設合併で「いなべ市」が誕生しました。 

 

２　「いなべ市」としての 20 年 

（１）第１次総合計画 

本市は、市町村合併後から約２年の期間をかけて、平成 18（2006）年度から平成 27

（2015）年度までを計画期間とする「第１次いなべ市総合計画（以下「第１次総合計画」

という。）」を策定しました。「第１次総合計画」では、『安心・元気・思いやりがまちの宝物 

いきいき笑顔応援のまち いなべ』を将来像に掲げ、市民や地域、関係機関との協働により、

市民を主役としたまちづくりに取り組んできました。 

平成 19（2007）年度には、「いなべ市行政改革大綱に関する答申」（平成 19（2007）
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年 8 月）に基づき、「第１次いなべ市行政改革大綱」を策定しました。１「パートナーシッ

プのまちづくり」、２「簡素で効率的な行政システムの構築」、３「効果的で効率的な財政運

営の実現」という 3 つの基本方針のもと、計 25 項目の改革を実施しました。第１次総合

計画期間中の主な事項として、NPO、ボランティア、自主サークルの活動の拠点として市

民活動センターの設置、着実な目標達成と効率的な行政運営のためのいなべ市行政体系

（PDS サイクル※）の構築、公文書の検索性とセキュリティ性を高めるためファイリング

システムの構築、定員適正化計画に基づく人件費の削減、補助金・負担金の総点検、バスを

除く公用車の適正配置、OA 機器の適正配置、デマンド監視装置による節電に取り組んでき

ました。 

平成 22（2010）年度には、隣接する東員町と定住自立圏形成協定を締結し、「旧員弁郡

定住自立圏共生ビジョン」を策定しました。“光り輝く地域”を将来像とし、①生活機能の

強化、②結びつきやネットワークの強化、③圏域マネジメント能力の強化の 3 つの柱をも

とに連携を進めてきました。 

合併当初は、認知度の低さが本市の大きな課題でした。有名な観光地や特産品が無い中、

全国に誇れる行政サービス「いなべブランド事業」に取り組み、品質が高く内外から高い

評価が得られる事業を創造し発信することで、市民の満足度向上や市に対するイメージの

アップを図りました。平成 23（2011）年度から正式に「いなべブランド事業」の認定を

開始し、これまでに、平成 27（2015）年度に「第 3 回健康寿命をのばそう！アワード」

で「厚生労働大臣優秀賞」を受賞した「元気づくりシステム」や途切れのない発達支援シス

テム「チャイルドサポート」など、30 を超える事業をいなべブランド事業として認定して

きました。 

平成 27（2015）年度には、国が推進する地方創生※を受け、「いなべ市総合戦略」を策

定し、翌年に策定の「第２次総合計画」における重点プロジェクトとして位置づけ、人口減

少の抑制と地方創生に向けた積極的な取組を開始しました。 

※PDS サイクル：計画（Plan）－実施（Do）－検証（See）というマネジメントサイクル(経営管理の機能の循環過程) 

※地方創生：地域の持続的な発展を目指し、地域内の人々がその土地で安心して暮らし、働き、育てること
ができる社会を創り上げること 

 

（２）第２次総合計画 

平成 28（2016）年度から令和７（2025）年度までを計画期間とする「第２次総合計

画」では、『住んでいーな！来ていーな！活力創生のまち いなべ』を将来像に掲げました。

「定住人口」と「交流人口」の 2 つの「人口」に着目し、「住んでいーな！」「来ていーな！」

を実感できるまちづくりに取り組みました。 

第２次総合計画の推進にあたっては、平成 26（2014）年度の「第 2 次いなべ市行政改

革大綱に関する答申」（平成 26（2014）年 11 月）に係る「第 2 次いなべ市行政改革大綱」

に基づき、3 つの基本方針のもと、計 26 項目の改革を実施しました。第２次総合計画期間

中の主な事項として、市民活動の充実、コミュニティＦＭを活用した広報活動の充実、広

報戦略基本方針に基づく広報体制の確立、行政評価の推進、法令遵守による行政執行の徹

底、新庁舎建設による窓口サービスの充実、マイナンバー制度を活用した利便性の向上と
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経費の削減、情報システムの再構築による事務の効率化と経費の削減、受益者負担の適正

化、公有財産の売却等の推進、企業誘致の促進に取り組んできました。 

平成 28（2016）年度には、「いなべ市公共施設統廃合に関する答申」（平成 21（2009）

年 9 月）に基づき、「いなべ市公共施設等総合管理計画」を策定しました。人口減少や少子

高齢化の進行や財政規模の縮小が想定されている中で、公共施設等の老朽化に伴う更新需

要に対応し、将来にわたって持続可能な行政サービスが展開できるよう、複数の重複・類

似する公共建築物の統廃合に向けた取組を行ってきました。また、橋梁、上水道、下水道の

各類型のインフラ施設についても長寿命化に向けた修繕を行ってきました。 

平成 29（2017）年度には、新たなまちづくりの視点として「グリーンクリエイティブ

いなべ」を掲げました。市民の誇りである自然とその延長線上にある農や食、さらには、ア

ウトドア、アート、ものづくり等の資源を「グリーン」と定義し、これらを活かし人々を魅

了するモノ・コト・トキを創造する取組です。 

平成 31（2019）年度には、新市庁舎が完成し、その敷地内に、飲食店など 5 店舗が入

る「にぎわいの森」を整備し、グリーンクリエイティブいなべ推進事業を核として、にぎわ

いの創出や交流人口の拡大に取り組んできました。また、同年には、東海環状自動車道大

安インターチェンジが開通し、企業活動の活性化や交流人口の増加につながっています。 

令和元（2019）年度には、日本の自治体では６番目となる「フェアトレードタウン」の

認定、令和２（2020）年度には、「ＳＤＧs 未来都市」及び「自治体ＳＤＧs モデル事業」

の選定、令和４（2022）年度には、「ゼロカーボンシティ」を表明し、「チャレンジ・カー

ボンニュートラル いなべ」を掲げました。そして、これらの取組を通じて、グリーンクリ

エイティブいなべ推進事業との相乗効果の創出を図りながら、『住んでいーな！来ていー

な！活力創生のまち いなべ』の実現に向けた取組を推進しました。 

令和６（2024）年度には、隣接する菰野町と定住自立圏形成協定を締結し、新たな圏域

を形成しました。３市町（いなべ市、東員町、菰野町）で、「いーとこ定住自立圏共生ビジ

ョン」を策定し、“地域の誇りを共に感じるまち”を将来像に掲げ、3 つの柱をもとに連携

を進めています。 
 

（３）20年間のいなべ市政を振り返って 

第１次総合計画の期間中に、日本では人口減少社会が到来し、平成 20（2008）年度を

ピークに、平成 23（2011）年度以降、日本の総人口は減少が続いています。こうした状

況の中、本市は、自動車産業を中心とした企業誘致の成功が大きな雇用と税収をもたらし、

人口減少の抑制にも一定の成果を上げてきました。この間、平成 20（2008）年度のリー

マンショックによる世界的な金融危機や、令和元（2019）年度に発生した新型コロナウイ

ルス感染症等の影響もありましたが、堅調な自動車産業に支えられながら、地方創生にお

ける新たな産業の創出や魅力向上に向けた投資的な取組にも着手することができました。 

また、第１次総合計画、第２次総合計画の期間中は、235.2 億円の合併特例債を活用し、
公共施設の統合を行いながら、新庁舎やにぎわいの森等の施設整備を進めることができま
した。  
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第３章　まちづくりをとりまく現状と課題 

 

第１節　人口の現状 
 

１　人口世帯の現状 
 

本市の人口は、令和６（2024）年３月現在で 44,666 人となっており、平成 25（2013）

年度に国立社会保障・人口問題研究所が公表した本市の令和７（2025）年度の人口推計

42,060 人を上回っています。 

年齢別人口の推移においては、生産年齢人口の減少が抑制されています。 

また、世帯の状況では、平成 28（2016）年度と令和６（2024）年度を比べると、世帯数

が約１割増加する一方で、１世帯あたりの人員数は約１割の減少となっています。 

 
■第２次総合計画策定時の人口推計と総人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
  

資料：平成 25（2013）年国立社会保障・人口問題研究所推計及び住民基本台帳各年３月 
 

■年齢３区分別人口 

　　　 

 

 

 

 
 

 

l  

 

 

資料：住民基本台帳各年１月
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資料：住民基本台帳各年３月 
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２　交流人口の現状 

（１）観光交流人口 

観光交流人口は、令和２（2020）年度を境に大きく増加しています。主な要因は「にぎ

わいの森」で、開設から４年間の平均集客数は約 35 万 5 千人となっています。 

観光分野は、インバウンドを中心に国でも注力されており、本市においてもまちの特性

を活かし、様々なモノ・コト・トキの磨き上げを通じて、観光振興をより一層進める必要が

あります。 

 

■観光交流人口（観光レクリエーション入込客数） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■観光交流人口（観光レクリエーション入込客数）の内訳 

資料：いなべ市

 項目 2016 年 2017 年 2018 年 2019 年 2020 年 2021 年 2022 年 2023 年

 藤原岳 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000

 いなべ梅まつり 83,832 77,043 84,350 45,305 - - 80,000 76,700

 いなべぼたんまつり 11,298 11,542 8,993 10,330 - - - -

 ＴＯＪいなべステージ 20,000 22,000 23,000 20,000 - - - 16,000

 あげきのおひなさん 16,942 13,989 15,093 5,443 - - - -

 パークゴルフ場 14,279 13,061 11,299 12,528 10,338 10,422 12,178 10,676

 竜ヶ岳（宇賀渓を含む） 26,700 32,943 37,999 43,269 46,532 44,840 50,746 42,212

 青川峡キャンピングパーク 40,860 46,261 45,636 51,914 45,839 47,520 39,600 35,164

 いなべ公園 56,041 46,552 41,052 45,192 64,390 59,430 48,350 51,500

 阿下喜温泉あじさいの里 137,209 127,105 122,718 126,783 88,636 95,495 104,659 21,564

 にぎわいの森 - - - - 354,624 373,621 352,689 339,082

 聖宝寺もみじ祭り 5,448 6,497 8,788 - - - - -

 合計 462,609 446,993 448,928 410,764 660,359 681,328 738,222 642,898
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（２）生活圏域交流人口 

生活圏域交流人口をみると、平成 12（2000）年度以降、本市から他自治体への流出は

減少傾向にあります。また、他自治体から本市への流入は、平成 12（2000）年から平成

17（2005）年度までにかけて減少したものの、平成 27（2015）年度以降は、平成 12

（2000）年度と同水準になっています。 
 

■生活圏域交流人口（通勤通学） 

（人） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料：国勢調査 

 
  

３　産業の状況 
 

産業別就業人口割合をみると、第 2 次産業、第３次産業が 2005 年以降ほぼ同水準で推移

しています。第１次産業の割合は、減少傾向でしたが、令和２（2020）年度に増加に転じて

います。 
 

■産業別就業人口割合 
 

（％） 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査
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第２節　市民ニーズの状況 

本計画の策定にあたり、市民をはじめとする多様な主体の意見を計画に反映させるため、

令和６（2024）年度において各種調査を実施しました。 
 

■各種調査の概要 

 

※以降の調査結果の記載について 

・「Ｎ（number of case）」は、集計対象者総数（あるいは回答者限定設問の限定条件に該当

する方）の値を表しています。 

・「SA（Single Answer）」は、単数回答（質問に対して複数の選択肢から１つの回答を選択）

を、「MA（Multiple Answer）」は、複数回答（質問に対して複数の選択肢から複数の回答

を選択）を表しています。 

 

 調査対象 調査時期 回答数・回収率

 

市民満足度調査
20 歳以上の市民 

3,000 名
令和６年６月〜７月

回収数 1,301 件 

回収率 43.4％

 

小学生調査
市内小学４～６年生 

1,097 名
令和６年９月

回収数 1,094 件 

回収率 99.7％

 

中学生、高校生調査

市内の中学２生 

376 名 
 
いなべ総合学園１年生 

279 名

令和６年６月〜７月

中学生 

回収数 341 件 

回収率 90.7％ 

高校生 

回収数 68件 

回収率 24.4％

 

事業所調査
市内事業所 

96 事業所
令和６年６月〜７月

回収数 53件 

回収率 55.2％

 

市民活動団体調査
市登録の活動団体 

141 団体
令和６年６月〜７月

回収数 51件 

回収率 36.2％

 
高校生ワークショップ

でのシート調査

いなべ総合学園１年生 

279 名
令和６年６月５日

回収数 279 件 

回収率 100.0％
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１　いなべ市の住みやすさについて 

市民満足度調査においては、「住みやすい」と感じる市民は約７割で、前回調査と比べると

減少しています。中学生、高校生調査においては、「住みやすい」と感じる割合は９割を超え、

中学生調査は、前回調査と比べると約２割の増加となっています。住みやすいと感じる理由

については、「自然に恵まれている」「人情」がどの調査でも上位となっています。一方、「住

みにくい」と感じる理由については、「交通事情や交通の便」「買い物に不便だから」「通勤・

通学に不便だから」が上位となっており、交通面に関する回答が多くなっています。 

今後も市民の住みやすさの実感を維持向上させるとともに、自然や人情といった強みを活

かしつつ、交通面における住みにくさの改善を図る必要があります。 

 

（１）住みやすさ（市民満足度調査、中学生調査、高校生調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）、中学生調査（N＝337）、高校生調査（N＝68）【各調査 SA】 

 

（２）住みやすいと感じる理由（市民満足度調査、中学生調査、高校生調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝876）、中学生調査（N＝307）、高校生調査（N＝47）【各調査 MA】 「とても住み

やすい」「どちらかといえば住みやすい」と回答した方 

 

（３）住みにくいと感じる理由（市民満足度調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝232）【MA】「とても住みにくい」「どちらかといえば住みにくい」と回答した方

 ・市民満足度調査においては、「住みやすい※」が 67.4％（前回比－1.2％）となってい

ます。 

※「住みやすい」：「とても住みやすい」「どちらかといえば住みやすい」の合計値。以下同様。 

・中学生調査においては、「住みやすい」が 91.1％（前回比＋16.3％）となっています。 

・高校生調査においては、「住みやすい」が 90.9％（前回調査無し※以下同様）となっ

ています。

 ・市民満足度調査においては、「自然に恵まれているから」が 77.3％（前回比-3.3％）

と最も高く、次いで「友人・知人が多いから」が 48.2％（前回比-2.6％）、「住民が親

切で人情味があるから」が 33.0％（前回比-2.1％）となっています。 

・中学生調査においては、「豊かな自然に恵まれている」が 93.8％（前回比＋8.1％）と

最も高く、次いで「人情や気風が良い」が 51.8％（前回比＋3.6％）、「スポーツ活動

や文化活動を楽しむ環境が充実している」が 43.6％で（前回比＋14.7％）となって

います。 

・高校生調査においては、「豊かな自然に恵まれている」が 89.4％と最も高く、次いで

「道路や公共交通機関が整備されていて便利である」が 53.2％、「人情や気風が良い」

が 46.8％となっています。

 ・市民満足度調査においては、「交通事情や交通の便がよくないから」が 78.4％（前回

比-1.4％）と最も高く、次いで「買い物に不便だから」が 56.0％（前回比-3.2％）、

「通勤・通学に不便だから」が 47.8％（前回比-2.8％）となっています。
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問23　あなたは、まちづくり活動に対する市民参画の機会がある場合、参加したいと思いますか。(SA)

№ 選択肢 H26(%) R1(%) R6(%) R1⇒R6比較
1 積極的に参加したい 2.9 2.6 3.7 1.1
2 できるだけ参加したい 36.1 30.5 28.5 -2.0
3 参加したいと思うが参加できない 26.6 28.4 25.9 -2.5
4 参加したいとは思わない 15.4 18.5 20.3 1.8
5 わからない 14.1 15.1 18.5 3.4
6 その他 0.7 0.8 0.6 -0.2

不明・無回答 4.2 4.1 2.5 -1.6
サンプル数 N＝1,493 N＝1,446 N＝1,301 ―

２　市民、市民活動団体、企業の各活動について 

市民満足度調査においては、まちづくり活動への参加意向が減少傾向にあります。価値観

の多様化や余暇時間の選択肢の増加等の影響が考えられますが、地域力の維持・向上のため

にも多様な視点からまちづくり活動への参加促進を図る必要があります。 

市民活動団体の活動においては、現状維持が約 8 割、拡大が約２割となっていますが、「担

い手の高齢化」「担い手の不足」「利用者・参加者の高齢化」等、高齢化に関わる課題が多く挙

げられており、活動主体者や参加者の裾野を広げることが重要となっています。 

企業活動においては、「行いやすい」が約６割となっており、『いなべ市の良い面』につい

ては、「災害や治安の面で心配がない」が約７割と最も高くなっています。一方で、「地価や

人件費が安い」が約２割で前回調査から約２割の減少となっており、『いなべ市の悪い面』に

ついては、「従業員の確保が難しい」が約７割と最も高く、企業の人件費や従業員確保への課

題意識が強くなっていることが見受けられます。 

 

（１）まちづくり活動について（市民満足度調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）【SA】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）市民活動団体の活動について（市民活動団体調査より） 

▶▶▶ 市民活動団体調査（N＝51）【MA※複数の分野で活動する団体があるため】 

 

 

 ・市民満足度調査においては、「参加したい※」が 32.2％（前回比－0.9％）となって

います。 

※「参加したい」：「積極的に参加したい」「できるだけ参加したい」の合計値 

・「参加したい」について、経年で見ても減少傾向にあります。

 ・『今後の活動の方向性』については、「現状維持」が 78.4％と最も高く、次いで「拡

大」が 21.6％となっています。 

・『活動における課題』については、「担い手の高齢化」が 49.0％と最も高く、次いで

「担い手の不足」が 47.1％、「活動資金が足りない」及び「利用者・参加者の高齢化」

が 29.4％となっています。
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（３）企業活動について（事業所調査より） 

▶▶▶ 市民活動団体調査（N＝53）「企業活動が行いやすいか」【SA】、「良い面、悪い面」【MA】 

 

３　定住意向 
 

定住意向においては、「ずっと住み続けたい」が市民で約６割、中学生で約２割、高校生で

約３割となっています。また、「どのような条件が整えばこれからもいなべ市に住み続けたい

か（「他市に移り住みたい」と回答した方）」については、交通面での回答が多くなっていま

す。 

市民の定住意向の維持・増加を図るとともに、中学生、高校生についても一度は市外に出

ても帰って来たいと思えるまちづくりが必要です。 

 

（１）定住意向について（市民満足度調査、中学生、高校生調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）、中学生調査（N＝337）、高校生調査（N＝22）【各調査 SA】 

 

（２）どのような条件が整えばこれからもいなべ市に住み続けたいか（市民満足度調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝94）【MA】「他市に移り住みたい」と回答した方 

 

 

 ・「企業活動が行いやすい※」が 58.5％（前回比＋5.3％）となっています。 
※「企業活動が行いやすい」：「企業活動が行いやすい」「どちらかといえば企業活動が行いやすい」の合計
値 

・『いなべ市の良い面』については、「災害や治安の面で心配がない」が 66.0％（前回比

＋19.2％）と最も高くなっています。また、「地価や人件費が安い」が 17.0％で前回

調査から 19.2％減少しています。 

・『いなべ市の悪い面』については、「従業員の確保が難しい」が 73.6％（前回比＋1.3％）

と最も高くなっています。また、「交通が不便である」が 32.1％で前回調査から

16.8％減少しています。

 ・市民満足度調査においては、「ずっと住み続けたい」が 58.8％（前回比－1.5％）とな

っています。 

・中学生調査においては、「できればずっと住み続けたい」が 21.1％（前回比－1.9％）

となっています。 

・高校生調査においては、「できればずっと住み続けたい」が 27.3％となっています。

 ・「交通・通勤の利便性のよさ」が 60.6％（前回比－7.2％）と最も高く、次いで「日ご

ろの買い物の便利さ」が 50.0％（前回比－1.3％）、「福祉・医療施設の利用のしやす

さ」が 31.9％（前回比-8.1％）となっています。また、「就労の場があること」が 7.4％

で、前回から 16.9％減少、「価格や広さなど住宅事情のよさ」が 10.6％で前回から

8.9％増加しています。
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H26 R1 R6 R1→R6 H26 R1 R6 R1→R6

１．国道など広域的な幹線道路の整備 3.86 3.96 4.10 0.14 3.32 3.40 3.32 -0.08
２．集落内の生活道路の整備 4.01 4.10 4.21 0.11 3.13 3.11 3.05 -0.06
３．歩道の整備 4.11 4.26 4.25 -0.01 2.74 2.70 2.68 -0.02
４．公共交通機関の利便性 4.28 4.40 4.40 0.00 2.55 2.35 2.39 0.04
５．交通安全対策の充実 4.26 4.31 4.29 -0.02 2.96 2.88 2.95 0.07
６．自然環境の保全 4.26 4.12 4.17 0.05 3.61 3.23 3.22 -0.01
７．消費者保護の充実 4.00 3.89 4.00 0.11 3.00 3.05 3.02 -0.03
８．上水道の整備 4.26 4.26 4.34 0.08 3.79 3.77 3.68 -0.09
９．下水道の整備 4.26 4.26 4.33 0.07 3.80 3.78 3.71 -0.07
10．ゴミ（リサイクル）・し尿処理対策 4.48 4.33 4.35 0.02 3.80 3.64 3.63 -0.01
11．斎場の整備 3.82 3.50
12．学校教育環境の整備 4.37 4.35 4.34 -0.01 3.38 3.38 3.31 -0.07
13．青少年健全育成対策の充実 4.15 4.05 4.04 -0.01 3.16 3.17 3.22 0.05
14．児童福祉体制の充実 4.20 4.23 0.03 3.18 3.19 0.01
15．高齢者福祉体制の充実 4.35 4.31 -0.04 3.06 3.09 0.03
16．障がい者福祉体制の充実 4.24 4.22 -0.02 3.08 3.11 0.03
17．文化芸術施設の整備 3.59 3.64 3.49 -0.15 3.16 3.11 3.13 0.02
18．スポーツ施設の整備 3.58 3.67 3.68 0.01 3.18 3.06 3.14 0.08
19．保健体制の充実 4.03 4.00 -0.03 3.09 3.16 0.07
20．医療体制の充実 4.54 4.51 -0.04 2.69 2.89 0.20
21．防災対策の充実 4.38 4.39 4.37 -0.02 3.17 3.07 3.13 0.05
22．防犯対策の充実 4.38 4.38 4.34 -0.04 3.05 3.05 3.04 -0.01
23．公害対策の充実 4.20 4.13 4.15 0.02 3.14 3.15 3.10 -0.05
24．河川の整備（治水） 4.12 4.18 0.06 3.15 3.09 -0.06
25．森林の整備（治山） 4.03 4.15 0.12 3.00 2.99 -0.01
26．公園の整備 3.84 3.87 0.03 2.91 2.91 0.00
27．緑化の推進 3.71 3.75 0.04 3.18 3.21 0.03
28．住宅対策の充実 3.66 3.74 3.84 0.10 3.08 3.03 2.99 -0.04
29．買い物の利便性の向上 4.11 4.27 4.33 0.06 3.19 2.93 2.90 -0.03
30．農業の振興 3.82 3.92 0.10 3.05 3.03 -0.02
31．林業の振興 3.62 3.73 0.10 2.98 2.99 0.01
32．商業の振興 3.83 3.95 0.12 2.95 2.96 0.01
33．工業の振興 3.81 3.89 0.08 3.13 3.18 0.05
34．企業誘致の促進 3.79 3.78 3.84 0.06 3.04 3.12 3.10 -0.02
35．観光レクリエーション事業の振興 3.41 3.49 3.53 0.04 2.96 2.98 3.04 0.06
36．文化財・伝統文化の保存と活用 3.53 3.59 3.56 -0.03 3.03 3.09 3.08 -0.01
37．男女共同参画社会の推進 3.48 3.51 3.60 0.09 2.98 3.03 3.02 -0.01
38．ＩＴ（情報通信技術）の推進 3.55 3.70 3.79 0.09 3.00 2.93 2.93 0.00
39．ボランティア活動の推進 3.66 3.66 3.66 0.00 3.05 3.05 3.08 0.03
40．住民相互の連帯意識の高揚 3.78 3.75 3.70 -0.05 3.05 3.01 3.03 0.02
41．若者の定住促進 4.22 4.11 4.12 0.01 2.69 2.71 2.71 0.00
42．イメージアップと個性あるまちづくり 3.77 3.81 3.79 -0.02 2.88 2.98 2.99 0.01
43．人権意識の高揚 3.74 3.69 3.73 0.04 2.99 3.02 3.04 0.02
44．近隣市町との連携によるまちづくり 3.73 3.74 3.79 0.05 3.01 3.00 3.02 0.02

平均 3.97 3.99 4.02 0.03 3.12 3.07 3.09 0.02

4.45 3.10

項目
重要度 満足度

4.40 3.13

3.72 2.97

4.14 3.00

3.78 3.07

3.68 2.98

 

４　施策の重要度、満足度 
 

（１）―１　施策の重要度、満足度の経年比較（市民満足度調査より） 
  

▶▶▶ 市民満足度調査（H23：N＝1,493、R1：N＝1,446、R6:N＝1,301）【各 SA】 
「ピンク色のセル」は、平均点よりも上位の項目。「水色のセル」は、平均点よりも下位の項目。 
「黄色の項目」は、重点課題の項目（重要度が平均点よりも高く、満足度が平均点よりも低い）。 
「R1→R6 欄の赤色の数字」は、前回調査から増加した項目。「青色の数字」は、減少した項目。 
５段階の選択肢を５点満点で採点：重要（満足）、まあ重要（満足）、どちらとも言えない、あまり重要

（満足）でない、重要（満足）でない 
設問の選択肢は、一部を省略して記載。

⑧

①

⑤

④

③

② 

⑦

⑥
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44 の施策について、重要度、満足度をそれぞれ５段階で評価し、経年で比較しました。 

重要度においては、「20.医療体制の充実」が 4.51 点と最も高く、次いで「４．公共交通

機関の利便性」が 4.40 点、「21．防災対策の充実」が 4.37 点となっています。 

満足度においては、「９．下水道の整備」が 3.71 点と最も高く、次いで「８．上水道の

整備」が 3.68 点、「10．ゴミ（リサイクル）・し尿処理対策」が 3.63 点となっています。 

 

赤色の枠線①の道路やインフラ、生活環境関連においては、重要度が平均よりも高い項

目が多くなっています。中でも「２.集落内の生活道路の整備」「３.歩道の整備」「４.公共交

通機関の利便性」「５.交通安全対策の充実」は、重要度が平均よりも高く、かつ満足度が平

均よりも低い「重点課題項目」となっています。 

 

赤色の枠線②の教育、福祉関連においては、重要度、満足度ともに平均を上回っており、

「今後も継続した取組が必要な項目」となっています。 

 

赤色の枠線③の文化芸術施設やスポーツ施設の整備関連においては、重要度が平均より

も低く、満足度は平均よりも高くなっています。 

 

赤色の枠線④の保健医療関連においては、「20.医療体制の充実」が重点課題項目となっ

ています。 

 

赤色の枠線⑤の防災防犯関連においては、「22.防犯対策の充実」が重点課題項目となっ

ています。 

 

赤色の枠線⑥の自然環境、生活環境関連においては、「25.森林の整備（治山）」「29.買い

物の利便性の向上」が重点課題項目となっています。 

 

赤色の枠線⑦の産業関連においては、重要度はいずれも平均よりも低く、満足度は「33.

工業の振興」「34.企業誘致の促進」が平均よりも高くなっています。 

 

赤色の枠線⑧の各種施策においては、「41.若者の定住促進」が重点課題項目となってい

ます。その他は重要度、満足度ともに平均よりも低くなっています。 

 

平均点を経年で比較すると、重要度は増加傾向、満足度は令和元年に減少しましたが、

令和６年は増加しています。 

全体を経年で比較すると、重要度と満足度は、同様の傾向が続いている項目が多くなっ

ています。 
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１．国道など広域的な幹線道路の整備

２．集落内の生活道路の整備

３．歩道の整備

４．公共交通機関の利便性

５．交通安全対策の充実

６．自然環境の保全

７．消費者保護の充実

８．上水道の整備

９．下水道の整備

10．ゴミ（リサイクル）・

し尿処理対策

11．斎場の整備

12．学校教育環境の整備

13．青少年健全育成対策の充実

14．児童福祉体制の充実

15．高齢者福祉体制の充実

16．障がい者福祉体制の充実

17．文化芸術施設の整備

18．スポーツ施設の整備

19．保健体制の充実

20．医療体制の充実

21．防災対策の充実
22．防犯対策の充実

23．公害対策の充実

24．河川の整備（治水）

25．森林の整備（治山）

26．公園の整備

27．緑化の推進

28．住宅対策の充実

29．買い物の利便性の向上

30．農業の振興

31．林業の振興

32．商業の振興

33．工業の振興

34．企業誘致の促進

35．観光レクリエーション事業の振興
36．文化財・伝統文化の保存と活用

37．男女共同参画社会の推進

38．ＩＴ（情報通信技術）の推進

39．ボランティア活動の推進
40．住民相互の連帯意識の高揚

41．若者の定住促進

42．イメージアップと個性あるまちづくり

43．人権意識の高揚

44．近隣市町との連携によるまちづくり

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

4.6

2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8

縦
軸
：
重
要
度
（
点
）

横軸：満足度（点）

Ａエリア（重点課題）

【重要度：高×満足度：低】

Ｃエリア

【重要度：高×満足度：高】

Ｂエリア

【重要度：低×満足度：低】
Ｄエリア

【重要度：低×満足度：高】Ｒ１満足度平均（3.07）→ ←Ｒ６満足度平均（3.09）

Ｒ
６
重

要
度

平
均
（

4.0
2）

→
←
Ｒ
１
重
要
度

平
均

（
3
.99

）

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

3.9

4

4.1

4.2

4.3

4.4

4.5

4.6

2.3 2.4 2.5 2.6 2.7 2.8 2.9 3 3.1 3.2 3.3 3.4 3.5 3.6 3.7 3.8

（１）―２　施策の重要度、満足度の散布図（市民満足度調査より） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
   

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）【SA】  ※ ■：R6 調査、 ●：R1 調査 

　　※Ａエリア（重要度は平均点よりも高く、満足度は平均点よりも低い） 
Ｂエリア（重要度、満足度ともに平均点よりも低い） 
Ｃエリア（重要度、満足度ともに平均点よりも高い） 
Ｄエリア（重要度は平均点よりも低く、満足度は平均点よりも高い） 

　※５段階の選択肢を５点満点で採点：重要（満足）、まあ重要（満足）、どちらとも言えない、あまり重要

（満足）でない、重要（満足）でない 
 

 

 

（２）高校生が関心のある分野（高校生ワークショップより） 

▶▶▶ 高校生ワークショップ（N＝279）  

 ・『関心のある分野』においては、「スポーツ」が 38.4％と最も高く、次いで「観光」が

29.4％、「自然」が 25.1％となっています。
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重要度、満足度を散布図で表すと、それぞれの主な項目は次のとおりとなっています。 

 

A エリアは、重要度が高いものの、満足度が低い重点課題となる項目です。 

A エリアには、「４.公共交通機関の利便性」、「29.買い物の利便性の向上」、「５.交通安全

対策の充実」、「３.歩道の整備」「２.集落内の生活道路の整備」と公共交通、道路安全対策

の項目が挙げられており、新たな公共交通、道路環境の整備が求められています。 

その他には、「20.医療体制の充実」、「22.防犯対策の充実」、「25.森林の整備（治山）」、

「41.若者の定住促進」の項目が挙げられており、安心な暮らしに欠かせない医療体制、防

犯対策等の充実が求められています。また、若者の定住促進については、まちへの愛着や

魅力的な雇用促進、子育て支援等、様々な視点からの取組が求められています。 

 

Ｂエリアは、重要度、満足度とも低くなっており、今後の取組の改善が必要な項目です。 

Ｂエリアには、「3２.商業の振興」、「30.農業の振興」、「31．林業の振興」、「35．観光レ

クリエーション事業の振興」の項目が挙げられており、地域の特性を活かし、産業全体の

活性化につなげることが求められています。 

その他には、「26.公園の整備」、「28.住宅対策の充実」、「44.近隣市町との連携によるま

ちづくり」等の項目が挙げられており、広域的な連携を含めた住環境の整備が求められて

います。 

 

C エリアは、重要度、満足度とも高くなっており、今後も継続した取組が必要な項目で

す。 

C エリアには、「10．ゴミ（リサイクル）・し尿処理対策」、「21．防災対策の充実」、「12．

学校教育環境の整備」、「８．上水道の整備」、「９．下水道の整備」等が挙げられています。 

 

D エリアは、重要度が低く、満足度が高くなっており、現在の取組の維持が必要な項目

です。 

D エリアには、「19．保健体制の充実」、「33．工業の振興」、「34.企業誘致の促進」、「11．

斎場の整備」、「27．緑化の推進」等が挙げられています。 

 

「スポーツ」「観光」は、市民満足度調査における重要度は低くなっていますが、高校生

ワークショップの『関心のある分野』においては、「スポーツ」が約４割と最も高く、次い

で「観光」、「自然」が約３割、「文化芸術」が約 2 割となっています。 

「スポーツ」「観光」「文化芸術」は、市民満足度調査における重要度は低いものの、若者

の関心の高い分野であることから、効果的に取組を推進する必要があります。 
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５　いなべ市民の幸福度 
 

　幸福度は、市民が平均 6.60 点、中学生が平均 7.62 点、高校生が 6.94 点となっています。

幸福度は、社会情勢の影響等も反映されるものですが、まちづくりにおいても市民の幸福度

の実感が増加するよう、各種の取組を進める必要があります。 
 

（１）幸福度について（市民満足度調査、中学生、高校生調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）、中学生調査（N＝341）、高校生調査（N＝68）【各調査 SA】 
　  　　10 点（とても幸せ）～０点（とても不幸）とした 

 

（２）幸せであるために重要なこと（市民満足度調査、中学生、高校生調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）、中学生調査（N＝341）、高校生調査（N＝68）【各調査 SA】 
 
 

６　いなべ市への誇りや愛着 
 

　「愛着」を「感じている」が、市民満足度調査においては約６割、中学生調査においては約

８割、高校生調査（いなべ市民に限定）においては約９割となっています。市民満足度調査

においては、「愛着」を「感じている」は減少傾向ですが、中学生調査は増加傾向となってお

り、市民の愛着を維持・増加させるとともに、今後も若者が愛着を感じ続けることができる

ような魅力あるまちづくりを進める必要があります。 
 

誇りや愛着について（市民満足度調査、中学生、高校生調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）、中学生調査（N＝341）、高校生調査（N＝68※いなべ市民は N＝22）【各調査 SA】 

 ・市民満足度調査においては、幸福度の平均は 6.60 点（前回比－0.07 点）となってい

ます。 

・中学生調査においては、幸福度の平均は 7.62 点（前回比＋0.21 点） 

・高校生調査においては、幸福度の平均は 6.94 点となっています。

 ・市民満足度調査においては、「自分や家族の健康状況」が 81.9％（前回比＋4.0％）と

最も高く、次いで「家計（所得・消費）の状況」が 78.6％（前回比＋6.5％）、「家族

関係」が 67.6％（前回比＋5.9％）となっています。 

・中学生調査においては、「友人関係」が 82.4％（前回比＋20.4％）と最も高く、次い

で「健康」が 69.8％（前回比＋8.0％）、「自由な時間」が 57.2％（前回比＋9.6％）

となっています。 

・高校生調査においては、「健康」が 70.6％と最も高く、次いで「友人関係」が 69.1％、

「家族関係」が 48.5％となっています。

 ・市民満足度調査においては、「愛着」を「感じている」が 60.1％（前回比－3.0％）と

なっています。 

・中学生調査においては、「愛着」を「感じている」が 80.1％（前回比＋9.5％）となっ

ています。 

・高校生調査においては、「愛着」を「感じている」が 55.9％（いなべ市民の高校生に限

定すると 86.4％）となっています。 

・経年で見ると、市民満足度調査においては、「愛着」を「感じている」は減少傾向、中

学生調査は増加傾向となっています。
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問９　いなべ市に「自分のまち」といった愛着、親しみを感じますか。(SA)

№ 選択肢 H26(%) R1(%) R6(%) R1⇒R6比較
1 感じている 66.5 63.1 60.1 -3.0
2 感じていない 8.3 8.4 9.4 1.0
3 どちらともいえない 23.8 27.0 28.8 1.8

不明・無回答 1.4 1.4 1.7 0.3
サンプル数 N＝1,493 N＝1,446 N＝1,301 ―

問６ いなべ市に愛着、親しみを感じますか。(SA)
№ № 選択肢 H26(%) R1(%) R6(%) R1⇒R6比較

1 感じている 58.5 70.6 80.1 9.5
2 感じていない 7.7 6.1 4.4 -1.7
3 どちらともいえない 31.8 21.7 15.5 -6.2

不明・無回答 2.1 1.6 0.0 -1.6

中学生
N＝341

■市民満足度調査 

 

 

 

 

 

■中学生、高校生調査 

 

 

 

 

 

７　いなべ市の魅力と将来の姿について 
 

　市民満足度調査においては、１位が「自然・山・川」、２位が「大企業・企業」、３位が「ア

ウトドア」となっています。また、中学生、高校生調査においては、１位が「にぎわいの森」、

２位が「自然」、３位が「八幡祭」となっています。 

市民満足度調査の「将来どのようなまちになってほしいか」では、「医療が充実したまち」

「高齢になっても生きがいを持って暮らせるまち」「若者にとって魅力的なまち」がそれぞれ

約４割と高くなっています。 

小学生調査の「10 年後、自分自身がどうなっていたら幸せと思うか」では、家族に関する

内容（家族と一緒、家族が幸せ、家族が健康 等）が最も多く挙げられています。次いで、お

金に関する内容（お金持ち、お金に困らない 等）、友達に関する内容（友達がたくさん、友達

と仲良く 等）、野球（プロ野球選手、メジャーリーガー 等）、優しさに関する内容（優しい大

人、人に優しくする 等）、サッカー（プロサッカー選手 等）といった回答が多くみられまし

た。子どもたちが将来に希望を持ち、幸せに暮らすことのできるまちづくりが必要です。 

 

（１）いなべ市の魅力について（市民満足度調査、中学生、高校生調査より） 
 

　■市民満足度調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）　　　　　　　　　　▶▶▶中学生、高校生調査（N＝409）【記述式】 

※中学生：H26（N＝431）、R1（N＝374）

■中学生、高校生調査

 
１位　自然・山・川 
２位　大企業・企業 

　　　　（トヨタ車体・デンソー含む） 
３位　アウトドア 

　　　　（キャンプ、青川峡、宇賀渓含む） 
４位　梅林公園・農業公園 
５位　イベント（個別の記載は含まず） 
６位　特産品（個別の記載は含まず） 
７位　施設（個別の記載は含まず） 
８位　お茶・石榑茶 
８位　にぎわいの森 
10 位　そば・そば祭り

 
１位　にぎわいの森 
２位　自然 
３位　八幡祭 
４位　お茶、かぶせ茶、石榑茶、お茶が 

美味しい 
５位　祭、花火大会 
６位　さくらポーク 
６位　空気がきれい、美しい 
８位　西田有志（バレーボール選手） 
９位　人、地域の人が優しい 
10 位　三岐鉄道、北勢線
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（２）将来どのようなまちになってほしいか（市民満足度調査より） 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）【MA】 

 

（３）あなたは 10 年後、自分自身がどうなっていたら幸せと思うか（小学生調査より） 

▶▶▶ 小学生調査（N＝1,094）【記述式】 

 

■小学生意見のキーワード分析（出現頻度順） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ・市民満足度調査においては、「医療が充実したまち」が 40.9％（前回比-6.3％）と最

も高く、次いで「高齢になっても生きがいを持って暮らせるまち」が 40.7％（前回

比-7.8％）、「若者にとって魅力的なまち」が 35.1％（前回比±0％）となっていま

す。

 ・小学生調査においては、お金に関する意見（「お金持ち」「お金に困らない」等）が最

も多く、次いで野球選手、サッカー選手、優しい大人となっています。また、内容は

様々ですが、家族（「健康」「一緒に過ごす」等）や友達（「友達がいっぱい」「友達と

仲良く」等）に関する意見もたくさん挙げられています。
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８　近年のいなべ市の取組について 
 

近年の主な取組の市民の認知度や事業所の活動は、ＳＤＧs が最も高くなっていますが、そ

れ以外は 5 割以下となっています。これらは社会潮流においても重要な取組であるため、各

種活動の一層の推進とともに、市民に対する周知啓発を進める必要があります。 
 
 
■本市の近年の取組の認知度 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

▶▶▶ 市民満足度調査（N＝1,301）【SA】 

 
 
 

 
■本市の近年の取組に関連する事業所の活動 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
 
 
▶▶▶ 事業所調査（N＝53）【SA】  

0.0 

41.5 

18.9 

7.5 

28.3 

18.9 

9.4 

11.3 

11.3 

79.2 

18.9 

45.3 

3.8 

0.0 

5.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「フェアトレードタ

ウン」の取組

「ＳＤＧｓ」の取組

「ゼロカーボンシ

ティ」の取組

行っている（ＨＰや会社案内等の媒体で紹介している）

行っている（ＨＰや会社案内等の媒体で紹介はしていない）

行っていない（今後行う予定がある）

行っていない（今後も行う予定はない）

不明・無回答

「フェアトレード 
タウン」の取組 
 
 
「SDGｓ」の取組 
 

 
「ゼロカ－ボン 

シティ」の取組

14.6 

17.1

36.9 

12.3 

31.2 

27.1

38.4 

27.8 

52.4 

54.2

22.9 

58.2 

1.8 

1.5

1.8 

1.7 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

グリーンクリエイ

ティブいなべ

フェアトレードタ

ウン

ＳＤＧs未来都市

いなべ

ゼロカーボンシ

ティ

名前も内容も知っている

聞いたことはあるが内容は知らない

知らない

不明・無回答

グリーンクリエイ 
ティブいなべ 
 
 
フェアトレード 
タウン 
 
 
SDGｓ未来都市 
いなべ 
 

 
ゼロカ－ボンシティ
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第３節　社会潮流の状況とまちづくりの方向性 
 

 

１　人口減少社会の到来 
 

日本の総人口は平成 20（2008）年度をピークに減少局面に入っており、令和 35（2053）

年度には、１億人を下回ると推計されています。都市部への人口集中の傾向も続いており、

地方における人口減少に歯止めをかけることが全国的な課題となっています。 

また、全国的に人口減少、少子高齢化、自治会加入率の低下等、地域活動の担い手が減少

傾向にあり、地域コミュニティの維持が課題となっています。 

 

■本市におけるまちづくりの方向性 

・人口減少社会を前提としたまちづくり 

本市は自動車産業を中心とした企業誘致の成功等により、人口減少の抑制に成果を上げ

ています。また、東海環状自動車道いなべインターチェンジが令和 6（2024）年度に開

通し、企業活動の活性化や交流人口の増加が期待されています。今後は、自動車産業に次

ぐ新たな産業の活性化にも取り組み、多様で魅力的な雇用の創出を図り、人口減少の抑制

を継続する必要があります。そして、高齢期まで安心、安全に暮らすことができるととも

に、若者や子育て世代に選ばれる魅力的なまちづくりを推進する必要があります。 

観光交流人口は、令和元（2019）年度に開設した「にぎわいの森」の効果で増加傾向

にあります。今後も地域資源の磨き上げを継続し、交流人口や関係人口の増加を図り、人

口減少社会においても、まちの活力を維持・向上させていく必要があります。 

・協働のまちづくり 

本市は、各地区の住民主体による福祉委員会の設置を促進しており、令和５（2023）

年度末現在、118 地区中 71 地区で福祉委員会が設立されています。地域の人間関係が希

薄化する中、見守り活動や近隣の助け合い等、地域のつながりの大切さが再認識されてお

り、まちづくりへの市民の参画・協働の視点に立ったまちづくりが必要となっています。 
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２　持続可能なまちづくり 
 

平成 27（2015）年度に国連において採択された持続可能な開発目標「SDGs（Sustainable 

Development Goals）」は、持続可能で多様性のある「誰一人取り残さない」社会の実現を目

指し、経済や環境保全・脱炭素など、幅広い分野の課題に取り組む国際社会全体の目標です。

まちづくりの様々な分野においても、SDGs の視点を踏まえた取組が必要となっています。 

 

 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■本市におけるまちづくりの方向性 

 
本市は令和２（2020）年度に「ＳＤＧs 未来都市」に選定されています。今後も先駆

的な自治体の一つとして、脱炭素やウェルビーイング※などの視点も踏まえつつ、多様な

施策分野でＳＤＧs の推進に取り組むとともに、市民への普及啓発を促進する必要があり

ます。 

※ウェルビーイング：個人の権利や自己実現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態にあることを
意味する概念（「幸福」と訳されることもあります。） 
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３　デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）※ の進展 
 

ＩＯＴ※やＡＩ※の進化、ビッグデータの活用等によって、ロボットや自動運転などの様々

な技術革新の進展が期待されています。こうした状況を背景に、仕事のあり方や働き方も変

化することが予測されています。 

こうした中、まちづくりの様々な分野でも、DX の効果的な導入が必要とされています。 
 

■本市におけるまちづくりの方向性 

本市は、令和４（2022）年度に「いなべ市地域情報化計画」を全面的に見直し、ＤＸ

の推進に積極的に取り組んでいます。今後も、誰もがそれぞれのニーズに即した行政サー

ビスを受けることができる「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を推進するこ

とが必要です。 
 
※デジタルトランスフォーメーション（ＤＸ）：進化したデジタル技術の浸透が、人々の生活をあらゆる面でより良い

方向に変化させること 
※IOT：Internet of Things（モノのインターネット）、様々な物をインターネットにつなぎ、通信や制御するシ

ステムやサービスの総称 
※AI：Artificial Intelligence（人工知能） 

 

４　こどもまんなか社会の推進 
 

国では、保育の受け皿確保、幼児教育・保育の無償化等、子育て支援の充実に向けた取組

が進められています。また、令和 5（2023）年度に「こども大綱」が定められ、「こどもまん

なか社会」の実現に向けて、子どもの視点を大切にした取組が求められています。 
 

■本市におけるまちづくりの方向性 

本市は、本計画の策定にあたり、従来の中学生調査に加え、小学生、高校生からも意見

聴取を行いました。今後は、全ての分野において、子どもや子育て世代の若者の視点を大

切にした施策の推進を図る必要があります。 
 

 

５　自然災害の激甚化、頻発化 
 

平成 23（2011）年の東日本大震災や平成 28（2016）年の熊本地震、令和 6（2023）年

の能登半島地震など、近年、全国で予測の難しい甚大な自然災害が発生しており、日頃の災

害への備えや防災体制の充実が求められています。 
 

■本市におけるまちづくりの方向性 

三重県では、南海トラフ地震の発生が予想されており、本市においても大きな被害が発

生する可能性があります。市民の命を守る防災体制の充実を図るとともに、市民一人一人

の日頃の防災に対する意識の向上や、地域福祉の推進を通じた地域の防災力の向上が重要

です。 
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６　財政基盤の確立 
 

人口減少や高齢化などの影響により、地方自治体における税収の増加が見込みにくい状況

にあります。そのため、各種の社会保障や行政サービスにおける、財政の圧迫が懸念されて

おり、様々な視点からの持続可能な自治体経営が必要となっています。 

 

■本市におけるまちづくりの方向性 

本市は、合併後に施設の統合は進めてきましたが、廃止は行っておらず、老朽施設等に

おける耐用年数を踏まえた対策が必要となっています。 

令和４（2022）年現在で、本市の財政力指数※は 0.79（全国平均 0.49、三重県下 29

自治体中６位）、経常収支比率※は 89.60％（全国平均 92.20、三重県下 29 自治体中 18

位）となっています。これまでは比較的健全な行財政運営を行ってきましたが、今後は、

人口減少の影響や合併特例債等の大きな財源が無い中、今まで以上に総合計画と行財政改

革が強く連動した、効果的な行財政運営を推進する必要があります。 

※財政力指数 ：地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年間の
平均値。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり、財源に余裕があると
いえる 

※経常収支比率：地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される一般財源（経常一般財
源）のうち、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費が占める割合 

 
 
 

７　シビックプライドの醸成 
 

全国の自治体で地方創生や人口対策の取組が進められています。こうした中、まちに対す

る誇りや愛着がまちづくりへの共感につながり、まちのために自ら関わっていこうとする気

持ち「シビックプライド」の醸成が必要とされています。 

 

■本市におけるまちづくりの方向性 

本市の誕生から 20 年が経過しました。本市の誕生以降に生まれた世代である中学生、

高校生のアンケート調査では、市への愛着は一般市民よりも高く、かつ、経年で見ても年々

増加傾向にあります。今後は、より一層、市民が本市に対する誇りや愛着を持つことがで

きるまちづくりが必要です。 

また、市民や中学生、高校生のアンケート調査においては、まちの魅力として「自然」

が上位を占めています。今後も、この自然環境を守り、暮らしと自然が調和した魅力的な

まちづくりを進めるとともに、大切な自然を守るためにも自然環境を活かしたまちの活性

化に取り組み、市民のシビックプライドの醸成につなげる必要があります。 
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第４章　まちづくりの基本方針 

 

激しい変化を前提とした人口減少社会の中でも、まちの活力を維持、向上させるとともに、

多様性があり、安心、安全で持続可能な「市民が主役のまちづくり」を進めるため、以下に基

本理念と将来像を定めます。 

 

第１節　まちづくりの基本理念 

 

〜いきいき笑顔応援のまち〜 

 
基本理念は、市民と行政が共有するまちづくりの基本となる考え方です。 

「いきいき笑顔」は、人とまちが健康で生命力にあふれた姿を表しています。 

人の健康とは、子どもから高齢者まで、障がいや疾病があっても、誰もが生きがいを持っ

て、その人らしく自己実現を目指した暮らしが営めるとともに、それを支える市民の共助に

よる取組や公的な施策が充実し、安心できる環境が整っている状態を表しています。 

また、まちの健康とは、自然と共生できるゆとりある空間が創出されるとともに、しっか

りとした生活基盤の下で、地域資源を活かした産業が活発に展開され、市民のみならず、市

外の人も住んでみたい、訪れてみたいと思える力強いまちづくりの展開を表すものです。 

このように人もまちも“いきいき”としたまちづくりを推進することを、本市のまちづく

りの基本理念とします。 

 

■市民と行政が共有する「共通の視点」 

本市は、第２次総合計画において、「市民が主役のまちづくり」、「いなべブランドの創

造」及び「定住・移住・交流の促進」の３つを、全分野を横断する「共通目標」として位

置づけ、各種施策を推進してきました。 

本計画では、「いきいき笑顔応援のまち」を、本市のまちづくりの基本的な考え方とし

た上で、本市が誕生して以来、継続して取り組む「市民が主役のまちづくり」、「いなべブ

ランドの創造」及び「定住・移住・交流の促進」の３つを、全事業を推進する上で市民と

行政が共有する「共通の視点」として位置づけ、総合的にまちづくりを推進します。 

※市民が主役のまちづくり：主体的にまちづくり関わる市民が増加するとともに、多様な市民が、それぞれの人生の主役とし

て生きがいを持って暮らすことのできるまちを目指します。 
※いなべブランドの創造：全ての分野の行政サービスにおいて、品質が高く内外から評価を得られる事業を創造し、発信する

ことで、市民の満足度向上や市に対するイメージのアップを図ります。 

※定住・移住・交流の促進：様々な分野の取組により、いなべ市民やいなべ市を訪れた人が、「住み続けたい」、「移り住みた

い」、「訪れてみたい」と感じてもらえる、魅力的なまちを目指します。 
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第２節　まちづくりの将来像 

 

「好き」が、あふれる。 『私のまち いなべ』 

新市誕生後の第１次総合計画では、「安心・元気・思いやりがまちの宝物 いきいき笑顔応

援のまち いなべ」を将来像に掲げ、「いなべブランド事業」を通じた各種サービスの磨き上

げや情報発信に取り組みました。 

 

第２次総合計画では、第１次総合計画の将来像「いきいき笑顔応援のまち」を基本理念に

位置づけるとともに、まちの健康をより一層力強く展開するため、「住んでいーな！来ていー

な！活力創生のまち いなべ」を将来像に掲げました。そして、「グリーンクリエイティブい

なべ」をはじめとする積極的な地方創生の取組を中心に、人口減少の抑制対策や新たな産業

の創出、交流人口の増加対策を推進してきました。 

 

本計画では、第１次総合計画と第２次総合計画の経緯を踏まえ、多くの市民がまちの魅力

と感じている自然を改めて大切にしながら、暮らしと自然が調和した快適で安心安全なまち

づくりを継続します。そして、いなべ市らしく地域資源を積極的に活かし、市内外の人々を

惹きつける、魅力的なまちづくりを進めます。 

本市の誕生から 20 年が経過する中、「いなべ市に愛着を感じている」という中学生、高校

生の若者世代が大きく増加しています。 

今後は、本計画の目標年次である令和 17（2035）年度に向けて、子どもや若者の希望が

かなえられるとともに、全ての世代の多様な人々が、「いなべ市」に「好き」があふれ、誇り

と愛着を持つことのできるまちづくりに取り組みます。そして、「いなべ市は『私のまち』で

ある」と感じる人々の増加を推進力として、変化の激しい人口減少社会においても、活力に

満ちた持続可能なまちづくりを力強く進めていきます。 
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第５章　計画の基本フレーム 

 

第１節　人口推計と将来人口 

令和５（2023）年度に、国立社会保障・人口問題研究所が最新の人口推計を公表しました。

本計画の目標年次となる、令和 17（2035）年度の本市の推計人口は、41,308 人とされて

います。 

今後は、令和６（2024）年度の東海環状自動車道いなべインターチェンジ開通を機に、企

業活動のさらなる活性化が期待されています。また、将来を担う若者から選ばれる総合的な

取組を推進するとともに、全ての市民が誇りと愛着を持てるまちづくりを進め、令和 12

（2030）年の総人口を 43,000 人、令和 17（2035）年の総人口を 42,000 人と設定しま

す。 

 

■本市の人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 
 

 

資料：国立社会保障・人口問題研究所推計及び市独自推計 

 

■いなべ市人口ビジョンとの整合 

「いなべ市人口ビジョン〜令和元（2019）年度版〜（以下「人口ビジョン」という。）」

では、目標年度である令和 22（2040）年の総人口を、約 40,000 人と定めています。国

立社会保障・人口問題研究所が、令和５（2023）年度に発表した最新の本市の人口推計

は、地方創生が始まった平成 27（2015）年度と比べて増加し、本市の人口ビジョンにお

ける独自推計値に近い値となっています。 

本計画の人口推計は、人口ビジョンを踏まえて設定し、各種施策の一層の推進により、

今後も人口減少の抑制対策に取り組みます。  

2030 年度目標値 
43,000 人 

2035 年度目標値 
42,000 人 

（人）

（年）

…実績値

社人研推計（2023 年時点）

市独自推計（2019 年時点）

社人研推計（2013 年時点）
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第２節　交流人口 

観光交流人口は、年間 40 万人台で推移してきましたが、令和元（2019）年の「にぎわい

の森」開設を機に、年間約 60 万人〜70 万人へと大きく増加しています。また、生活圏域交

流人口においても、他自治体への流出は減少傾向で、他自治体からの流入も一時は減少した

ものの、現在は回復傾向にあります。 

特に、観光交流人口の増加は、新たな雇用の増加やまちの魅力の向上、市民の誇りの醸成

にもつながります。地方創生で投資的に取り組んできた、にぎわいの森や宇賀渓キャンプ場

などの拠点を中心にさらなる活性化を進めます。 

人口減少社会においても、まちの活力を向上させるために、観光や通勤通学で本市と関わ

る交流人口の増加を目指します。また、観光については、これまで注目度が低かった史跡や

文化財など郷土の歴史にも着目し、多様な視点から活性化を図ります。 

 

 

第３節　市民幸福度 

市民の幸福度は、個人の主観によるもので、個々の状況や社会情勢などの影響を受けやす

いものです。一方で、まちづくりにおいては、市民の幸福度の向上に努めることが大変重要

となります。また、ウェルビーイングの考え方も普及が進んでいます。個人の権利や自己実

現が保障され、身体的、精神的、社会的に良好な状態を実現するためにも、個人の幸福度は

重要となります。 

今後も、定期的に市民満足度調査結果で市民の幸福度を把握し、変化の激しい社会の動向

に対応しつつ、多くの市民が幸福を実感できるまちづくりを推進します。 

 

■幸福度（市民満足度調査、中学生高校生調査より） 

※10 点満点で調査し、平均点を算出 

 

 

 

 
項目

平成 26（2014）年度 
調査結果

令和元（2019）年度 
調査結果

令和６（2024）年度 
調査結果

令和 17（2035）年度 
目標値

 一般市民 6.78 点 6.67 点 6.60 点 6.78 点

 中 学 生 7.06 点 7.41 点 7.62 点 8.18 点

 高 校 生 6.94 点 （↑増加）
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第４節　市民参画 

本市では、「いきいき笑顔応援のまち」を基本理念に、市民主体の活動が行われてきました。

人口減少社会が到来する中、様々なまちづくりの分野で、いきいきと活躍する市民や団体の

増加が必要となっています。 

価値観の多様化や余暇時間の選択肢増加等により、まちづくり活動に参加したい市民の割

合は減少傾向にありますが、まちの活力を維持・向上するためにも、市民のまちづくり活動

への参加意識の向上を目指します。 

 

■まちづくり活動に参加したい市民の割合（市民満足度調査より） 

※市民満足度調査で「積極的に参加したい」「どちらかといえば参加したい」を合わせた割合  

 
項目

平成 26（2014）年度 
調査結果

令和元（2019）年度 
調査結果

令和６（2024）年度 
調査結果

令和 17（2035）年度 
目標値

 まちづくり活動

に参加したい市

民の割合 ※

39.0％ 33.1％ 32.2％ （↑増加）



31 

23,080 23,152 23,483 
22,431 22,662 

25,511 24,719 

26,805 26,916 

21,875 

0
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 R8  R9  R10  R11  R12  R13  R14  R15  R16  R17

（百万円）

市税 地方譲与税及び各種交付金 地方交付税

国県支出金 市債 繰入金

その他の歳入 （歳入合計）

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

23,080 23,152 23,483 
22,431 22,662 

25,511 24,719 
26,805 26,916 

21,875 

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15 R16 R17

（百万円）

人件費 扶助費 公債費 普通建設事業費

災害復旧事業費 物件費 維持補修費 補助費等

積立金 投資及び出資金・貸付金 繰出金 （歳出合計）

第５節　財政フレーム 

国内及び世界では、不安定な経済状況が続いており、市税、地方交付税などの一般財源の

大幅な増加は見込みにくい状況です。また、公共施設の老朽化対策に加え、ごみ処理施設や

斎場施設の整備などの大規模事業を予定していることから、財政の健全化と市民サービスの

バランスを考慮しつつ、将来にわたり、持続可能な財政基盤を確立する必要があります。 

本計画の目標年次である令和 17（2035）年度の財政フレームは、歳入に応じた財政規模

で引き続き安定的な財政運営を行うことを基本とします。 

令和 13（2031）年度から令和 16（2034）年度までに歳入規模が大きくなった要因は、

ごみ処理施設整備事業などの大規模事業に係る国庫補助金や市債が影響しており、そのよう

な要因を除いた歳入推計をもとに、220 億円から 230 億円の規模と設定します。 

 

■歳入の推計 

 

 

 

  

 

 

 

■歳出の推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財政フレーム

設定額

2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035
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第６節　土地利用構想 

豊かな自然環境に囲まれ、ゆとりと潤いを感じながら、市民やいなべ市を訪れた人が生き

がいを持って健康でいきいきとして過ごし、活発に交流し、まちの活力を生み出す都市を目

指して、本市の将来の土地利用構想を示します。 

１　中心市街地と地域拠点 

阿下喜周辺を本市の顔として、また、旧町の中心市街地を各地域の中心として、商業・サ

ービス・住居等の機能が整う多様な都市機能の充実を図ります。秩序ある開発の誘導を図る

とともに、安全で快適な生活空間や自然と調和した居住環境の創出、街並み、景観などに配

慮した市街地の整備を進めます。 

 

２　産業拠点 

市内各所の工業団地においては、近接する居住環境や緑の環境との調和を保ちつつ、健全

な生産環境の維持保全を図ります。また、東海環状自動車道を活かし、さらなる企業誘致を

促進し、人や物、情報の集積及び発信の場として、一層の機能拡大を図ります。 

 

３　緑の拠点 

にぎわいの森や青川峡、宇賀渓、いなべ公園、農業公園などを中心に、自然や緑とのふれ

あいを通じ、市内外の人々が憩いや楽しみ、安らぎを感じられる空間として、整備及び保全

を図ります。 

また、社会資本整備や土地利用等のハード・ソフト両面において、自然環境の多様な機能

を活用し、持続可能で魅力ある地域づくりを進めるグリーンインフラ※に関する取組を、地域

とのコミュニケーションを図りながら、多様な主体との連携のもとで推進します。 

 

※グリーンインフラ：自然環境が有する機能を社会における様々な課題解決に活用しようとする考え方 
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■土地利用のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中心拠点…阿下喜周辺を本市の顔として、商

業・サービス・住居等の機能が整う多様な都市

機能の強化を図ります

交通軸…広域圏や近隣都市、地域等を結び、人

やもの・情報などの交流の活性化を促す利便性

と快適性を兼ね備えたネットワーク形成を図

ります

 地域拠点…市内各地域の中心として商業・サー

ビス・住居等の機能が整う多様な都市機能の充

実を図ります

親水軸…自然を活かした河川整備を進め、周辺

景観と調和した親水性の高い潤いのある水辺

空間としてネットワーク形成を図ります

 産業拠点…工業団地と近接する居住環境や緑

の環境との調和を保ちつつ、健全な生産環境の

維持保全を図ります

田園居住ゾーン…既存集落の計画的な都市基

盤整備や優良農地の保全、土地利用の純化等に

より、自然と調和した田園居住環境の創出を図

ります

 緑の拠点…青川峡、宇賀渓、いなべ公園、農業

公園等、自然や緑とのふれあいを通じ、人々が

憩い・楽しみ・安らぎを感じられる空間として

整備及び保全を図ります

緑の保全ゾーン…員弁川沿いに広がる優良農

地や山林などの豊かな自然環境を積極的に保

全するとともに、自然を活かした憩いやレクリ

エーションの場として適正な活用を図ります

（幹線道路）

（鉄道）

（自動車専用道路）

イメージ図：いなべ市都市計画マスタープランより
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第６章　施策の大綱 
 

■第３次総合計画の概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〜　基 本 理 念　〜 
 

いきいき笑顔応援のまち

共通の視点「市民が主役のまちづくり」 
　　　　「いなべブランドの創造」 

「定住・移住・交流の促進」

〜　将　来　像　〜 

「好き」が、あふれる。『私のまち いなべ』

目指すまちの姿

〈 総合的取組事項 〉 

●グリーンクリエイティブいなべ 

●フェアトレードタウン　　●ＳＤＧs 未来都市いなべ 

●チャレンジ・カーボンニュートラルいなべ 

●元気みらい都市いなべ

みんなで 

つくるまち

５つの基本目標 

いつまでも 

笑顔で暮らせるまち

自然と調和した快適で 

安心・安全なまち

「にぎわい・愛着」 

創生のまち

「こどもまんなか」
みんなで学ぶまち
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■施策の概念図の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

 

基 本 理 念 いきいき笑顔応援のまち
市民と行政が共有するまちづくりの

基本となる考え方

 

共通の視点

市民が主役のまちづくり 

いなべブランドの創造 

定住・移住・交流の促進

全事業を推進する上で市民と行政が

共有する３つの視点

 

将 来 像
「好き」が、あふれる。 

『私のまち いなべ』

本計画の目標年次である令和 17

（2035）年度に向けて目指すまちの姿

 

基 本 目 標

１　みんなでつくるまち 

２　「こどもまんなか」みんなで 

学ぶまち 

３　いつまでも笑顔で暮らせるまち 

４　自然と調和した快適で 

安心・安全なまち 

５　「にぎわい・愛着」創生のまち

将来像の達成に向けた、各分野の取組

の方向性

 

総 合 的 

取 組 事 項

１　グリーンクリエイティブいなべ 

２　フェアトレードタウン 

３　ＳＤＧs 未来都市いなべ 

４　チャレンジ・カーボン 

ニュートラルいなべ 

５　元気みらい都市いなべ

本市が、全国に先駆けて推進してきた

各種の総合的な取組を本計画に総合

的取組事項として位置づけ、一体的な

体制で推進する
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第１節　基本目標 

１　みんなでつくるまち 

人口減少社会が到来する一方で、地域課題は多様化・複雑化が進行しています。こうした

状況に対応するため、全ての世代の市民や市民活動団体、事業者など、多様な価値観や特性

を持つ、様々な主体の活動を促進します。そして、それぞれが互いに認め合いながら、自分

らしく活躍することができる、市民が主役のみんなでつくるまちづくりを進めます。 

 

（１）市民参画 

子どもや若者から高齢者まで、様々な世代の多様な価値観を持つ市民が、主体的にまち

づくりに参加できるよう、地域活動の活性化や参画機会の充実を図ります。また、市民活

動センター等を通じて、多様な団体の活動の維持・活性化や連携促進、新たな担い手の掘

り起こしを進めます。 

 

（２）多様性社会 

出身や性別、年齢、国籍、障がいの有無等に関わらず、全ての人が認め合い、互いを尊重

しながら、自分らしく暮らすことができる、誰一人取り残されないまちづくりを進めます。 

特別な支援や配慮を要する人々への対応はもちろんのこと、増加する外国籍住民への支

援や、多様な主体がそれぞれの個性を活かして活躍できる機会の創出等にも取り組みます。 

 

（３）広報広聴 

市ホームページや情報誌 Link、ケーブルテレビ、ローカルラジオ等の情報媒体において、

時流に合った情報の発信を常に心がけます。必要な情報が正しく、わかりやすく、親しみ

やすい形で市民に届くよう、情報発信の充実に努めます。また、全ての世代の多様な市民

の声が行政に届くよう、様々な意見聴取の機会を設けます。 

 

（４）広域連携 

定住自立圏構想の中心市として、定住に必要な都市機能及び生活機能の確保・充実を図

り、魅力ある圏域を形成します。これにより、一般廃棄物等処理施設の整備をはじめ、公共

交通の利便性の向上、空き家対策など、圏域全体で必要な生活機能を確保し、定住を促進

します。 

また、市域の垣根を超え、時流に応じた効果的な連携を模索し、必要に応じて広域での

対策を行います。 

 

（５）外部人材 

人口減少社会においても本市の活力を向上させるために、市外の個人や団体、企業、専

門機関等と連携した取組を積極的に行います。また、地域おこし協力隊や集落支援員、地

域活性化起業人等の制度を活用し、市外から本市のまちづくりに関わる人材の確保を進め

ます。  
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２　「こどもまんなか」みんなで学ぶまち 

まちの未来を担う子どもたちのために、これまでも取り組んできた質の高い、特色ある教

育や、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制のさらなる充実を図ります。 

少子化が進行する中、子どもや若者の個性や権利が保障されながら、社会全体で子どもの

健やかな成長を後押しする「こどもまんなか」のまちづくりを進めます。 

また、スポーツや歴史文化、芸術等に触れる機会の充実により、市民誰もが生涯を通して

育みが感じられ、本市に誇りや愛着を感じることができるみんなで学ぶまちづくりを進めま

す。 

 

（１）子育て支援 

子どもと子育て中の家庭が安心して暮らし、子どもたちが健やかに成長できるよう、子

育て環境の整備を推進します。保育士不足等の課題に対応するとともに、地域全体で子育

てを支援する体制の構築を進め、多様化する保育・教育ニーズへの対応を図ります。 

 

（２）子どもと保護者の健康 

核家族化の進行や共働きなどの就労状況の変化を踏まえて、子育て家庭が孤立すること

がないよう、交流や相談の場づくりに取り組みます。また、児童福祉との連携により、子ど

ものライフステージに合わせた、妊娠期から子育て期までの切れ目のない支援体制の充実

を図ります。 

 

（３）教育 

子どもたちの「豊かな心・確かな学力・健やかな体」の育成を目指します。小中一貫教育

や自然環境を活かした体験学習など、特色ある学校づくりを推進するとともに、教職員の

質の向上を図ります。また、家庭、学校、地域、関係機関等の連携を強化することで、子ど

もたちの夢の実現と健やかな成長を促すための環境づくりを進めます。 

 

（４）スポーツ 

市民誰もが、それぞれの特性に応じて主体的にスポーツ活動に取り組み、心身の健康増

進につなげることができるよう、スポーツ団体やスポーツ推進委員等とさらなる連携を図

りながら、スポーツ、ニュースポーツ、レクリエーションへの取組を進めます。また、市民

が利用しやすいスポーツ施設の環境整備を進めます。 

 

（５）歴史文化・芸術 

市民誰もが心豊かな暮らしを送るために、市民が歴史文化・芸術に触れる機会の充実を

図るとともに、市民の歴史文化・芸術への理解及び各種活動への参加を促進します。また、

本市の貴重な文化財については、適切に保護、保存、活用する一方で、新たな史跡や文化財

の発見のため、積極的な調査を行います。 
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（６）自然環境・学習 

本市の魅力である自然環境を守り、活かしていくため、自然環境の保全や希少動植物の

保全・保護に取り組み、次世代へと継承します。また、自然学習施設の整備に努め、自然教

室や学校の授業において、自然学習のさらなる充実を図り、大切な自然を守り、活かす好

循環を形成します。 

 

（７）生涯学習 

人生 100 年時代が到来する中、市民誰もが生涯にわたって主体的に学び、互いに高めあ

うことができる、生涯学習環境の充実を図ります。また、市民の学習活動の支援、図書館サ

ービスの利用環境の向上など、活力ある魅力的なまちづくりにつながるような機会づくり

を進めます。 

 

 

３　いつまでも笑顔で暮らせるまち 

地域のつながりの希薄化により、社会的孤立や福祉課題を抱える人の増加など、社会情勢

が変化していく中、制度の縦割りや、支え手・受け手という関係を超え、地域の多様な主体

が参画し、ともに創る「地域共生社会の実現」が必要とされています。健康・医療、高齢福

祉、障がい福祉などの支援の充実を図るとともに、人と人、人と社会がつながり、支え合う

ことで誰もが安心して笑顔で暮らし続けられるまちづくりを進めます。 

 

（１）健康・医療 

市民主体で、市内各地で取り組まれている健康増進活動の維持、増加を図るとともに、

専門職や企業との連携の充実により、健康増進の一層の推進を図ります。また、地域の医

療体制が維持できるよう、医師の確保や応急診療の受診マナーの啓発についても取組を進

めます。 

 

（２）高齢福祉 

高齢期になっても尊厳を持ち、必要に応じて医療や介護保険を利用しながら、住み慣れ

た地域で安心していきいきと暮らすことができるよう、高齢福祉や介護保険・介護予防サ

ービスの充実を図ります。また、認知症や権利擁護、虐待等についても、専門家との連携に

より必要な支援が受けられる体制の充実を図ります。 

 

（３）障がい福祉 

障がいのある人の特性について、正しい理解が広く浸透するよう、市民への理解の促進

を図ります。また、障がいのある人が、それぞれの特性に応じて、必要な支援を受けなが

ら、主体的で自立した生活を送ることができるよう、障がい福祉サービスの充実を図りま

す。 
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（４）地域福祉 

価値観の多様化や人口減少、高齢化等が進行する中、今後は、地域でのつながりや助け

合いが、より一層重要となります。積極的に進めている福祉委員会等の地域活動について、

地域の実情に応じた伴走支援を行うとともに、世代の垣根を超えて、担い手や参加者の増

加を図ります。 

 
（５）社会保障 

国民健康保険事業や国民年金制度などの適正な運営を図ります。また、生活困窮者や、

生活保護等の支援を必要とする市民が、安心して自立した生活を送ることができるよう、

包括的な支援体制の整備を図ります。 

 

 

４　自然と調和した快適で安心・安全なまち 

中山間地域に位置する本市は、公共交通における市民ニーズが継続して高くなっており、

限られた財源を効果的に活用した対策が必要です。また、豊かな自然環境と調和した生活環

境は、本市の魅力の一つです。生活環境、住環境の整備や、防災体制、防犯体制の充実を図

り、全ての市民が快適で安心・安全に暮らせるまちづくりを進めます。 

 

（１）公共交通 

電車やバスなどの公共交通について、市民ニーズが継続して高くなっています。子ども

から高齢者まで、全ての市民がより移動しやすい、デマンド交通等の新たな移動手段の導

入も検討し、公共交通環境を整備します。 

 

（２）道路網 

令和 6（2024）年度には東海環状自動車道いなべインターチェンジが開通し、令和 8

（2026）年度には全線開通となります。引き続き関連する幹線道路等の効果的な整備を進

めるとともに、市民の暮らしに直結する生活道路や歩道の整備を推進し、快適な道路環境

の整備を図ります。また、交通事故対策の強化にも取り組みます。 

 

（３）上下水道 

市民の暮らしを支える上下水道事業の健全な経営を行い、清浄で安定した水の供給、公

共用水域の水質保全を図ります。また、設備の維持保全や耐震化などについて、適切かつ

効率的な整備を図ります。 
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（４）生活環境 

快適な生活環境のために、ごみの減量化や資源のリサイクル推進等、適切な処理の周知

徹底を図ります。 

ごみ処理施設や斎場施設の老朽化対策については、効果的で適切な処置が行えるよう、

関係者間での協議を進めます。 

全国的な課題となっている空き家対策については、一層総合的かつ計画的に推進し、空

き家所有者へ管理意識の向上を図ります。 

 

（５）土地利用 

自然環境や景観に配意しながら、農業や商業等経済活動の振興を図るため、計画的な土

地利用を進めます。関係計画と整合を図り、土地利用を規制するべきエリアについて、必

要な用途地域を指定し、秩序ある土地利用を推進します。 

また、自然環境が有する多様な機能（生物の生息・生育の場の提供、良好な景観形成、気

温上昇の抑制等）を活用し、魅力ある地域づくりを進めます。 

 

（６）防災 

全国で甚大な自然災害が多発しており、三重県でも南海トラフ地震が予測されている中、

災害に対するより一層の備えが必要です。市民や地域に対して、防災・減災意識と事前の

備えの重要性について、定期的な周知を行うとともに、官民連携による防災・減災対策を

検討し、防災体制の充実を図ります。 

 

（７）防犯 

全国で、犯罪が多様化しており、様々な対策が必要となっています。防犯灯・防犯カメラ

の設置や自主防犯組織への活動支援等の地域の防犯対策、消費生活相談員による消費者ト

ラブルの解決等に取り組み、安心で安全なまちづくりを推進します。 
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５　「にぎわい・愛着」創生のまち 

本市の基幹産業である自動車産業を中心とした雇用促進に加え、新たな雇用の場の創出に

取り組みます。地域特性を活かした農林・畜産業や商工業、観光産業の振興を通じて、まち

の産業全体を活性化し、魅力ある雇用の場を創出します。 

 

（１）農林・畜産業 

　　農林・畜産業の本来の役割に加えて、それぞれが持つ産業の枠を超えた多面的機能を認

識し、担い手、地域、行政が一体となって農地・山林の保全活動を推進します。 

　　市民満足度調査においては、獣害対策が長年の課題となっているため、行政と市民の協

働による追い払い活動等を推進します。 

 

（２）産業振興 

令和６（2024）年度に、東海環状自動車道いなべインターチェンジが開通し、自動車産

業をはじめとする企業活動の活性化が期待されています。引き続き、優良企業の誘致を図

るとともに、中心市街地の商業の活性化に向けて、分野間連携によって都市圏等へのＰＲ

活動を図ります。また、就労者の労働環境の向上に向けて、勤労者福祉の推進を図ります。 

 
（３）観光 

にぎわいの森や山辺を活用したアウトドア事業、豊かな自然や農産品、郷土の歴史等、

地域特有の資源の磨き上げに加えて、国が推進するインバウンド対策等にも取り組み、市

内回遊、広域周遊の活性化を図ります。 

また、観光産業の確立を通じて、新たな魅力的な雇用の場を創出します。 
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第２節　総合的取組事項 

近年、まちづくりの様々な分野で複雑化、多様化が進行しています。本市は、こうした社

会潮流に対応し、まちづくりの新しい取組を積極的に推進してきました。取組の規模や対象

は様々ですが、こうした総合的な取組には、一体的な推進体制が必要となるため、本計画の

総合的取組事項として位置づけ、評価検証を行いながら効果的に推進します。 

 

１　グリーンクリエイティブいなべの推進 

平成 29（2017）年度に掲げた「グリーンクリエイティブいなべ」の視点に基づき、自然

や農、食、アウトドア、アート、ものづくり等の資源を活かし、人々を魅了するモノ・コト・

トキの創造に取り組みます。また、「にぎわいの森」を中心とした、グリーンクリエイティブ

いなべ推進事業を推進し、にぎわいの創出や交流人口の拡大に取り組みます。 

 

２　フェアトレードタウンいなべの促進 

市民、企業、商店、行政などが一体となり、フェアトレードの普及、啓発活動を支援しま

す。活動を通じて、地域活性化や交流の機会の創出、市内の経済循環の促進を図ります。 

また、一連の活動を通じて、弱い立場に置かれた途上国の生産者の自立や環境の保護保全

につなげ、持続可能なまちづくりを目指します。 

 

３　ＳＤＧs 未来都市いなべの推進 

本計画の期間中に、ＳＤＧs のゴールとして定められている令和 12（2030）年度を迎え

ます。 

本市は、「ＳＤＧs 未来都市いなべ」として、先駆的な取組を続けてきました。今後も、令

和 12（2030）年度のゴールに向けて、経済、社会、環境の 3 つの側面のバランスのとれた、

持続可能なまちづくりを推進します。 

 

４　チャレンジ・カーボンニュートラルいなべの推進 

本市は、2050 年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素を実質ゼロにすることを目指す、

「ゼロカーボンシティ」を表明しています。 

本市の豊かな自然と調和した環境を次世代の子どもたちに引き継いでいくために、市民や

地域、事業者と一体となって、2050 年までに二酸化炭素排出量実質ゼロに向けた取組を推

進します。 
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５　元気みらい都市いなべの推進 

元気みらい都市いなべは、全世代の健康づくりを起点に、人とまちの「元気づくり」を創

出する一連の取組の総称です。市民や団体、専門家、企業の連携を通じて、世代別の健康づ

くりに取り組んでおり、市内外の多様な主体の新たなつながりを創出しています。 

今後も、全世代に向けた健康づくりの取組を、多様な主体の参画・連携を通じて、総合的

に推進します。 

また、ＳＤＧs の後継となる国際社会全体の目標として、ウェルビーイングの視点を踏まえ

た検討が進められています。元気みらい都市いなべの取組を通じて、本市のウェルビーイン

グを推進します。 
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■各分野における主な個別計画　※令和６（2024）年度現在 

 

●総合的な計画 

 

●基本目標１　みんなでつくるまち 

 

●基本目標２　「こどもまんなか」みんなで学ぶまち 

 

 

 

総合的な計画

第２次いなべ市総合計画

 第２期いなべ市総合戦略

 いなべ市人口ビジョン

 いなべ市第２期ＳＤＧs 未来都市計画

 

（２）多様性社会

豊かなくらしとお互いを尊重するまちづくりに関する調査報告書

 いなべ市人権啓発基本方針

 いなべ市男女共同参画第 4 次推進計画

 女性の活躍推進のためのいなべ市特定事業主行動計画（後期行

動計画）

 （３）広報広聴 いなべ市広報戦略基本方針

 （１）子育て支援 いなべ市子ども・子育て支援事業計画

 

（３）教育

いなべ市広報戦略基本方針

 いなべ市教育要覧

 いなべ市教育大綱

 いなべ市教育振興ビジョン

 いなべ市「新しい学校づくり」基本方針

 いなべ市新しい学校づくり推進ビジョン

 いなべ市人権教育基本方針

 いなべ市いじめ防止基本方針

 いなべ市学校教育基本方針

 いなべ市子ども読書活動推進計画（第４次）
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●基本目標３　いつまでも笑顔で暮らせるまち 

 

●基本目標４　自然と調和した快適で安心・安全なまち 

 

 

 

 

 

（１）健康、医療

いなべ市国民健康保険第３期データヘルス計画及び第４期特定

健康診査等実施計画

 いなべ市地域医療・福祉計画

 （２）高齢福祉 いなべ市高齢者福祉計画及び第９期介護保険事業計画

 

（３）障がい福祉

いなべ市障がい者活躍推進計画

 いなべ市障がい者計画・いなべ市第７期障がい福祉計画・いなべ

市第３期障がい児福祉計画

 

（４）地域福祉
第４次いなべ市地域福祉計画及びいなべ市地域福祉活動計画

 いのち支える第２次いなべ市自殺対策行動計画

 （１）公共交通 北勢線活性化基本計画

 

（２）道路網

いなべ市橋梁長寿命化修繕計画

 いなべ市舗装個別施設計画

 いなべ市トンネル長寿命化修繕計画

 いなべ市道路土工構造物個別施設計画

 いなべ市小規模附属物個別施設計画

 円滑で安全に走行できる道路ネットワーク強化に資する道づくり

 いつでもだれもが安全・安心に通行できる道づくり（防災・安全）

 国土強靭化地域計画に基づく地域の防災・減災力の強化に資す

る道づくり（防災・安全）

 子どもを守る交通安全対策の推進による安全・安心な道づくり

（防災・安全）

 

（３）上下水道

いなべ市新水道ビジョン

 いなべ市水道事業経営戦略

 いなべ市下水道事業経営戦略

 北勢沿岸流域下水道（北部処理区）関連いなべ市公共下水道事業

計画
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●基本目標５　「にぎわい・愛着」創生のまち 

 

 

 

（４）生活環境

いなべ市建築物耐震改修促進計画

 いなべ市空家等対策計画

 住生活基本計画

 桑名・員弁広域環境基本計画（地球温暖化対策実行計画（区域施

策編））

 いなべ市地球温暖化対策実行計画（事務事業編）

 いなべ市災害廃棄物処理計画

 第２次いなべ市一般廃棄物処理基本計画

 一般廃棄物処理実施計画

 容器包装廃棄物に係わる分別収集計画

 いなべ市菰野町地域循環型社会形成推進地域計画

 

（５）土地利用
いなべ市都市計画マスタープラン

 いなべ市管理河川維持修繕計画

 

（６）防災

国土強靭化計画

 
いなべ市地域防災計画（震災対策編）

 いなべ市地域防災計画（風水害等対策編）

 いなべ市地域防災計画（資料編）

 （７）防犯 いなべ市国民保護計画

 

（１）農林・畜産業

いなべ市森林整備計画

 農業経営基盤の強化の促進に関する基本的な構想

 いなべ市地域農業再生協議会水田収益力強化ビジョン

 農業振興地域整備計画書

 （３）観光 Inabe にぎわいプラン The road to 2024
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●計画の推進に関するもの 

 

 

計画の推進に関するもの

第２次いなべ市行政改革大綱

 いなべ市行政改革第 4 期集中改革プラン

 いなべ市新市まちづくりプラン

 いなべ市地域情報化計画（いなべ市ＤＸ推進計画）

 いなべ市情報セキュリティ基本方針

 いなべ市情報セキュリティ対策基準

 業務継続計画

 広域受援計画

 いなべ市公共施設等総合管理計画

 いなべ市定員適正化計画（第４次）

 いなべ市人材育成基本方針

 第２次いなべ市特定事業主行動計画（後期行動計画）

 いなべ市資金管理計画

 公営企業資金管理計画

 第３次旧員弁郡定住自立圏共生ビジョン



 

 

 

 

 

第３次いなべ市行政改革大綱 

 

〈令和８（2026）年度～令和 17（2035）年度〉 
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第４部　計画の推進にあたって 

 

〜　第３次いなべ市行政改革大綱　〜 

〈令和８（2026）年度～令和 17（2035）年度〉 

 

※第１章、第２章…「第３次いなべ市行政改革大綱」（10 年間） 

※第３章、第４章…総合計画の前期・後期基本計画と合わせて策定（５年間） 

 

第１章　総合計画と行政改革の一体的な推進 

第２章　第３次行政改革大綱の基本方針 

第３章　推進方法 

第４章　実施項目 
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2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035

前期基本計画

後期基本計画

前期アクションプラン

後期アクションプラン

年度

 第３次総合計画基本構想

 第３次行政改革大綱

見直し

見直し

第１章　総合計画と行政改革の一体的な推進 

行政は、限られた人員や財源等の中でサービスの維持・向上を図り、社会の変化に柔軟に

対応しながら持続可能な自治体経営を行う必要があります。 

本市は、平成 15（2003）年 12 月の合併以降、平成 19（2007）年度から平成 26（2014）

年度までを「第 1 次いなべ市行政改革大綱」、平成 27（2015）年度から令和 7（2025）年

度（1 年間延長）までを「第 2 次いなべ市行政改革大綱」（以下「第２次行政改革大綱」とい

う。）の期間として、「１．パートナーシップのまちづくり」、「２．簡素で効率的な行政システ

ムの構築」、「３．効果的で効率的な財政運営の実現」の 3 つの基本方針のもと、25 項目の改

革に取り組んできました。 

今後は、少子高齢化の更なる進行等による社会保障関連経費や公共施設の老朽化対策等に

よる財政負担の増加が見込まれています。また、物価の高騰や世界経済の影響等による社会

経済の見通しも予測が困難な状況にあり、こうした現状に対応した、より効果的な自治体経

営が求められています。 

本市は、「第２次行政改革大綱」の期間を１年間延長し、第３次いなべ市総合計画と「第３

次いなべ市行政改革大綱（以下「第３次行政改革大綱」という。）」の計画期間を、令和８

（2026）年度から令和 17（2035）年度までの 10 年間に統一し、総合計画と行政改革を一

体的・効果的に推進します。様々な取組の「選択と集中」を効果的に行い、持続可能な自治体

経営につなげます。 

 

 

■第３次行政改革大綱の実施期間 
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■総合計画における第３次行政改革大綱の位置付け 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第１部 基本構想
●基 本 理 念　いきいき笑顔応援のまち 
●共通の視点　市民が主役のまちづくり、いなべブランドの創造、定住・移住・交流の促進 
●将　来　像 「好き」が、あふれる。『私のまち いなべ』 
●基 本 目 標　５つの基本目標 

●総合的取組事項 第３部 基本計画

●基本計画 

実施計画（事務事業）

第４部 計画の推進にあたって（行政改革大綱）

第２部 人口ビジ

ョン・総合戦略

▶ 施策評価

▶ 事務事業評価

●基本的な考え方 
●３つの基本方針 
●アクションプラン 
 

▶ 施策評価 
事務事業評価

▶▶ 総合計画と行政改革の 
　　一体的・効果的な推進
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〜 将来にわたる課題 〜 

 

 

 

 

 

第２章　第３次行政改革大綱の基本方針 

将来見通しを踏まえた持続可能な財政基盤を確立し、第３次総合計画で掲げるまちづくり

の将来像への道筋を確かなものとします。また、行政改革の推進にあたっても、第３次総合

計画と同様に、本市が誕生して以来、継続して取り組む「いなべブランドの創造」を、市民と

行政が共有する「共通の視点」として位置づけ、市内外に効果的に発信します。 

 

■第３次行政改革大綱の概念図 

 

「好き」が、あふれる。 『私のまち いなべ』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職員力と組織力 

の向上

未来につなぐ 

持続可能な 

財政基盤の確立

効果的・効率的で 

安定した行政サービ

スの構築

基本方針１ 基本方針２ 基本方針３

職員・組織の改革 
 
●組織横断的に職員の様々なアイ

ディアが創出され、実行に移さ

れていく風土づくりと仕組みづ

くりが必要である。 
 
●限られた人員で行政サービスを

維持・向上するため、職員一人ひ

とりの能力を高めるとともに、

その能力を発揮できる環境を整

え、組織を強化していく必要が

ある。

財政面の改革 
 
●行政需要の増加や将来的な歳入

減少の可能性も踏まえ、歳出抑

制・歳入確保の両面から財政基盤

の強化を行う必要がある。 

●公共施設の適正な管理の仕組み

を整え、施設の集約化等により管

理経費を抑制する必要がある。 

●公共施設の効果的な活用と合わ

せ、使用料等の見直しや受益者負

担の適正化を図る必要がある。 

●補助金、負担金等の総点検を行う

必要がある。 

 

行政サービスの改革 
 

●多様化・複雑化する行政需要を

踏まえて、限られた行政資源で

最大の効果が生み出せるよう、

効果的・効率的な行政サービス

の構築が必要である。 
●市が目指すべき将来像の実現の

ために、既成概念からの脱却と

事務事業の見直しによって生み

出した財源を、戦略的に配分す

る仕組みが必要である。 
●ＩＣＴやＡＩなど将来を見据え

た新しい技術の導入により業務

効率を上げ、資金や人的余力を

生み出す必要がある。

４　公共施設の適正な管理 

５　ＩＣＴやＡＩなどの先端技術の発展 

６　国・県の動向等

１　多様化・複雑化する行政需要 

２　市組織の状況と働き方改革 

３　厳しい財政状況の見通し

〜 総合計画との一体的な推進を通じた持続可能な自治体経営の確立 〜 

行政改革を推進するにあたっての共通の視点 

「いなべブランドの創造」 
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■第３次行政改革大綱の概念図の説明 

 

 

 

まちづくり

の将来像へ

の道筋 

行政改革は、持続可能な自治体経営を確立し、必要とされるサービス

を確実かつ効果的に提供する体制を整えるためのものです。 

本市は、これまで別々に実施してきた総合計画と行政改革の推進を、

令和８（2026）年度から一体的に実施し、総合計画を健全な行政経営の

側面から支えることで、より一層効果的な自治体経営の推進に取り組み

ます。 

第３次行政改革大綱においては、総合計画の目指すべき将来像への道

筋として「総合計画との一体的な推進を通じた持続可能な自治体経営の

確立」を掲げます。また、行政改革の推進にあたって、市民と行政が共

有する共通の視点として「いなべブランドの創造」を位置づけるととも

に、行政改革についての効果的な情報発信を行います。情報発信にあた

っては、時流に即した効果的な手法により市の魅力を伝え、定住、移住、

企業誘致等を促進するとともに、市職員の定着や優良人材の獲得につな

げます。

 
基本方針 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後は、生産年齢人口の減少による労働力の不足、行政需要の増加、

社会保障関連経費の増加、インフラ施設（公共的な機能を担う施設）の

老朽化、変化の激しい社会情勢への対応、デジタル社会の急速な進展等、

様々な課題への対応が必要となります。 

こうした課題を踏まえ、今後も持続可能な自治体経営を継続していく

ため、その基本的な資源となる職員及び組織の一層の強化のもと、財政

基盤の確立を図る必要があります。また、効果的・効率的で安定したサ

ービス提供体制の確立に向けた不断の改善を継続的かつ迅速に行う必

要があります。 

今後 10 年間の行政改革の基本方針として、基本方針１では職員や組

織体制についての改革、基本方針２では歳出抑制や歳入確保といった財

政面での改革、基本方針３では行政サービスにおける改革を掲げます。

 
 

 

将来に渡る

課題 

 

10 年間の計画期間中に課題解決に取り組みつつ、中長期の視点からも

対策が必要な項目として、「１ 多様化・複雑化する行政需要」、「２ 市組

織の状況と働き方改革」、「３ 厳しい財政状況の見通し」、「４ 公共施設

の適正な管理」、「５ ＩＣＴやＡＩなどの先端技術の発展」、「６ 国・県

の動向等」を掲載しています。
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基本方針１　職員力と組織力の向上 

限られた人員で行政サービスを維持・向上するため、職員一人ひとりの能力を高めるとと

もに、その能力を十分に発揮できる環境を整え、組織の強化を図ります。 

組織横断的に職員の様々なアイディアが創出され、実行に移されていく風土づくりと仕組

みづくりに取り組みます。 
 

＜基本方針が目指す姿＞ 

（１）職員の能力・意欲の向上 

職員のチャレンジ意識と能力の向上に取り組むとともに、人事の硬直化を防ぎ、任用形

態のあり方を検討します。また、市役所における働き方改革を推進します。 
 

（２）組織力の強化 

行政課題への的確な対応や重点施策の迅速かつ確実な実施に向けて、より効率的で機能

的な執行体制の確立に取り組みます。 
 

■基本方針１で踏まえるべき現状と課題 

・生産年齢人口の減少による労働力不足が生じる。 

・職員数の適正化を図ってきたが、会計年度任用職員を含めた定員管理の適正化が必要とな

っている。 

・多様化・複雑化する行政需要に対応する専門的な知識や技術が不足しており、積極性、創

造性のある職員の育成が必要となっている。 

・行政単独では、質の高い行政サービスの提供が難しくなってきているため、民間の資金や

活力を導入した新たな官民連携の検証が必要となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

Topics：職員の構成割合 

■年齢別職員構成の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和６年４月現在） 
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基本方針１の推進項目 

（１）改革を実行できる職員の育成 

本市の行政サービスをより一層向上させるために、職員一人ひとりが市民感覚を持ち、

従来の考え方に捉われずに、多様な改革を重ね続けていくことが重要です。職員一人ひと

りの行政改革の意識の醸成を図り、目標に向けて自律的に行動し、自ら成長する職員の育

成に取り組むとともに、職員の定着や有能な人材が集う職場の風土づくりを推進します。 

また、市役所の組織運営としての継続性と職員の人材育成の均衡を保ちながら、適切な

職員配置を行い、組織の活性化を図ります。 

 

（２）職員が能力を発揮しやすい職場環境づくり 

行政サービスを効果的かつ持続的に提供するためには、職員一人ひとりが持てる力を最

大限に発揮し、働きがいを感じながら働くことが重要となります。 

職員がそれぞれの能力を発揮しやすい環境づくりや定数の適切な管理に加え、時間外勤

務の改善や育児休業・介護休暇等が取得しやすく、多様な働き方ができる職場づくりを進

めます。 

 

（３）業務改革による生産性の向上 

業務のプロセス全体を根本から見直し、再構築することで、業務全体の生産性の向上を

図ります。効率の悪い事務作業の洗い出しや見直しを継続して実施するとともに、デジタ

ル技術を積極的に活用し、業務の更なる効率化を図り、職員が職員でなければできない業

務に注力できる体制を構築します。 

また、日常の業務中で、現場の職員が自ら評価、確認ができる仕組みづくりに取り組み

ます。 
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基本方針２　未来につなぐ持続可能な財政基盤の確立 

多様な分野、場面における行政需要の増加や将来的な歳入減少の可能性も踏まえ、歳出抑

制・歳入確保の両面から財政基盤の強化を行います。 

公共施設の適正な管理の仕組みを整え、施設の集約化等により、管理経費の抑制に取り組

みます。 

また、公共施設の効果的な活用と合わせ、使用料等の見直しや受益者負担の適正化を図る

とともに、補助金等の総点検に取り組みます。 
 

＜基本方針が目指す姿＞ 

（１）安定的な財政運営 

財政運営の基本である歳入に見合った歳出とし、新たな財源の確保に取り組みます。 
 

（２）公共施設の適正管理と最適化 

市民との対話により、公共施設の適正な管理や人口規模・財源に応じた最適化に取り組

みます。 
 

（３）受益者負担金の適正化と補助金等の総点検 

持続可能な自治体運営を実現するため、受益者負担金の適正化と補助金等の総点検を継

続して取り組みます。 
 
 

■基本方針２で踏まえるべき現状と課題 

・財政状況の見通しでは、社会保障経費が増大する一方で、税収や地方交付税などの一般財

源の大幅な増収は期待できない状況である。 

・現在の公共サービスを維持するには、単年度で 15 億円～20 億円の財源不足が見込まれる。 

・民間の資金や活力を導入する等、新たな官民連携が求められている。 

・市の公共建築物について、築年別施設整備量の３分の１以上が築 30 年以上を経過しており、

老朽化が進む今後は、必要な財源の確保が課題である。 

・第２次行政改革大綱で定めた受益者負担金適正化の基準や補助金の適正化視点に基づいた

検証が必要である。 
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Topics：公共施設の老朽化 

■本市の築年別施設整備量(総延床面積) 
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Topics：本市の財政力 

■財政力指数　※平成 26（2014）年度～令和５（2023）年度の平均値 

※財政力指数 ：地方公共団体の財政力を示す指数で、基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の過去３年

間の平均値。財政力指数が高いほど、普通交付税算定上の留保財源が大きいことになり財源に余裕があるといえる。 

■経常収支比率　※平成 26（2014）年度～令和５（2023）年度の平均値 

※経常収支比率：地方税、普通交付税のように使途が特定されておらず、毎年度経常的に収入される一般財源（経常一

般財源）のうち、人件費、扶助費、公債費のように毎年度経常的に支出される経費が占める割合をいう。 

 自治体 いなべ市 全国平均 三重県自治体

平均

愛知県自治体

平均

岐阜県自治体

平均

 指　数 0.83 0.50 0.58 0.93 0.58

 自治体 いなべ市 全国平均 三重県自治体

平均

愛知県自治体

平均

岐阜県自治体

平均

 指　数 91.3 92.1 89.8 90.1 88.1
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基本方針２の推進項目 

（１）公共施設マネジメントの強化 

本市の多くの公共施設で老朽化に対応した取壊しや更新の対策が必要となっています。 

取壊しや更新は、多額の費用が生じることから、将来世代に過度な負担が生じないよう、

社会状況の変化を踏まえた上で、計画的で効率的な対策を図ります。また、公共施設で提供

されるサービスの類似機能の集約化や異なる機能の複合化等に取り組みます。 
 

（２）経常的な経費の効果的な配分 

変化の激しい社会情勢に迅速で適切に対応するためには、限られた財源を必要な事業へ

効果的に配分し、固定的経費の削減等の歳出抑制に取り組み、最少の経費で最大の効果を

あげることが重要です。また、ゼロカーボンシティの実現に向けて、行政改革の視点から

省エネルギーの推進等に積極的に取り組みます。 
 

（３）安定的な自主財源の確保 

国や県等からの財源確保に積極的に取り組む一方で、財政支援への過度な依存を抑える

ため、自主財源を確保できる仕組みや体制の整備が重要です。 

企業誘致や各種産業活性化への支援とともに、長期的な人口減少の抑制対策による市税

収入の確保を図ります。 
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基本方針３　効果的・効率的で安定した行政サービスの構築 

多様化・複雑化する行政需要を踏まえ、限られた行政資源で最大の効果が生み出せるよう、

効果的・効率的で安定した行政サービスの構築に取り組みます。 

市が目指す将来像の実現のために、既成概念からの脱却と事務事業の見直しによって生み

出した財源を、戦略的に配分する仕組みを構築します。 

ＩＣＴやＡＩ等、将来を見据えた新しい技術の導入によって業務効率を上げ、資金や人的

な余力を生み出します。 

 

＜基本方針が目指す姿＞ 

（１）事務事業の継続的な見直し 

ビルド・アンド・スクラップにより、本市が目指す姿を実現するための事務事業の継続

的な見直しを図ります。 

 

（２）行政のデジタル化 

先端技術の積極的な導入により、行政の更なる効率化や市民の利便性の向上を図ります。 

 

■基本方針３で踏まえるべき現状と課題 

・事務事業評価及び施策評価の的確な進捗管理を実施し、事業の再構築や重点化に向けた優

先度の判断が必要である。 

・ＩＣＴやＡＩ等の先端技術の急速な発展により、行政のデジタル化によるサービスの質の

向上と効率化が求められている。 

・行政のデジタル化の加速、民間活力のさらなる活用、広域自治による地域課題対応等が検

討されており、国や県の動向等も踏まえた時流に即した迅速かつ適切な対策が必要である。 

・多様化、複雑化する市民ニーズを的確に把握し、効果的なサービスにつなげる必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

Topics 

■電子市役所いなべ 

本市は、電子申請やクレジット納付、公共施設等のオンライン予約等、全国のコンビニ

エンスストアでの住民票や納税証明書等の取得等、他自治体に先駆けて電子市役所として

全国的に評価されてきました。今後も、急速に発展する先進技術を継続的に着目し、効果

的な導入につなげていく必要があります。
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基本方針３の推進項目 

（１）行政サービスのデジタル化推進 

本市は、全国に先駆けて行政手続のデジタル化を推進してきました。今後も先進技術の

動向を注視し、市民の利便性向上及び職員の負担軽減につながるよう、オンライン手続や

ワンストップサービス等の拡充を図ります。 

 

（２）多様な主体との連携と協働 

指定管理者制度の活用やＰＰＰ／ＰＦＩ※の推進等、民間の活力を有効に活用すること

で、民間のノウハウを生かした効果的な事業実施を推進します。 

また、本市が積極的に受け入れを行っている集落支援員や地域おこし協力隊、地域活性

化起業人等の外部人材についても、より効果的に活用します。 

さらに、地域住民や市民活動団体、学校等とも連携し、それぞれの長所を生かして多様

化・複雑化する地域課題の解決に向けた取組を進めます。 
 
※ＰＰＰ：Public Private Partnership 公共施設等の整備を行政と民間が連携して行うことにより、市民サー

ビスの向上や行政の効率化等を図る手法の総称 
※ＰＦＩ：Private Finance Initiative ＰＦＩ法に基づき、民間の資金、経営能力及び技術的能力を活用し、公

共施設等の設計、建設、維持管理、運営等を行う手法 

 

（３）市民ニーズに応じた行政サービスの提供 

施策や事業の見直しの際には、市民の意見を効果的に聴取し、行政サービスに反映する

ことで、市民の理解と共感を得ながら行政サービスを効果的に提供し、誰もが暮らしやす

く、次世代を担う子ども・若者からも選ばれるまちづくりを推進します。 

また、市民ニーズの抽出にあたっては、事業の見直しの趣旨や内容、関連する財政状況

の見える化等、分かりやすい情報の発信を通じて、より効果的に意見を聴取し、改善に反

映するとともに、関連部署間での情報共有の徹底を図ります。 
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第３章　推進方法 

 

第１節　進捗管理 

 

第２節　評価指標と目標値の設定 

 

第３節　行政改革の財政効果額 

 

 
 

第４章　実施項目 

 
■体系別取組一覧（20〜30 の実施事項の一覧を掲載予定）

４月以降の会議で提示（10 頁程度の追加となります）



■地方創生の動向について（国における「地方創生 2.0」の検討） 

 

＜新しい地方経済・生活環境創生本部の設置＞ 

・国では、令和６（2024）年 10 月に「新しい地方経済・生活環境創生本部」が設置され、「地方

こそ成長の主役」との発想に基づき、地方がそれぞれの特性に応じた発展を遂げることができ

るよう、日本経済成長の起爆剤としての大規模な地方創生策を講じ、令和７（2025）年度の夏

に、今後 10 年間集中的に取り組む基本構想を取りまとめることが示されています。 

 

＜新しい地方経済・生活環境創生の５本柱＞ 

・国では、以下の５本柱に沿った政策体系の検討が進められています。 

 

 ①安心して働き、暮らせる地方の生活環境の創生 

〇魅力ある働き方、職場づくり、人づくりを起点とした社会の変革により、楽しく働き、楽し

く暮らせる場所として、「若者・女性にも選ばれる地方（＝楽しい地方）」をつくる 

〇年齢を問わず誰もが安心して暮らせるよう、地域のコミュニティ、日常生活に不可欠なサ

ービスを維持 

〇災害から地方を守るための事前防災、危機管理 

 

②東京一極集中のリスクに対応した人や企業の地方分散 

〇分散型国づくりの観点から、企業や大学の地方分散や政府機関等の移転などに取り組む 

〇地方への移住や企業移転、関係人口の増加など人の流れを創り、過度な東京一極集中の弊

害を是正 

 

③付加価値創出型の新しい地方経済の創生 

〇農林水産業や観光産業を高付加価値化し、自然や文化・芸術など地域資源を最大活用した

高付加価値型の産業・事業を創出 

〇内外から地方への投融資促進 

〇地方起点で成長し、ヒト・モノ・金・情報の流れをつくるエコシステムを形成 

 

④デジタル・新技術の徹底活用 

〇ブロックチェーン、DX・GX の面的展開などデジタル・新技術を活用した付加価値創出など

地方経済の活性化、オンライン診療、オンデマンド交通、ドローン配送や「情報格差ゼロ」

の地方の創出など、地方におけるデジタルライフラインやサイバーセキュリティを含むデ

ジタル基盤の構築を支援し、生活環境の改善につなげる 

〇デジタル技術の活用や地方の課題を起点とする規制・制度改革を大胆に進める 

 

⑤「産官学金労言」の連携など、国民的な機運の向上 

〇地域で知恵を出し合い、地域自らが考え、行動を起こすための合意形成に努める取組を進

める 

〇地方と都市の間で、また地域の内外で人材をシェアする流れをつくる

資料５



 

■総合計画と地方人口ビジョン・地方版総合戦略との関係 

 

＜総合計画と総合戦略の関係＞ 

 

本市では、総合計画の中に地方人口ビジョン・地方版総合戦略を位置づけ、一体的に推進しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

＜総合計画、総合戦略の期間＞ 
 

これまで、総合戦略と総合計画の計画期間１年ずれていたため、第２期いなべ市総合戦略の計

画期間を 1年延長し、第３期計画以降は総合計画と総合戦略の計画期間を一致させました。 
 

 

 平成 28〜令和２年度 令和３〜７年度 令和８〜12 年度 令和 13〜17 年度

 （2016〜2020 年度） （2021〜2025 年度） （2026〜2030 年度） （2031〜2035 年度）

 
第２次いなべ市総合計画　基本構想【10 年】 第３次いなべ市総合計画　基本構想【10 年】

 
前期基本計画【５年】 後期基本計画【５年】 前期基本計画【５年】 後期基本計画【５年】

 
実施計画（※３年計画で毎年ローリング）▶▶▶ 実施計画（※３年計画で毎年ローリング）▶▶▶

 人口ビジョン　（2015〜2040・2060 年度の長期ビジョン） 
※2040 年には団塊ジュニア世代が高齢者に、2060 年には国の人口が１億人を下回るとされている

 総合戦略【５年】 
（2015〜2019 年度）

第２期総合戦略【５年】

（2020〜2025 年度）
※ 第３期総合戦略【５年】 第４期総合戦略【５年】

●総合計画（本市のまちづくりにおける最上位計画） 

・基本構想（10 年） 
…市の将来像及びこれを達成するための施策の大綱を示し

たものをいう。(条例第２条抜粋) 

・基本計画（５年） 
…基本構想を踏まえた市政の基本的な計画であって、施策

の基本的な方向及び体系をいう。(条例第２条抜粋) 

・実施計画（３年間の計画を毎年策定） 
…基本計画を踏まえた市政の具体的な計画であって、施策

を実現するため実施する事業をいう。(条例第２条抜粋)

※１年間の計画期間延長

●地方人口ビジョン、地方版総合戦略 

…『まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第 136 号）』

の施行を受け、国が策定した『まち・ひと・しごと創生総合

戦略（現「デジタル田園都市国家構想総合戦略」）』に基づき、

市町村が策定するもの。 

　人口ビジョンは 2040 年、2060 年の長期的な人口の目標を定

めている。また、総合戦略は地方創生の４つの柱（地方に仕

事をつくる、人の流れをつくる、結婚・出産・子育ての希望

をかなえる、魅力的な地域をつくる）について、特に重点的

に取り組む内容を示している。

●総合計画の対象 

…全ての分野 
 

●総合戦略の対象 

…地方創生の４つの柱（地方に仕事をつ

くる、人の流れをつくる、結婚・出産・

子育ての希望をかなえる、魅力的な地

域をつくる）について、特に重点的に

取り組む内容（※令和７年夏頃、国の

次期構想が示される予定）



第３次いなべ市総合計画基本構想（案）についてのご意見に対する考え方

第３次いなべ市総合計画基本構想（案）について、いなべ市パブリックコメン

ト運用指針（平成 31 年いなべ市告示第 31 号。以下「指針」といいます。）第５

条に基づき、令和６年 12 月 16 日から令和７年１月 15 日までの間において意見

を募集いたしましたところ、多くの方から様々なご意見、ご要望、ご提案等（以

下「ご意見等」といいます。）をいただき、ありがとうございました。

いただいたご意見等を考慮したうえで、令和７年第１回いなべ市議会定例会

へ「第３次いなべ市総合計画基本構想（案）」を提出するとともに、指針第７条

第２項に基づき、ご意見等に対する考え方を公表します。

なお、ご意見等の中には、第３次いなべ市総合計画基本構想（案）に対するご

意見以外に、個別の計画、施策、事業その他市政全般に関するご意見等が含まれ

ていました。ここでは同構想（案）についてのご意見に対する考え方をお示しす

ることとし、その他のご意見等については今後策定する総合計画基本計画、施策、

個別事業を検討する中で参考とさせていただきます。ご協力ありがとうござい

ました。



頁 意見 考え方

- 藤原岳自然科学館に隣接する「自然学習園 ふるさ
との森」が、令和６年３月１８日に、環境省の自然
共生サイトに認定されたのに、どこにも記載がない
ため、盛り込んでほしい。

「自然共生サイト」に認定されたことは、いなべ
市教育要覧、藤原岳自然科学館館報に記載し、新
聞・テレビやリ－フレットを通じて、市民を中心に
「ふるさとの森」を訪れる方に周知をしています。
今後も周知に努めてまいります。

P36 １　みんなでつくるまち
　合併して20年 旧四町の特性を生かしたまちづくり
・大安町は教育・スポーツ地域ととらえ教育部局を
中心に旧庁舎を多機能を備えた図書館、温水プール
等を活用したまちづくり
・員弁町はスポーツ・産業集積地域と捉え、運動公
園、いなべ公園、いなべ総合学園、工場群を活用し
たまちづくり
・北勢町は福祉・医療・健康集積地域と捉え、社会
福祉協議会、保健センター、病院、多機能を備えた
火葬場の更新、温泉を活用したまちづくり
・藤原町は自然と産業の調和した地域と捉え、藤原
岳、梅林公園、キャンプ場等と企業が調和したまち
づくり

地域の特性を活かしたまちづくりは、住民の皆さ
んにとって魅力的で活力に満ちた環境を創出すると
考えます。

教育、スポーツ、福祉、自然を重視した施策は、
地域の絆を深め、持続可能なまちの発展に寄与しま
す。

多機能施設の整備や産業の集積は、地域の活性化
にもつながると思います。地域住民の皆さんが共に
考えていただくことが重要です。

市民満足度調査をはじめ、各種アンケート調査の
結果や自由意見をご参考にさせていただき、令和７
年度の基本計画策定を進めてまいります。

P37 （８）少子化対策　を追加
婚活から結婚、出産、子育て、就学、就職等系統

的に支援し、住んでみたいまち、幸福感ナンバーワ
ンをめざしたまちづくりを進めます。

いなべ市の未来を担う力のため、少子化対策は必
要と考えます。少子化対策は、ご意見いただいたよ
うな結婚前から出生後の児童の成長にかけた途切れ
のない支援はもとより、福祉、交通、獣害対策、施
設整備等、様々な事業につながっているため、「少
子化対策」の考え方を踏まえた上で各事業を推進す
るとともに令和７年度の基本計画策定を進めてまい
ります。

P40 （6）防災
　北部では養老桑名断層等活断層等による地震を入
れる。

ご指摘のとおり、養老桑名四日市断層帯の地震に
ついては、南海トラフ地震が発生すると連動して引
き起こされる可能性が高く、甚大な被害をもたらす
ことを本市としても危惧しています。「いなべ市地
域防災計画」にも被害想定を記載しており、対策に
ついて検討しているところです。

引き続き、防災体制の強化を図っていくため、令
和７年度に策定する基本計画でどのように反映でき
るかを検討します。

P41 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち
（2）産業振興

先行取得した市有地を活用し、企業誘致等有効活
用をはかる。　

企業誘致では、企業の事業規模やニーズに沿った
事業用地を確保するとともに先行取得した企業用地
を活用して短期間で効率的に操業できる企業誘致を
基本計画で検討します。

- いなべの自然環境と共生していくために、グリー
ンインフラの取り組みを、教育、育児、生活環境、
労働環境、福祉、医療、商業、観光などあらゆる分
野で活用、推進していくべきと考えます。
この案ではまだグリーンインフラに対する評価が限
定的で、取り組む意思が弱く感じました。自然の持
つ機能は人工物では代替できないもので、あらゆる
方面で生態系サービスを積極的に維持、活用する方
針をはっきり打ち出して欲しいです。

本総合計画基本構想（案）では、令和３、４年度
の国交省支援のグリーンインフラ効果測定、地域イ
ベントでの市民アンケート、令和5年度からの内閣府
の研究事業の結果を取り入れ、いなべ市の魅力、地
域特性を効果的に発揮できるグリーンインフラの構
想を示しております。

ご意見をいただいたとおり、グリーンインフラは
あらゆる分野に関わる取組です。研究事業も継続し
ていることから、いなべにふさわしい自然共生と活
用の方向性が見えてくると思われます。これらを令
和7年度以降の基本計画策定において参考にしていき
たいと考えております。

第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見と考え方
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頁 意見 考え方

第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見と考え方

P43 「元気みらい都市いなべの推進」の項でも、自然
環境を活用した、という考えを入れて欲しいです。
SDGｓの先にネイチャーポジティブがあり、国も生
物多様性国家戦略を打ち出しています。ウェルビー
イングの推進にはネイチャーポジティブやプラネタ
リーヘルスの考え方が必須であり、ウェルビーイン
グのみ取り出して語るべきではないと考えます。

厚生労働省は、ウエルビーイングを「個人の権利
や、自己実現が保障され、身体的・精神的・社会的
に良好な状態にあること」と定義しています。この
ことを達成するには、全ての環境（自然環境も含み
ます。）を含め進めることが必要と考えています。
取組は、基本計画等で検討してまいります。

第３次総合計画の策定にあたっては、若い世代の
意見を取り入れたいという想いから、従来の中学生
調査に加え、小学生及び高校生も新たにアンケート
調査にご協力をいただきました。また、いなべ総合
学園高等学校において、連携授業（産業社会と人
間）を行い、いなべ市の課題解決に向けたアイデア
を考えていただきました。

今後も参画しやすい形でいなべ市について考える
機会を増やしていきたいと考えております。

中学校においては、地域の方の協力の元、職業体
験を実施している学校もあります。また、地域調べ
を通して、地域の歴史やその地域に住む人々の生き
方や考え方を知る学習に取り組んでいる学校もあり
ます。今後も、地域と関わりを持てるような教育活
動を、学校の実情に応じて実施してまいります。

本総合計画基本構想（案）の第5章第６節の「３
緑の拠点」では、グリーンインフラに関する取組
を、地域とのコミュニケーションを図りながら、多
様な主体と連携して推進していくこととしていま
す。多様な主体には子どもたちの参画が含まれ、子
どもたちの意見を反映した取組にしていきたいと考
えております。

　若者の郷土への愛着や誇りを醸成したいとの思い
から、10、20代の若者に自らが見つけた市の魅力を
市公式Instagramで発信していだたいています。い
ただきましたご意見のとおり、今後も若年層に参
画・発信してもらえる広報活動を増やしていきたい
と考えています。

P36 １　みんなでつくるまち　について
（１）市民参画

地域活動・市民活動がより活性するためには、現
在の中学生高校生から参画しやすいスタイルまたは
テーマの共有・展開が必要と感じる。10年後に成人
し「我が町」と誇りを思えるような、かかわりのス
タートをぜひ中学生・高校生から。

そのために、学校教育と地域活動の融合の機会を
作る（職業体験、地域活動参加、協働できるお祭り
などイベント）ことが望ましいのではないか。

こんなまちにしていきたい、と思える気持ちを育
む取組み。その種まきは、より早い年齢層からス
タートできるとよいと思う。

以前、グリーンクリエイティブいなべが開催した
「妄想会議」には小学生もくわわりとてもおもしろ
かった。子どもがかかわるハード事業ソフト事業に
はぜひ子どもから参画できた方がよいと考える。
（３）広報公聴

広報活動にも、小学生・中学生・高校生または市
外へ進学した学生にも参画・発信してもらえる取り
組みがあると、若年層への波及効果が高いのではな
いかと思う。
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頁 意見 考え方

第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見と考え方

P37
P38

２ 「こどもまんなか」みんなで学ぶまち につい
て
（１）子育て支援

保育士不足の課題については、中学生・高校生と
いうキャリア意識が高まる時期に「体験活動」とし
て全ての生徒が幼少期の子どもにふれる体験（実
習・交流）があるとよいのでは。憧れの職業とし
て、誇りをもって目指していただきたい。そのため
には、男性女性かぎらず保育士の職に従事し、生計
を立てられる処遇改善が必要となると考えるが、こ
れはぜひいなべ市として独自の政策であっても取り
組んでいただきたい。

（１）以前から、市内中学生の勤労体験として保育
園で希望する生徒を受入れて体験していただいてお
ります。（コロナ禍の影響で再開していない保育園
もあります。）また、いなべ総合学園の生徒に員弁
西保育園で保育体験を実施しています。

処遇改善については、保育士等の生計が維持でき
るよう、法人等に国の制度に基づく処遇改善手当の
支払いをすすめてもらっています。国の動向を注視
しつつ、ご意見を参考に基本計画において検討した
いと考えています。

（２）子どもと保護者の健康
妊娠期に積極的に「育児」「子どもの発達」「お

母さんのメンタルヘルスについて」事前の学びを得
られる場を、全ての母親に与えられるようにしてほ
しい。妊娠中の過ごし方、出産直後のメンタルヘル
ス、赤ちゃんの発達に必要な心持ちや支援（声かけ
や遊び方）が人間形成の土台となること、また理想
よりも大変なことがたくさんあるが共に支え合おう
と信頼できるコミュニティーを作れる取り組みが必
要と考える。子ども家庭庁がすすめる子どもの育ち
100か月ビジョンを市内の母親も認知し学べる機会
を作ることが望ましいと思う。

（２）妊娠８か月の時期にすべての妊婦を対象とし
た「もうすぐママパパ教室」を実施しております。
教室の中で乳児の育児や成長発達、産後のメンタル
ヘルスついて話をしており、困ったときの相談先に
ついても情報提供しております。子ども家庭庁が示
している子どもの育ち100か月ビジョンについて
は、子育て支援センター保育士の学びの場で共有し
知識向上を図っています。子育て支援センターでの
母子への関わりを通じて、その家庭に合わせた子育
ての仕方や見通しについて保護者に伝えています。
ご意見を参考に基本計画において施策を検討してま
いります。

（６）自然環境・学習
いなべ市に、生態系保全の管轄部署を置き、自然

循環のモニタリングや相談窓口などできるようにし
てもらいたい。これからの10年間の生物多様性の脆
弱化を防ぐことは重要であると考える。

（６）いなべ市の自然分野に関するお問い合わせに
ついて、藤原岳自然科学館（46-8488）で対応して
います。地域の生物多様性については自然学習施設
を活用しながら、藤原岳自然科学館の事業（自然教
室や広報番組「いなべの自然見っけ隊」）を通して
発信しています。

地域の自然を再現した「自然学習園 ふるさとの
森」は自然環境の保全が認められ環境省の自然共生
サイトに認定されました。今後も発信に努めます。

P40 ４ 自然と調和した快適で安心・安全なまち につ
いて
（５）土地利用

市民にとっての、全ての自然環境の価値を市民が
問えるよう（誰かがやってくれるという意識から、
主体的に問題意識をもって） 学びや接触の機会を
持てるようになるとよいと考える。大人になってか
らもカジュアルに知れる、学べる機会を。

本総合計画基本構想（案）の第５章第６節３緑の
拠点において、「ハード・ソフト両面において、自
然の多様な機能を活用し、持続可能で魅力ある地域
づくり」（グリーンインフラの取り組み）を目指し
ております。ご意見を参考に、自然との主体的な関
わりを育む「学びや接触の機会」の創出につながる
ような計画を策定したいと考えております。

P41 ５　「にぎわい・愛着」創生のまち　について
（１）農林・畜産業

獣害対策は喫緊の解決課題と考えます。農作物の
被害だけでなく、保育や教育環境の影響、また移住
促進の弊害となっています。追っ払うという活動だ
けでなく、里山機能の復活など根本的な解決策を考
える必要があると思います。

現在いなべ市では直営の大型檻の運用、獣害パト
ロール員による追い払いやサルの群れの行動域把
握、有害鳥獣駆除等を実施しておりますが、都市型
の獣の増加等新たな課題も出てきております。県や
他市町との情報共有や連携を行い、現行の対策と合
わせ、適切な獣害対策を進めていきます。
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第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見と考え方

P41P
42

オーガニックビレッジについて
令和６年度施政方針に「有機農業を積極的に進

め、オーガニックビレッジ宣言を目指します。環境
にやさしく安全な農産物はブランド化され、新たな
価値を生み出します。供給体制が整えば学校給食に
も取り入れ、オーガニック給食を目指します。」と
あったが、原案のP41の農林・畜産業にもP42の総
合的取組事項にも書かれていません。農畜産物を自
給自足・地産地消出来るようにしておくことは、今
後、いなべ市民にとって重要な役割を果たすと考え
られる。この第３次総合計画に明記して市が率先し
て取り組んでいき、オーガニックにすることはすぐ
にできなくても、市が農業をさらに支援し育み市民
に子どもたちに、安心安全と利益をもたらしていっ
てほしいのでよろしくお願いいたします。

有機農業や農産物の環境負荷低減に取組み、自給
自足・地産地消を図ることは、環境保全だけでな
く、市民の皆様が安心して食べられる食品を提供す
る上で非常に重要です。

有機農業への移行やその維持は時間やコストを要
し、その過程や成果を適切に評価し伝えていくため
には、慎重な検討と計画が必要です。

今回いただいたご意見を参考にさせていただき、
令和７年度に策定する基本計画でどのように反映で
きるかを検討したいと考えております。

- 文化芸術の振興をさらに推進するため文化芸術の
条例をつくってほしいです。第２次総合計画の中の
文化芸術活動の充実として、文化協会の会員数とネ
コギギの飼育施設数が記載してありました。国でも
他地域でも文化芸術推進計画や文化芸術基本条例を
つくり、市民が文化芸術を創造し享受できるよう行
政が力を入れ市民の豊かな生活を実現しています。
三重県は令和５年９月に三重県文化振興条例を制定
しました。本市では、様々なところで文化活動が活
発に行われているので、それらを総合的に推進する
ためにも、ひろく市民に享受してもらうためにも、
条例等制定は必要不可欠と考えます。そしてそれが
観光、まちづくり、国際交流、福祉、教育、産業な
ど関連分野に有機的に連携され文化の香り高い市と
なり市民の幸福につながると考えられます。いなべ
市では他の分野はかなり充実しているし、文化活動
にも力を入れてもらっているが、総合計画に記載し
てすすめて頂きたいです。

市においては教育委員会と一般財団法人いなべ市
芸術文化協会が中心となって文化芸術、文化振興事
業を進めております。

ご指摘のとおり、三重県で文化振興条例が制定さ
れていることは承知しております。

現段階では条例を制定する予定はありませんが、
引き続き市民等の文化芸術活動における機運の醸成
を図っていくため、次年度以降策定する基本計画で
どのように反映できるかを検討したいと考えており
ます。
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第１章　定住自立圏及び市町の名称

第１章 定住自立圏及び市町の名称

１　定住自立圏の名称

２　圏域を構成する市町の名称

いーとこ（いなべ・東員・菰野）定住自立圏

いなべ市（中心市）、東員町、菰野町

東員町

岐阜県

愛知県

三重県

滋賀県

1

いなべ市

菰野町

いなべ市・東員（とういん）町・菰野（こもの）町の頭文字から圏域名称としました。

い・と・こ　→　いとこ関係のような仲良さ
　　＋
いいところ　→　住みやすい地域　

＝　いーとこ
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３　圏域を構成する市町の概要
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いなべ市
　所在地 URL　

三重県いなべ市北勢町阿下喜31番地 https://www.city.inabe.mie.jp/

　

　

概要　

　いなべ市は、平成15年12月、旧北勢町、旧員弁町、旧大安町、旧藤原町が合併し

て誕生しました。北部は岐阜県、西部は滋賀県と隣接している三重県最北端の市で、

西に鈴鹿山脈の頂きが広がり、中央には員弁川が流れ、豊かな緑に包まれた住みや

すく活力のあるまちです。昭和50年代以降は、自動車関連企業が進出し活力あるま

ちとして発展を続けています。

　平成27年から国内最大級の自転車レース「ツアー・オブ・ジャパン」を開催し、

サイクルツーリズムの取組を行っています。令和元年には新庁舎とまちづくりの拠

点施設「にぎわいの森」が完成し、全国で６番目にフェアトレードタウンにも認定

され、令和２年には、SDGs未来都市・自治体SDGsモデル事業に選定されました。令

和９年には東海環状自動車道が全線開通するため、更なる発展が期待されます。

PR
SPOT

　藤原岳、竜ヶ岳、にぎわいの森、青川峡キャンピングパーク、やまてらす、
　Nordisk Hygge Circles UGAKEI、いなべ市農業公園(梅林公園）　

庁舎とにぎわいの森 Nordisk Hygge Circles UGAKEI 梅林公園 ツアー・オブ・ジャパン

東員町
　所在地 URL　

三重県員弁郡東員町大字山田1600番地 https://www.town.toin.lg.jp/

　

　

概要　

　東員町は、西部にいなべ市、東部に桑名市、南部に四日市市が隣接し、東西5km

南北7.3km、面積22.68㎢のコンパクトな町です。名古屋から30㎞圏内に位置し、名

古屋駅まで車で40分、電車で50分ほどです。町の中央を横断するローカル鉄道の三

岐鉄道北勢線と三重交通のバスがいなべ市と桑名市を繋いでいます。町の中心エリ

アには14.5haの大きなシンボルパーク中部公園やサッカー観戦ができるスタジアム、

こども歌舞伎やミュージカルなど文化イベントが楽しめる総合文化センターがあり

ます。秋には、このエリアの転作田を利用したコスモス畑が人気で町内外から多く

の人々が訪れます。　

PR
SPOT

　中部公園、LA・PITA東員スタジアム、コスモス畑

LA・PITA東員スタジアムこども歌舞伎 コスモス畑中部公園
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菰野町
　所在地 URL　

三重県三重郡菰野町大字潤田1250番地 https://www2.town.komono.mie.jp/

　

　

概要　

　菰野町は、西は滋賀県、北はいなべ市、東と南は四日市市に接する面積107.28㎢

の町です。

  平成31年に新名神高速道路の三重県内区間が全通し、町内にインターチェンジが

設置されました。町の南北軸の道路として国道306号と県道140号（ミルクロード）

が、東西軸の道路として国道477号、鉄道は近鉄湯の山線が通り、菰野町と近隣市

町を結んでいます。

　鈴鹿山脈の主峰である御在所岳とその麓の湯の山温泉など、当町へ年間約190万

人（令和５年）の観光客が訪れます。全国で唯一走行する列車内で天然温泉の足湯

に入浴できる足湯列車「つどい」を近畿日本鉄道と共同運行したり、湯の山温泉街

を巡りながら、当町の豊かな食材と温泉を楽しむことができる「ONSENガストロノ

ミーウォーキング」を開催したりするなど、新たな観光の取組を進めています。

PR
SPOT

　御在所岳、御在所ロープウエイ、湯の山温泉、フォレストアドベンチャー湯の山、　　
　アクアイグニス、パラミタミュージアム、道の駅菰野ふるさと館、八風キャンプ
　場、朝明キャンプ場、尾高高原キャンプ場、鳥居道山キャンプ場、福王神社、五
　百羅漢、尾高観音

御在所ロープウエイ 湯の山温泉僧兵まつり 足湯列車「つどい」
ONSENガストロノミー

ウォーキング
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　定住自立圏共生ビジョンの目的・期間

２　定住自立圏共生ビジョンの目的

３　定住自立圏共生ビジョンの期間

１　定住自立圏構想の概要

　第４次いーとこ定住自立圏共生ビジョン（以下「本共生ビジョン」と
いう。）は、定住に必要な都市機能及び生活機能の確保･充実を図ると
ともに、自立に必要な経済基盤の整備を促進することにより、魅力あふ
れる定住自立圏を形成するため、中長期的な観点からいーとこ（いな
べ・東員・菰野）定住自立圏が目指す将来像及びその実現のために必要
な具体的な取組を示すものです。

　本共生ビジョンで示す将来像の実現に向けた具体的な取組の計画期間
は、令和７年度から令和11年度までの５年間とし、毎年度所要の見直し
を行います。

第２章　定住自立圏構想の概要及び定住自立圏共生ビジョンの目的・期間
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　わが国は、総人口の減少及び少子高齢化が進行しています。それは、
三大都市圏でも同様ですが、特に地方においては、大幅な人口減少と急
速な少子高齢化が見込まれています。
　このような状況を踏まえ、地方圏において安心して暮らせる地域を各
地に形成し、地方圏から三大都市圏への人口流出を食い止めるとともに、
三大都市圏の住民にもそれぞれのライフステージやライフスタイルに応
じた居住の選択肢を提供し、地方圏への人の流れを創出することが求め
られています。
　市町村の主体的取組として「中心市」の都市機能と「近隣市町村」の
農林水産業、自然環境、歴史、文化など、それぞれの魅力を活用して、
NPOや企業といった民間の担い手を含め、相互に役割分担し、連携・協
力することにより、地域住民のいのちと暮らしを守るため、圏域全体で
必要な生活機能を確保し、地方圏への人口定住を促進する政策です。
　定住自立圏構想は、平成21年４月から全国展開し、現在、各地で取組
が進んでいます。
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１　定住自立圏の地理的状況

第３章　定住自立圏の現状
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　本圏域は、三重県北部に位置し、鈴鹿山脈と養老山地の間に流れる員弁

川、朝明川、三滝川等の上中流域にあって、豊かな自然と緑あふれる田園

地帯が広がる地域です。 

　古くから近鉄線、三岐線など鉄道路線が敷設され、旅客のみならず産業

利用も進んでいます。

　また、平成23年の国道421号石榑トンネル開通後、東海環状自動車道では

平成28年に東員IC、平成31年に大安ICの供用が開始され、同年には新名神

高速道路の県内区間が全線開通し、菰野ICの供用が開始されました。令和

９年には東海環状自動車道が全線開通します。本圏域は、東海圏と関西圏

の結節点に位置することから、自動車関連企業をはじめ、様々な企業が立

地しています。
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（２）人口推移

[出典：住民基本台帳人口（※基準日：３月31日）］

[単位：人］

年
2020

（R2）
2021
（R3）

2022
（R4）

2023
（R5）

2024
（R6）

いなべ市  45,602  45,250  44,763  44,691  44,656

東 員 町  25,931  25,957  25,838  25,879  25,810

菰 野 町  41,610  41,670  41,390  41,189  40,931

合　　計 113,143 112,877 111,991 111,759 111,397

45,602 45,250 44,763 44,691 44,656 

25,931 25,957 25,838 25,879 25,810 

41,610 41,670 41,390 41,189 40,931 

0 

20,000 

40,000 

60,000 

80,000 

100,000 

120,000 

2020 2021 2022 2023 2024

菰 野 町

東 員 町

いなべ市

（１）面　積

市・町 面　　積 圏域合計

いなべ市 219.83

349.79東 員 町  22.68

菰 野 町 107.28

［出典：各市町ホームページ］

２　圏域の状況

[単位：㎢］



[単位：人］【　いなべ市　】

[出典：総務省統計局（国勢調査）］

[単位：人］【　東 員 町　】

■年少人口：０～14歳　■生産年齢人口：15～64歳　■老年人口：65歳以上

年
1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

年少人口  8,144  7,832  7,286  6,834  6,345  5,856  5,485 

生産年齢人口 28,841 29,795 29,428 29,951 29,043 27,858 27,143 

老年人口  6,897  8,118  8,916  9,661 10,282 11,575 12,345 

年
1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

年少人口  6,246  5,065  3,920  3,397  3,373  3,374  3,520 

生産年齢人口 16,984 18,302 18,904 18,307 16,946 14,704 14,253 

老年人口  2,217  2,851  3,481  4,171  5,289  6,967  8,011 
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（３）年齢３区分人口推移

[単位：人］【　菰 野 町　】

年
1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

年少人口  5,806  5,966  6,387  6,245  6,123  5,789  5,600 

生産年齢人口 22,047 23,577 24,861 24,789 24,553 24,067 24,233 

老年人口  4,407  5,574  6,694  7,869  9,051 10,187 10,726 

13,521 16,543 19,091 21,701 24,622 28,729 31,082 

67,872 71,674 73,193 73,047 70,542 66,629 65,629 

20,196 18,863 17,593 16,476 15,841 15,019 14,605 
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40,000 
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【圏域の年齢３区分人口推移】
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35～39歳

40～44歳

45～49歳

50～54歳

55～59歳

60～64歳

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90～94歳

95歳～

男性 H27.10.1 現在

男性 R2.10.1 現在

女性 H27.10.1 現在

女性 R2.10.1 現在

　本圏域におけるそれぞれの区分ごとに比較
　※対象年度は平成27年度と令和２年度（基準日：各年の10月１日）

　[参考：平成27年・令和２年国勢調査］

増加減少増加 減少

「人口動態」
　　ア．自然動態・・・一定の期間における出生・死亡に伴う人口の動きを示します。
　　イ．社会動態・・・一定の期間における転入・転出に伴う人口の動きを示します。　　　　　　　　　　

①自然動態
　一貫してマイナスで推移しています。
②社会動態
　2020年度・2021年度はコロナウイルス
　感染症の影響により、マイナスとなり
　ました。

※社会動態は景気に左右されます。

（人）

【圏域の自然動態と社会動態（単年度）】

男性 女性

老年人口

生産年齢人口

年少人口

年区分 自然動態 社会動態 人口動態

2019 -366  330  -36

2020 -324  -11 -335

2021 -398 -138 -536

2022 -574   86 -488

2023 -594   95 -499
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（５）人口動態
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　[参考：住民基本台帳（※基準日10月１日）］
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[出典：総務省統計局（国勢調査）］

[単位：人］

[単位：人］

年
1990
（H2）

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

昼間人口 41,286 45,101 45,219 49,070 48,517 49,708 49,654 

夜間人口 43,882 45,745 45,630 46,446 45,684 45,815 44,973 

比率
（％）

94.1 98.6 99.1 105.6 106.2 108.5 110.4 

年
1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

昼間人口 18,845 19,192 19,729 19,880 20,537 22,030 22,435 

夜間人口 25,447 26,218 26,305 25,897 25,661 25,344 25,784 

比率
（％）

74.1 73.2 75.0 76.8 80.0 86.9 87.0 

第３章　定住自立圏の現状
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（６）昼夜間人口比率

[単位：人］

年
1990
（H2）

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

昼間人口 26,512 29,527 32,086 33,566 34,216 34,270 34,317 

夜間人口 32,260 35,117 37,972 38,986 39,978 40,210 40,559 

比率
（％）

82.2 84.1 84.5 86.3 85.6 85.2 84.6 

【　いなべ市　】

【　東員町　】

【　菰野町　】



[出典：総務省統計局（令和２年国勢調査）］

[単位：人］

市・町
総数

（夜間人口）
従業も通学も
していない

いなべ市 44,973 13,384

東 員 町 25,784  8,998

菰 野 町 40,559 12,538

第３章　定住自立圏の現状
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（７）通勤・通学

市・町

自市町 他市区町村

　 自宅で従業
自宅外の自市町
で従業・通学

　 県内他市町
他県に

従業・通学
不詳
外国

いなべ市 18,671 1,972 16,699  9,364  7,773 1,355 236

東 員 町  6,253   775  5,478  8,941  7,233 1,565 143

菰 野 町 12,048 1,724 10,324 12,228 10,995 1,009 224

市・町 いなべ市 東員町 菰野町 桑名市 四日市市
その他
(県内)

その他
(県外)

いなべ市 66.6 5.0  2.7  9.8  7.9 2.3  5.7

東 員 町 13.4 41.2  1.4 20.4  9.4 3.0 11.2

菰 野 町  7.8  1.3 49.6  2.9 27.5 5.8  5.1

[単位：％］
通勤・通学先の割合

いなべ市 東員町 菰野町

66.6%
5.0%

2.7%

9.8%

7.9%

2.3%
5.7
% 13.4%

41.2%

1.4%

20.4%

9.4%

3.0%
11.2% 7.8%

1.3%

49.6%

2.9%

27.5%

5.8%
5.1
%

いなべ市 東員町 桑名市 四日市市 その他県内 県外菰野町



[単位：院、所］

[出典：三重県戦略企画部統計課（平成31年刊三重県統計書）］

[単位：人］

[出典：三重県戦略企画部統計課（令和５年刊三重県統計書）］

市・町 病院 一般診療所 歯科診療所 薬局

いなべ市 ４ 24 16 13

東 員 町 ２ 17 10 ９

菰 野 町 １ 23 13 11

合　　計 ７ 64 39 33

市・町 医師 歯科医師 薬剤師
看護師

准看護師

いなべ市 76 17 72   500

東 員 町 28 12 44   318

菰 野 町 50 16 54   359

合　　計 154 45 170 1,177
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（８）医療

　ア　医療施設数・薬局数

　イ　医療関係者数

9 9 9 9 9 8 7 7 7 7

61 61 62 62 62 62 63 62 62 64

39 40 41 40 41 41 41 38 38 39

25 27 27 29 29 29 28
33 34 33

0
10
20
30
40
50
60
70

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

病院 一般診療所 歯科診療所 薬局

1176 1176 1198 1198 1275 1275
1135 1135

1177 11771100

1300

147 147 152 152 158 158 146 146 154 154

43 43 40 40 49 49 48 48 45 45

168 168 169 169 175 175 156 156 170 170

0

200

H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 H31年度 R2年度 R3年度 R4年度 R5年度

医師 歯科医師 薬剤師 看護師・准看護師

[出典：三重県戦略企画部統計課（令和５年刊三重県統計書）］



[単位：所］

[出典：三重県健康福祉部福祉監査課（令和５年三重県社会福祉施設等名簿）］

分類 施設の種類 いなべ市 東 員 町 菰 野 町

生活保護施設 　救護施設 ー ー ２

児童福祉施設

　助産施設 １ ー ー

　保育所 13 ６ ６

　認定こども園 ー ー ４

老人福祉施設

　養護老人ホーム １ ー １

　特別養護老人ホーム ４ ２ ４

　軽費老人ホーム・ケアハウス ー １ １

　老人福祉センター １ ー １

　有料老人ホーム ６ ６ ー

　介護老人保健施設 ２ ー ３

　訪問看護ステーション ３ ３ ４

　認知症疾患医療センター ー １ ー

　認知症対応型共同生活介護 ４ ２ １

障害者福祉施設

　生活介護（障害者支援施設） ー ー ２

　施設入所支援 ー ー ２

　生活介護（障害者総合支援） ５ １ ４

　共同生活援助 ７ ４ ２

　自立訓練（生活訓練） ２ ー ー

　就労移行支援 １ ー ー

　就労継続支援（Ａ型） １ １ ２

　就労継続支援（Ｂ型） ７ １ ３

障害児通所支援施設

　児童発達支援 ２ ４ ５

　放課後等デイサービス ５ ６ ８

（９）福祉

第３章　定住自立圏の現状
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[単位：所］

[出典：三重県戦略企画部統計課（令和５年刊三重県統計書）］

分類 施設の種類 いなべ市 東 員 町 菰 野 町

文化施設
公民館・類似施設

中央館 ２ １ １

地区館 ー － ５

分館 － １ １

図書館 ４ １ １

スポーツ施設

体育館 ３ １ ２

運動広場 8 2 ２

道場
柔道場 2 － ー

剣道場 1 1 ー

野球場 ３ ２ ２

コート
テニスコート 2 2 １

ゲートボール場 1 － ー

プール

屋内 － － １

屋外
25ⅿ 1 － ー

50ⅿ － － ー

陸上競技場 － 1 １

トレーニング場 1 － ー

施設名称
蔵書数
（冊）

貸出登録者数
（人）

貸出冊数
（冊）

いなべ市北勢図書館  64,898  6,236  62,292 

いなべ市員弁図書館  17,186  3,154  29,675 

いなべ市大安図書館  44,199  6,916  52,847 

いなべ市藤原図書館  16,773  2,604  24,785 

東員町立図書館 110,250 36,390 184,624 

菰野町図書館 179,255 38,262 336,515 

（10）公共施設数
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[単位：戸］【　いなべ市　】

[出典：農林水産省（農林業センサス）］

年
1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

自給的農家 1,264 1,105   995   974 1,010 1,025   888 

販売農家 3,450 4,089 2,453 1,643 1,314   961   650 

専業農家   156   255   180   118   162   157 -

兼業農家 3,294 3,834 2,273 1,525 1,152   804 -

第１種兼業農家   100   146    63   122    90   362 -

第２種兼業農家 3,194 3,688 2,210 1,403 1,062   442 -

総農家数 4,714 5,194 3,448 2,617 2,324 1,986 1,538 

第３章　定住自立圏の現状
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（11）産業

ア　第１次産業

[単位：戸］【　東 員 町　】

年
1990
（H2）

1995
（H7）

2000
（H12）

2005
（H17）

2010
（H22）

2015
（H27）

2020
（R2）

自給的農家   247   219 192 268 233 186 175 

販売農家   866   942 611 462 355 231 130 

専業農家    22    51  35  49  49  35 -

兼業農家   844   891 576 413 306 196 -

第１種兼業農家    13    49  40  39  14   3 -

第２種兼業農家   831   842 536 374 292 193 -

総農家数 1,113 1,161 803 730 588 417 305 

[単位：戸］【　菰 野 町　】

年
1990

（H2）
1995

（H7）
2000

（H12）
2005

（H17）
2010

（H22）
2015

（H27）
2020

（R2）

自給的農家   347   294   300   383   417 393 349 

販売農家 1,822 1,853 1,359 1,036   762 575 408 

専業農家    82   123   119   131   104 106 -

兼業農家 1,740 1,730 1,240   905   658 469 -

第１種兼業農家    69   126    60    80    57 226 -

第２種兼業農家 1,671 1,604 1,180   825   601 243 -

総農家数 2,169 2,147 1,659 1,419 1,179 968 757 



【　いなべ市　】
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【　東 員 町　】

【　菰 野 町　】

【　総農家数　】
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※2020年は専業・兼業の調査がなくなったため、
販売農家数を示しています。



[単位：所、人、億円］【　いなべ市　】

[出典：経済産業省（工業統計/R３～経済構造実態調査に統合）］

【　事業所数（単位：所）】

【　従業者数（単位：人）】

【　製造品出荷額等（単位：億円）】

イ　第２次産業
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【　東 員 町　】

年
2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(H31)

2020
(R2)

2021
(R3)

事業所数    203    191    176    178    177    172    165    179    177

従業者数 16,170 15,560 16,382 17,169 18,140 18,339 19,097 19,501 18,537

製造品出荷額等  9,426 11,258 11,790 11,057 13,220 14,160 15,020 17,227 16,628 

年
2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(H31)

2020
(R2)

2021
(R3)

事業所数    90    81    80    79    84    84    78    84    90

従業者数 4,647 4,155 4,296 3,853 4,595 4,812 4,791 4,711 5,075

製造品出荷額等 1,318 1,446 1,478 1,541 1,435 1,553 1,674 1,712 1,480 

[単位：所、人、億円］

【　菰野町　】

年
2011
(H23)

2012
(H24)

2013
(H25)

2014
(H26)

2017
(H29)

2018
(H30)

2019
(H31)

2020
(R2)

2021
(R3)

事業所数   122   120   115   113   108   104   110   109   97

従業者数 4,280 4,557 4,523 4,500 4,741 4,774 5,154 5,116 5,390

製造品出荷額等 1,395 1,445 1,411 1,510 1,586 1,634 1,733 1,723 1,664 

[単位：所、人、億円］
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[単位：所、人、億円］【　いなべ市　】

[単位：所、人、億円］【　東 員 町　】

[出典：経済産業省（商業統計/H26～経済構造実態調査）］

【　事業所数（単位：所）】

【　従業者数（単位：人）】

【　商品販売額（単位：億円）】
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ウ　第３次産業

年
1991
(H3)

1994
(H6)

1997
(H9)

1999
(H11)

2002
(H14)

2004
(H16)

2007
(H19)

2014
(H26)

2016
(H28)

2021
(R3)

事業所数   624   631   562   513   447   419   397   336   330   324 

従業者数 2,077 2,422 2,380 2,401 2,615 2,295 2,275 1,868 2,058 2,107 

商品販売額   316   362   390   399   366   335   352   426   447   406 

年
1991
(H3)

1994
(H6)

1997
(H9)

1999
(H11)

2002
(H14)

2004
(H16)

2007
(H19)

2014
(H26)

2016
(H28)

2021
(R3)

事業所数 175 186   193   208   192   184   171   175   210   192 

従業者数 647 937 1,016 1,319 1,271 1,237 1,240 1,492 1,606 1,774 

商品販売額 134 179   194   218   215   216   230   246   373   380 

[単位：所、人、億円］【　菰 野 町　】

年
1991
(H3)

1994
(H6)

1997
(H9)

1999
(H11)

2002
(H14)

2004
(H16)

2007
(H19)

2014
(H26)

2016
(H28)

2021
(R3)

事業所数   408   391   374   371   349   338   312   269   248   243 

従業者数 1,434 1,725 1,825 2,191 2,204 2,337 2,217 2,148 2,020 1,900 

商品販売額   244   331   343   399   400   354   385   555   637   656 
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地域の誇りを共に感じるまち
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第４章　定住自立圏の将来像

１　定住自立圏構想の目指すべき将来像
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[出典：総務省統計局（国勢調査）］

市・町
2000年

（平成12年）
2005年

（平成17年）
2010年

（平成22年） 
2015年

（平成27年）
2020年

（令和２年）

いなべ市  45,630  46,446  45,684  45,815  44,608

東 員 町  26,305  25,897  25,661  25,344  25,860

菰 野 町  35,117  37,942  39,727  40,034  40,245

合　　計 107,052 110,263 111,005 110,368 110,713

[出典：住民基本台帳（※基準日３月31日）］

　人口推移

２　圏域の将来人口目標

市・町
2020年

（令和２年）
2021年

（令和３年）
2022年

（令和４年）
2023年

（令和５年）
2024年

（令和６年）

いなべ市  45,602  45,250  44,763  44,691  44,656

東 員 町  25,931  25,957  25,838  25,879  25,810

菰 野 町  41,610  41,670  41,476  41,189  40,931

合　　計 113,143 112,877 112,077 111,759 111,397

[単位：人］

[単位：人］

「定住」のための暮らしに必要な諸機能を確保するとともに、「自立」の

ための経済基盤や地域の誇りを培い、全体として魅力あふれる地域を形成

していくことが定住自立圏構想の基本理念です。

　この構想により目指す本圏域の姿は、“いつまでも住み続けたい”、

“住んでみたい”、“訪れてみたい”と思える地域です。

　そこには、豊かな自然があり、自然と共生できるゆとりある空間が創出

され、充実した医療体制を始めとする安心・安全を支える生活機能が整っ

ています。そこでは、障がいや疾病の有無に関わらず、子どもから高齢者

まで誰もが生きがいをもち、誰ひとり取り残すことなく、全ての住民が質

の高い生活を送り、生き生きと輝く笑顔が地域に満ちあふれています。

　また、SDGsの推進及び促進により、経済・社会・環境の三側面における

自律的好循環が形成され、圏域住民一人ひとりが認め合い支え合って暮ら

す、住民が主役のまちづくりが進められています。こうした互いを認め合

う豊かな心が地域全体に醸成され、そこに住む人がその地を誇りに思い自

信が持てる持続可能な地域となっています。



　国立社会保障・人口問題研究所の将来人口推計等にもあるように、本圏域

においても、今後急速な人口減少と高齢化の進行が予測されます。このよう

な状況を踏まえ、１市２町が互いに連携・協力することにより、安心して暮

らせる圏域を形成し、本圏域から都市への人口の流出を食い止めるとともに、

本圏域への人の流れを創出していかなければなりません。したがって、本共

生ビジョンにおいても、引き続き前項で示した圏域の将来像の実現に向けた

取組を推進しています。

　そこで、これらの取組により、本共生ビジョンの最終年度である2029年

（令和11年）の圏域の将来人口目標を、国勢調査及び両市町の人口ビジョン

等を踏まえ、おおむね109,000人とします。

 

[出典：各市町人口ビジョン］

市・町
2020年

(令和2年)
2025年

(令和7年)
2030年

（令和12年）
2035年

（令和17年）
2040年

（令和22年）

いなべ市  44,973  43,768  42,547  41,159  39,575

東 員 町  25,784  26,121  25,369  24,393  23,223

菰 野 町  40,341  40,154  39,726  39,153  38,473 

合　　計 111,316 109,116 106,811 103,883 100,471 

　人口推計

第４章　定住自立圏の将来像
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いなべ市　43,000人 東 員 町　26,000人 菰 野 町　40,000人

圏域目標人口　109,000人

市・町
2020年

(令和2年)
2025年

(令和7年)
2030年

（令和12年）
2035年

（令和17年）
2040年

（令和22年）

いなべ市 12,345 12,506 12,810 13,040 13,487

東 員 町  8,011  8,307  8,185  7,803  7,727 

菰 野 町 10,726 10,965 11,374 12,008 12,982

合　　計 31,082 31,778 32,369 32,851 34,196 

市・町
2020年

(令和2年)
2025年

(令和7年)
2030年

（令和12年）
2035年

（令和17年）
2040年

（令和22年）

いなべ市  4,388  4,130 3,873 3,614 3,399

東 員 町  2,500  2,280 2,101 1,993 1,977 

菰 野 町  4,084  3,755 3,665 3,714 3,601

合　　計 10,972 10,165 9,639 9,321 8,977 

　老年人口推計

　若年女性人口推計（20歳から39歳まで）

[単位：人］

[単位：人］

[単位：人］

[出典：国立社会保障・人口問題研究所］

[出典：国立社会保障・人口問題研究所］



　人口定住に向けた取組を進めていくうえで、本圏域のポテンシャルを最大限

に活かしていく必要があります。

 

（１）東海圏と関西圏が交わる東西の玄関口

　　本圏域は、名古屋市の中心部から約30㎞の距離にあり、西は滋賀県、北は

　岐阜県と接し、東海圏と関西圏の結節点に位置しています。国道421号石榑

　トンネルの開通、東海環状自動車道の西回りの全線開通により、この玄関口

　としての機能がさらに高まり、「企業活動」や「観光」における経済面のポ

　テンシャル（将来性）が期待されます。

　　東海財務局の「東海環状自動車道に関する経済レポート」（令和６年）に

　よれば、東海環状自動車道の全線開通に伴い、東海地域内のアクセスが大幅

　に向上し、輸送時間の短縮で物流コストが削減され、新たな価値の創造につ

　ながるとされています。また、波及的な効果として、企業の商圏が拡大する

　だけでなく、企業活動の活発化、企業誘致の促進、雇用促進、災害対応に寄

　与することで、持続可能な圏域が形成されます。

　　道路ネットワークにより圏域単位での交流や大都市圏との結びつきが強化

　されることは、企業活動分野だけでなく、観光・交流分野における発展も期

　待されます。「スローライフ」に象徴されるように、自然の中で心豊かに過

　ごしたい人が増えています。　

　　いなべ市農業公園、東員町中部公園、菰野町湯の山温泉など自然豊かな地域

　資源を数多く有する本圏域は、観光・交流分野でのポテンシャル（潜在能

　力）も高いといえます。

（２）豊かな自然と良好な住環境による暮らしやすさ

　　名古屋市の中心部から約30㎞の距離にあるにもかかわらず、豊かな自然環

　境と大都市と比較して良好な住環境が、圏域住民に生活の豊かさを感じさせ

　ています。健康志向やワークライフバランスの進展と相まって、持続可能な

　圏域づくりのための定住促進のポテンシャル（可能性）が高まります。

（３）さまざまな主体による住民が主役のまちづくり

　　本圏域ではコミュニティ組織をはじめNPOなど多様な主体が、積極的に地

　域づくりに参画し、住民一人ひとりが主役となった住み続けられるまちづく

　りが進められています。近年低下傾向にあるとはいえ、助け合い・支え合い

　が地域にしっかり根付いています。一人ひとりが認め合い、支え合って暮ら

　していける圏域は、いつまでも安心して、いきいきと暮らせ、そこに住む人

　が地域を誇りと思える“地域の誇りを共に感じるまち”として発展していくポ

　テンシャル（可能性）を持っています。  

３　圏域の可能性

第４章　定住自立圏の将来像

20



第５章 課題解決に向けた基本方針

【生活機能の強化に係る政策分野】

　　ａ医療、ｂ福祉、ｃ教育、ｄ土地利用、ｅ産業振興、ｆ環境、

　　ｇ防災

【圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野】

　　ａ宣言中心市等における人材の育成（デジタル人材の育成

　　　を含む。）

　　ｂ宣言中心市等における外部からの行政及び民間人材の確保

　　 （デジタル人材の確保を含む。）

　　ｃ圏域内市町村の職員等の交流

　　ｄ上記のほか、圏域マネジメント能力の強化に係る連携

第５章　課題解決に向けた基本方針

１　定住自立圏構想の推進

21

【結びつきやネットワークの強化に係る政策分野】

　　ａ地域公共交通

　　ｂデジタル・ディバイトの解消へ向けたインフラ整備

　　ｃ道路等の交通インフラの整備

　　ｄ地域の生産者・消費者等の連携による地産地消

　　ｅ地域内外の住民との交流・移住促進

　　ｆ上記のほか、結びつきやネットワークの強化に係る取組

　定住自立圏構想は、中心市と近隣市町村が相互に役割分担を行い、連携・協

力することで、圏域全体で必要な生活機能等を確保し、地方圏に人口定住の受

け皿を形成する施策です。

　人口定住を図るために必要な生活機能の確保に向けて、中心市宣言を行った

中心市と近隣市町村が１対１で「生活機能の強化」、「結びつきやネットワー

クの強化」、「圏域マネジメント能力の強化」の観点から連携する取組につい

て、協定を定めます。

　定住自立圏形成協定に基づき推進する具体的取組を記載した「定住自立圏共

生ビジョン」を策定し、圏域の将来像の実現に向けた取組を進めていきます。



第５章　課題解決に向けた基本方針

２　SDGsの推進

　SDGsとは、Sustainable Development Goalsの略で持続可能な開発目標という意味です。

国際社会はもちろん、自治体、企業等もこの目標をふまえた活動が求められています。

～以下、外務省JAPAN SDGs Action Platformより～

　持続可能な開発目標（SDGs）とは、2001年に策定されたミレニアム開発目標（MDGs）の

後継として、2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための2030ア

ジェンダ」にて記載された2030年までに持続可能でよりよい世界を目指す国際目標です。

17のゴール・169のターゲットから構成され、地球上の「誰一人取り残さない（Leave no 

one behind）」ことを誓っています。SDGsは発展途上国のみならず、先進国自身が取り組

むユニバーサル（普遍的）なものであり、日本としても積極的に取り組んでいます。

22

　本共生ビジョンでは、全ての施策において、このSDGsの視点を取り入れており、全て

の住民の共通認識として、本定住自立圏構想を進め、第４章定住自立圏の将来像で掲げ

る地域を目指します。
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第６章 定住自立圏の形成に関する協定内容

第６章　定住自立圏の形成に関する協定内容

政策
分野 項目 主な施策

生
活
機
能
の
強
化
に
係
る

政
策
分
野

医療 医療体制の充実

福祉 高齢者、障がい者及び子育て支援体制の充実 

教育 学校教育における協力及び協働体制の充実

産業振興 広域的な観光振興の推進

環境 広域連携による持続可能な循環型社会の構築

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
に
係
る
政
策
分
野

地域公共交通 地域公共交通ネットワークの充実

 道路等の交通インフラ 
 の整備 幹線道路、生活道路の整備

 地域内外の住民との交
 流・移住促進

地域交流の推進

 上記のほか、結びつき
 やネットワークの強化
 に係る取組 

デジタル技術の相互利活用の促進 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
に
係
る
政
策
分
野

 圏域内市町の職員等の
 交流

人材育成の推進

いなべ市と東員町

（令和６年10月１日変更協定の締結）
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政策
分野

項目 主な施策

生
活
機
能
の
強
化
に
係
る

政
策
分
野

医療 医療体制の充実

福祉 子育て支援体制の充実 

産業振興 広域的な観光振興の推進

環境 広域連携による持続可能な循環型社会の構築

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

強
化
に
係
る
政
策
分
野

地域公共交通 地域公共交通ネットワークの充実

 道路等の交通インフラ
 の整備

幹線道路、生活道路の整備

 地域の生産者・消費者
 等の連携による地産地
 消 

地場産品の地産地消の推進 

 上記のほか、結びつき
 やネットワークの強化
 に係る取組 

デジタル技術の相互利活用の促進 

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

強
化
に
係
る
政
策
分
野

 圏域内市町の職員等の
 交流

人材育成の推進

いなべ市と菰野町

（令和６年６月28日協定の締結）



第７章 連携する具体的事項

項目 施策名 施策を構成する事業

生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

医療
１　医療体制の確保

１-１　救急医療体制整備事業

１-２　救急医療等運営費

１-３　公的病院救急医療及び在宅医療体制構築助成事業

２　医療従事者の確保 ２-１　医療従事者確保事業

福祉

３　地域包括ケアシステムの深化・推進

３-１　在宅医療・介護連携推進事業

３-２　認知症総合支援事業

３-３　在宅医療・介護連携推進事業

４　適正な介護保険サービス提供体制の整備

４-１　員弁地区介護認定審査会共同設置事業

４-２　介護認定審査費

５　障がい福祉サービスの推進

５-１　障害者介護給付費等支給審査会共同設置事業

５-２　障害者自立支援市単独補助事業

５-３　手話通訳者等派遣事業

５-４　地域生活支援事業

５-５　障害者福祉事業

５-６　障がい者グループホーム整備補助事業

５-７　障がい児子育て支援事業

５-８　障害者自立支援事業

５-９　障害者地域生活支援事業

６　発達支援体制の充実

６-１　発達支援医療連携推進事業

６-２　発達支援関係機関連携推進事業

６-３　途切れのない支援事業

７　子育て支援の充実

７-１　地域子育て支援事業

７-２　子育て支援センター経費

７-３　子育て支援センター事業

８　放課後児童クラブの運営支援

８-１　放課後児童健全育成事業

８-２　放課後児童対策事業

８-３　学童クラブ支援事業

１　連携する具体的事項
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いなべ

東　員

菰　野

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

菰　野

菰　野

菰　野



項目 施策名 施策を構成する事業

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

地域公共
交通

13　地域公共交通ネットワークの維持・強化
　（バス事業）

13-１　福祉バス運行事業

13-２　コミュニティバス事業

13-３　コミュニティバス、のりあいタクシー運行等事業

14　地域公共交通ネットワークの維持・強化

　（鉄道支援事業）

14-１　三岐鉄道支援事業

14-２　鉄道事業費

道路等の
交通イン
フラの整
備

15　高規格幹線道路、幹線道路及び生活道路の
　　安全性の向上を図る道路の整備

15-１　防災・安全交付金事業

15-２　東海環状自動車道整備促進事業

15-３　（仮）東海環状自動車道開通イベント事業

15-４　道路橋りょう経費

15-５　国道421号整備促進事業

15-６　国道365号整備促進事業

第７章　連携する具体的事項
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項目 施策名 施策を構成する事業

生
活
機
能
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

教育

９　人権教育の推進

９-１　人権教育推進事業　

９-２　人権教育推進事業

10　不登校児童生徒に対する適切な対応

10-１　不登校児童・生徒対策事業

10-２　問題行動・不登校等支援事業

産業振興 11　観光によるまちづくりの推進

11-１　グリーンクリエイティブいなべ推進事業

11-２　観光組織推進事業

11-３　観光客受入施設等推進事業

11-４　観光資源開発発信事業

11-５　企画経費

11-６　観光施設維持管理

11-７　観光施設整備事業

11-８　観光振興事業

11-９　文化財保護活用事業

環境 12　チャレンジ・カーボンニュートラル

12-１　(仮) ゴミ焼却施設建設事業

12-２　水素エネルギー活用促進事業

12-３　地域脱炭素移行重点対策加速化事業

12-４　低炭素・循環型社会形成事業

12-５　(仮) ゴミ焼却施設建設事業

12-６　地球温暖化・地域脱炭素化対策事業

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野

いなべ
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項目 施策名 施策を構成する事業

結
び
つ
き
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
強
化
に
係
る
政
策
分
野

道路等の
交通イン
フラの整
備

15　高規格幹線道路、幹線道路及び生活道路の
　　安全性の向上を図る道路の整備

15-７　主要生活道路整備事業

15-８　菰野バイパス（国道477号）整備促進事業

15-９　国道306号整備促進事業

地域の生
産者や消
費者等の
連携によ
る地産地
消

16　地産地消の推進

16-１　地産地消推進事業

16-２　農業振興事業

16-３　農業関係組織育成事業

16-４　地場農産物消費拡大事業

地域内外
の住民と
の交流・
移住促進

17　空き家対策・移住、定住・交流の推進

17-１　空き家住宅活用事業

17-２　移住・定住促進事業

17-３　結婚応援事業

17-４　空家等対策経費

17-５　企画経費

18　外部人材活用の推進

18-１　地域活性化起業人事業

18-２　地域おこし協力隊事業

18-３　地域おこし協力隊募集事業

18-４　地域活性化起業人事業

上記のほ
か、結び
つきや
ネット
ワークの
強化に係
る取組

19　デジタル技術の活用

19-１　学校ICT活用事業

19-２　情報処理システム保守事業

19-３　図書館利用促進事業

19-４　教育総務事務局経費

19-５　図書館利用促進事業

項目 施策名 施策を構成する事業

圏
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の

強
化
に
係
る
政
策
分
野

圏域内市
町の職員
等の交流

20　行政職員の資質の向上

20-１　職員人事管理事務

20-２　一般管理経費

20-３　職員資質向上事業

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

いなべ

東　員

東　員

東　員

東　員

東　員

いなべ

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野

菰　野
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医療 福祉（高齢者・障がい者） 福祉（子育て）

教育 産業振興（観光） 環境

地域公共交通 道路等の交通インフラ 地産地消

地域内外の交流・移住促進 ネットワークの強化 職員等の交流



項目 施策名
事業
数 施策指標名（ＫＰＩ)

医療

医療体制の確保 ３ 病院群輪番制病院の当番日数

医療従事者の確保 １ いなべ総合病院と菰野厚生病院の常勤医
師数

福祉

地域包括ケアシステムの深化・推進 ３ 在宅医療介護連携の研修会、住民を対象
とした啓発の講演会の参加延べ人数

適正な介護保険サービス提供体制の整備 ２ 介護申請から認定審査会で判定（認定）
が出るまでの年間平均日数

障がい福祉サービスの推進 ９ 連携事業に係る障がい福祉サービス等利
用者数（各年延べ）

発達支援体制の充実 ３ 施策を構成する事業の構築

子育て支援の充実 ３ 子育て支援センター利用者数

放課後児童クラブの運営支援 ３ 放課後児童クラブ設置個所数

教育

人権教育の推進 ２ 認知したいじめが解消した割合

不登校児童生徒に対する適切な対応 ２
いなべ・東員教育支援センター等関係機
関（学校含む）につながっている不登校
児童生徒の割合

産業振興 観光によるまちづくりの推進 ９ 施策を構成する事業の構築

環境 チャレンジ・カーボンニュートラル ５ 温室効果ガス（ＣＯ₂）の排出削減目標

地域公共交通

地域公共交通ネットワークの維持・強化
（バス事業）

３ コミュニティバス及びのりあいタクシー
の利用者数

地域公共交通ネットワークの維持・強化
（鉄道支援事業）

２ 三岐鉄道北勢線利用者数

道路等の交通インフラの整備 高規格幹線道路、幹線道路及び生活道路の安
全性の向上を図る道路の整備 ９ インター利用台数

地域の生産者・消費者等の
連携による地産地消

地産地消の推進 ４ 施策を構成する事業の構築

地域内外の住民との交流・移住促進

空き家対策、移住・定住・交流の推進 ５ 施策を構成する事業の構築

外部人材活用の推進 ４ 外部人材の登用数

上記のほか、結びつきや

ネットワークの強化に係る取組
デジタル技術の活用 ５ 指標の設定なし

圏域内市町の職員等の交流 行政職員の資質の向上 ３ 職員研修会参加者数

第７章　連携する具体的事項
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単位

実績値 目標値

Ｒ５ Ｒ７ Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11

日 １０１ １０１ １０１ １０１ １０１ １０１

人 ５５ ５５ ５５ ５５ ５５ ５５

人 ３００ ３００ ３５０ ３５０ ３５０ ３５０

日 ４１ ３９ ３８ ３７ ３７ ３６

人 １，８５０ １，８７０ １，８７０ １，８７０ １，８７０ １，８７０

R7年度KPI決定

人 ７４，３３９ ７３，６００ ７３，６００ ７３，６００ ７３，６００ ７３，６００

箇所 ３６ ３９ ３９ ３９ ３９ ３９

人 ７８ ８０ ８０ ８０ ８０ ８０

％ ９７ １００ １００ １００ １００ １００

R7年度KPI決定

tｰco² ２６，１４４ １，４２６ １，４２６ １，４２６ １，４２６ １，４２６

人 ２２２，４１７ ２２４，１６８ ２２４，９０２ ２２５，６３５ ２２６，４６９ ２２７，３０２

人 ７１１，８７２ ７６２，６１１ ７６２，６１１ ７６２，６１１ ７５２，８４４ ７４１，１１１

台

いなべIC 　　-　　
大　安IC 1,497,230
東　員IC 1,523,875

菰　野IC 1,189,596

いなべIC 1,000,000
大　安IC 1,300,000
東　員IC 1,550,000
菰　野IC 1,200,000

いなべIC 1,000,000
大　安IC 1,300,000
東　員IC 1,550,000
菰　野IC 1,200,000

いなべIC 1,300,000
大　安IC 1,690,000
東　員IC 2,015,000
菰　野IC 1,440,000

いなべIC 1,300,000
大　安IC 1,690,000
東　員IC 2,015,000
菰　野IC 1,440,000

いなべIC 1,300,000
大　安IC 1,690,000
東　員IC 2,015,000
菰　野IC 1,440,000

R7年度KPI決定

R7年度KPI決定

人 ３４ 実績値のみ 実績値のみ 実績値のみ 実績値のみ 実績値のみ

ー ー 検討事項の報告 検討事項の報告 検討事項の報告 検討事項の報告 検討事項の報告

人 ５６ ２０ ２０ ２０ ２０ ２０



区分・政策分野 生活機能の強化 医療

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 〇

担当部署 健康推進課 健康長寿課 健康福祉課

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　医療従事者の確保に努めるとともに、地域医療の課題解決に向けた検討を
　　進めることで、地域医療体制の充実を図る。

　【菰野町との協定】
　１ 三重北医療センター（いなべ総合病院及び菰野厚生病院）の運営を支援す
　　 ることで、救急医療体制を確保し、休日及び夜間における急患診療体制の
 　　充実を図る。
　２ 関係機関と協議を進めることで、住民が安心して医療を受けられる体制の
　　 充実を図る。

現状と課題

　（現状）
　・二次救急を担う医療機関は少なく、他市町の医療機関に診療をお願いする
 　 ケースがあります。
　・休日及び夜間のケガや発熱等、軽度の救急患者が多く、入院を要する救急
　　医療を担う二次救急医療機関の休日・夜間診療を圧迫しています。
 　（課題）
　・二次救急医療機関の負担が大きくならないよう、一次救急と二次救急の役
　　割を明確にするため、応急診療の受診マナーの啓発の必要があります。

施策名 　１　医療体制の確保

施策を構成する事業

1-1 　救急医療体制整備事業（い）

　 1-1-1 　一次救急医療体制事業負担金

　 1-1-2 　いなべ市総合病院24時間医療体制運営負担金

　 1-1-3 　救急医療体制（病院輪番制）事業負担金

1-2 　救急医療等運営費（と）

　 1-2-1 　一次救急医療体制事業負担金

　 1-2-2 　いなべ総合病院運営負担金

　 1-2-3 　病院群輪番制病院運営事業負担金

1-3 　公的病院救急医療及び在宅医療体制構築助成事業（こ）

　 1-3-1 　公的病院運営補助金

　 1-3-2 　第２次救急医療体制運営費負担金

施策指標名(KPI) 　病院群輪番制病院の当番日数

指標に関する説明
　・休日・夜間等における救急患者の診療を行うため、圏域内医療機関に割り
　　振られた日数を確実に実施できる体制の確保を図ります。

単位：日 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ総合病院 73 73 73 73 73 73

菰野厚生病院 28 28 28 28 28 28

合計 101 101 101 101 101 101

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 42,784 42,784 42,784 42,784 42,784 213,920

東員町 12,201 12,201 12,201 12,201 12,201  61,005 

菰野町 17,500 17,500 17,500 17,500 17,500  87,500

ＳＤＧｓ該当目標 　

３　具体的取組

第７章　連携する具体的事項
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施策を構成する事業No 1-1 事業名 　救急医療体制整備事業（い）

事業概要
・救急医療受診者の増加によるいなべ総合病院の負担軽減を図ることを目的とし、
　一次救急医療体制、二次救急医療体制等の費用を負担します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

 事業費（千円） 42,784 42,784 42,784 42,784 42,784 213,920

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-1-1 事業名 　一次救急医療体制事業負担金

事業概要

・休日及び夜間の診療体制における調整、年末年始の在宅当番医師や医師年間待
　機等の事務等を一般社団法人いなべ医師会へ委託し、医療機関の診療時間外に
　おける一次救急診療体制を確保します。
・一次救急医療業務の管理運営に係る費用を負担します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-1-2 事業名 　いなべ市総合病院24時間医療体制運営負担金

事業概要

・平成14年に旧員弁郡５町の首長とJA厚生連の会長と結んだ覚書にのっとり、市
　民が求める中核医療の役割を担う公的病院として、いなべ総合病院が不採算度
　合いの高い救急医療を行う代わりに、不採算部分を補うための費用を負担しま
　す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-1-3 事業名 　救急医療体制（病院輪番制）事業負担金

事業概要

・桑員地区にある５病院（いなべ総合病院、桑名市総合医療センター、ヨナハ丘
　の上病院、もりえい病院、青木記念病院）が、当番で365日救急搬送を受け入
　れる病院群輪番体制を維持できるよう財政的支援を行います。
・平成17年に締結した協定書に基づき東員町と人口割で負担します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-2 事業名 　救急医療等運営費（と）

事業概要
・救急医療受診者の増加によるいなべ総合病院の負担軽減を図ることを目的とし、
　一次救急医療体制、二次救急医療体制等の費用を負担します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 12,201 12,201 12,201 12,201 12,201 61,005

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-2-1 事業名 　一次救急医療体制事業負担金

事業概要
・救急医療受診者の増加によるいなべ総合病院の負担軽減を図ることを目的とし、
　一次救急医療体制、二次救急医療体制等の費用を負担します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-2-2 事業名 　いなべ総合病院運営負担金

事業概要
・平成14年に旧員弁郡５町の首長とJA厚生連の会長と結んだ覚書に則り、市民が
　求める中核医療の役割を担う公的病院として、いなべ総合病院が不採算度合い
　の高い救急医療を行う代わりに、不採算部分を補うための費用を負担します。
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施策を構成する事業No 1-2-3 事業名 　病院群輪番制病院運営事業費負担金

事業概要

・桑員地区にある５病院（いなべ総合病院、桑名市総合医療センター、ヨナハ丘
　の上病院、もりえい病院、青木記念病院）が、当番で365日救急搬送を受け入
　れる病院群輪番体制を維持できるよう財政的支援を行います。
・平成17年に締結した協定書に基づきいなべ市と人口割で負担します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-3 事業名
　公的病院救急医療及び在宅医療体制構築助成事業
（こ）

事業概要

・公的病院として特殊診療部分（救急医療）や不採算部門の実施を担う菰野厚生
　病院の医療体制を支援するため、救急医療に関する経費や訪問看護、物忘れ外
　来に従事した業務手当、地域包括ケア病棟に従事する専門医師に要する費用に
　ついて補助を行います。
・三重郡、四日市地域において、休日及び夜間における入院治療を必要とする重
　症患者の医療を確保するため、地域内の病院群(※県立総合医療センター、市
　立四日市病院、四日市羽津医療センター、菰野厚生病院)が輪番方式により実
　施する事業に対して負担金を支出します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 17,500 17,500 17,500 17,500 17,500 87,500

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-3-1 事業名 　公的病院運営補助金

事業概要

・公的病院として特殊診療部分（救急医療）や不採算部門の実施を担う菰野厚生
　病院の医療体制を支援するため、救急医療に関する経費や訪問看護、物忘れ外
　来に従事した業務手当、地域包括ケア病棟に従事する専門医師に要する費用に
　ついて補助します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 1-3-2 事業名 　第２次救急医療体制運営費負担金

事業概要

・三重郡、四日市地域において、休日及び夜間における入院治療を必要とする重
　症患者の医療を確保するため、地域内の病院群(※県立総合医療センター、市
　立四日市病院、四日市羽津医療センター、菰野厚生病院)が輪番方式により実
　施する事業に対して負担金を支出します。※県立総合医療センターへは負担金　
　支出はありません。
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 医療

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 〇

担当部署 健康推進課 健康長寿課 健康福祉課

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　医療従事者の確保に努めるとともに、地域医療の課題解決に向けた検討を
　　進めることで、地域医療体制の充実を図る。

　【菰野町との協定】
　１ 三重北医療センター（いなべ総合病院及び菰野厚生病院）の運営を支援す
　　 ることで、救急医療体制を確保し、休日及び夜間における急患診療体制の
 　　充実を図る。
　２ 関係機関と協議を進めることで、住民が安心して医療を受けられる体制の
　　 充実を図る。

現状と課題

 （現状）
　・医師の高齢化や後継者難の診療所が出てきており圏域内の医師が不足傾向
　　にあります。産婦人科と小児科については、最低限ではあるが対応できて
　　いるものの、脳神経外科や内科医が不足しています。

　（課題）
　・医師や看護師等の医療従事者が安心して働くことができるよう、環境の整
　　備や医師確保に向け、県や大学等関係機関への働きかけが必要です。

施策名 　2　医療従事者の確保

施策を構成する事業

2-1 　医療従事者確保事業（い）

　 2-1-1 　医療従事者緊急確保対策事業費補助金

　 2-1-2 　産婦人科医師等確保支援補助金

　 2-1-3 　「いなべ市地域医療連携推進学」寄附講座寄附金

　 2-1-4 　医師養成奨学資金

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　いなべ総合病院と菰野厚生病院の常勤医師数

指標に関する説明  ・寄附講座等の事業を継続することにより、常勤医師数の確保につなげます。

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ総合病院 31 31 31 31 31 31

菰野厚生病院 24 24 24 24 24 24

計 55 55 55 55 55 55

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 34,054 34,054 34,054 34,054 34,054 170,270

東員町 - - - - - -

菰野町 - - - - - -

ＳＤＧｓ該当目標 　
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施策を構成する事業No 2-1 事業名 　医療従事者確保事業（い）

事業概要
・医療従事者が、いなべ市の医療機関で働くことに魅力を感じられるよう環境整
　備を行うための助成を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

 事業費（千円） 34,054 34,054 34,054 34,054 34,054 170,270

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 2-1-1 事業名 　医療従事者緊急確保対策事業費補助金

事業概要
・中核病院であるいなべ総合病院の医師、看護師等医療従事職員が安心して働く
　ことができるよう院内託児施設や研修医宿泊施設の運営に係る費用について助
　成を行います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 2-1-2 事業名 　産婦人科医師等確保支援補助金

事業概要
・長時間労働など過酷な労働環境にある産科医等に対し手当を支給することによ
　り、処遇改善と産科医の確保を図ります。医療機関で定められている医務手当
　費用の額を県2/3、市1/3で補助します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 2-1-3 事業名 　「いなべ市地域医療連携推進学」寄附講座寄附金

事業概要

・いなべ市、三重県厚生連、名古屋市立大学との間で協定書を締結し、地域医療
　の状況や疾病構造、患者ニーズについて臨床を通じ分析し、求められる病院機
　能や地域医療ネットワークの構築について研究するため、いなべ市からの寄付
　による寄附講座を設置しました。同大学の地域医療教育研究センターの分室を　
　いなべ総合病院に設置しています。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 2-1-4 事業名 　医師養成奨学金

事業概要

・市内の医療機関で臨床研修を受け、引き続きその医療機関において医師として
　業務に従事しようとする医学生へ奨学金を月額12万円貸与します。なお、市内
　医療機関での臨床研修及び医療従事期間が奨学金の貸与期間の1.5倍に達した
　場合は、貸与金の返還を全額免除します。
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 福祉

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署 長寿福祉課 健康長寿課 ー

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　包括的な支援体制づくりを行うことで、人と人、人と社会がつながり、誰
　　ひとり取り残されることなく、支え合いながら安心して暮らすことができ
　　る地域づくりの推進を図る。

現状と課題

　（現状）
　・急速な高齢化を背景として、認知症高齢者や1人暮らし高齢者の増加等への
　　対応など、地域住民が要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい
　　暮らしを続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援
　　が一体的に提供される「地域包括ケアシステム」の構築が急がれています。

　（課題）
　・住民の方がいつまでも住み慣れた地域で過ごせるよう、「地域包括ケアシ
　　ステム」の深化・推進が必要です。
　・認知症の早期発見・早期治療につながるよう、（地域型）認知症疾患医療
　　センターである東員病院や認知症専門医療機関、地域の開業医との連携に
　　よる取組が必要です。
　・担い手不足解消のため、高齢者も支援する側となって活躍できる場を提供
　　できる仕組みを作っていくことが必要です。

施策名 　3　地域包括ケアシステムの深化・推進

施策を構成する事業

3-1 　在宅医療・介護連携推進事業（い）

3-2 　認知症総合支援事業（い）

3-3 　在宅医療・介護連携推進事業（と）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　在宅医療介護連携の研修会、住民を対象とした啓発の講演会の参加延べ人数

指標に関する説明
　地域包括ケアシステムを深化・推進させるため、在宅医療介護連携の研修
　会・住民を対象とした啓発の講演会の参加延べ数を指標とします。

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

計 300 300 350 350 350 350

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 36,008 35,735 35,735 35,735 35,735 178,948

東員町  3,835  3,835  3,835  3,835  3,835  19,175

ＳＤＧｓ該当目標 　
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施策を構成する事業No 3-1 事業名 　在宅医療・介護連携推進事業（い）

事業概要

・在宅医療介護連携支援センター機能を地域の中核病院の三重北医療センターい
　なべ総合病院へ委託します。
・地域包括ケアシステムの深化・推進のため、多職種連携による研究会・研修会　
　や市民啓発事業を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 10,858 10,585 10,585 10,585 10,585 53,198

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 3-2 事業名 　認知症総合支援事業（い）

事業概要
・認知症の早期発見・早期治療に向けた初期集中支援の実施と、適切な認知症ケ
　アを推進するための多職種協働研修会やケース相談会を開催します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

 事業費（千円） 25,150 25,150 25,150 25,150 25,150 125,750

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 3-3 事業名 　在宅医療・介護連携推進事業（と）

事業概要

・在宅医療介護連携支援センター機能を地域の中核病院の三重北医療センターい
　なべ総合病院へ委託します。
・地域包括ケアシステムの深化・推進のため、多職種連携による研究会・研修会
　や町民啓発事業を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 3,835 3,835 3,835 3,835 3,835 19,175

その他特記事項 　
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区分・政策分野 生活機能の強化 福祉

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署  介護保険課 健康長寿課 ー

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　包括的な支援体制づくりを行うことで、人と人、人と社会がつながり、誰
　　ひとり取り残されることなく、支え合いながら安心して暮らすことができ
　　る地域づくりの推進を図る。

現状と課題

　（現状）
　・急速な高齢化を背景に介護サービス利用者が増加しており、要介護状態区
　　分の判定を行う介護認定審査会を東員町といなべ市で共同設置し、利用者
　　の希望を尊重した総合的なサービスが、適正に受けられるよう体制を整え
　　ています。
　・介護保険法では、申請から30日以内に結果を出すこととされているが、主　　
　　治医意見書作成にかかる日数、申請者の体調悪化等による訪問調査日の延
　　期等の理由により、期間内に結果を出せない事例があります。
　
　（課題）
　・個々の状態に応じた介護認定を受け、ニーズに合わせて介護サービスを利
　　用していくことが望まれるため、公平・公正な介護認定審査により適正な
　　判定を行うことが必要です。
　・増加が予想される介護認定の申請に対して、事務処理を円滑に進め、でき
　　る限り早急に判定を出していくことが必要です。

施策名 　4　適正な介護保険サービス提供体制の整備

施策を構成する事業

4-1 　員弁地区介護認定審査会共同設置事業（い）

4-2 　介護認定審査費（と）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　介護申請から認定審査会で判定（認定）が出るまでの年間平均日数

指標に関する説明
　適正な介護保険サービスを提供するためには、できる限り早急に介護認定結
　果を出す必要があり、申請から認定結果が出るまでの平均日数を指標として、
　可能な限り法定期限内での認定に近づけていきます。

単位：日 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 36 35 35 34 34 33

東員町 46 42 41 40 39 38

計 41 39 38 37 37 36

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 12,300 12,300 12,300 12,300 12,300 61,500

東員町  （4,305）  （4,305）  （4,305）  （4,305）  （4,305）  (21,525）

ＳＤＧｓ該当目標 　

第７章　連携する具体的事項
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施策を構成する事業No 4-1 事業名 　員弁地区介護認定審査会共同設置事業（い）

事業概要

・認定審査会は、25名の委員で５合議体を構成し、うち医師は10名（いなべ医師
　会に選任依頼）で、５合議体のうち３合議体をいなべ市で、２合議体を東員町
　で開催しています。
・認定審査会に要する経費は、いなべ市が５合議体分を支出し、東員町に負担金
　を請求しています。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 12,300 12,300 12,300 12,300 12,300 61,500

その他特記事項 　事業費は、東員町の負担金分を合算したもの

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 4-2 事業名 　介護認定審査費（と）

事業概要

・認定審査会は、25名の委員で５合議体を構成し、うち医師は10名（いなべ医師
　会に選任依頼）で、５合議体のうち３合議体をいなべ市で、２合議体を東員町
　で開催しています。
・認定審査会に要する経費を、いなべ市が５合議体分を負担しているので、東員
　町はいなべ市に負担金を支払っています。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） （4,305） （4,305） （4,305） （4,305） （4,305） （21,525）

その他特記事項 　いなべ市への負担金
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 福祉

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署 障がい福祉課 地域福祉課 ー

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　包括的な支援体制づくりを行うことで、人と人、人と社会がつながり、誰
　　ひとり取り残されることなく、支え合いながら安心して暮らすことができ
　　る地域づくりの推進を図る。

現状と課題

　（現状）
　・障がい福祉サービスの利用は年々増加傾向にあり、障がいのある人を取り
　　巻く課題の多様化、複雑化、複合化が進んでいます。

　（課題）
　・障がい者が地域で共に生きることのできるまちづくりを進めるため、障が
　　い者支援の多様なニーズの把握やニーズに基づく支援体制の整備が必要で
　　す。
　・80/50問題や自立に向けた取組として、障がい者の生活の場を施設から地
　　域社会へ移行できるよう、「生活」への支援の充実、「就労」できる体
　　制の構築、社会参加の促進を図ることが必要です。
　・医療的ケアが必要な方、強度行動障害の方等の対応には広域的な連携が必
　　要です。
　・エッセンシャルワーカー等の働き手不足解消のため、人材確保に対する検
　　討が必要です。

施策名 　5　障がい福祉サービスの推進

施策を構成する事業

5-1 　障害者介護給付費等支給審査会共同設置事業（い）

5-2 　障害者自立支援市単独補助事業（い）

　 5-2-1 　障害者通所施設重度障害者加算

　 5-2-2 　障害者通所施設医療的ケア支援

5-3 　手話通訳者等派遣事業（い）

5-4 　地域生活支援事業（い）

　 5-4-1 　手話奉仕員養成事業委託

5-5 　障害者福祉事業（い）

　 5-5-1 　障害者タクシー料金等助成

5-6 　障がい者グループホーム整備補助事業（い）

5-7 　障がい児子育て支援事業（い）

5-8 　障害者自立支援事業（と）

　 5-8-1 　審査会共同設置負担金

5-9 　障害者地域生活支援事業（と）

　 5-9-1 　手話通訳者等派遣事業

　 5-9-2 　手話奉仕員養成事業

　 5-9-3 　障害者タクシー料金等助成事業

　 5-9-4 　障がい者就労連携事業
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施策指標名(KPI) 　連携事業に係る障がい福祉サービス等利用者数（各年延べ）

指標に関する説明

　障がい福祉サービスを受けることができる利用者は、利用認定を受けられた
　方です。利用者の増加は、利用者の満足度につながります。
　実績値・目標値の設定は、障害者介護給付費等審査会認定件数、障害者通所
　施設重度障害者加算件数、障害者通所施設医療的ケア支援件数、手話通訳者
　等派遣件数、障がい者タクシー料金助成年間利用枚数の合計数とします。

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 1,338 1,350 1,350 1,350 1,350 1,350

東員町   512   520   520   520   520   520

計 1,850 1,870 1,870 1,870 1,870 1,870

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 89,215 19,715 19,715 19,715 19,715 168,075

東員町  6,652  6,652  6,652  6,652  6,652  33,260

ＳＤＧｓ該当目標 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-1 事業名 　障害者介護給付費等支給審査会共同設置事業(い)

事業概要

・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第15条に規定
　する障害者介護給付費等の支給に関する審査会を共同で設置・運営します。
・障害支援区分及び非定型のサービス支給等の審査判定業務を年12回開催しま
　す。適正な審査判定業務を行うために、広域において多機関から適切な人材
　を募ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 3,680 3,680 3,680 3,680 3,680 18,400

その他特記事項 　事業費は、東員町の負担金分を合算したもの

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-2 事業名 　障害者自立支援市単独補助事業（い）

事業概要

・生活介護を提供する施設で、身体障害者手帳１級かつ療育手帳Ａ１(最重度)
　に該当する者に、一定額を助成します。対象施設で、保護者等の負担を軽減
　するため看護師を雇用した場合の経費の一部を助成します。
・支援を必要とする障がい者が短期入所を利用しやすくするため、経費の一部
　を助成します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 5,645 5,645 5,645 5,645 5,645 28,225

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-2-1 事業名 　障害者通所施設重度障害者加算

事業概要

・障がい者及びその保護者が、可能な限り希望する障がい通所施設に通所でき
　るよう、身体障害者手帳１級及び療育手帳Ａ１の両方を所持する障がい者を
　受け入れた障がい者通所施設に対し、１名当たり月額8,100円を助成していま
　す。
・障がい者が継続して通所施設を利用できるよう、施設の運営状況の把握と助
　成額の検討を行います。

　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-2-2 事業名 　障害者通所施設医療的ケア支援

事業概要

・医療的ケアが必要な障がい者であっても、望む障がい者施設に通所できるよ
　う、看護師等を雇用した施設に対し、１時間当たり1,600円の補助金を支給し
　ています。障がい者が継続して通所施設を利用できるよう、看護人材の把握
　と補助額の検討を行います。
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 5-3 事業名 　手話通訳者等派遣事業（い）

事業概要

・聴覚に障がいのある方が、日常生活又は社会生活等におけるコミュニケーションを
　円滑に行えるように手話通訳者及び要約筆記奉仕員を派遣します。いなべ市が東
　員町から業務を受託し、圏域で利用しやすい手話通訳等の派遣体制をとっています。
　未だ、手話通訳者等の人材が不足しているため、継続して手話通訳者等の育成を行
　います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 5,770 5,770 5,770 5,770 5,770 28,850

その他特記事項
　全体事業費は、いなべ市が支出しており、東員町は負担割合に応じて、いなべ
　市へ負担している。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-4 事業名 　地域生活支援事業（い）

事業概要

・障がい特性に応じたサービスを提供しており、相談支援事業、生活訓練事業、
　手話奉仕員養成事業、身体障害者訪問入浴サービス事業、日中一時支援事業、
　地域生活支援センター事業、移動支援事業、日常生活用具給付事業、視覚障害
　者生活訓練事業、成年後見制度利用支援事業など、障がいのある方が、自立し
　た日常生活及び社会生活を営むことができるよう、様々な事業を実施していま
　す。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 880 880 880 880 880 4,400

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-4-1 事業名 　手話奉仕員養成事業委託

事業概要

・手話奉仕員を養成し、派遣業務の安定した運営を図ります。手話奉仕員を養成
　する講座を２年１期として実施します。
・今後は、養成講座の受講者を増やし、講座を修了した方が手話通訳者を目指し
　てもらえるよう継続して支援していきます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-5 事業名 　障害者福祉事業（い）

事業概要

・障がい者福祉に携わる従事者等の資質向上のための図書購入する。また、研修
　会に参加し、支援方法、法的知識の習得を図ります。
・パンフレットを作成し、障がい福祉サービスの周知を図ります。
・タクシー料金を助成し、社会参加促進を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 850 850 850 850 850 4,250

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-5-1 事業名 　障害者タクシー料金等助成

事業概要

・障がい者がタクシー・コミュニティバス(いなべ市はタクシーのみ)を利用する
　場合、その料金の一部又は全部を助成します。
・今後、利用者の利便性を高めるために、協力タクシー事業者の増加と近隣市町
　の状況を勘案し助成額の検討を図ります。
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 5-6 事業名 　障がい者グループホーム整備補助事業（い）

事業概要

・障がい者が住み慣れた地域で、安心して暮らせるための基盤整備(グループ
　ホームの整備)を実施する。市内でグループホームの建設等を行う事業者に対
　し、予算の範囲内で建設費の一部を補助します。
・今後、市内のグループホーム利用希望者数の適切な把握及びグループホーム建
　設予定事業者との協議を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 70,000 500 500 500 500 72,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-7 事業名 　障がい児子育て支援事業（い）

事業概要
・障がいのある児童（困り感のある児童を含む。）の保護者の交流（サークルな
　ど）を通して、保護者の育児への悩みや不安を解消することで、育児ストレス
　の軽減を図り、障がい児の子育て支援を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 2,390 2,390 2,390 2,390 2,390 11,950

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-8 事業名 　障害者自立支援事業（と）

事業概要

・障がいのある方が、住み慣れた地域で自立した日常生活及び社会生活を営むこ
　とができるよう、障がいの状況やニーズ等に応じたサービス利用計画を立て、
　障害者総合支援法及び児童福祉法に規定する自立支援給付、障害児通所給付及
　び補装具給付等の障がい福祉サービスの給付を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） （1,652） （1,652） （1,652） （1,652） （1,652） （8,260）

その他特記事項 　いなべ市への負担金

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-8-1 事業名 　審査会共同設置負担金

事業概要
・障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律第15条に規定す
　る、障害者介護給付費等の支給に関する審査会を共同で設置及び運営を行いま
　す。
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 5-9 事業名 　障害者地域生活支援事業（と）

事業概要

・障がいのある方が、住み慣れた地域で自立した日常生活及び社会生活を営むこ
　とができるよう、障がいの状況に応じて、障害者総合支援法に規定する地域生
　活支援事業として、日常生活用具給付、移動支援及び日中一時支援等の障がい
　福祉サービスの給付を行うほか、手話通訳者等派遣事業や基幹相談支援事業等
　を実施します。
・障がい者等やその家族の緊急時の相談体制等の整備を行うため、地域生活支援
　拠点事業を実施します。
・障がい者が一般就労を目指す取組として、就労支援事業を実施します。
・今年度より新たに、障がい者、その家族などが、地域社会の中で交流を持ちな
　がら生活していくための場として、地域活動支援センター事業を実施します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 5,000 5,000 5,000 5,000 5,000 25,000

その他特記事項
　全体事業費は、いなべ市が支出しており、東員町は負担割合に応じて、いなべ
　市へ負担している。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-9-1 事業名 　手話通訳者等派遣事業

事業概要

・聴覚に障がいのある方が、日常生活又は社会生活等におけるコミュニケーショ
　ンを円滑に行えるように手話通訳者及び要約筆記奉仕員を派遣します。いなべ
　市が東員町から業務を受託し、圏域で利用しやすい手話通訳等の派遣体制をと
　っています。未だ、手話通訳者等の人材が不足しているため、継続して手話通
　訳者等の育成を行います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-9-2 事業名 　手話奉仕員養成事業

事業概要

・手話奉仕員を養成し、派遣業務の安定した運営を図ります。手話奉仕員を養成
　する講座を２年１期として実施します。
・今後は、養成講座の受講者を増やし、講座を修了した方が手話通訳者を目指し
　てもらえるよう継続して支援していきます。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-9-3 事業名 　障害者タクシー料金等助成事業

事業概要 ・障がいのある方がタクシーを利用するときに初乗り運賃を割り引く事業です。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 5-9-4 事業名 　障がい者就労連携事業

事業概要
・障がいがあっても当たり前に働くことができる環境の整備やハローワーク、特
　別支援学校など連携し就労に向けた意識の醸成を図ります。広域的に就労の場
　や機会の提供を行います。
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 福祉

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 〇

担当部署 発達支援課 子ども家庭課 子ども家庭課

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】
　　安心して子どもを産み育てる環境を整備することで、子育て支援体制の
　　充実を図る。

現状と課題

　（現状）
　・様々な障がい特性のある子どもとその家族へのきめ細かで途切れのない支
　　援が必要になっています。
　・早期発見、早期支援による発達支援に取り組んでいるが、身近な地域で医
　　療機関を受診することができず、安心して子育てできる環境が整っていま
　　せん。
　・いなべ市では令和５年度からいなべ総合病院小児科専門医の参画を得て、
　「発達障がい児地域支援ネットワーク」の構築を進めています。

（課題）
　・適切に医療につながることができ、医療的アドバイスを地域の発達支援体
　　制に活かすことのできる仕組みが必要です。
　・地域における保健・福祉・保育・教育・医療の連携を図り、「発達障がい
　　児地域支援ネットワーク」を構築することが必要です。

施策名 　6　発達支援体制の充実

施策を構成する事業

6-1 　発達支援医療連携推進事業（い）

6-2 　発達支援関係機関連携推進事業（と）

6-3 　途切れのない支援事業（こ）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　施策を構成する事業の構築

指標に関する説明
　令和７年度の懇談会までに、「新たな施策を構成する事業又は既存事業の拡　　
　充の提示ができるようにする」ことを成果指標（KPI）として設定します。

単位： R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 　 KPI設定 　 　 　 　

東員町 　 KPI設定 　 　 　 　

菰野町 　 KPI設定 　 　 　 　

計 　 - 　 　 　 　

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 3,260 3,260 3,260 3,260 3,260 16,300

東員町     0     0     0     0     0      0

菰野町 9,173 9,173 9,173 9,173 9,173 45,865

ＳＤＧｓ該当目標 　

R7以降入力
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 6-1 事業名 　発達支援医療連携推進事業（い）

事業概要

・いなべ総合病院小児科を受診する発達に課題を持つ子どもについて、小児科医
　及び発達障がい児者を支援するNPO法人ライフ・ステージ・サポート・みえの
　参画により、市の発達支援スタッフ（専門職）との医療連携会議や保育園及び
　小中学校への巡回訪問を実施します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 3,260 3,260 3,260 3,260 3,260 16,300

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 6-2 事業名 　発達支援関係機関連携推進事業（と）

事業概要
・発達に課題を持つ子どもが地域で切れ目なく支援を受けられるよう、発達支援
　室、幼稚園、保育園及び小中学校、医療機関等の関係機関が連携して支援でき
　る体制の構築を推進します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 6-3 事業名 　途切れのない支援事業事業（こ）

事業概要
・支援を必要とする子どもとその保護者が安心して地域で生活できるよう相談事
　業や療育事業等を実施し、乳幼児期から専門職を通して途切れのない支援を行
　います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 9,173 9,173 9,173 9,173 9,173 45,865

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 福祉

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 〇

担当部署 母子保健課 子ども家庭課 子ども家庭課

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】　
　　安心して子どもを産み育てる環境を整備することで、子育て支援体制の
　　充実を図る。

現状と課題

　（現状）
　・子育て支援に対するニーズの多様化や子育ての孤立化が進み、子育てに対
　　する不安や負担を感じる保護者が増えています。
　・子どもが地域の大人と関わる機会が減少している中、安心して遊べる場所
　　や気軽に悩みを相談できる場所を提供していくことが求められています。

　（課題）
　・子育て中の保護者同士が子どもと一緒に交流でき、母子保健事業や子育て
　　支援サービスの情報を提供する場所が必要です。
　・利用につながっていない家庭に対しては、接点を持つ工夫や利用しやすい
　　環境づくりが必要です。

施策名 　7　子育て支援の充実

施策を構成する事業

7-1 　地域子育て支援センター事業（い）

　 7-1-1 　子育て支援センター相互利用

　 7-1-2 　子育て支援センター職員合同研修

7-2 　子育て支援センター経費（と）

7-3 　子育て支援センター事業（こ）

　 7-3-1 　子育て支援センター相互利用

　 　 　

施策指標名(KPI) 　子育て支援センター利用者数

指標に関する説明
　子育て支援センターの利用者が増えることで、子どもは地域の大人と関わる
　ことができ、保護者は子育ての孤立化を防ぐことができることから、この指
　標を設定します。

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 27,250 27,000 27,000 27,000 27,000 27,000

東員町 15,876 15,600 15,600 15,600 15,600 15,600

菰野町 31,213 31,000 31,000 31,000 31,000 31,000

計 74,339 73,600 73,600 73,600 73,600 73,600

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 70,581 70,581 70,581 70,581 70,581 352,905

東員町  1,087  1,087  1,087  1,087  1,087   5,435

菰野町  8,540  8,540  8,540  8,540  8,540  42,700

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 7-1 事業名 　地域子育て支援センター事業（い）

事業概要
・子育て支援センターにおいて子育て親子が交流する場の提供、子育てに関する
　相談や援助、地域の子育て情報を提供するとともに、地域ぐるみの子育てを推
　進します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 70,581 70,581 70,581 70,581 70,581 352,905

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 7-1-1 事業名 　子育て支援センター相互利用

事業概要
・いなべ市の地域子育て支援センターの利用対象者を、子育て中の圏域住民にも
　広げ、子育てのことを語り合う場や子育て支援情報を提供します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 7-1-2 事業名 　子育て支援センター職員合同研修

事業概要
・子育て支援センターで、関係機関と連携しつつ子育ての相談、情報提供を行う
　とともに、地域ぐるみの子育てを推進するため職員の研修を合同で行います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 7-2 事業名 　子育て支援センター経費（と）

事業概要

・子育ての不安感等を緩和し、子どもの健やかな育ちを支援するため、幼児及び
　その保護者が相互の交流を行う場を提供し、子育てについて相談、助言、情報
　の提供その他必要な援助を行う事業を実施します。
・相談窓口としての機能を強化し、子育て世代包括支援センターの機能を一部担
　うことで、子育て支援拠点としての充実を図ります。
・土曜日の利用ニーズが多いため、原則として、毎月第１土曜日に開設すること
　とし、父親参加を促す行事も充実させることで、より魅力のある子育て支援セ
　ンター運営を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,087 1,087 1,087 1,087 1,087 5,435

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 7-3 事業名 　子育て支援センター事業（こ）

事業概要
・地域において子育て家庭の保護者と子どもの交流等を促進し、育児不安や子育
　ての悩みを緩和し、地域の子育て支援機能の充実を図り、子どもの健やかな育
　ちを支援します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 8,540 8,540 8,540 8,540 8,540 42,700

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 7-3-1 事業名 　子育て支援センター相互利用

事業概要
・菰野町の地域子育て支援センターの利用対象者を、子育て中の圏域住民にも広
　げ、子育てのことを語り合う場や子育て支援情報を提供します。
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 福祉

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ○

担当部署 学校教育課 子ども家庭課 子ども家庭課

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】　
　　安心して子どもを産み育てる環境を整備することで、子育て支援体制の
　　充実を図る。

現状と課題

　（現状）
　・核家族化や共働き家庭の増加により、放課後家庭に帰っても子どもだけと
　　なる世帯が増加傾向にあります。
　・児童の受け入れや過ごし方は、各放課後児童クラブごとで決めています。

　（課題）
　・圏域内の放課後児童クラブにおける課題や取組について共有を図ることが
　　必要です。
　・地域や地元企業と連携し、多様な体験や様々な交流をしながら児童が安全
　　に学習や遊びを行える環境を提供することが必要です。

施策名 　8　放課後児童クラブの運営支援

施策を構成する事業

8-1 　放課後児童健全育成事業（い）

8-2 　放課後児童対策事業（と）

8-3 　学童クラブ支援事業（こ）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　放課後児童クラブ設置個所数

指標に関する説明
　圏域内で放課後児童クラブを確保することは、保護者の働く機会の確保につ
　ながり、最終的には圏域の活性化につながることから、この指標を設定しま
　す。

単位：箇所 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 14 14 14 14 14 14

東員町 10 11 11 11 11 11

菰野町 12 14 14 14 14 14

計 36 39 39 39 39 39

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 99,759 99,759 99,759 99,759 99,759 498,795

東員町 67,016 67,016 67,016 67,016 67,016 335,080

菰野町 94,320 93,150 93,348 93,348 93,348 467,514

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 8-1 事業名 　放課後児童健全育成事業（い）

事業概要

・市内放課後児童クラブへ支援及び指導を行います。
　支援として「いなべ市放課後児童健全育成事業補助金交付要綱」及び「いなべ　
　市放課後児童クラブ委託基準」に基づき補助金及び委託料の交付を行います。
　市内放課後児童クラブ設置数：15箇所(R６年10月１日現在)
　　　　　　　　　　　　※長期教育休業限定の放課後児童クラブ含む。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 99,759 99,759 99,759 99,759 99,759 498,795

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 8-2 事業名 　放課後児童対策事業（と）

事業概要

・保護者が就労等の理由によって昼間家庭にいない小学校の児童が放課後を安全
　かつ安心して過ごすことができるよう、遊び及び生活の場を提供し、児童の健
　全な育成を図るため、放課後児童健全育成事業を実施します。
・小学校区ごとの父母会によって組織される放課後児童クラブへ運営を委託して
　事業を実施します。現在、６小学校区の放課後児童クラブで９支援体（神田地
　区３支援体、笹尾東地区２支援体）が運営されており、放課後児童クラブに対
　し研修、指導、監査等を行い適正な事業運営を図ります。
・稲部地区学童保育所の利用人数増加に伴う１支援体増設に係る経費を支援して
　います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 67,016 67,016 67,016 67,016 67,016 335,080

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 8-3 事業名 　学童クラブ支援事業（こ）

事業概要
・放課後に就労家庭の児童が健全に過ごせるよう、居場所となる学童クラブの運
　営を支援します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 94,320 93,150 93,348 93,348 93,348 467,514

その他特記事項 　
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区分・政策分野 生活機能の強化 教育

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署 学校教育課 学校教育課 ー

協定の取組内容
　【東員町との協定】　
　　学校教育における協力・協働体制を充実させることで、児童生徒の健
　　全な育成を図る。

現状と課題

　（現状）
　・いじめやSNSに関するトラブル等、児童生徒の人権が大切にされない事案が
　　発生しています。

　（課題）
　・日々の人権教育を充実させるとともに専門人材を活用する等、児童生徒の
　　心に響く取組を進める必要があります。
　・教職員が児童生徒を権利の主体として尊重するとともに、人権に関する理
　　解を深め、確かな人権感覚や指導力を身につける必要があります。
　・児童生徒の人権感覚の育成については、家庭や社会の影響も大きいことか
　　ら、家庭・地域とも協力し、人権教育を進める必要があります。

施策名 　9　人権教育の推進

施策を構成する事業

9-1 　人権教育推進事業（い）　

9-2 　人権教育推進事業（と）

　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　認知したいじめが解消した割合

指標に関する説明
　認知したいじめについて、その解消に向けて対応することは、いじめの防止
　につながることから、この指標を設定します。

単位：％ R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 92 80 80 80 80 80

東員町 64 80 80 80 80 80

計 78 80 80 80 80 80

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 1,107 1,107 1,107 1,107 1,107 5,535

東員町    75    75    75    75    75   375

ＳＤＧｓ該当目標 　

第７章　連携する具体的事項
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 9-1 事業名 　人権教育推進事業（い）

事業概要

・中学校区において小中の連携を強化します。
・児童生徒が人権問題について話し合う機会を創ります。
・途切れのない支援に向けた小学校と保育園の交流を行います。
・三重県人権教育研究協議会の団体会員登録及び研修会等への参加を啓発します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,107 1,107 1,107 1,107 1,107 5,535

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 9-2 事業名 　人権教育推進事業（と）

事業概要
・中学校区において小中の連携を強化します。
・児童生徒が人権問題について話し合う機会を創ります。
・途切れのない支援に向けた小学校と幼稚園、保育園の交流を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 75 75 75 75 75 375

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 教育

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署 学校教育課 学校教育課 ー

協定の取組内容
　【東員町との協定】　
　　学校教育における協力及び協働体制を充実させることで、児童生徒の
　　健全な育成を図る。

現状と課題

　（現状）
　・不登校児童生徒は増加傾向にあり、学校に対する保護者や児童生徒の意識
　　の変化の影響のほか、コロナ禍以降学校生活における様々な制限がある中、
　　学校に行きたいという意欲が高まらない状況があることなど、不登校の要
　　因・背景は複雑化・多様化しています。

　（課題）
　・不登校児童生徒の学びを保障するためにも、一人ひとりのニーズに応じた
　　多様な学びの場を確保する必要があります。　
　・学校内外の関係機関等につながることができていない不登校児童生徒も一
　　定数いることから、いなべ・東員教育支援センターをはじめスクールカウ
　　ンセラー等の関係機関につなぎ、社会的自立を目指して支援をする必要が
　　あります。

施策名 　10　不登校児童生徒に対する適切な対応

施策を構成する事業

10-1 　不登校児童・生徒対策事業（い）　

10-2 　問題行動・不登校等支援事業（と）

　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI)
　いなべ・東員教育支援センター等関係機関（学校を含む）につながっている
　不登校児童生徒の割合

指標に関する説明
　不登校児童生徒が、いなべ・東員教育支援センター等関係機関（学校を含む)
　につながっていることは、一人ひとりの社会的自立に向けた支援につながる
　ことから、この指標を設定します。

単位：％ R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 94 100 100 100 100 100

東員町 100 100 100 100 100 100

計 97 100 100 100 100 100

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 11,600

東員町 1,440 1,440 1,440 1,440 1,440  7,200 

ＳＤＧｓ該当目標 　

53



第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 10-1 事業名 　不登校児童・生徒対策事業（い）　

事業概要

・「いなべ・東員教育支援センター(ふれあい教室)」の活動を充実させ、不登校
　児童生徒の社会的自立を目指します。
・指導員及びふれあいサポーターによる相談、カウンセラーによる教育相談、臨
　床心理士による研修会や事例検討会を充実させ、不登校の未然防止と児童生徒
　の社会的自立を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 2,320 2,320 2,320 2,320 2,320 11,600

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 10-2 事業名 　問題行動・不登校等支援事業（と）　

事業概要

・「いなべ・東員教育支援センター(ふれあい教室)」の活動を充実させ、不登校
　児童生徒の社会的自立を目指します。
・校内教育支援センターの運用促進のために、教育相談員を配置し、不登校の未
　然防止と児童生徒の社会的自立を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,440 1,440 1,440 1,440 1,440 7,200

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 産業振興

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ○

担当部署 商工観光課 政策課 観光産業課

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　圏域の暮らしを感じることができる観光振興を行うことで、関係人口及び
　　定住人口の増加を図る。
　【菰野町との協定】
　　鈴鹿山脈でつながる山辺の資源を活用し、観光振興による誘客（インバウ
　　ンドを含む）、新たな観光商品等の開発に取り組むことで、関係人口の増
　　加を図る。

現状と課題

　（現状）
　・東海環状自動車道の全線開通など、アクセス性の向上により、都市圏から
　　の自動車による来訪客の増加が期待される中、観光客のニーズが多様化し、
　　一つの観光地だけで観光客を満足させることが難しくなります。そのため、
　　圏域内の観光資源を結び付け、広域的な観光施策の展開が求められていま
　　す。
　・行政主体の観光コンテンツが多く持続的な事業が少ない現状があります。

　（課題）
　・行政、民間、住民が一体となり、地域の豊かな自然・歴史・文化・施設等
　　の地域資源を活用した観光振興の活性化を図る必要があります。そのため
　　には、イベントの共同開催等を通して、地域愛を感じられるよう、多様な
　　主体が交流を深める必要があります。
　・圏域の観光に関わる様々な主体が連携する機会を増やす必要があります。

施策名 　11　観光によるまちづくりの推進

施策を構成する事業

11-1 　グリーンクリエイティブいなべ推進事業（い）

11-2 　観光組織推進事業（い）

11-3 　観光客受入施設管理事業（い）

11-4 　観光資源開発発信事業（い）

11-5 　企画経費（と）

　 11-5-1 　観光地域づくり推進委託料

11-6 　観光施設維持管理（こ）

11-7 　観光施設整備事業（こ）

11-8 　観光振興事業（こ）

11-9 　文化財保護活用事業（こ）

施策指標名(KPI) 　施策を構成する事業の構築

指標に関する説明
　令和７年度の懇談会までに、「新たな施策を構成する事業又は既存事業の拡
　充の提示ができるようにする」ことを成果指標（KPI）として設定します。

単位： R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 　 KPI設定 　 　 　 　

東員町 　 KPI設定 　 　 　 　

菰野町 　 KPI設定 　 　 　 　

計 　 - 0 0 0 0

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 75,700  75,700  75,700  75,700  75,700 378,500

東員町  2,000   2,000   2,000   2,000   2,000  10,000

菰野町 43,701 186,451 230,901 180,251 179,701 821,005

ＳＤＧｓ該当目標 　

R7以降入力
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施策を構成する事業No 11-1 事業名 　グリーンクリエイティブいなべ推進事業（い）

事業概要
・豊かな自然、里山、産品等の地域資源を発掘し、都会的なものに磨き上げ、都
　会の人々を魅了するモノ・コト・トキを創造します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 50,000 50,000 50,000 50,000 50,000 250,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-2 事業名 　観光組織推進事業（い）

事業概要 ・民間の観光組織等の支援を行い、観光振興の充実を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 15,000 15,000 15,000 15,000 15,000 75,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-3 事業名 　観光客受入施設管理事業（い）

事業概要 ・観光施設の適切な管理により、観光客の利便性、安全性の向上を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 8,700 8,700 8,700 8,700 8,700 43,500

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-4 事業名 　観光資源開発発信事業（い）

事業概要
・広域連携による観光振興を促進するため、各種団体と連携し、観光誘客事業、
　観光施設や特産品の宣伝事業等を実施します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 10,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-5 事業名 　企画経費（と）

事業概要 ・地方創生事業として観光地域づくりを推進するための事業を実施します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 2,000 2,000 2,000 2,000 2,000 10,000

その他特記事項 　

施策を構成する事業No 11-5-1 事業名 　観光地域づくり推進委託料

事業概要
・観光地域づくり法人（DMO）に、観光データの収集・分析、関係者との合意形

　成などの業務を委託しています。
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 11-6 事業名 　観光施設維持管理、観光振興事業（こ）

事業概要
・湯の山温泉街及びその周辺地域一帯を観光客が安心して快適に移動、滞在、観
　光することができるように、観光施設について維持管理を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 7,303 7,303 7,303 7,303 7,303 36,515

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-7 事業名 　観光施設整備事業（こ）

事業概要
・観光客の満足度を高め、交流人口の増加を図るため、湯の山温泉街及びその周
　辺地域一帯を観光客が安心して快適に移動、滞在、観光することができる環境
　整備を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 12,088 12,088 12,088 12,088 12,088 60,440

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-8 事業名 　観光振興事業（こ）

事業概要
・湯の山温泉の魅力を発信するイベントの実施や、菰野富士での観光名所づくり
　等を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 18,956 164,156 209,156 157,956 157,956 708,180

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 11-9 事業名 　文化財保護活用事業（こ）

事業概要

・菰野町に残る貴重な文化財を整理、集約し、町内の名所旧跡を案内するボラン
　ティアガイドの養成など、名所旧跡等の文化財を活かした各種事業を行い、文
　化財の保護と活用を図ります。希望者に対する観光案内だけでなく、文化財
　巡りツアーや文化財解説動画の配信など、町内外に向けて積極的な情報発信を
　行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 5,354 2,904 2,354 2,904 2,354 15,870

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 生活機能の強化 環境

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 〇

担当部署
環境政策課・環境衛生課

・都市整備課
みらい環境課 環境課

協定の取組内容

　【東員町との協定】
　　ゼロカーボンシティ宣言による脱炭素化を住民や地域、事業者と一体となっ
　　て推進することで、持続可能な循環型社会の構築を図る。
　【菰野町との協定】
　　それぞれが設置している一般廃棄物等処理施設は、建設から年数が経過し老
　　朽化が進んでいるため、施設を統合することで、機能強化及びコスト削減を
　　行い、持続可能な循環型社会の構築を図る。

現状と課題

　（現状）
　・いなべ市、東員町、菰野町はそれぞれ、令和４年７月から令和５年12月にか
　　けてゼロカーボンシティ宣言を表明しました。住民や事業者と一体となって、
　　地球温暖化問題を認識し、省エネルギー対策や再生可能エネルギーの活用な
　　どにより、脱炭素社会の実現を目指しています。
　・地球規模での環境問題が深刻化する中、利便性の高い暮らしと豊かな自然環
　　境が調和した持続可能な社会を構築していくことは、圏域にとどまらず、国
　　際的にも達成すべき重要な事項となっています。

　（課題）
　・自然に由来するエネルギーの活用を推進するとともに、環境にやさしい住民
　　生活を促進することにより、地球温暖化防止の取組を進めていく必要があり
　　ます。

施策名 　12　チャレンジ・カーボンニュートラル

施策を構成する事業

12-1 　(仮) 広域ごみ処理施設整備事業 （い）

12-2 　水素エネルギー活用促進事業（い）

12-3 　地域脱炭素移行重点対策加速化事業（い）

12-4 　脱炭素・循環型社会形成事業（と）

12-5 　(仮)広域ごみ処理施設整備事業 （こ）

12-6 　地球温暖化・地域脱炭素化対策事業（こ）

施策指標名(KPI) 　温室効果ガス（CO₂）の排出削減量

指標に関する説明

　2050年に温室効果ガスの排出量又は二酸化炭素の排出を実質ゼロ（二酸化炭素
　などの温室効果ガスの人為的な発生源による排出量と森林等の吸収源による除
　去量との間の均衡を達成すること）を目指すための指標です。
　地球温暖化対策の推進に関する法律に基づき、地球温暖化対策実行計画に掲げ
　る目標値としています。

単位：tｰco² 排出量実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 14,794(R5)   870   870   870   870   870

東員町  2,709(R3)   131   131   131   131   131

菰野町  8,641(R3)   425   425   425   425   425

計 26,144   1,426 1,426 1,426 1,426 1,426

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 161,922 245,542 319,641 99,812 17,500 844,417

東員町  12,466   2,466   2,466  2,466  2,466  22,330

菰野町   3,147   3,147   3,147  3,147  3,147  15,735

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 12-1 事業名 　（仮） 広域ごみ処理施設整備事業 （い）

事業概要

・菰野町と連携してごみ処理施設を統合することによって、施設の機能強化及び
　コスト削減を図り、温室効果ガスの削減、脱炭素社会の実現に効果的につなげ
　ていきます。具体的には、主に基本構想計画策定、一部事務組合例規策定業務、
　基本計画策定、民間導入可能性調査、生活環境影響調査、測量地質調査、業者
　選定支援業務等を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 事業の進捗に応じて入力 0

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 12-2 事業名 　水素エネルギー活用促進事業（い）

事業概要

・公用車を環境負荷軽減車両に移行、平時は業務車両や企業車両に、災害時には
　非常電源として水素を広く活用し、防災・環境の両側面から脱炭素化を図りま
　す。
・水素ステーションの維持管理、保安管理を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 17,500 17,500 17,500 17,500 17,500 87,500

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 12-3 事業名 　地域脱炭素移行重点対策加速化事業（い） 

事業概要

・太陽光を主軸とした再生可能エネルギーの地産地消を図りながら、温室効果ガ
　スの削減に向けた取組を官民連携によって展開します。避難所指定された学校
　施設への太陽光発電、蓄電池の設置、公用車の環境負荷軽減車両の導入と充電
　設備の整備、再エネ活用を促進するための市民向け補助金の交付、発電設備・
　蓄電池を組み合わたエネルギーマネジメントシステムの構築を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 144,422 228,042 302,141 82,312 0 756,917

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 12-4 事業名 　脱炭素・循環型社会形成事業（と）

事業概要

・地球温暖化対策推進のため、地方公共団体実行計画（桑名・員弁広域環境基本
　計画、東員町ゼロカーボン実現計画）の目標の進捗を管理します。具体的施策
　として、分散型エネルギーへのシフトの検討、公共施設への再エネ発電設備等
　の設置、公用車の環境負荷軽減車両の導入、省エネ・再エネ導入促進のための
　町民向け補助金の交付等を実施します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 12,466 2,466 2,466 2,466 2,466 22,330

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 12-5 事業名 　（仮）広域ごみ処理施設整備事業 （こ）

事業概要

・いなべ市と連携してごみ処理施設を統合することによって施設の機能強化及び
　コスト削減を図り、温室効果ガスの削減、脱炭素社会の実現に効果的につなげ
　ていきます。具体的には、主に基本構想計画策定、一部事務組合例規策定業務、
　基本計画策定、民間導入可能性調査、生活環境影響調査、測量地質調査、業者
　選定支援業務等を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 事業の進捗に応じて入力 0

その他特記事項 　
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施策を構成する事業No 12-6 事業名 　地球温暖化・地域脱炭素化対策事業（こ）

事業概要

・家庭から排出される二酸化炭素を削減しようとする気運の醸成を目的として、
　再エネ活用を促進するための町民向け補助金の交付を行います。
・効率的な資源化を推進し、廃棄物焼却量の抑制を行うとともに、地域全体での
　脱炭素化を目指し、町内事業者などと連携した地域脱炭素化事業の実施を行い
　ます。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 3,147 3,147 3,147 3,147 3,147 15,735

その他特記事項 　



第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化 地域公共交通

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ○

担当部署 交通政策課 政策課 総務課安全安心対策室

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】　
　　それぞれが確保している交通手段の連携等を行うことで、地域公共交通
　　の利便性向上及び利用促進を図る。

現状と課題

　（現状）
　・いなべ市では年末年始を除く平日のみ無料のバスを、東員町では年末年始
　　を除く毎日有料のバスを、菰野町ではニーズに合わせて路線ごとに平日運
　　行、土日運行を分けた有料のバス及びAIオンデマンド乗合交通であるのり
　　あいタクシーを運行しています。
　・地域の実情に合った事業を各市町で行っています。

　（課題）
　・ダイヤ・路線の調整等、圏域内の乗り入れ等の可能性を検討していく必要
　　があります。

施策名 　13　地域公共交通ネットワークの維持・強化（バス事業）

施策を構成する事業

13-1 　福祉バス運行事業（い）

13-2 　コミュニティバス事業（と）

13-3 　コミュニティバス、のりあいタクシー運行等事業（こ）

　 13-3-1 　コミュニティバス運行等業務委託

　 13-3-2 　地域公共交通確保維持改善事業

　 　

　 　

施策指標名(KPI) 　コミュニティバス及びのりあいタクシーの利用者数 

指標に関する説明 　利用者を増加させることは、住民の利便性・定住促進の指標となります。 

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市  76,366  76,868  76,402　  75,935　  75,469　  75,002

東員町  76,892  77,000  77,000  77,000  77,000  77,000　

菰野町

コミュニティバス  50,856  51,600  52,400  53,200  54,000  54,800

のりあいタクシー  18,303  18,700  19,100  19,500  20,000  20,500

小計  69,159  70,300  71,500  72,700  74,000  75,300

計 222,417 224,168 224,902 225,635　 226,469　 227,302　

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 133,897 133,897 133,897 133,897 133,897 669,485

東員町  79,786  79,786  79,786  79,786  79,786 398,930

菰野町 120,000 117,000 117,000 117,000 117,000 588,000

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 13-1 事業名 　福祉バス運行事業（い）

事業概要
・いなべ市内間の移動における北勢ルート４路線、員弁ルート２路線、大安ルー
　ト３路線、藤原ルート３路線、市役所線１路線の計13路線の定時定路線型無料
　バスを運行します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 133,897 133,897 133,897 133,897 133,897 669,485

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 13-2 事業名 　コミュニティバス事業（と）

事業概要
・三岐鉄道北勢線、三岐線及び路線バスを軸とした交通網を形成するため、東員
　町内の移動についてこれらを補完し接続する形でコミュニティバスを運行しま
　す。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 79,786 79,786 79,786 79,786 79,786 398,930

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 13-3 事業名
　コミュニティバス、のりあいタクシー運行等事業
（こ）

事業概要

・コミュニティバスは、菰野駅、けやき・菰野町役場などを重要結節点として公
　共施設などを結び、町内７系統を車両４台で運行しています。朝夕は通勤通学
　の利用が多く、日中は高齢者が保健福祉センターや基幹病院、商業施設などへ
　の移動に利用しています。
・のりあいタクシーは、乗り降りがしやすい大きなスライドドアや低いフロア高
　など、利用者に配慮したユニバーサルデザインとなっています。2020年１月に
　はAIによる配車・予約システムを導入するとともに、スマートフォンなどか
　らのWeb予約を開始し、同年10月から町内全域を車両３台が運行しています。
　町内各地に設置された乗降場所から乗降場所までを移動することができます。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 120,000 117,000 117,000 117,000 117,000 588,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 13-3-1 事業名 　コミュニティバス運行等業務委託

事業概要

・コミュニティバスは、菰野駅、けやき・菰野町役場などを重要結節点として公
　共施設などを結び、町内７系統を車両４台で運行しています。朝夕は通勤通学
　の利用が多く、日中は高齢者が保健福祉センターや基幹病院、商業施設などへ
　の移動に利用しています。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 13-3-2 事業名 　地域公共交通確保維持改善事業

事業概要

・菰野町の公共交通は鉄道（近鉄湯の山線）、三重交通路線バス、尾高タクシー、
　御在所ロープウエイ、町が運行しているコミュニティバスとAIオンデマンド乗
　合交通（のりあいタクシー）があります。これら町内の様々な公共交通を使っ
　て町内のおでかけを便利にするために、令和２年１月に菰野町MaaS「おでかけ
　こもの」を導入し、ルート検索、のりあいタクシー予約、主要のりばの運行情
　報などを単一のWebサイト上で提供するシステムを導入しています。
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化 地域公共交通

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署 交通政策課 政策課 ー

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】　
　　それぞれが確保している交通手段の連携等を行うことで、地域公共交通
　　の利便性向上及び利用促進を図る。

現状と課題

　（現状）
　・いなべ市、東員町を走る三岐鉄道の２路線において、特に北勢線は、三岐
　　鉄道に運行移管後も、独立採算での運行は難しく、沿線市町の補助金によ
　　る支援が不可欠で、自治体の負担も大きく、肝心な収入である乗車実績は、
　　回復傾向にあるもののコロナ禍前まで持ち直していません。 
　・沿線市町による北勢線の支援は、令和６年度までは決定していますが、令
　　和７年度以降の支援については北勢線事業運営協議会において新たな交通
　　手段の検討も含めて協議を進めています。 
　・北勢線の車両は、特殊な規格のため中古車両も予備車両も無く、延命修繕
　　により使用していますが故障が頻繁に発生している状況です。

　（課題）
　・経営状態の黒字化は厳しく、自治体による補助金の負担も大きく、今後、
　　現行の車両形態での存続となった場合、高額な運行費の支援と併せて、高
　　額な車両更新が不可欠となります。

施策名 　14　地域公共交通ネットワークの維持・強化（鉄道支援事業）

施策を構成する事業

14-1 　三岐鉄道支援事業（い）

14-2 　鉄道事業費（と）

　 14-2-1 　北勢線事業運営維持費補助金

　 14-2-2 　三岐線鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金

　 　

　 　

　 　

施策指標名(KPI) 　三岐鉄道北勢線利用者数

指標に関する説明 　北勢線支援を継続することにより、北勢線の安定運行の確保につなげます。

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市（４駅） 429,972 473,003 473,003 473,003 466,945 459,668

東員町（２駅） 281,900 289,608 289,608 289,608 285,899 281,443

計 711,872 762,611 762,611 762,611 752,844 741,111

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 147,155 147,155 147,155 147,155 147,155 735,775

東員町 147,155 147,155 147,155 147,155 147,155 735,775

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 14-1 事業名 　三岐鉄道支援事業（い）

事業概要

・市内を走る三岐鉄道２路線に対する補助事業を行います。
・北勢線に対しては、沿線市町による運営費の支援を平成１５年度から開始し、
　現在は暫定支援期間として支援しています。
・三岐線に対しては、ハード整備にかかる国県沿線市町の協調補助の支援をして
　います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 147,155 147,155 147,155 147,155 147,155 735,775

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 14-2 事業名 　鉄道事業費（と）

事業概要

・通勤者、通学者、高齢者・障がい者等の交通弱者が公共交通としての鉄道を利
　用して移動ができている状態を目指します。
　　北勢線事業運営協議会の設置
　　北勢線事業運営維持費への補助
　　三岐線鉄道軌道安全輸送設備等整備事業への補助
　　三岐線鉄道施設安全対策事業への補助

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 147,155 147,155 147,155 147,155 147,155 735,775

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 14-2-1 事業名 　北勢線事業運営維持費補助金（と）

事業概要
・三岐鉄道北勢線は営業赤字が継続しており、安定運行のため、三岐鉄道に対し
　て財政支援を行います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 14-2-2 事業名
　三岐線鉄道軌道安全輸送設備等整備事業補助金
（と）

事業概要
・三岐鉄道三岐線の安全運行を維持するため、三岐鉄道の整備事業に対して　財
　政支援を行います。
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化 道路等の交通インフラの整備

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ○

担当部署 建設課・高速道路対策課 建設課 都市整備課

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】
　　広域的な視点で幹線道路及び生活道路の整備を行うことで、物流の円滑化
　　及び住民の利便性の向上を図る。

現状と課題

　（現状）
　・新名神高速道路が平成31年３月に全線開通し、新名神高速道路と東名阪自
　　動車道によるダブルネットワークの形成により、災害時における復旧及び
　　支援ルートが確保されるのと同時に、交通が分散されることにより慢性的
　　な渋滞の解消にもつながっています。新名神高速道路に加え、令和９年に
　　は東海環状自動車道の全線開通が予定されており、中京圏と近畿圏、北陸
　　といった広域的な人脈の連携、経済的な効果が期待できます。
　（課題）
　・東海環状自動車道の建設工事の安全を第一に考えながら、早期の供用開始
　　を目指すことを強く要望し、これらの高規格道路へのアクセス性の強化を
　　図ることが課題となってきます。

施策名
　15　高規格幹線道路、幹線道路及び生活道路の安全性の向上を図る道路の
　　　整備

施策を構成する事業

15-1 　防災・安全交付金事業（い）

　 15-1-1 　市道西方上笠田線自歩道整備工事

　 15-1-2 　市道笠田新田中央線道路改良工事

　 15-1-3 　市道楚原北勢線路肩整備工事

　 15-1-4 　市道阿第107号線交通安全対策事業

15-2 　高速道路整備促進事業（い）

15-3 　（仮）東海環状自動車道開通イベント事業（い）

15-4 　道路橋りょう経費（と）

　 15-4-1 　東海環状自動車道整備促進事業

15-5 　国道421号整備促進事業（と）

15-6 　国道365号整備促進事業（と）

15-7 　主要生活道路整備事業（こ）

15-8 　菰野バイパス（国道477号）整備促進事業（こ）

15-9 　国道306号整備促進事業（こ）

施策指標名(KPI) 　インター利用台数

指標に関する説明 　圏域内のインターチェンジの出入口の年間利用台数を指標とします。

単位：台 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべIC - 1,000,000 1,000,000 1,300,000 1,300,000 1,300,000

大安IC 1,497,230 1,300,000 1,300,000 1,690,000 1,690,000 1,690,000

東員IC 1,523,875 1,550,000 1,550,000 2,015,000 2,015,000 2,015,000

菰野IC 1,189,596 1,200,000 1,200,000 1,440,000 1,440,000 1,440,000

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市  87,050  70,350     350 350 350 158,450

東員町      90      90      90  90  90     450

菰野町 120,000 120,000 120,000   0   0 360,000

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 15-1 事業名 　防災・安全交付金事業（い）

事業概要

・通学路の危険箇所の安全対策を推進し、道路利用者の安全を確保します。併
　せて関連するインフラ整備、ソフト対策を効果的に実施します。
・災害時に緊急輸送路や広域幹線ネットワークとのアクセス道路の分断を回避
　するため、道路ネットワークの整備を推進します。また、そのことにより地
　域住民の安全性と利便性の向上を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 86,700 50,000 0 0 0 136,700

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-1-1 事業名 　市道西方上笠田線自歩道整備工事

事業概要
・位置：員弁町西方・北金井地内
　(大泉公民館前交差点～県立いなべ総合学園高等学校)
　延長：1,700ｍ　幅員6.5ｍ(自歩道3.5ｍ)

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-1-2 事業名 　市道笠田新田中央線道路改良工事

事業概要
・位置：員弁町笠田新田地内
　(国道421号～員弁地区防災拠点【御薗グランド】)
　延長：320ｍ　幅員7.5ｍ(車道6.0ｍ、路肩0.75ｍ)

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-1-3 事業名 　市道楚原北勢線路肩整備工事

事業概要
・位置：員弁町宇野～楚原地内
　(国道421号～市道笠田新田楚原線)
　延長：1,000ｍ　あんしん路肩2.0ｍ

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-1-4 事業名 　市道阿第107号線交通安全対策工事

事業概要
・位置：北勢町阿下喜地内
　(いなべ市庁舎～市道阿第4号線)
　延長：180ｍ　歩道2.5ｍ

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-2 事業名 　高速道路整備促進事業（い）

事業概要
・東海環状自動車道の整備促進のため、県内及び県外の沿線市町と連携しなが
　ら国、NEXCO中日本、県等の関係機関へ要望活動を行うことにより、早期全線
　開通に向けた働きかけを行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 350 350 350 350 350 1,750

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-3 事業名 　（仮）東海環状自動車道開通イベント事業（い）

事業概要 ・東海環状自動車道の全線開通を記念して開通イベントを開催します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 0 20,000 0 0 0 20,000

その他特記事項 　
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施策を構成する事業No 15-4 事業名 　道路橋りょう経費（と）

事業概要

・道路法第28条の規定により義務付けられている道路台帳の更新、保管、閲覧
　を行います。
・新名神高速道路、東海環状自動車道の早期整備が図られるよう各種同
　盟会等に参加するための費用を負担します。また、幅員狭小区間の解消や歩行
　空間の確保等の道路改良工事を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 90 90 90 90 90 450

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-4-1 事業名 　東海環状自動車道整備促進事業（と）

事業概要
・東海環状自動車道の整備促進のため、県内及び県外の沿線市町と連携しながら
　国、県、NEXCO中日本等の関係機関へ要望を行うことにより、早期全線開通に
　向けた働きかけを行います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-5 事業名 　国道421号整備促進事業（と）

事業概要
・国道421号が早期に整備されるよう要望を行います。
　位置：東員町鳥取・大木地内
　延長：900ｍ　幅員13.5ｍ(歩道2.5ｍ)

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-6 事業名 　国道365号整備促進事業（と）

事業概要
・国道365号が早期に整備されるよう要望を行います。
　位置：東員町南大社・長深地内
　延長：3,500ｍ　４車線化

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-7 事業名 　主要生活道路整備事業（こ）

事業概要 ・幅員狭小区間の解消や歩行空間の確保等の道路改良工事を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 100,000 100,000 100,000 0 0 300,000

その他特記事項 　
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施策を構成する事業No 15-8 事業名 　菰野バイパス（国道477号）整備促進事業（こ）

事業概要
・菰野バイパス（国道477号）の早期整備促進について、事業主体である三重県　
　に対し要望を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 0 0 0 0 0 0

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 15-9 事業名 　国道306号整備促進事業（こ）

事業概要
・国道306号の幅員狭小区間である田光地区の相生橋付近において、歩行者の安
　全確保や渋滞緩和のため三重県と連携し、路肩整備を進めるとともに既存ゾー
　ン30をゾーン30プラスに格上げします。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 20,000 20,000 20,000 0 0 60,000

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化
地域の生産者・消費者等の連携による

地産地消

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 × ○

担当部署 獣害対策課・農業振興課 ー 観光産業課

協定の取組内容
　【菰野町との協定】
　　豊かな田園の資源を活用し、生産者、消費者等の連携を行うことで、地場
　　産品の地産地消の推進を図る。

現状と課題

　（現状）
　・消費者の農産物に対する安全・安心志向の高まりや、生産者の販売の多様
　　化が進む中、消費者と生産者を結びつける「地産地消」への期待が高まっ
　　ています。

　（課題）
　・地産地消に取り組む環境づくりを進め、圏域での地場農産物の消費を拡大
　　し、圏域の農業の活性化を図る必要があります。
　・農産物加工業者と連携して地産地消の流通体制を確立し、圏域での消費拡
　　大を図る必要があります。
　・地元での消費に限らず、外への消費拡大・販路拡大に向けた取組も必要で
　　す。

施策名 　16　地産地消の推進

施策を構成する事業

　16-1 　地産地消推進事業（い）

　16-2 　農業振興事業（い）

　16-3 　農業関係組織育成事業（い）

　16-4 　地場農産物消費拡大事業（こ）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　施策を構成する事業の構築

指標に関する説明
　令和７年度の懇談会までに、「新たな施策を構成する事業又は既存事業の拡
　充の提示ができるようにする」ことを成果指標（KPI）として設定します。

単位：件 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 　 KPI設定　 　 　 　 　

菰野町 　 KPI設定　 　 　 　 　

計 -

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 12,052 12,052 12,052 12,052 12,052 60,260

菰野町  3,105  3,105  3,105  3,105  3,105 15,525

ＳＤＧｓ該当目標 　
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第７章　連携する具体的事項

施策を構成する事業No 16-1 事業名 　地産地消推進事業（い）

事業概要 ・いなべ市そば祭りの運営委託により全国に向けてPRを行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 10,100 10,100 10,100 10,100 10,100 50,500

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 16-2 事業名 　農業振興事業（い）

事業概要
・集落や担い手の農業を安定的で持続性のあるものとなるよう、各種情報、技術
　指導などを農業関係機関で協力して支援します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,652 1,652 1,652 1,652 1,652 8,260

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 16-3 事業名 　農業関係組織育成事業（い）

事業概要
・農業振興を進める中で活動している団体の組織育成を推進し、農業振興事業に
　新たに取り組む団体又は農家に対して補助金を支給します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 300 300 300 300 300 1,500

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 16-4 事業名 　地場農産物消費拡大事業（こ）

事業概要

・新たな特産品となる農産物の生産を推進し、関係機関、事業者等と連携して新
　たな商品の開発を実施します。また、主穀以外の農産物等の食材においても更
　なる品質向上を図り、安全で安心な農産物として高付加価値化を図りながら、
　販路拡大を目指します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 3,105 3,105 3,105 3,105 3,105 15,525

その他特記事項 　
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第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化 地域内外の住民との交流・移住促進

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 ○ ×

担当部署 住宅課・こども政策課 政策課・建設課 ー

協定の取組内容
　【東員町との協定】
　　地域交流につながる情報発信や魅力づくり等に取り組むことで、IJU(移住)
　　ターンや定住人口の増加を図る。

現状と課題

　（現状）
　・空き家及び空き地の需要は、売却又は賃貸とも非常に高く、空き家・空き
　　地バンク制度（以下「空き家バンク制度」という。）物件の紹介後、直ぐ
　　に売却又は賃貸につながるのが現状です。
　・不動産登記法の改正により、令和６年４月１日から相続登記が義務化され
　　ました。
　・人口減少や核家族化、単身世帯の増加等で空き家が増加傾向にあります。
　・長期にわたって不在の住宅などの空き家が増加しています。

　（課題）
　・空き家・空き地は、所有者の認識が低いこと、物件の売却に当たる相続登
　　記・確定測量の経費負担が大きいこと、所有者の経済的な理由、法定相続
　　人の相続問題等により、空き家バンク制度へつながらないケースが多いこ
　　とが課題となっています。
　・空き家になる前の意識づけを行うなどの取組が必要です。

施策名 　17　空き家対策、移住・定住・交流の推進

施策を構成する事業

17-1 　空き家住宅活用事業（い）

17-2 　移住・定住促進事業（い）

17-3 　結婚応援事業（い）

17-4 　空家等対策経費（と）

　 17-4-1 　空家等リフォーム支援事業補助金

　 17-4-2 　空家等除却支援事業補助金

17-5 　企画経費（と）

　 17-5-1 　三重県移住・就業マッチング支援事業

施策指標名(KPI) 　施策を構成する事業の構築

指標に関する説明
　令和７年度の懇談会までに、「新たな施策を構成する事業又は既存事業の拡
　充の提示ができるようにする」ことを成果指標（KPI）として設定します。

単位： R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 　 KPI設定 　 　 　 　

東員町 　 KPI設定 　 　 　 　

計 　 - 0 0 0 0

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 6,078 6,078 6,078 6,078 6,078 30,390

東員町 2,900 2,900 2,900 2,900 2,900 14,500

ＳＤＧｓ該当目標 　

R7以降入力
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施策を構成する事業No 17-1 事業名 　空き家住宅活用事業（い）

事業概要
・市内の空家・空地を有効活用するため、空家・空地の賃貸や売却を希望する所
　有者から提供された情報をHP等に掲載し、空家・空地利用希望者へ情報提供を
　行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 2,590 2,590 2,590 2,590 2,590 12,950

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 17-2 事業名 　移住・定住促進事業（い）

事業概要

・県が行うマッチング支援事業と連携し、東京圏から移住して就業しようとする
　者が転居・就業に至った場合に、県と協働し移住支援金を給付します。　
・県は東京圏の求職者に対して、インターネットサイトを開設・運営するととも
　に、市町や経済団体の協力を得て選定した中小企業等に、求人広告の作成支援
　と当該求人広告サイトへの掲載を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,000 1,000 1,000 1,000 1,000 5,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 17-3 事業名 　結婚応援事業（い）

事業概要

・未婚者支援イベント（婚活パーティー）や結婚支援に係るセミナーといった男
　女の出逢いの場の提供や、結婚時の新生活への経済的助成を行う結婚新生活支
　援事業補助金を提供することで、結婚までの一連の流れをサポートし、婚姻数
　を上げ、人口増加につなげます。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 2,488 2,488 2,488 2,488 2,488 12,440

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 17-4 事業名 　空家等対策経費（と）

事業概要

・空家の適正な管理が行われ、また空家利用希望者が利活用できる状態にするこ
　とを目的とします。
・東員町空家等対策計画に基づき、実態把握（定期的な空家等調査・所有者等へ
　の意向調査）、発生抑制・適正管理（所有者等への啓発、適正管理の促し）、
　利活用（空き家・空き地情報バンク制度の充実）を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,300 1,300 1,300 1,300 1,300 6,500

その他特記事項 　
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施策を構成する事業No 17-4-1 事業名 　空家等リフォーム支援事業補助金（と）

事業概要
・町外からの移住者が空き家を改修し居住する際に、改修費用の一部を補助しま
　す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 17-4-2 事業名 　空家等除却支援事業補助金（と）

事業概要 ・特定空家等及び不良空家等の除却費用の一部を補助します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 17-5 事業名 　企画経費（と）

事業概要
・三重県と県内市町が共同して実施する移住・就業マッチング支援事業を実施し
　ます。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 1,600 1,600 1,600 1,600 1,600 8,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 17-5-1 事業名 　三重県移住・就業マッチング支援事業（と）

事業概要

・東京23区に住んでいる人又は東京圏に住みながら東京23区に通勤している人が、
　都道府県が移住支援金の対象としてマッチングサイトに掲載している求人を利
　用して就業し、東員町に移住した場合に、移住された人又はその世帯に、移
　住支援金を交付します。
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区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化 地域内外の住民との交流・移住促進

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ×

担当部署 政策課 政策課 ー

協定の取組内容
　【東員町との協定】
　　地域交流につながる情報発信や魅力づくり等に取り組むことで、IJU(移住)
　　ターンや定住人口の増加を図る。

現状と課題

　（現状）
　・国の地方創生の推進により、各自治体は「選ばれるまち」を実現するべ
　　く、地域の特色を魅力ある資源として発掘・育成し、地域の内外に向けて
　　発信しています。

　（課題）
　・地域の資源や魅力は、地元の人では気づきにくいため、地域外からの視点
　　を取り入れ、交流・移住の促進を図る必要があります。また、そうした活
　　動内容を通して、発掘された地域の魅力の情報発信を強化する必要があり
　　ます。

施策名 　18　外部人材活用の推進

施策を構成する事業

18-1 　地域活性化起業人事業（い）

18-2 　地域おこし協力隊事業（い）

18-3 　地域おこし協力隊募集事業（い）

18-4 　地域活性化起業人事業（と）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　外部人材の登用数

指標に関する説明

・地域活性化起業人や地域おこし協力隊員といった外部人材の活用は、自治体
　と企業、自治体とこの地域においてまちおこしを行おうとする個人とのニー
　ズが一致し、募集、受け入れを伴うものであり、人数等を増やすことを目的
　とするものではありません。しかし、外部人材の登用は、地域活性化には有
　用であり、成果指標（KPI）は、例外的に実績値（数）とします。
・情報発信ついては、CTY等を通して外部人材の活動内容の紹介を行っています
　が、広報誌等も活用します。地域の魅力を地域内にも発信することで、誇り
　と愛着を醸成し、定住につなげます。

単位：人 R5実績 R7実績 R8実績 R9実績 R10実績 R11実績

いなべ市 34 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

東員町 - 実績値 実績値 実績値 実績値 実績値

計 34

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

東員町 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

ＳＤＧｓ該当目標 　
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施策を構成する事業No 18-1 事業名 　地域活性化起業人事業（い）

事業概要

・企業で培われた人脈やノウハウを活かしながら、地域活性化の取組を効果的・
　効率的に展開します。企業から派遣された地域活性化起業人（社員）に要する
　経費を負担します。
　　地域活性化起業人１人当たり上限5,600千円（令和６年10月１日現在）

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

その他特記事項 　特別交付税対象事業のため、決算額のみ表記

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 18-2 事業名 　地域おこし協力隊事業（い）

事業概要

・都市地域から過疎地域等に居住して、地域ブランドや地場産品の開発・販売等
　をおこなう地域おこし協力隊の支援を行い、その地域への定住・定着を図りま
　す。
・地域活動に対する隊員への報償金及び地域活動に必要な経費（補助金）等を支
　払います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

その他特記事項 　特別交付税対象事業のため、決算額のみ表記

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 18-3 事業名 　地域おこし協力隊募集事業（い）

事業概要

・都市住民など地域外の人材を地域社会の新たな担い手として募り、委嘱した隊
　員の安定的な活動に向けた支援を行います。
・隊員の募集、選定、隊員の活動支援、隊員の事業計画の審査、中間審査及び進
　捗管理を行うための審査会の開催、定住、起業支援、受入担当課の研修を実施
　します。

年度 R6 R7 R8 R9 R10 計

事業費（千円） 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

その他特記事項 　特別交付税対象事業のため、決算額のみ表記

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 18-4 事業名 　地域活性化起業人事業（と）

事業概要

・企業で培われた人脈やノウハウを活かしながら、地域活性化の取組を効果的・
　効率的に展開します。企業から派遣された地域活性化起業人（社員）に要する
　経費を負担します。
　　地域活性化起業人１人当たり上限5,600千円（令和６年10月１日現在）

年度 R6 R7 R8 R9 R10 計

事業費（千円） 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額 実績額

その他特記事項 　特別交付税対象事業のため、決算額のみ表記
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区分・政策分野 結びつきやネットワークの強化
上記のほか、結びつきや

ネットワークの強化に係る取組

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 〇

担当部署
情報課・学校教育課

・生涯学習課 政策課　 情報システム推進室

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】　
　　デジタル技術の相互利活用を促進することで、事務の効率化及び行政コス
　　トの削減を図る。

現状と課題

　（現状）
　・近年AI等の新しいICT技術が次々と出てくる中、これらの技術を有効に活用
　　した新たな行政サービスが求められています。
　・小中学校において、教職員が児童生徒の学籍管理や成績処理など、多くの
　　データ管理業務で抱える事務負担を軽減することで、児童生徒と向き合う
　　時間を確保し、教育の質の向上を図るため校務支援システムを導入してい
　　ます。公務支援システムを整備し、システム操作等の統一を図ることによ
　　り、教職員の異動による再研修の負担を軽減するとともに、相互連携によ
　　り運用の効率化や最適な維持管理を行っています。

　（課題）
　・急激な人口減少社会に対応するため、利用者起点で行財政のあり方を見直
　　し、デジタルを最大限に活用して公共サービス等の維持・強化と地域経済
　　活性化を図り、社会変革を実現することが必要です。

施策名 　19　デジタル技術の活用

施策を構成する事業

19-1 　学校ICT活用事業（い）

　 19-1-1 　校務支援システム運用管理

19-2 　情報処理システム保守事業（い）

　 19-2-1 　施設予約システム利用料

　 19-2-2 　電子書籍システム利用料

19-3 　図書館利用促進事業（い）

　 19-3-1 　電子書籍ライセンス使用料

19-4 　教育総務事務局経費（と）

　 19-4-1 　校務支援システム共同利用負担金

19-5 　図書館利用促進事業（こ）

指標に関する説明

　デジタル技術の活用については、それぞれのデジタルツールの内容確認や機
　器更新のタイミング等を通して、連携できる内容の精査が必要であり、直ぐ
　に指標を設定することが困難な状況です。
　他圏域で実施されているデジタル活用事例（別紙：コンピュータシステムの
　共同利用等）の確認をしながら、デジタルツール等を活用した取組等の検討
　を実施していきます。
　したがって、成果指標（KPI）は、例外的に設定できないものの、定住自立圏
　の会議ごとに、検討事項等を報告します。

R5実績 R7実績 R8実績 R9実績 R10実績 R11実績

いなべ市 -

東員町 -

菰野町 -
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事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 20,577 20,577 20,577 20,577 20,577 102,885

東員町  6,000  6,000  6,000  6,000  6,000  30,000

菰野町  8,000  8,000  8,000  8,000  8,000  40,000

ＳＤＧｓ該当目標 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-1 事業名 　学校ICT活用事業（い）

事業概要
・教職員及び児童生徒に対し、ICT活用支援を行います。
・ICT機器等について、適正な運用保守を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費 15,103 15,103 15,103 15,103 15,103 75,515

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-1-1 事業名 　校務支援システム運用管理

事業概要
・校務支援システムの運用管理に係るサーバー保守料、システム使用料、回線使
　用料を支払います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-2 事業名 　情報処理システム保守事業（い）

事業概要
・情報処理システムの安定的な稼働を確保するため、システム運用保守を実施し、
　適正な運用管理を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費 4,074 4,074 4,074 4,074 4,074 20,370

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-2-1 事業名 　施設予約システム利用料

事業概要
・施設予約システムの運用管理に係るサーバー保守料、システム使用料、回線使
　用料を支払います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-2-2 事業名 　電子書籍システム利用料

事業概要
・電子書籍システムの運用管理に係るサーバー保守料、システム使用料、回線使
　用料を支払います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-3 事業名 　図書館利用促進事業（い）

事業概要
・市内４図書館の図書資料を一元管理するなど連携を強化するとともに、住民の
　読書活動を推進し図書館の利便性向上を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費 1,400 1,400 1,400 1,400 1,400 7,000

その他特記事項 　



第７章　連携する具体的事項

78

施策を構成する事業No 19-3-1 事業名 　電子書籍ライセンス使用料

事業概要 ・いなべ市電子図書館で保有する電子書籍のライセンス使用料を支払います。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-4 事業名 　教育総務事務局経費（と）

事業概要
・教育委員会の人事管理を行うほか、公用車、小中学校校務用パソコン及び保育
　支援システム機器などの維持管理を行います。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費 6,000 6,000 6,000 6,000 6,000 30,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-4-1 事業名 　校務支援システム共同利用負担金

事業概要
・校務支援システムの運用管理に係るサーバー保守料、システム使用料、回線使
　用料をいなべ市と共同利用しています。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 19-5 事業名 　図書館利用促進事業（こ）

事業概要
・町図書館の利用促進を図るため、電子図書の充実を図るなど、住民の読書活動
　を推進し図書館の利便性向上を図ります。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費 8,000 8,000 8,000 8,000 8,000 40,000

その他特記事項 　



第７章　連携する具体的事項

区分・政策分野
圏域マネジメント能力の強化に係る

政策分野
圏域内市町の職員等の交流

連携市町
いなべ市（い） 東員町（と） 菰野町（こ）

〇 〇 ○

担当部署 職員課 総務課 総務課

協定の取組内容
　【東員町・菰野町との協定】　
　　合同職員研修等を実施することで、職員等の資質向上を図る。

現状と課題

　（現状）
　・人口減少、少子高齢化の進展に伴い、結婚・出産・子育て、定住促進、雇
　　用創出、地域活性化など地方自治体が取り組むべき課題は山積し、DXの推
　　進や職員の働き方改革など、個々の職員に求められる役割が増しているこ
　　とから、職員の能力、意識向上をこれまで以上に図る必要があります。

　（課題）
　・社会情勢の変化に伴う新たな行政サービスや複雑多様化する住民ニーズに
　　対応し、圏域の魅力ある地域づくりに向けて各種施策を打ち出すためには、
　　職員の資質を向上させる必要があります。
　・職員同士の交流を通して多角的な視野を身に付けることで対応能力を高め
　　るとともに、向上心を高めるなど、主体的に行動する職員の育成を図る必
　　要があります。

施策名 　20　行政職員の資質の向上

施策を構成する事業

20-1 　職員人事管理事務（い）

　 20-1-1 　コンプライアンス研修

20-2 　一般管理経費（と）

　 20-2-1 　法制執務支援業務

20-3 　職員資質向上事業（こ）

　 　 　

　 　 　

　 　 　

施策指標名(KPI) 　職員研修会参加者数

指標に関する説明
　研修の結果、職員の資質向上につながったかどうかの指標を設定することが
　できるとよいが困難であり、研修の参加者数を指標とします。

単位：人 R5実績 R7 R8 R9 R10 R11

いなべ市 22 10 10 10 10 10

東員町 34 5 5 5 5 5

菰野町 - 5 5 5 5 5

計 56 20 20 20 20 20

事業費（千円） R7 R8 R9 R10 R11 計

いなべ市 200 200 200 200 200 1,000

東員町 145 145 145 145 145   725

菰野町 100 100 100 100 100   500

ＳＤＧｓ該当目標 　
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施策を構成する事業No 20-1 事業名 　職員人事管理事務（い）

事業概要 ・職員の能力開発や伸長を図る研修を充実します。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 200 200 200 200 200 1,000

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 20-1-1 事業名 　コンプライアンス研修

事業概要
・地方公務員法第32条に規定する法令遵守義務について、法令の理解、条例及び
　規則等を作成する知識を習得するため、１市２町で法制執務研修を実施します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 20-2 事業名 　一般管理経費（と）

事業概要
・町の様々な行政課題や社会情勢を的確に捉え、住民のニーズに即した知識と能
　力を持った職員を育てます。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 145 145 145 145 145 725

その他特記事項 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 20-2-1 事業名 　法制執務支援業務

事業概要
・法令の理解、条例及び規則等を作成する知識を習得するため、１市２町で法制
　執務研修を実施します。

　 　 　 　 　 　 　 　 　

施策を構成する事業No 20-3 事業名 　職員資質向上事業（こ）

事業概要
・合同職員研修等を実施し、職員の資質向上、マネジメント能力の向上を図りま
　す。

年度 R7 R8 R9 R10 R11 計

事業費（千円） 100 100 100 100 100 500

その他特記事項 　
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項目 意　　見 

医療 

・医師不足を解消するため、三重北医療センター（いなべ総合病院・菰野厚生病
　院）として、診療科を相互に分担していくという方法を進められないのか、医
　療機関の意見を聞く必要がある。 
・医師の確保については、もう少し行政として何ができるのか、医療機関と協議
　しながら深堀りしていく必要がある。 

産業振興 

・第４次定住自立圏では、観光の分野は、連携を深めたい重要な分野である。
・市町間の回遊から宿泊までの観光誘導など、様々な形で連携ができることがあ
　ると思う。民間事業者も含めて、様々な主体が連携する機会を増やす必要があ
　る。  
・令和７年度の懇談会までに、「新たな施策を構成する事業又は既存事業の拡充
　の提示ができるようにする」ことを成果指標（KPI）として設定することで構わ
　ないので、次回の令和７年度の懇談会の進捗状況の報告までに、方向性を見出
　していただきたい。

環境 

　・第４次定住自立圏では、環境も連携を深めたい重要な分野である。
　・いなべ市と菰野町の一般廃棄物処理施設の共同設置というものを起点とし、地
　　球規模で環境問題が深刻化する中、地方公共団体も積極的に推進していく姿勢
　　として大切なことである。
　・それを踏まえて、どのようにごみの共同処理を行っていくのか検討する必要が
　　ある。 

地域公共交通 

・いなべ総合病院と菰野厚生病院の往来方法の検討が必要となる。 
・いなべの福祉バスを今後どのようにするのか、今の形態のままなのか、そうで
　はない方向をとるのか検討する必要がある。 
・１市２町の境における交通不便地域をどう解消していくのか検討する必要があ
　る。 
・住民の移動のしやすさ、移動困難者をどうやって解消していくかという観点か
　ら、専門の委員や企業の方々と一緒に議論していただきたい。 

交流・移住促進 

・第４次定住自立圏では交流・移住の促進も、重要な分野である。
・空き家対策は、課題にも掲げられているように「空き家物件がないわけではな
　くて、空き家バンクに登録される物件がない」ことが課題である。それを解決
　するために、宅建士や司法書士などの専門家との連携によるワンストップ窓口
　の開設や誘導施策の検討が必要である。 
・空き家を解消していくための方法を圏域の広域的な視点で検討する必要がある。 
　また、リノベーションなどをどの方法で推進するのかなど、考えていくことも
　必要である。
・空き家対策の成果指標（KPI）は、これまでの「空き家登録件数」や「移住定住
　してきた人数」とするだけでなく、以上の観点を踏まえ施策の検討を行ってい
　ただき、令和７年度の懇談会までに方向性を見出していただきたい。

その他 

　・第４次共生ビジョンの最初の進捗管理は、令和８年度になる。したがって、１
　　年後の令和７年度は、ビジョンの方向性の確認となるので、その時までに圏域
　　住民の定住、暮らしやすさ、圏域の発展に繋げる手段など１市２町で継続した
　　協議をお願いしたい。  

座長からの主な意見 
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医療

施策名 １　医療体制の確保

意見のポイント

・一次緊急医療と二次緊急医療の役割を明確※にする必要がある。
　※他市（県内松阪市）においては、救急車の出動件数の増加で緊急医療体制が
　逼迫のため、入院に至らなかった軽症患者からは「選定療養費」として令和６
　年６月から7,700円を徴している。
・二次救急医療機関の負担が大きくならないよう、救急を利用する住民に対して、
　医療体制の逼迫について意識の醸成が必要である。
・高齢者においては、脳血管障害、骨折、心疾患、救急が多いため、その分野を　
　重要視する必要がある。
・医療体制の確保をするため、病院の運営維持を行うための指標も検討したが、
　金額は指標に適切ではないため、代替指標として病院群輪番制病院の当番日数
　とする。

まとめ
（結論）

・圏域における休日及び夜間の一次救急医療体制の確保を目的として、管理運営
　に係る費用負担を継続していく必要性がある。
・不採算度合いの高い救急医療体制を支援するため、救急医療に関する経費の負
　担を継続していく必要性がある。
・いなべ市及び東員町においては、桑員地区５病院が輪番制により、菰野町にお
　いては、三泗地域において、休日及び夜間における重病救急患者の受入れに対
　応する二次救急医療体制に係る費用負担を継続していく必要性がある。
・圏域住民に対し、応急診療の受診マナーの啓発等を行う必要がある。

実施すべき事項

・圏域住民に対し、応急診療の受診マナーの啓発
・「かかりつけ医」を持つことにより、平時の健康管理とともに、救急時におい
　ても適切な対応ができる体制整備が進められる。
・かかりつけ医と最寄の医療機関及び救急病院の役割分担についての住民の

理解が必要。

施策名 ２　医療従事者の確保

意見のポイント

・医師の数は、寄附講座により増加したものの、最近の状況においては、医師や
　看護師等が不足している。
・大学病院等が医師を手放したくないという現状がある。
・出産数はいなべ市は減少、東員町は増加している。
・産婦人科医の減少が懸念されるため、三重大学や桑名総合医療センターとの連
　携を図っていく必要がある。
・医師の高齢化や後継者不在の診療所がある。
・いなべ総合病院は脳神経外科医、内科医が不足している。
・いなべ市と菰野町が定住自立圏協定を締結したが、行政圏域や医師会圏域の違
　いがあり、直ぐに連携は難しいと思うが、同じ三重北医療センターとして連携
　を見出したい。
・菰野厚生病院は急性期診療から療養型診療へと変わりつつある。医師も高齢化
　してきている。
・病院の機能的役割分担が必要である。
・医師数の現状維持を目指していくことを指標とするが、医師の年齢層も確認し
　ていく必要がある。 

まとめ
（結論）

・医師や看護師等の医療従事者が安心して働くことができるよう、環境の整備や
　医師確保のため県や大学等関係機関への働きかけが必要。
・常勤医師数の目標値は、令和５年（実績）の人数を維持する。 

実施すべき事項 ・医師確保のため県や大学等関係機関への働きかけ（できることから） 

医療

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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福祉

施策名 ３　地域包括ケアシステムの深化・推進

意見のポイント

・担い手不足が現状である。
・高齢者が支援を受けるだけでなく、支援を提供する側になってもらうことも必
　要である。
・高齢者の活躍の場の提供が課題である。
・指標は、委員の参加としているが、委員以外（住民等の参加）への波及数を指

標としたほうがよいのではないか。
・全体の参加者数や募集定員に対する参加率といった指標がよいのではないか。

まとめ
（結論）

（現状）
・急速な高齢化を背景として、認知症高齢者や1人暮らし高齢者の増加等への対

応など、地域住民が要介護状態となっても住み慣れた地域で自分らしい暮らし
を続けることができるよう、住まい・医療・介護・予防・生活支援が一体的に
提供される「地域包括ケアシステム」の構築が急がれています。

（課題）
・住民の方がいつまでも住み慣れた地域で過ごせるよう、「地域包括ケアシステ

ム」の深化・推進が必要です。
・認知症の早期治療につながるよう、（地域型）認知症疾患医療センターである

東員病院や認知症専門医療機関、地域の開業医との連携による取り組みが必要
です。

・担い手不足解消のため、高齢者も支援する側となって活躍できる場を提供でき
る仕組みを作っていくことが必要です。

・KPIの目標値について、研修会及び講習会はすべて合同で行うため、市町の内
　訳は示さない。 

実施すべき事項 ・住民の在宅生活を支援していく専門職の質の向上と連携の強化。
・在宅医療・介護及び認知症について、住民への普及啓発。 

施策名 4　適正な介護保険サービス提供体制の整備 

意見のポイント

・施策名は「適正な介護サービスの推進」とサービス全体を指しているが、KPI
　は「審査判定件数」となっており、ずれが生じているのでどちらかを変更した
　方が良い。（サービス全体とするか適正審査とするか。）
・介護認定審査においては、申請件数の増加よりも判定結果を30日以内に出せる
　ようにすることが望ましい。（いなべ、東員とも46日程度かかっている。） 
・全国的に見ても30日以内に対応している市町村は６％、平均40.2日となってい

　る。

まとめ
（結論）

（現状）
・急速な高齢化を背景に介護サービス利用者が増加しており、要介護状態区分の
　判定を行う介護認定審査会を東員町といなべ市で共同設置し、利用者の希望を
　尊重した総合的なサービスが、適正に受けられるよう体制を整えています。
・介護保険法では、申請から30日以内に結果を出すこととされているが、主治医
　意見書作成に係る日数、申請者の体調悪化等による訪問調査日の延期等の理由
　により、期間内に結果を出せない事例がある。
（課題）
・個々の状態に応じた介護認定を受け、ニーズに合わせて介護サービスを利用し
　ていくことが望まれるため、公平・公正な介護認定審査により適正な判定を行
　うことが必要です。
・増加が予想される介護認定の申請に対して、事務処理を円滑に進め、できる限
　り早急に判定を出していくことが必要です。
・施策名を「適正な介護保険サービス提供体制の整備 」に変更。

・目標値は30日超となっているが、現状から鑑みて当該目標値設定とする。 

実施すべき事項
・公平・公正な介護認定事務が行えるよう標準研修の受講
・主治医意見書作成にかかる医師会への合同研修
・円滑な介護認定審査会の実施 

福祉

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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福祉

施策名 ５　障がい福祉サービスの推進

意見のポイント

・居宅介護移動についての支援が必要である。
・障害者総合支援法の改正により制度は出来上がったが、基盤整備（別紙）が追
　いついていない。
・障がい福祉サービスを推進するためには、職員確保の手段（施設職員の報酬改
　善を含む。）について検討していく必要がある。
・障がい施設で働くことに対して、ハードルが高く感じられている方が多い。
　施設側としては、障がいに対する知識よりも、人と人とのつながりを大切にす
　る人が必要である。
・各種サービス等の利用者数という複合のKPIでは、評価が難しい。評価の悪い
　事業があっても、良い事業の数値が上がれば薄まってしまう。
・両市町に共通する福祉サービスを指標として設定する。 

まとめ
（結論）

・80/50問題や自立に向けた取り組みとして、障がい者の生活の場を施設から地
　域社会へ移行できるよう、「生活」への支援の充実、「就労」できる体制の構
　築、社会参加の促進を図ることが必要です。
・医療的ケアが必要な方、強度行動障害の方等の対応には広域的な連携が必要で
　す。
・エッセンシャルワーカー等の働き手不足解消のため、人材確保に対する検討が
　必要です。
・指標の見直しを含め、担当課で再度検討する。
・各種サービス等の利用者数をKPIとするが、内訳である各事業の個別評価を実
　績に記載することで各事業も評価していくものとする。
・実績報告の際には、各サービスでの数値や評価内容を記載する。 
・サービスが充実すれば、計上する事業を変更して目標も見直すなど、さらなる
　サービス向上を図る。 

実施すべき事項

・基盤整備（別紙）が追いついていない部分に対して、実施できることは何かを
　明確に順序立てながら支援体制の強化をする。
・職員確保のため、県のマッチング支援事業（外国人材確保支援事業）の活用等
　の検討。

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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参考

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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参考

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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参考

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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福祉

施策名 ６　発達支援体制の充実

意見のポイント

・「発達障がい」としてではなく、特性として理解されることが必要。
・発達支援に関する医療連携は、医療につないで診断することが目的ではなく、

医療による支援を必要とする人が適切に医療につながる仕組をつくろうとする
ものである。

・言語相談など専門職を活用した相談事業を各市町で実施しているが、共同で実
施しているものはない。それぞれの発達支援体制に応じた療育事業を実施して
いく。

・発達支援医療連携事業に取組み始めたばかりのため、連携内容の協議を行いな
がら適切な指標を検討していく。

 
第１回懇談会より
・療育支援、障がい者(児)の福祉サービスは多様化しているが、少量であれば広

域で対応するとまとまるのではないか。１市２町で分担することも必要。

まとめ
（結論）

現状
・様々な障がい特性のある子どもと、その家族へのきめ細かで途切れのない支援

が必要になっている。
・早期発見、早期支援による発達支援に取り組んでいるが、身近な地域で医療機

関を受診することができず、安心して子育てできる環境が整っていない。
課題
・適切に医療につながることができ、医療的アドバイスを地域の発達支援体制に

活かすことのできる仕組みが必要。
・地域における保健・福祉・保育・教育・医療の連携を図り、「発達障がい児地

域支援ネットワーク」を構築することが必要。

実施すべき事項 ・各市町の実務者による情報交換会、打ち合わせ等

福祉

施策名 ７　子育て支援の充実

意見のポイント

・３市町の現状や課題のとおり、安心して遊べる場所の提供、母子保健に係る事
業や子育て支援サービスに関する情報の提供が必要です。

・東員町においては、現状いなべ市や菰野町と子育て支援センターの相互利用は
難しいので、まずは職員間の情報共有や合同研修会等の連携を図っていきたい。

・いなべ市と菰野町においては、子育て支援センターの相互利用を行い、母子と
もに交流が持てるようにしたい。

・指標は、少子化の時代であるが令和5年度の子育て支援センターの利用者数を
維持することを目標とする。

まとめ
（結論）

３市町の意見からキーワードを拾い出し、現状・課題を作成する。
現状　
・子育て支援に対するニーズが多様化
・子育ての孤立化が進み、子育てに対する不安や負担を感じる保護者が増

える。
・子どもが地域の大人と関わる機会の減少
・安心して遊べる場所や気軽に悩みを相談できる場所の提供
課題
・子育て中の保護者同士が子どもと一緒に交流できる場が必要
・母子保健事業や子育て支援サービスの情報を提供する場所が必要
・利用につながっていない家庭に対しては、接点を持つ工夫が必要
・利用しやすい環境づくりが必要

実施すべき事項

・母子保健に係る事業や子育て支援サービスに関する情報の提供、情報発信の拡
充

・相互利用施設ごとの取組状況の共有、紹介
・職員の合同研修、情報交換会

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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福祉

施策名 ８　放課後児童クラブの運営・支援

意見のポイント

・放課後児童クラブの運営について、それぞれのクラブ間の課題共有が必要であ
る。

・一部の放課後児童クラブでは、定員を上回り待機児童が発生している。
学校の空き教室の利用について学校とも相談したが、利用の許可を得ることが
できなかった。

・新たな施設を建てることも難しい。
・夏休み等に他市町の放課後児童クラブの交流ができるとよい。
・放課後児童クラブ間の交流に地域企業の協力（交流）を得られないか。
・待機児童ゼロを目標としたいが、ゼロ目標はKPIとして適切でないため受入れ

箇所の拡充及び維持を図る。

まとめ
（結論）

・課題共有については、運営スタッフの合同研修などを開催し、情報共有の場を
　提供することを検討する。
 
３市町の意見からキーワードを拾い出し、現状・課題を作成する。
現状
・核家族化、共働き家庭の増加
・児童の受け入れや過ごし方について環境の整備
課題
・放課後の児童が安全に学習や遊びを行える環境を提供
・地域との連携
・多様な体験や様々な交流

実施すべき事項
・放課後児童クラブ間の情報共有
・企業との連携
・受け入れ施設の拡充

教育

施策名 ９　人権教育の推進

意見のポイント

（分科会までの経緯）
・現在の両市町の学校において、「いじめ」をはじめ児童生徒の人権が大切にさ
　れていない事案が発生しているという共通の課題があること、従前より人権教
　育について「人権フォーラム」を両市町で開催してきたこと等により、今後も
　より一層「人権教育の推進」が必要であるとの認識から、この施策を継続して
　実施すると決定した。
・指標については、当初その重要性から、「人権フォーラムに参加した児童生徒
　数」と設定。

 
・いなべ市と東員町が旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンで掲げてきた内容から基
本的に変更はない。

・菰野町については、今回の協定内容に含まれていない。
・人権フォーラムへの参加者は指標としてどうなのか。
　→「いじめの認知件数を数値として出す」それであれば指標と直結するのでは
ないか。

・９-２の事業名がわかりにくいので、９-２-１を事業名としてはどうか。

まとめ
（結論）

・児童生徒が人権問題について話し合う機会が必要である。
・認知したいじめが解消した割合を指標とする。
・９-２「学校管理経費」→９-２「人権教育推進事業」に変更。事業概要は９-
　２-１の内容となる。（経費はそのまま）
・９-２　事業概要の変更。小学校と保育園→小学校と幼稚園・保育園

実施すべき事項 ・児童生徒が人権問題について話し合う機会の創出
・人権教育推進に向けた小中の連携

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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教育

施策名 10　不登校児童生徒に対する適切な対応

意見のポイント

（分科会までの経緯）
・両市町とも、不登校の児童生徒が増加傾向にあるという共通の課題があること、
　従前より「いなべ・東員教育支援センター」を共同運営してきたこと等により、
　今後もより一層「不登校児童生徒に対する適切な対応」が必要であるとの認識
　から、この施策を継続して実施すると決定した。
・指標については、社会的自立に向けては、不登校にある児童生徒本人が、何ら
　かの関係機関（学校含む）につながることが最も重要であると考え、指標を設
　定した。
 
・いなべ市と東員町が旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンで掲げてきた内容から基
　本的に変更はない。
・菰野町については、今回の協定内容に含まれていない。
・施策を構成する事業のうち、10-3-1、10-4-1の事業概要について次回までに修
　正して、再提案。

まとめ
（結論）

・いなべ市・東員教育支援センターの活動を充実させ、不登校児童生徒の社会
的自立を目指す必要がある。

・10-２「学校教育事務局経費」→10-２「問題行動・不登校等支援事業」に変更。
　事業概要は10-２-１の内容となる。（経費はそのまま）

実施すべき事項 ・教育支援センター等関係機関による相談及び支援体制の充実
・教育支援センター等関係機関による研修会や事例検討会の開催

産業振興

施策名 11　観光によるまちづくりの推進

意見のポイント

・東員町、菰野町共に、産業振興で協定を締結したのは初めてである。
・行政を主体とした観光コンテンツが多く、行政に依存する事業が多い。民間と

のつながりや連携が行われていないため、持続的な観光コンテンツが少ない。
民間事業者も含め、様々な主体が連携する機会を増やす必要がある。

・いなべ市は、にぎわいの森をはじめとして、来訪者は増えたものの、滞在時間
が１時間未満と短く課題である。

・地域一帯を活性化するために３市町がイベント等でつながりを深めるべきであ
る。

・市町間の周遊、市内の回遊の流れをつくる。例えば、湯の山温泉で宿泊後、い
なべ市、東員町へ周遊してもらい、それぞれのまちで回遊する流れをつくる。

・GCIの観点からアウトドア、農作物、草花、自然や人（店舗）など色々なもの
を資源として捉える。横の繋がり⇒民間活力の導入⇒特に若者に興味を持って
もらえるような取組を必要とする。

・DMOの観点から観光資源を洗い出し、１市２町の周遊ルートを策定する。
・菰野町観光協会の観点から広域連携とPRの重要性。地元住人の「愛」⇒資源を

大事に⇒単発短期間でない情報発信PRに繋がる。
・鈴鹿山脈（湯の山温泉）、宇賀渓キャンプ場、コスモス北勢線など周遊ルート

を策定する。

まとめ
（結論）

・行政と民間による連携した観光施策がない。
・回遊ルートを策定し、周遊ルートにつなげる。

実施すべき事項

・周遊ルートを作成するため、以前に日本旅行（起業人）による提案があったよ
うな、三岐鉄道を活用しながら回遊、周遊の旅行パック等の検討をする。

・３市町の観光組織の連携を強化する。
・鈴鹿山脈という共通資源を活用したイベント等の共同開催をする。
・インバウンド対策による回遊、周遊の活性化。

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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環境

施策名 12　チャレンジ・カーボンニュートラル

意見のポイント

・市民アンケート等の結果において、重点の高い項目は、ゴミ・し尿処理となっ
　ている。
・３市町は近年ゼロカーボンシティ宣言を表明している。
・いなべ市と菰野町については、焼却施設の共同建設を視野に連携する方針であ
　る。その際には、高効率発電や熱利用のエネルギー回収の観点について検討が
　必要である。
・施策を構成する事業概要を他の事業と同様に箇条書きを文章に変更する。
・KPIの設定について、各市町での目標設定の合計を圏域全体の目標とした。
・現状と課題の「重要な課題」を「重要な事項」に変更する。
・令和5年度の実績の表記を変更してはどうか。
・実績は排出量、目標は削減量を示していることがわかるように表記したらどう
  か。

まとめ
（結論）

・利便性の高い暮らしと豊かな自然環境が調和した持続可能な社会を構築する必
　要がある。
・KPIを「削減目標」から、「削減量」に変更する。 
・基準年が市町により異なるため、実績の横に基準年を記載する。 
・12-1，12-5の事業名について、ごみ焼却だけでなくプラスチック等の資源化の
  施設も含まれるため「（仮）広域ごみ処理施設整備事業」に変更する。 
・12-6として菰野町の事業を加える。事業名「地球温暖化・地域脱炭素化対策事
  業」 

実施すべき事項

・水素エネルギー活用などの脱炭素化促進事業
・低炭素・循環型社会形成事業
・ごみ焼却施設共同建設事業
・ごみの減量化や資源のリサイクル推進等、適切な処理の周知徹底

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見

地域公共交通

施策名 13　地域公共交通ネットワークの維持・強化（バス事業）

意見のポイント

圏域連携における問題点について 
・ダイヤを合わせたい。 
・圏域の区分なくバスを走らせる場合、ドライバーの確保が必要。 
バスに乗る動機づけが必要 
・イベントを開催し、移動手段としてバスの使用を促す。 
・バスの乗り方教室を開催する。（免許返納の仕方などの教習も必要） 
・公共交通を利用している方の意見を聞く場をつくり、反映させる。 
・ランニングコストを抑えることが大切。 
・自動運転・水素自動車化・オンデマンド方式（予約時のみ運行） 
・電動車椅子を各所に配置し、自由な乗り降りを可能にする。 
・企業に支援金を募る。 
・いなべ市は、「福祉バス」という名称で、高齢者などに限定しているように感
　じる。 
　　⇒「アイバス」という名前があるが、「福祉バス」という名称が一般的に知
　られている。 
・いなべ総合病院・菰野厚生病院 間で公共交通機関がない。 
・桑員地区と三泗地区で区割りがあると思うが、そこが繋がればもっとよいまち
　になる。 
・圏域住民のニーズを聞き取り、実証実験を行い、検証をしていく中でKPIを設
　定していくという方法でも良いと思う。（企業でも行う方法である。） 
・現状の成果指標は、各市町の利用者数のみを示しており、ネットワークの強化
　につながっていない。 
・路線を増やすことやダイヤ変更が難しければ、一目で乗り継ぎが分かるように
　各市町の路線図を一体化するとよい。（紙媒体か新たにHP作成など） 
・今後は、定住自立圏というネットワークを生かして、しっかりと公共交通を創
　り出していく必要がある。 
・互いのネットワーク連携の協議において、どういった事業を実施していくのか
　を検討していく必要がある。それに伴いKPIの変更も含め検討していく必要が
　ある。 
・パブリックコメントのご意見も踏まえて検討していく必要がある。 
・医療福祉分野からのご意見となりますが、高齢者や障がい者の方々の移動手段
　がすごく困っている。福祉有償も人手不足で、送迎できないケースが増えてき
　ている。この地域は、公共交通に大きな課題があって、そこが解決すればもっ
　と住みやすくて魅力のあるところになる。すぐに解決できないと思いますが、
　ご検討をお願いします。 

まとめ
（結論）

・地域の実情に合った事業を各市町で行っている。それらを維持しつつ、圏域内
　を往来できるよう施策を考える必要がある。利用が多い高齢者のみならず、一
　般の方も利用しやすくするための情報発信が必要。 
・連携方法の模索を続け、必要に応じてKPIを変更する。 

実施すべき事項

・各市町の実務者による情報交換会
・各市町の路線図を一体化など、できるところから結びつきを深める。 
・互いのネットワーク連携の協議を実施する。 
・デマンド交通等の新たな移動手段の導入検討。
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地域公共交通

施策名 14　地域公共交通ネットワークの維持・強化（鉄道支援事業）

意見のポイント

分科会後にいなべ市・東員町の協議 
・いなべ市、東員町を走る三岐鉄道の２路線において、特に北勢線は、三岐鉄道
　に運行移管後も、独立採算での運行は難しく、沿線市町の補助金による支援が
　不可欠で、自治体の負担も大きく、肝心な収入である乗車実績は、回復傾向に
　あるもののコロナ禍前まで持ち直していない。 
・沿線市町による北勢線の支援は、令和６年度までは決定しているが、令和７年
　度以降の支援については北勢線事業運営協議会において新たな交通手段の検討
　も含めて協議を進めている。 
・北勢線の車両は、特殊な規格のため中古車両も予備車両も無く、延命修繕によ
　り使用しているが故障が頻繁に発生している状況。 
・経営状態の黒字化は厳しく、自治体による補助金の負担も大きく、今後、現行
　の車両形態での存続となった場合、高額な運行費の支援と併せて、高額な車両
　更新が不可欠となる。 
・北勢線事業運営協議会において、新たな公共交通手段の導入も含めて検討する
　必要がある。 
・北勢線の多くの駅において無料駐車場があり、パークアンドライドをする上で
　魅力的であるため、そうした点をもっとPRする必要がある。 
・黒字化のためには、運行経費の削減、広告やイベント・ラッピング列車の運行、
　ダイヤ編成の見直し等の方法が考えられる。 
・北勢線は、通学に大きく寄与している。 
・これから増加する免許返納者のためにも、北勢線を残していく必要がある。 
・駅は、その土地の目印や象徴（ランドマーク）であり、一度廃線になってしま
　うと、戻らない可能性が非常に高いため、廃線にしない努力を続ける必要があ
　る。 

まとめ
（結論） ・北勢線の運行を支援し住民の移動手段の確保をする。

実施すべき事項 ・北勢線事業運営協議会における、北勢線の今後のあり方や車両更新を含め
た支援についての協議。

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見

道路等の交通インフラの整備

施策名 15　高規格幹線道路、幹線道路、生活道路の安全性向上を図る道路の整備

意見のポイント

・誰のための道路か
・通勤・通学等／企業の物流／生活
　⇒企業の物流が最も効果があるのではないか。
・ベッドタウン化を目指すのか／地元企業のためなのか
　⇒目的により道路のつくり方が変わってくる。ベッドタウン化を目指すと定

住に繋がるのではないか。
・高速道路が開通すれば通勤圏が広がり、居住地の選択肢も多くなる。
 
分科会の論点について
・目的は「他市町との差別化」なのか、「行政サービスの底上げ」なのか。
　⇒「行政サービスの底上げ」が目的であれば、現状の行政サービスの穴など

を考えていく必要がある。
成果指標について
・成果指標（KPI）素案「圏域のインターチェンジ合計利用台数」から「圏域内
　の各インターチェンジ利用台数」に変更する。
⇒新規開通する区間があることを踏まえ、インターチェンジごとの利用台数に
　した方がそれぞれの利用状況がわかりやすいと判断し変更。

・利用台数を増やすためには、「遅れず開通すること」や「アクセス道路の整
備」が必要不可欠である。

・高速道路開通の際には、広報イベントなどの周知を行う必要がある。
・高規格幹線道路は、災害時の道路という観点も考慮して、幹線道路及び生活道

路の整備を続けてほしい。

まとめ
（結論）

・「行政サービスの底上げ」を目的としており、その方向でご意見をいただくこ
　とを依頼。
・圏域内の各インターチェンジでの利用台数を施策指標に掲げる。
・課題に「東海環状自動車道の建設工事の安全」「早期の供用開始の要望」を
　追記する。

実施すべき事項 ・高規格幹線道路、幹線道路、生活道路の安全性向上を図る道路及び歩道の整備
・交通事故対策の強化
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策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見

生産者・消費者の連携による地産地消

施策名 16　地産地消の推進 

意見のポイント

・菰野町と生産者・消費者の連携による地産地消で協定を締結したのは初めて。 
・いなべ市のそばを菰野町、東員町にも周知していく。 
・東員町は特産品がないということで、協定の締結に至っていない。しかし、全国
　でも珍しく東員町でしか作られていないマメがあるが、情報発信とPRの方法がわ
　からない。 
・菰野町の特産品であるマコモタケ、マコモの葉の生産、加工、販売の支援を行っ
　ているが、PR効果や消費実績になかなかつながらない。 
・ブランドに対する共感や信頼などを通じて顧客にとっての価値を高めていくブラ
　ンディングをどう進めていいのかがわからない。 
・Ｂ級グルメに相当するものか、そうでないものなのか。 
・地場産品等の認知向上（地場産品等の洗い出し）、販路の拡大。 
・コラボ商品開発（例えばそばとマコモ）はできないか。
・地場産品の取扱店数をKPIにすると、地場産品の定義が曖昧な状況にあるため、
　そこの定義を明らかにしないと市町間においても数の乖離が生じる。ふるさと納
　税で出品している地場産品を地場産品とするなどの定義づけ（基準）が必要であ
　る。よって、現状で取扱店数をKPIにするのは難しい。 

まとめ
（結論）

・ブランディング（顧客自身に商品が良いと思ってもらう。）とマーケティング
（顧客に商品が良いと伝える。）とPR（商品が良いことを客観的に知らせる。）を
　区分した戦略が必要。 
①PR→②マーケティング→③商品開発→④ブランディング 
（PRやマーケティングの施策を進めることがブランディングにも影響を及ぼす。
　PR活動は明確な企業理念を共有し、一貫した戦略のもとで進める必要がある。）
・７年度の懇談会までに、協議の上指標を決定する。また、今後、東員町において
　もこの項目の協定締結はしていないが、参画の検討を行う。 

実施すべき事項

・農産物の販路拡大 
・直売所の共同利用 
・イベントでの直売、出店等 
・農産物生産者、流通業者と協力し、地元農産物を地元で消費できる仕組みづくり、
　体制づくりの支援をする。 
・三重北農業共同組合や、三重県などの関係機関と連携を行いながら、栽培技術の
　向上や新品種の導入などを進める。 
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地域内外の住民との交流・移住促進

施策名 17　空き家対策・移住、定住・交流の推進

意見のポイント

・起業者、移住者、定住者等により、空き家をリフォームやリノベーションする
など、空き家活用の意識は高まっており、行政も対策が必要である。

・空き家対策においては、行政だけでなく、民間（古民家再生等）組織と連携し、
できるだけ詳細な情報を収集する体制を構築するべきである。

・空き家に限らず、まちづくりは、行政、市民、民間（企業）が一体となって進
める必要がある。

・空き家に興味がある民間の力を借りる必要がある。
・空き家のリフォームやリノベーションの実施の制度設計（補助金事業による誘

導施策）が必要である。
・広報誌（ホームページ、FMラジオ、ケーブルテレビ）等を活用し、空き家にな

る前の対策の意識づけが必要である。
・空き家問題に悩む所有者を総合的にサポートする仕組を構築する必要がある。
・司法書士、宅建士などの専門家による相談会を開催し、ワンストップ相談窓口

の開設や補助制度による誘導施策等を行う必要がある。
・いなべ市・東員町でワンストップ相談窓口を共同開催するなどし、相談者数を

増やすことで、空き家対策につなげる。こうした相談者数を増やす取り組みが
成果指標（KPI）につながる。

第１回懇談会より
・圏域内で他の市町に移りたい、子どもの発達段階に応じて移っていくとい

うニーズを紹介できるような仕組みを構築できないだろうか

まとめ
（結論）

・施策を構成する事業として、民間や専門家等と連携をし、所有者を総合的にサ
ポートする仕組を構築する必要がある。

・補助金事業による誘導施策について検討する。

実施すべき事項

・先進事例の市町村の事務事業の把握
・民間組織を活用する方法の把握
・司法書士や宅建士による相談会開催方法の把握
・相続登記が義務化されたことなど、広報誌等で啓発を実施する。
・空き家を活用した移住者、定住者等を支援する仕組が必要。 

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見

地域内外の住民との交流・移住促進

施策名 18　外部人材活用の推進

意見のポイント

・外部人材を活用し、地域の魅力を引き出すための活動が実施されていると思う
が、実施内容が見えにくい。情報発信を強化する必要がある。

・定住自立圏に取り組む市町村（東員町、菰野町）は、本来活用できない地域活
性化起業人（以下、参考のとおり）を活用できるようになる。

・積極的に当制度を活用することによって、地方圏へのひとの流れを創出し、企
　業で培われた人脈やノウハウを活かしながら、地域活性化の取組を効果的・効
　率的に展開することは、有効な方策と考えられる。
（参考）「地域活性化起業人制度（企業人派遣制度）推進要綱」

制度の対象市町村
三大都市圏（三重県含む。）外又は条件不利地域若しくは定住自立圏に取り組
む市町村又は人口減少率が高い市町村
※条件不利地域＝山村振興法＝いなべ市／十社村、立田村（古田、篠立）

・地元住民ではなかなか気づけない地域資源。外部人材の活用により、外部の視
点で魅力発掘を行っていただけることは有用である。

まとめ
（結論）

・地域活性化の取組を効果的・効率的に展開することは、定住・移住・交流の促
進につながる。

・活動内容の情報発信を強化する。

実施すべき事項 ・活動内容の情報発信の強化
・まちづくりに関わる人材の確保
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上記のほか、結びつきやネットワークの強化に係る取組

施策名 19　デジタル技術の活用

意見のポイント

・いなべ市と東員町については、旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンで掲げてきた
　内容から基本的に変更はなく、校務支援システムや学校ICTにおいて連携を　
　図っていく。
・デジタル技術の活用調査一覧を活用して新たな連携を探していく。
・電子図書館について３市町で連携できないか。
・現状、課題については次回提案する。
・デジタル技術の活用に関する調査票を活用し、相互利活用の可能性を模索する。

まとめ
（結論）

・デジタル分野については幅が広く、それぞれの市町で進めている部分が多いた
め、連携の可能性があるものがあれば、その都度３市町で検討しながら進めて
いきたい。

実施すべき事項
・学校ICT活用事業
・図書館利用促進事業
・他圏域の先進事例の確認による洗い出し等による検討

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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参考

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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圏域内市町の職員等の交流

施策名 20　行政職員の資質の向上

意見のポイント

・自治体職員におかれている現状は、人口減少、少子高齢化の視点から結婚出
　産・子育て、定住促進、雇用創出、地域活性化などの課題を持っている。
・DXの推進や職員の働き方改革などにより、個々の職員に求められる役割が増し

ており、職の能力、意識向上をこれまで以上に図る必要があります。
・社会情勢の変化に伴う新たな行政サービスや複雑多様化する住民ニーズに対応

し、圏域の魅力ある地域づくりに向けて各種施策を打ち出すためには、職員の
資質を向上させる必要があります。

・職員同士の交流を通した多角的な視野を身に付けることで、対応能力を高める
必要があります。

・職員の人事交流を行うことで、職員の向上心を高めるなど、主体的に行動する
職員の育成を図る必要があります。

・県はコンプライアンス研修は職員全員に行っている。新規採用だけではなく管
　理職への対応は？
→コンプライアンス研修は、各市町で行う。合同で行う研修は、新規採用職員
を対象にした、別の内容を検討していく。

・「職員研修会参加者数」ではなく、「新規採用職員研修会参加者数」に変更し
てもよいのではないか。

まとめ
（結論）

・新たな行政サービスや複雑多様化する住民ニーズに対応するため、職員の資質
　向上が求められており、研修など３市町での連携を進めるべき。
・連携する事業については、内容を見直す必要がある。
・研修内容は新規職員に向けたものとするが、参加者は新規採用職員に限らない
　ため指標名は「職員研修会参加者数」とする。

実施すべき事項 ・合同職員研修

策定経過資料　第４次定住自立圏共生ビジョン策定に当たっての意見
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定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱
平成22年３月31日

告示第40号
　(設置)
第１条　定住自立圏構想推進要綱(平成20年総行応第89号)の規定に基づき、定住自立圏(以下
　「圏域」という。)において、定住自立圏共生ビジョンの策定又は変更に関し、関係者の
　意見を広く反映させるため、定住自立圏共生ビジョン懇談会(以下「懇談会」という。)を
　置く。
　(組織)
第２条　懇談会は、委員20名以内で組織する。
　(委員)
第３条　委員は、次に掲げる者のうちから、市長が委嘱又は任命する。
　(1)　学識経験のある者
　(2)　圏域の形成に関する協定書に掲げた政策分野の関係者
　(3)　その他市長が特に必要と認める者
　(委員の任期)
第４条　委員の任期は、次の各号に掲げる区分に応じ、当該各号に定める期間とし、再任を
　妨げない。
　(1)　定住自立圏共生ビジョン策定年度　委嘱した日が属する年度を含む３か年度
　(2)　前号以外の年度　委嘱した日が属する年度を含む２か年度
２　委員が欠けた場合の補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。
　(座長及び副座長)
第５条　懇談会に座長及び副座長を置き、委員の互選によりこれを定める。
２　座長は、会務を総理し、懇談会を代表する。
３　副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるとき、又は座長が欠けたときは、その職務
　を行う。
　(会議)　
第６条　懇談会の会議は座長が招集し、座長は、懇談会の議長となる。
　(意見の聴取等)
第７条　座長は、必要があると認めるときは、委員以外の者を会議に出席させて意見を聴き、
　又は委員以外の者から資料の提出を求めることができる。
　(庶務)
第８条　懇談会の庶務は、企画部政策課において処理する。
　(雑則)
第９条　この要綱に定めるもののほか、懇談会の調査審議の手続に関し、必要な事
　項は別に市長が定める。
　　　附　則
　(施行期日)
1　この要綱は、平成22年４月１日から施行する。
　(経過措置)
2　この要綱の施行後最初に開かれる会議は、第5条の規定にかかわらず、いなべ市
　長が招集する。
　　　附　則(平成28年１月21日告示第6号)
　この告示は、平成28年２月１日から施行する。
　　　附　則(令和６年６月28日告示第104号)
　この告示は、令和６年６月28日から施行する。
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定住自立圏共生ビジョン懇談会の会議に関する指針 
（令和６年７月31日決定） 

１　趣旨 
　　定住自立圏共生ビジョン懇談会設置要綱（平成22年いなべ市告示第40号）第９条の規定に基づき、　　　　　
　定住自立圏共生ビジョン懇談会の会議(以下「会議」という。)に関し、必要な事項を定めるものとす
　る。  

２　会議開催の事前公表 
　　会議を開催するときは、開催日のおおむね２週間前までに、開催日時及び開催場所（公開又は非公　
　開の別を含む。）を、本市のホームページにより事前公表するものとする。ただし、緊急に会議を開　
　催する必要が生じたときは、この限りでない。 

３　会議の公開基準 
　(1)　会議は、原則として公開とする。 
　(2)　懇談会座長（以下「座長」という。）は、会議の全部又は一部を非公開とすることが適当であ
　   ると判断したときは、当該会議に諮り、出席委員の過半数で決するものとし、可否同数のときは 
     座長の決するところによるものとする。 

４　傍聴者の決定 
  (1)　傍聴者の定員は10人以内とする。ただし、10人を超える傍聴が可能と座長が認めるときは、こ 
     の限りではない。 
  (2)　傍聴希望者数が定員（前号ただし書の規定により座長が定員を超えて傍聴を認めたときは、当
     該認めた人数）を超える場合は、先着順により傍聴者を決定する。 
  (3)　会議を傍聴しようとする者は、会議を開催する会場の受付で、定住自立圏共生ビジョン懇談会
     会議傍聴希望申請書(様式第１号)により申請を行い、傍聴許可証(様式第２号)を受領し、会議の
     会場に入場するものとする。 

５　傍聴することができない者 
    次に掲げる者は、傍聴席に入場することができない。 
  (1)　決定した傍聴者以外の者 
  (2)　危険物を所持している者、酒気を帯びている者その他審議を妨害し、又は他人に迷惑を及ぼす
     おそれがあると認められる者 

６　傍聴者の遵守事項 
    傍聴者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 
  (1)　会議開催中は静粛に傍聴することとし、拍手その他の方法により公然と賛否を表明してはなら
     ない。 
  (2)　会議の秩序を乱し、又は審議の妨害になるような行為をしてはならない。 
  (3)　会場内で飲酒、食事及び喫煙をしてはならない。 
  (4)　会場内で写真撮影、録画及び録音をしてはならない。 
  (5)　会場内で携帯電話等の無線機器を使用してはならない。 
  (6)　座長が会議資料を返却することが適当であると判断したときは、当該会議資料を事務局に返却
     し、持ち出してはならない。 
  (7)　傍聴により知り得た発言、委員氏名等を、インターネット、広報誌等で公表してはならない。

７　秩序の維持 
  (1)　座長は、会議の円滑な運営を図るため、傍聴者に必要な指示をし、又は事務局職員に指示させ
     ることができる。 
  (2)　座長は、前号の指示に傍聴者が従わないときは、当該傍聴者を退場させることができる。 
 
８　会議資料 
    傍聴者には、懇談会と同じ会議資料を配布するものとする。 
 
９　運営状況の報告及び公表 
    懇談会の運営状況の公表は、ホームページへの掲載により行うものとする。 
 
　　　附　則 
　　この指針は、令和６年７月31日から施行する。 
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年月日 実施事項 内容

平成21年９月１日 いなべ市中心市宣言
近隣自治体と連携する取組等を記載した中心市
宣言書を作成し、公表

平成22年３月
定住自立圏形成協定の締結
に関する議案を議会へ提出

いなべ市議会及び東員町議会において全会一致
で可決

平成22年４月９日 定住自立圏形成協定の締結 いなべ市、東員町

平成22年４月25日
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・定住自立圏構想概要説明
・旧員弁郡定住自立圏構想の取組状況について
・共生ビジョン策定スケジュールについて
・共生ビジョン素案について
　「圏域の現状・課題及び目指すべき将来像」

平成22年５月21日
第２回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・共生ビジョン素案について
　「圏域の課題と可能性」「圏域の将来像」
　「具体的取組事業」　

平成22年６月１日
　　　　　～14日

施策意見公募（パブリック
コメント）実施

・提出された意見　０件

平成22年６月25日
第３回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・共生ビジョン素案について（最終確認）
・いなべ市長及び東員町長へ報告

平成23年８月31日
平成23年度旧員弁郡定住自
立圏共生ビジョン懇談会

・旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンの改訂
・平成22年度の実績報告

平成24年11月16日
平成24年度旧員弁郡定住自
立圏共生ビジョン懇談会

・旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンの改訂
・平成23年度の実績報告
・若手企業人地域交流プログラム活動報告

平成25年11月17日
平成25年度旧員弁郡定住自
立圏共生ビジョン懇談会

・旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンの改訂
・平成24年度の実績報告
・若手企業人地域交流プログラム等の活動報告
・第２次旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンにつ
　いて

平成26年４月24日
平成26年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第２次共生ビジョン策定ｽｹｼﾞｭｰﾙについて
・第１次共生ビジョンの検証について
・第１次共生ビジョンの検証結果報告

平成26年５月19日
平成26年度
第２回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・旧員弁郡定住自立圏域内の人口について
・第１次共生ビジョン計画額に対する執行額に
　ついて

平成26年７月31日
平成26年度
第３回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第２次共生ビジョン（素案）について

定住自立圏の取組経緯
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年月日 実施事項 内　　容

平成26年９月26日～
　　　　10月27日

施策意見公募（パブリック
コメント）実施

・提出された意見　０件

平成26年10月29日
平成26年度
第４回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第２次共生ビジョン　市長、町長へ授与
・平成25年度の実績報告

平成27年12月25日
平成27年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第１次共生ビジョン総括
・第２次共生ビジョン改定（案）について

平成28年11月14日
平成28年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・平成27年度事業取組経過報告
・平成28年度追加施策について
・成果指標の設定について

平成29年10月12日
平成29年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・平成28年度事業取組経過報告
・共生ビジョン修正について

平成30年11月14日
平成30年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・平成29年度事業取組経過報告
・第３次共生ビジョンの策定について

令和元年５月27日
令和元年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第２次共生ビジョンの事業評価について
・第３次共生ビジョンの策定について

令和元年６月25日
令和元年度
第２回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第３次　将来人口目標について
・第３次　分野別課題及び基本方針について
・第３次　連携事業についての意見交換

令和元年７月22日
令和元年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン分科会

・第３次共生ビジョンに掲載する連携施策、連
　携事業、成果指標（KPI）の策定等について

令和元年８月23日
令和元年度
第３回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第３次　連携事業報告
・第３次　連携事業についての意見交換

令和元年９月26日
令和元年度
第４回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第３次共生ビジョン（素案）について

令和元年10月１日～
　　　　10月31日

施策意見公募（パブリック
コメント）実施

・提出された意見　４件

令和元年11月13日
令和元年度
第５回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第３次共生ビジョン　市長、町長へ授与
・平成30年度の実績報告
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年月日 実施事項 内　　容

令和２年10月23日
令和２年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・第２次共生ビジョン事業取組経過報告
・第３次共生ビジョン改訂（案）について

令和３年10月14日
令和３年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・令和２年度事業取組経過報告
・第３次共生ビジョン改訂（案）について

令和４年10月13日
令和４年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・令和３年度事業取組経過報告

令和５年10月12日
令和５年度
第１回旧員弁郡定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・令和４年度事業取組経過報告

令和６年３月

地方自治法第96条第２項に
規定による議会の議決すべ
き事件に関する条例の一部
改正案を議会へ提出

菰野町議会において全会一致で可決

令和６年６月
定住自立圏形成協定の締結
に関する議案を議会へ提出

いなべ市議会及び菰野町議会において全会一致
で可決

令和６年６月28日 定住自立圏形成協定の締結 いなべ市、菰野町

令和６年７月31日
令和６年度
第１回定住自立圏共生ビ
ジョン懇談会

・定住自立圏共生ビジョン懇談会の会議に関す
　る指針（案）について 
・定住自立圏構想概要説明
・第４次共生ビジョン策定スケジュールについ
　て
・令和５年度取組経過報告について
・第３次旧員弁郡定住自立圏共生ビジョンに対
　する検証結果について
・第４次共生ビジョンの第１章～第４章につい
　て 

令和６年８月21日
令和６年度
第２回いーとこ定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・分科会の進め方について
・各施策における現状と課題の整理
・各施策に連携する事業構成の整理

令和６年９月24日
令和６年度
第３回いーとこ定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・分科会の進め方について
・各施策における成果指標の整理

令和６年９月
旧員弁郡定住自立圏形成協
定の変更に関する議案を議
会へ提出

いなべ市議会及び東員町議会において全会一致
で可決
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年月日 実施事項 内　　容

令和６年10月１日
旧員弁郡定住自立圏形成変
更協定の締結

いなべ市、東員町

令和６年10月24日
令和６年度
第４回いーとこ定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・分科会の進め方について
・各施策の完成

令和６年11月１日～　　

　　　　11月30日
政策意見公募（パブリック
コメント）実施

・提出された意見　12件

令和６年12月25日
令和６年度
第５回いーとこ定住自立圏
共生ビジョン懇談会

・パブリックコメントの意見及び回答について
・第４次共生ビジョンと今後の進め方について 
・第４次共生ビジョンに対する答申案について 

令和７年１月24日
第４次共生ビジョン（案）
答申

・諮問に対する答申の提出



氏　名 役　職　等 分　野

　岩崎　恭典　◎ 四日市大学　前学長 有識者

　和氣　城太郎○
三重県桑名地域防災総合事務所地域調整防災室
副所長兼地域調整防災室長

行政

　相田　直隆 いなべ総合病院　院長 医療

　福本　美津子 社会福祉法人モモ　理事長 福祉 

　三宅　徹
社会福祉法人いずみ

　地域生活支援センターふらっと　センター長
福祉 

　黒田　寿美 ＮＰＯ法人こどもぱれっと　副理事長 福祉 

　二之夕　博和 いなべ市教育総合研究所　所長 教育 

　野田　智文 株式会社デンソー大安製作所総務人事厚生課　課長 産業振興 

　小葉松　賢治 一般社団法人ＪＯＩＮ　ＴＯＩＮ　代表理事
産業振興
定住移住促進 

　小林　弘樹 ジャパンマテリアル株式会社総務人事部　部長 産業振興

　岡　正光 　一般社団法人グリーンクリエイティブいなべ　代表理事  
産業振興
地産地消
定住移住促進

　西田　太郎 一般社団法人菰野町観光協会　副会長
産業振興
地産地消

　中川　康司 三重交通株式会社桑名営業所　所長 地域公共交通

　末吉　利敎 一般社団法人三重県タクシー協会　会長 地域公共交通

附属資料（第４次定住自立圏共生ビジョン懇談会委員名簿）

令和６年度

◎　座長　　　　○副座長　　　　　　　　　　（敬称省略　順不同）

108

第４次定住自立圏共生ビジョン懇談会委員名簿　



第４次 いーとこ定住自立圏共生ビジョン

発行日：令和７年１月24日

編　集：いなべ市 企画部 政策課
　　　　〒511-0498　三重県いなべ市北勢町阿下喜31番地
　　　　電話　0594-86-7741

　　　　東員町　政策課
　　　　〒511-0295　三重県員弁郡東員町大字山田1600番地
　　　　電話　0594-86-2811

　　　　菰野町　企画情報課　政策推進室
　　　　〒510-1292　三重県三重郡菰野町大字潤田1250番地
　　　　電話　059-391-1105



第３次いなべ市総合計画策定に伴う

市民満足度調査 自由意見一覧

企画部 政策課



● ・・・・・・・・・・・ 3

● ・・・・・・・・・・・ 6

● ・・・・・・・・・・・ 7

○

・ 多様性社会（4件） ・・・・・・・・・・・ 9

○

・ 子育て（76件） ・・・・・・・・・・・ 10

・ 教育（26件） ・・・・・・・・・・・ 16

・ スポーツ（20件） ・・・・・・・・・・・ 18

・ 歴史文化・芸術（7件） ・・・・・・・・・・・ 20

・ 生涯学習（29件） ・・・・・・・・・・・ 21

○

・ 健康・医療（33件） ・・・・・・・・・・・ 24

・ 高齢福祉（36件） ・・・・・・・・・・・ 27

・ 障がい福祉（8件） ・・・・・・・・・・・ 30

・ 地域福祉（10件） ・・・・・・・・・・・ 31

○

・ 公共交通（86件） ・・・・・・・・・・・ 32

・ 道路網（62件） ・・・・・・・・・・・ 39

・ 上下水道（8件） ・・・・・・・・・・・ 44

・ 生活環境（69件） ・・・・・・・・・・・ 45

・ 土地利用（8件） ・・・・・・・・・・・ 50

・ 防災（１４件） ・・・・・・・・・・・ 51

・ 防犯（２７件） ・・・・・・・・・・・ 52

○

・ 農林・畜産業（61件） ・・・・・・・・・・・ 54

・ 産業振興（６４件） ・・・・・・・・・・・ 58

・ 観光（48件） ・・・・・・・・・・・ 63

● ・・・・・・・・・・・ 67

目　次

【共通視点】 １ 市民が主役のまちづくり（39件）

【共通視点】 ２ いなべブランドの創造（2件）

【共通視点】 ３ 定住・移住・交流の促進（20件）

１　みんなでつくるまち

２　「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

５　「にぎわい・愛着」創生のまち

その他の意見（１０１件）



市民主役 39 件

1

自然を活かし共生した街づくりを望みます。問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカー
ボンシティ/チャレンジカーボンニュートラル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）の取り組みは、
いなべ市も取り組んでいることを知りませんでした。やはり市政や市のことを知る機会は限られてい
ます。自分のように市外で仕事をしていると、勤務地よりも住んでいる所の方が情報がはいらないも
のです。 勿体無いと思います。何事も認知度をあげていくことは大切ですし、スタートはそこからで
すので、若者から年配の方までいかに市民に情報を浸透させるのかを検討し、総合計画を推進して
頂きたいです。

2

市政が掲げる方向性と自治会の活動の実態のバランスを検証し見直しを勧めていただきたいと思い
ます。どのような政策も基本的人権に照らし進めていただくことを切に願います。

3
新に移住して来た人（アパートは除く）が地元自治会に入会せず、ゴミ当番もしないことを認める住民
課のやり方はいかがなものか？将来の自治を誰が守って行くのか？

4
近所同士のコミュニケーションは大切に思うが、組体制は不要ではないかと思う。自治会体制で充
分。

5
市がいろんな事を自治会に投げてこない  結局自治会員の負担が増えるだけ  それならば市は何も
しないほうがよい

6

少子高齢化が進む中、（今後増え続ける高齢化に対して）交通の便、日常の買い物などの支援をもっ
と充実させて、1 人 1 人に寄り添った計画にしていただきたい。紙のアンケートだけでなく、自治会
長さんに生の意見を聞いてもらいたい。反映していけるような取組をしていただけると有難い。

7

退職後の生活に自治会、村役他でゆとりが無い。40数年間働き終えて、やりたい事をし様にも、無理
である。年金生活者に多くの役を負担さす市政を改善して頂きたい。ex）自治会制度、組制度等々

8

高齢者、障害者が住みやすいまちにしてほしい。組とかで生活をしばる仕組みをやめてほしい。個人
の自由な考え方を認めあえる環境であってほしい。

9

夫が障がい者なのですが障がい者向けの働く場所がなく、今は桑名市まで通っています。いなべ市
で働けれるような場所を作ってほしい。夫いわく「障がいがあると言っているのに、自治会の役をや
らされる」とのこと。もっと市が入って何とかして下さい。

10

他県の方が、梅林公園やにぎわいの森の事を、知っていてびっくりするとともに、いなべ市を知って
いることをとてもうれしく思いました。もっともっと観光する場所を増やしてほしいです。高速も便利
になり、インスタですぐに情報共有できる時代だから、さらにいなべ市゛広がれ″と思います。

11

いなべ市が提供する支援制度に該当する住民への通知を確実に行ってほしい。（申請しなければ支
給されないお金はそもそも制度をしらなければ申請すらできない為上記の事を徹底してほしいで
す。）

12
いなべ市の良さを情報発信して、゛住みたい街″を目指してください。

13
いなべ市が行っている各活動について知らないと回答せざるをえませんでした。皆が知り得れる方
法を構築していただきたいて思います。

14
市について、知らない事、わからない事が多い事に気付く。今後は、広報やホームページにもっと詳し
く目を通していきたい。

15
市民全体に情報を徹底しないと行政が勝手にやっている。と言った事はさけないと‼

16 市民へのアピール強化

17

いなべ市もっと世界に発信していなべ市を発展して魅力の市にしてほしい。  救急車の件市議会でタ
クシー代わりにつかうなと意見が○○議員が話していましたがいなべ厚生病院が見てくれません。ま
た他の病院も見てくれません。しかたなく桑名の病院救急車の中でなくなる事が多い  24 時間対応
できる総合病院に見てほしいです。お願いします。

自由記述 分類

市民主役・環
境、美化

市民主役・人権

市民主役・環
境、美化

市民主役

市民主役

市民主役・公共
交通・地域福祉

市民主役

市民主役・高齢
者・ 障がい者

市民主役・障が
い者・労働

市民主役・観光

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役・健康
医療
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市民主役 39 件

自由記述 分類

18

「まちづくり」よりも先にやはり「むらづくり」が大事。市町の規模になると個人の考えは及ばず、メ
ディア情報に流されて自分で考えることをしなくなる。例えば自治会の規模であれば、自分たちのこ
ととして考えることができる可能性が高い。「むらづくり」の集合体が「まちづくり」となればそれでよ
い。

19

いなべ市に引越しをしてまだ２年弱しか経っていなく自分自身も積極的に参加や興味がわかずにい
ました。いなべ町にパートに行き出し、少しずつコミュニティに興味をもってきています。が、行動に
はまだです。今後は行動していける様に。

20

いなべ市はいろんな事にチャレンジしていると感じますが、もっと市民の意見の吸い上げや、市民が
行動を起こして開催しているイベントに、行政として応援してくれる体勢をとってもらえるともっとい
なべ市が活気づくと思っています。市民から上がる意見が少ないとも聞いていますが、頑張っている
市民活動をフォローしてもらえる体勢をとってもらえると大きな力になると感じています。いなべ市
はとても良い街だと感じています。他の地域から、魅力ある街として人を呼び込める活動をお願いし
ます。

21
いなべ市は市民より他から人を呼んでの町づくりをして市民はおきざりになっている。新しい物がよ
いわけではない住みやすい町にしてほしい…

22
いなべ市は情報発信等色々と頑張ってみえると思っています。これからも、次の世代の方達の為に
も、よろしくお願いします。

23

いなべ市がアウトドアや都市開発、高速道路などのインフラに力を入れているのは生活をしているだ
けで分かる。 しかしそれ以外については市のリンク以外で知るすべが無く、何に力を入れ、5 年後、
10 年後、20 年後といった先の未来をどうしたいのかが見えない。  正直、「今これをやっています」
的な事くらいしか伝えていない様に思える。  LINE などの SNS を使うなら、もっと情報発信が
あってもいいのではないかと思う。

24

各自治体が行なえる総合計画、過去の実績、その時の計画達成度を知りたい。計画のみで終ってな
いか？効果、実績を確認し、達成度を示してほしい。意見を示しても、3 次計画が何で令和 17 年に
どうだったか現在の進行状況も知りたい。満足度調査だけ一方通行では解答する価値がない。

25

行政はリーダーシップをとって住民にとってよいと思うものは積極的にやって下さい。意見もいろい
ろでしょうが心の健康を大切に、仲間と協力して、がんばってください。

26

市になってから一体感が感じられなくなりました。市民が置き去りになっている様な気がします。い
なべ市が今どんな状況なのか、将来の方向性が全く見えません。旧町がもっと協力しあい本当の意
味での合併をして欲しいです。

27 市民の為に  市民第一

28

素敵なテーマやスローガンを掲げた事業をすすめても、太い動脈の血流は盛んになったように見え
ても、毛細血管の先々には行き届いているとは思いません。何も変わらない。例えば、パワハラやセ
クハラが役所や大きな事業所では見直されてきても、地域や小さな事業所には、まだまだ浸透して
いません。安心と安全を真に目指したいなべ市であってほしいです。

29

問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカーボンシティ/チャレンジカーボンニュートラ
ル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）の取り組みは、聞こえは良いが大きすぎてピンとこないよ
うな気がする。市長や幹部職員の自己満足的な行いのように思える。全く必要ない取り組みとは言
えないが、満足せず、市民に寄り添った取り組みを重要視してほしい。よろしくお願いします。

30

まず前提として、今回のアンケートに真摯に向き合っていただきたいです。 いなべ市として取り組む
際は、各世代の意見を取り入れ、周知徹底をお願いします。周りに自慢できるいなべ市になること
を、私たち市民が何より強く目指していると思います。 市民と行政の意見交換はとても大切に感じ
ます。今回の機会を無駄にせずにより良いまちづくりを期待します。

31

町作り協議会を発足して多様な人材を委員としてよく検討して進めていく。まちの中心となる場所を
定めてそこから周囲を固めていく。第三者が見ていなべ市の中心が明確になるようにする。

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役

市民主役・労働

市民主役

市民主役

市民主役・都市
計画、土地利用
計画
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市民主役 39 件

自由記述 分類

32

まちづくりとは大きなテーマでして、小さな幸せに満足している日々です。ただ満足できるまちづく
りは、やはり好きなまちにしたいという自分発信が大切だと思います。こんな自分が好き…という自
己肯定感のようなものも自分から色々なことをしてまわりにみとめられて自分も満足して…という
ような感じが街をよくしていく力になっていくような気がします。体の少し不自由な自分ですが心は
不自由ではないなぁ…と思うので私にも何かできることがあるなら参加したいと思うばかりです（お
仕事御疲れ様でございます）

33

私が住む地域は明らかに高齢化が進んでおり、10 年後、自治会を担う人数は激減することは明白で
ある。行政の力を借りることができるのか心配。（特に草刈り）。今やるべきことは観光でないことは
確か。広いいなべ市地域によって異なる実状を行政が把握し施策を立てるべき。

34
市民から希望者を集め新規プロジェクトを推進するチームを作り地域企業と協力して、いなべブラン
ドを立ち上げ市政を活性化する

35

他市町でいなべ市の話をすると、「いなべっていいですよね！！」という反応がとても多い。この理
由で多く聞かれるのは「楽しそうなことやってる」「市民が街づくりにからんでる雰囲気がある」「なん
かおしゃれ」等。自分が接する対象者の範疇では、「自分の街もそうあったらいいのにな」という雰囲
気で「いなべいいね！」と発言されているように感じる。 いなべ市に移り住み、一緒に街づくりしま
しょう！と言えるような取り組みや施策（移住促進）と、 いなべローカルの方の「誇りの見える化（特
に小学校～高校生までの教育層）」に取り組めるといいと考える。 議会の改革、行政の方々の積極的
な施策実行、いなべ市の「公」には、本当に感謝と尊敬ばかりです。 私の願いは、自分自身が生まれ
育った故郷をとても大切に思っているという「愛郷心」を、いなべ市に生まれ育つ全ての子どもたち
に育むこと、そこから豊かなまちづくり・社会づくりに一歩を進める町であってほしい（し、自分もか
かわりたい）ということです。

36
地元民の方々がいなべ市に住んでいてやっぱり良かったなぁと思える事を推進して頂きたい。最近
の様子は、外からの人に対しての政策が多く見受けられますので。

37

懇談会を各地域で開催し要望等意見を聞く場を開催することが望ましいと思います。  （要望）合併ま
では、市道の草刈り等充実していたが、合併後草刈りが行なわれていない状況が続いていると思わ
れている。  旧庁舎等の施設があり維持管理費用が必要と思われる。これらを取壊し等検討後に、新
たな発想で施設を建設すべきである。  税収確保のため企業誘致を進めるべきではないか。  偏った
地域ばかり整備するのではなく、各町を

38

自然を生かした、若もの（若い世代）に向けた施策が中心になっているように思う（若い世代を市に
呼び込み活性化を図るといった…）。そのことには賛成ですが、プラスして、これまでいなべ市が育ん
できた歴史や文化を大切にし、残していく努力ももっとしてほしい。以前に比べ、地域の結びつきが
極端に減ってきています。コロナが拍車をかけました。田舎ならではの暮らしのよさを考えてほしい
です。

39
ＳＮＳでの発信を増やすべきと考えます

市民主役

市民主役・観光

市民主役・いな
べブランド

市民主役

市民主役

市民主役・道
路・都市計画、
土地利用計画・
産業振興・他

市民主役・文化
芸術・観光

市民主役
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いなべブランド 2 件

1

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが人
口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるところ
は多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も限
られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさと
納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少し
がんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益も
上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

2
市民から希望者を集め新規プロジェクトを推進するチームを作り地域企業と協力して、いなべブラン
ドを立ち上げ市政を活性化する

自由記述 分類

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

市民主役・いな
べブランド

- 6 - いなべブランド(2)



定住移住 20 件

1
空き家が増加傾向にあり限界集落に進みつつある。若者の定着及び結婚しない出来ない人が多くみ
られ、この辺に問題を感じる。

2

いなべ市の特色を生かした自然への取組や道路整備など序々に変化しつつあると思われる。他県か
ら来て自然の美しさに共感出来ればそれはすばらしい事と思うが、公園や遊具などがなく子供達や
若い世代が楽しく集まる場所がないと思う。管理も大変とは思われるが定住、移住なども考慮し大切
な取組の一つと思う。

3

子供たちが自分の足で遊びに行ける公園が少なく感じます。若い人たちがもっと盛り上がれる場所
がないと、移住してくる人は少ないと思います。こんなに自然豊かな場所なのに有名なスポーツ選手
が少なすぎます。若者に未来を‼

4

人口減少対策として外国人の移住者を増やし彼らとの良好な人間関係を構築する為に各地域での
対応会議が必要かと思います。チャイニーズドラゴンは今は凶暴な集団のようですが元は中国残留孤
児の子供達が日本人からの差別に対応する組織だったそうです。いなべ市はそんな凶悪組織を作ら
せない為にも外国人移住者を暖かく迎えて入れなくてはなりません。それには地域住民と移住者の
仕事以外での接点が必要ですね。都会に比べて田舎では外国人移住者に対する偏見が強い傾向に
あるかもしれませんね。

5

サマーキャンプのようなイベントを開催し、様々な地域の人にいなべの魅力を知ってもらえたらと思
います。人との交流が減っているなか、年齢・性別・国籍にとらわれず、コミュニケーションを楽しむ場
所を増やす必要があります。イベントをきっかけにセカンドハウスを持ったり、移住する人も増えるの
ではと期待しています。

6
いなべ市より若者が出ていき、地域の高齢化が進んでいます。若者がすみやすい町づくりをしてほし
いです。

7

人口減少の時代を迎えた今、人口の維持とりわけ若者の増加策や求められるいなべ市における未来
への投資として若者流入策として子供が義務教育を終えるまで市民税を免除するしか抜本的な政策
で若者及び子供を増やす。政策も必要である思いきった政策でなければ効果が得られない。

8

私の住んでいる地域では、我が家の子どもが入学後、小学校に上がってくる子がいない状況です。若
者が移住したり、都市に出ていかず地元に残ってくれたりしてもらえる、対策などがあればもっとい
なべ市も活気づくと思います。よろしくお願いします。

9

（特に若い方）市外の人々が「いなべに住みたい！いなべで仕事をしたい！」と思えるようなまちづく
りをしていきたいです。また、唯一無二の観光地があるともっと活発になるのにな、と思います。

10

市民全員がお金と心のよゆうがあると全員笑顔になれる自然と。又、出生率と人口増加移住増加の
計画強化。三重県一住みやすい市になれますように。

11

①高齢者が生きがいを持って暮らせる市になってほしい②大型店舗の進出に伴って各町の商店街が
寂れているので、これらを昔の様に活気にあふれた商店街にしていってほしい③環状線完成に伴い、
これらをいかに市の活性にいかしてくか、今市の発展の大きな鍵になついると思うので、頑張ってほ
しい④子供達がいなべ市から出ている者が多い。これらの若者をこの地に定住させる方策を考えて
ほしい⑤医療体制をもっと拡充し、他の市等に患者を搬送しなくてもよいように頑張ってほしい

12

阿下喜在住です。少しずつ阿下喜を中心に観光の方がみえていますが、「新しい若い方向けの施設・
店舗」と「従来より生活している方」との交流があまり無く、本当の意味でのまちづくりと離れている
ように感じます。また、商店街中心に空き家が有り、高齢化が進んでいるのも心配です。空き家を利
用したり、移住してもらえるような環境整備が必要だと思います。

13

田園の管理、農業の継承問題、土地崩壊が始まっている。空家の増加、高齢者世帯増加により、10 
年後、地域が崩壊してしまう。子供がいない若い人達の定住化の促進が必要。家の跡継ぎがいない

自由記述 分類

定住移住・住宅

定住移住・生涯
学習・子育て

定住移住・ス
ポーツ・子育て

定住移住・防
災、防犯

定住移住・観光

定住移住

定住移住・他

定住移住

定住移住・観光

定住移住

定住移住・健康
医療・高齢者・
産業振興・観光

定住移住・住
宅・観光

定住移住・住
宅・高齢者・農
林業、畜産
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定住移住 20 件

自由記述 分類

14

土地の有効利用と集客をねらうならコストコやイケヤとかアウトレットなどを誘致すると東海環状を
使ってたくさん人がやって来てくれるのではないかぜひ住民にとっても便利な大規模商業地を作っ
てほしい。にぎわいの森も予想どおり平日は客足もへってきているので観光産業よりも市民にもあ
りがたい商業地を作ればよい。  獣害対策の部分的補助よりももっと市ぐるみで対策をしていかない
とこのままでは農業従事者も減るだろうし、家庭菜園でたのしむこともできず生きがいも失うだろう
し、いなかにすんでいてよいことは一つもなくなってしまうので何とかしないといけない。早急に対
策しないと子そだても、若者の定住も期待はできない。  箱物を整理し（例えば図書館を１つにすると
か）予算を重要度の高いものへまわしていって欲しい。そうすれば明るい未来がすこし見えるかも知
れない。

15

文化の振興からのまちづくりの視点を今後とり入れていって頂きたい。東海環状自動車道の開通を
機に隣県の自治体とも連携しながら、観光の振興に力を入れて頂きたい。若い人たちが定住・移住し
やすいような住宅改革を検討願いたい。

16

若者が住みたい、住み続けたい町作り。担い手をつくるための協働体制の充実。日本をリードするぐ
らいの教育先進地。コンパクトシティー、スマートシティなど持続可能なまちのビジョン。非認知能力、
道徳心の向上につながる文化芸術施策の拡充。

17

自然やアウトドアなどでいなべ市は自然があるイメージを確立させつつ、今後も工場などの事業誘致
を進めてしっかり稼いで定住できる街にして欲しいです。 観光的な面を伸ばすのもありですが、いな
べ市全体を支えているのはトヨタ車体やデンソーなど大企業の工場があり、所得が他県よりも高い
ところにあるので、しっかり稼げる街というのが一番のポイントです。 今後も企業誘致に力を入れて
頂きたいです。 あと、員弁町は幹線道路沿いに農振地域が多く、商業施設や住宅が造りにくく、いな
べ市役所が移転してから発展が止まっています。 桑名方面からの玄関口としてもう少し華やかにし
たほうがいいと思うので、無駄な農振地域や線引きはやめて、実需を取って欲しいと思います。桑名
方面の方でも仕事がいなべ市で北勢町は遠いが員弁町あたりならまだ住んでも良いという方が多い
です。東員町のほうが住むには人気ありますが、東員町は住宅地が高騰して桑名と変わらない価格
になってるので、いなべ市の新しい保育園や小学校、購入しやすい土地価格、ゆったりと子育てしや
すい広い敷地、オシャレな店も増えてきて魅力的と揃ってきているいなべ市に来てもらえるよう、玄
関口の員弁町を華やかにするべきだと思います。

18

最近隣近所にあき家がふえてきています。税金もあき家にかかるようになり、我家も夫婦 2 人ぐら
しの高齢ですので、今後のことを心配しています。息子と娘も都会にでていっており、いなべ市に戻
るよう言いますが、やりたい仕事がないと言って帰ってきてくれません。観光に力を入れて頂くこと
も必要ですが、市民の生活の場として今後をどう支援して頂けるのか一緒に考えていきたいです。

19

藤原への工場の誘致（人がふえてほしいから）。高齢者（空き家）が多く若家族が地元定着せず他の地
域で新しい家を持つ傾向です原因は何なのでしょうか？行政として調査し思い切った対策を考えな
ければますます人の流失（人口減）するのではないでしょうか。

20

人口がこれ以上減少しないように若者でにぎわう町であってほしいと思います。道路整備だけでな
く、近鉄の急行が止まる駅、大学がある町であるといいと思います。少子化で夢のまた夢ですが、活
気のある町になるといいなと思います。

定住移住・生涯
学習・子育て・
農林業、畜産・
産業振興・観光

定住移住・住
宅・文化芸術・
観光

定住移住・都市
計画、土地利用
計画・教育・文
化芸術・産業振
興

定住移住・都市
計画、土地利用
計画・産業振興

定住移住・住宅

定住移住・住
宅・高齢者・産
業振興

定住移住・公共
交通・道路

- 8 - 定住移住(20)



多様性社会 4 件

1

市政が掲げる方向性と自治会の活動の実態のバランスを検証し見直しを勧めていただきたいと思い
ます。どのような政策も基本的人権に照らし進めていただくことを切に願います。

2

よくも悪くも自然豊かであるのでその強みを活かして欲しい。交通事情、「田舎の割に混んでる町」の
イメージがつかないよう努力してほしい。群馬県草津町のセカンドレイプ騒動のような女性の権利を
謳い他者や町の権利や誇りを奪う者が出てきても負けない街であってほしい。

3

農業をやめたくてもやめられないので、制度改革や、機械化の進展が必要。  人と人との信頼関係を
築くために悪口を言わない、人権尊重、個人情報保護の意識付けが必要。

4

地域の寄り合いに女性が参加したい‼（現在は男性ばかりで女性の意見が反映されていないと思う）
だから日本は女性の政治家が少ない‼  自転車専用道路を整備して欲しい（藤原在住なので）農免道
路でよく自転車を見かけるが、車と同じように道路を走っていて、互いに危険。事故が起きる前に整
備すべき‼整備がされていないのに自転車を受け入れるな、と思います

自由記述 分類

市民主役・人権

道路・環境、美
化・人権

農林業、畜産・
人権

道路・男女共同
参画

- 9 - 多様性社会(4)



子育て 76 件

1

私自身は自転車にそれほど興味ありませんが、最近では毎年のツアーオブジャパンが定番のイベント
となり、平日でも自転車で走る方をよく見かけます。特色ある街づくりという点でも、いちドライバー
としても、自転車専用道路の整備がされていると良いと思います。自転車にも自動車にも安全に走
れるようになってほしい。数年前、藤原地区では 5 つの小学校が統合されて 1 つになり、廃校とな
りました子供達の通った校舎、そしてこのいなべ市の豊かな自然環境を最大限に活かせるような所
をつくったり、特に遊具とかはなくひたすら自然の中で自分達であそび方を工夫してすごせる保育園
みたいな所があれば若い人達もたくさん来てより魅力ある活気あるいなべ市へと発展できると思い
ます。反面、私の住む地域では高齢化の波が止まりませんが、やはり自動車が無いと移動が不便で自
動車が手ばなせない人が多いです、Ⅰバスは本数が少ないし、時間、行く先・方向が限定されてて使
いづらさを感じます。乗り合いタクシーの導入など、時間帯・行き先に限定せず自由に動ける足がな
いと免許返納は難しい。早急に対策おねがいします

2

名古屋、津へ通勤圏内ですが三岐鉄道が不便なため、多くの友人、知人が移住してしまいました。転
出を減らし転入を増やすために、公共交通機関を充実させて欲しい。高速バス、ＬＲＴ等の検討をして
欲しいです。  子育て世代への減税施策も速やかに検討して欲しい。  小・中学校の通学路の整備（歩
道がなく非常に危険です）

3

北勢線を残すことができるまちづくりをしてほしいです。グランド、体育館を気軽に使えるようにし
てほしい  子供の習い事の情報源が口コミになっているので、一覧になっている冊子があるといいと
思います

4

北勢町あたりにセルフのガソリンスタンドがほしい  高速道路はいつ完成？わかりづらい  大きい道
の歩道にはしっかりとガードレールをつけてほしい（特に通学路）  子どもが安全にあそべる公園を
もっと増やす整備してほしい

5
もっと外灯を増やして、夜道の危険を減らす努力が必要。公園を増やして、子供が外で遊べる場所を
つくる。電車の本数を増やして、交通の便利性を高める。

6

子供が自由に安全に遊べる場所がない（公園など）  。歩道がない。横断歩道などが薄いのに整備さ
れない。車の速度が速い。（安全意識が低い）  〔基本的に安全に関する意識がかなり低い〕安全環境
の整備。

7

街灯やカーブミラーを増やしてほしい  子供の予防接種の補助など  医療費窓口負担 0 にしてほし
い

8

昨年 12 月に（阿下喜）北勢町に住みはじめました。出身は大安町なのですが北勢町には公園が少な
く車を使わないといけない場所にしかありません。小さい子どもでも遊べるような公園を作ってほし
いです。子どもを遊ばせる場所が少なく困っています。

9

近くに公園がないので小さな子供を遊ばせる為に行く所は石榑小学校です。ですが、他の学校と違
い、遊具が無さすぎる。遊具が無いかわりに以前経っていた校舎跡に鉄の棒？を打っていたり、子供
達が体を動かす為のものとは関係のないものばかりある、転んだら危険。だから子供が外で遊ぶ姿
をあまり見かけません…。学校なのだから大きな遊具一つ位あっても良いと思います。

10
子どもがあそべる公園が全然なくて、外であそべない。公園を作ってほしい。道路に歩道が少なく
て、子どもだけで外へ出す事が不安でしかない。

11

自然は多いが、身近に触れ合う自然が少ない子供たちが遊べるような小川や水と触れ合う公園等の
整備。プロ野球や高校野球が開催できるようなスポーツ施設の整備。

12

孫が遊びに来てブランコあると言ったが公園がないからね…小学生位まで遊べる所があればいいの
に…道路もきれいに整備してある所と昔のままの所も、同じようにしてほしい。作物も作っても動物
に食われる。日本は自給が少ない考えないと。

13

住宅用地を増やす→人口増  市内に大きな公園がない（東員町のような公園がほしい）  若い世帯を
増やすには、公園も必要（東員町が良い例と思います）

自由記述 分類

公共交通・道
路・子育て

公共交通・道
路・子育て

公共交通・ス
ポーツ・子育て

道路・子育て・
産業振興

公共交通・道
路・子育て

道路・防災、防
犯・子育て

防災、防犯・健
康医療・子育て

生涯学習・子育
て

教育・子育て

生涯学習・子育
て・道路

生涯学習・ス
ポーツ・子育て

道路・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

都市計画、土地
利用計画・住
宅・生涯学習・
子育て

- 10 - 子育て(76)



子育て 76 件

自由記述 分類

14
図書館が小さく古い為、大きく新しい図書館がほしい。（安城市図書館の様な）小さい子ども向け様
の屋根付きの遊べる施設があれば、子育ても充実すると思います。

15

いなべ市の特色を生かした自然への取組や道路整備など序々に変化しつつあると思われる。他県か
ら来て自然の美しさに共感出来ればそれはすばらしい事と思うが、公園や遊具などがなく子供達や
若い世代が楽しく集まる場所がないと思う。管理も大変とは思われるが定住、移住なども考慮し大切
な取組の一つと思う。

16
自然を上手く活用して地域の活性化  子供達が外で遊べる環境作り  自由にグラフィティーがかける
スペース

17

いなべ市独自の子育て世帯への給付金等、支援活動を積極的に行い、若い世代が住みたいと思える
支援をしてほしい。過疎化が進む中、支援活動で戻ってきやすい市にしてほしい。

18

いなべに引っ越して 8 年月。外食する所も少なく田舎だなと思ってました。子供が生まれ田舎のの
んびりとした所で子育てもいいものだなと今は思います。近くに子供が遊べる場所（大きな公園や水
遊び出来る公園など）があればなお子育てしやすいです。

19

学童について、利用したくても利用できない人がいると聞いています。仕事を続けたいのに、子供を
安心して預けることができない。施設の充実と、人員の確保を願います。

20
高校生通学定期券の補助を検討して頂けないでしょうか。兵庫県神戸市で実施されているようです。
子供の教育の為に。

21

子育て支援に力を入れて欲しい  若い人達がまちづくりに参加しやすいまちづくりに。これからは若
い人が住みやすい、いなべ市にしていって欲しいです。  活気ある市にするには若い人の意見をとり
入れて欲しいです。

22
子育て世代に手厚い支援して未来に備えた先行投資して 10 年、20 年のいなべ市を築いていきま
す

23
子どもが安心して暮せるようにしてほしい。

24

子供が子育てしやすい町というので東員町に家を建てたのですが、住んでみたら最寄りの保育園に
入園出来ない等、全く予想外で子育てのしにくい町だと言ってました。いなべ市に移住してもらった
方にそのような事がないような゛子育てしやすい町″にして頂きたいと思います。

25 子供達が結婚して、子供を生み育てやすいいなべ市であってほしいです。

26

子供たちが自分の足で遊びに行ける公園が少なく感じます。若い人たちがもっと盛り上がれる場所
がないと、移住してくる人は少ないと思います。こんなに自然豊かな場所なのに有名なスポーツ選手
が少なすぎます。若者に未来を‼

27
子供達の安全、安心の町づくりをお願いします

28
子供達の安全に暮せる町づくり

29

子供の療育施設（保育園児の）の場所を増やして欲しい。桑名市では保育園と一体化？同時に療育も
してくれる所があると聞いた。共働きで保育園とは別施設へ療育に通わせる事が困難で将来自分の
子どもの心配、自分の仕事キャリアもある為、どとらか優先して選べないから、いなべ市内にも親子
生きやすい場所、施設展開してほしい。

30

仕事をやらないと生活ができない中、子供が保育園に落ちることで収入が減り、生活が不安定にな
ります。老人も大事かもしれませんが、これから生きていく子供達、とその子らを育て上げてかなあ
かん親たちが仕事と子育ての両立ができるよう良くしていただきたいですね。無理だと思いますが。

31
小・中学校まで徒歩 30 分以上は夏場の子どもは熱中症で死んでしまわないか不安  通学路の歩道
の整備  水あそびできる公園がない  ブランコが安全なやつがいい

生涯学習・子育
て

定住移住・生涯
学習・子育て

環境、美化・子
育て

子育て

生涯学習・子育
て

教育・子育て

子育て

子育て

子育て

防災、防犯・子
育て

子育て

子育て

定住移住・ス
ポーツ・子育て

防災、防犯・子
育て

防災、防犯・子
育て

子育て

子育て

道路・教育・子
育て

- 11 - 子育て(76)



子育て 76 件

自由記述 分類

32

小学生、年少の母親です。天候や気温に左右されず、子ども達がのびのび遊べる場がいなべ市内に
見付からず困っています。（有料の施設ではない）児童館、水あそび場（いなべ市内に素敵な川はあり
ますが、低学年は事故のリスクが高く行けません）などほしいと他のママと話したことがあります。

33

小学校の給食の無料化がスタートしていますが最近給食で配膳される主菜の質と量が削減されてい
ませんか（安かろう悪かろう）になっていませんか？育ち盛りの子供達には給食も大切なエネルギー
源です<聞く話では主菜は餃子１ヶもあった>質と量の向上をお願いします

34
シングルマザー等になっても金銭的に心配なく自分や子供達の人生を歩める市にしてくれるとそれ
ぞれの人生を楽しめると思うのでそのような対策があってほしい。

35

待機児童をなくすことが重要  子どもに関わる予算をさらに増やし、いなべなら子どもが育てやすい
と感じるようになるとよい。  これから家を建てようとする若い夫婦が、本当は桑名市や四日市市で
家を建てたいが土地代が高く菰野や東員に家を建てる知人や、同世代が多い。みんな老後の交通の
便をきにしていなべではと厳しい危惧している。若い世代がいなべを住処として選択できるような
メリットがあるといいなと思います。  私の生まれ育った自治体は人口 8000 人ほどで、若い世代
は減り、まちの将来がどうなるのか不安です。少子高齢化は日本全体の問題ですが、ぜひいなべ市も
少子高齢化対策をとり、引き続き存続していける街であってほしいです。

36

もっと子供に優しい子供ファースト、若年ファースト懸命に子供のために働いている母子家庭が収入
があるからと何も手当てを受けとれず非課税世帯など手当が厚い  子供の医療施設が少なすぎる

37
友人など知人から子供を保育園に預けられないとよく耳にする事があります。どの家庭でも預けら
れるような子育てに特化した町づくりを希望します

38

公園を増やしていただき、子どもが安全に遊べる環境を使って欲しいです。 物価高に加え、子どもを
育てるにはたくさんの消耗品の購入が必要であることから、子育て世帯への給付金があればより若
者にとって住みやすい街になると思います。（年収制限なし）

39

子どもたちがもっと無料（もしくは安く）で遊べる公園や施設を拡充してほしいです。市が運営する公
園や施設は他県ではたくさんあります。シルバーの方々が運営に協力していたりと、高齢者の働き口
としても期待をもてます。ご検討お願いします。

40 子育てしやすい町になって欲しいです。

41

子供が病院に通う際に窓口での支払いを未だにしている町は初めて。 窓口での支払いは一時的で
はあるが家計の負担になる為、少しの風邪なら病院に行くのを躊躇う。最終的に市民へ還元される
のであれば最初から窓口での支払い自体を無くせばいいと思う。それが子育て世帯からしてこの町
は住みづらいと感じる部分。

42
子供が遊べる無料の場所が欲しい  子供達の交流出来る場

43

私の住んでいるところには保育園は沢山ありますが幼稚園がありません。保育園は働いている、共働
きの人しか入れないイメージが強いので働けない、働かない人だと、子育てのなかで不安が大きい
です。幼稚園も作ったり、作れないなら働かない、働けない、共働きでない人でも保育園入れる、預け
られると言うことの周知をしっかりしてほしいと思います。

44

児童の医療施設に毎回不満を感じます。小児科クリニックがひとつだけで選択肢もなくとても不便で
す。 医療費も未就学児は会計精算がないのは助かりますが、返ってくるとはいえ、小学生になった途
端に受付での清算に意味があるのかわかりません。とても不便に思います。  子供が遊べる施設も公
園など野外のものはたくさんありますが、雨の日など屋内施設があればなあ、と他の市町がいつも
羨ましく思います。 子育てに関していなべ市で子育てできてよかったと感じたことはほとんどありま
せん。

45

新しい住宅地が増え若い世帯も増えているが、保育施設が追いついていない。また就学前の小さい
子供が遊べる遊具、遊び場を増やして欲しい。

子育て

教育・子育て

子育て

公共交通・住
宅・子育て

健康医療・子育
て

子育て

子育て

子育て・高齢者

子育て

健康医療・子育
て

子育て

教育・子育て

健康医療・子育
て

子育て

- 12 - 子育て(76)



子育て 76 件

自由記述 分類

46

子育て、教育の充実を希望します。放課後児童クラブの充実を。学童（特に員弁町）質が悪い。

47

質問の主旨にあっているかわかりませんが日頃思っていることを書かせていただきます。現在、いな
べ市で希望しても保育園にはいれない子がいると聞いています。人口増加、子育て環境の整備はと
ても重要と考えます。働きたい女性が充分に働けるよう整えていただきたい。それにより人がふえれ
ば「まち」が活気づくと思います。老人福祉も大切ですが若い方々が集まる「まち」になってほしいで
す。余談ですがいなべ公園の遊具をきれいにしていただきたい。私が子育てしていた 30 年前から
かわっていない。孫を遊ばせたいが安全性は大丈夫なのか不安になります。

48

幼稚園をつくって欲しい。遊具の充実した広い公園を作って欲しい。コミュニティバスを土・日も運行
して欲しい。

49

小さな子どもを育てながらも働きやすい環境を作ってほしいです。保育園にあずけやすい状況（育休
中でも未満児保育してくれるなど）にして下さい。子育て支援をしてほしいです。

50

地域によって子供が増え、希望している保育園へ入れないことがあります。保育士さんの配置や、可
能であれば増設なども検討いただきたいです。また、現在工事中のＲ421 について、信号や歩道橋
などが設置されないと聞いています。子供の通学で大変危険に感じます。

51

近所に住んでいる孫（乳幼児）を預かる機会が増えたのですが、公園等の遊ばせる場所が近所にない
のがとても不便に思います。万葉公園のローラー滑り台は撤去され、いなべ公園の遊具も減ってしま
いました。観光客ばかりではなく住民のために、子どもを遊ばせることのできる場所を整備していた
だきたいです。  現在建設中のインターの名前は「北勢 IC」ではなく「いなべ IC」になってほしいです  
道の駅がないのでどこかに整備してほしいです

52

いなべ市は新しいお店も増えて、どんどん良いまちになっていると思います。これからもさらに公園
を作って子供がのびのび遊べたり、大人が遊べる場所（飲食店など）が増えてほしいと思います。

53

1 歳半の子供を育てる母です。妊娠・出産をきに、不便だな、改善してほしいなと思う事が親になっ
たからこそ、増えました。市内に「西松屋」や「バースデイ」などの施設がない事。「イオン」などはありま
すが、少しでも安く購入できるのならと桑名などの市外でよくかいものへ行きます。近くにあったら
いいなと思います。いなべ総合高校の近くに家があるのですが、生徒さんが歩く道がない為、とても
あぶないです。車がきおつけていても、ひやっとする、歩行、自転車が多いです。高校へ連絡しても改
善が見られませんので、歩道の整備もお願いしたいです。（高校⇔楚原駅）

54 若い年代の人達から子育てしやすい魅力ある町として選ばれること

55

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが人
口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるところ
は多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も限
られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさと
納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少し
がんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益も
上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

56

①まだまだ進む少子高齢化社会に対出生率アップのいなべ市独自の若い夫婦に対する補助対策を。
※育児・住宅・働らく環境、若い夫婦の定着、明るい家庭作りの啓発運動  ②将来的にくる大災害に
むけて、すべての人が被害をうけるので自分を守る事を第 1 にして、後、皆助け合うのがあたりまえ
ですが日ごろの防災、災害時を事想定してもっと、啓発するのが望ましい。  ③いなべ市独自の耕作
放棄地。対策、若者の営農参加啓発、補助対策は出来ないのか。

子育て・教育

子育て

公共交通・教
育・子育て

子育て

道路・教育・子
育て

道路・子育て

産業振興・子育
て

道路・子育て・
産業振興

子育て

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

防災、防犯・子
育て・農林業、
畜産
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子育て 76 件

自由記述 分類

57

いなべ市に移住する人や新しい店ができて嬉しいが、もっと地元の人々が喜ぶような政策や、商品
券（市内で使える）の開発、市民がお得に利用できる施設など考えていただけると嬉しいです。地元
の人が集まりやすい場所がほしい!!!また、私は孫がいるので一緒に遊びに行ける地元の人が交流で
きる場所として、公園を作ってほしい、たくさんの人が要望していると思います。空き家がたくさん
できてきているので、活用方法を積極的に考えてほしいです。

58

いなべ総合病院に常勤の医師が少なく、緊急時に市内の病院では対応できず、市外の病院に頼って
いる状況にあるのが 1 番の問題点だと思っています。そのような環境では自分が歳をとった時に安
心していなべ市には住めません。  こどもの医療費助成が 18 歳までと手厚いこと。保育園の待機児
童が 0 で受け入れてもらいやすい所は大変助かりましたし、子供を育てやすい点だと思います。し
かし、高校や大学が近くになく、通うにしても交通の便が悪くて親の送迎が必要だったりするので、
そのことが進学率の低さにつながっていると考えられます。そのためいなべ市で子育てしやすいの
は小学校までだと感じています。  近年、観光業に力を入れていますが、いなべ市で生活する人間か
らすると置きざり感が強いです。いなべ市でどの年代も快適で不安なく生活できるように取り組ん
でいただけると嬉しいです。

59

いなべ市は皮膚科や耳鼻科眼科等少ないと思います。子育てにも必要なので少しでも増えてくれた
らと思います。 地域の高齢化も進んでいるのでバスの本数や路線も増やしてほしいです。 車がない
と生活出来ないのでは免許返納出来ないお年寄りも増えています。事故が心配です。 景気が悪くな
り犯罪も増えています。夜街灯が少ないの地域が多く危険です。安全で長く住める街作りをお願いし
ます。

60

幼い子供を育てているので保育や教育が充実してほしい。（早長、延長が長くなってほしい）お金も大
変で助けてほしい。働く場所が少ないので市外に出ていますが、収入が良くて働ける近場があるとい
いのになと思います。空気がきれい で、自然が豊かな所は、いなべが大好きです。子供も大自然で遊
べて嬉んでいます

61

公園や屋内で子どもが遊ぶ場を増やしてほしい。→岐阜のわくわくの森のような少し有料でも自然
に特化した屋内施設があればいなべ市の特性を生かせると思う。子育て世代の集まりやすい公共の
場、商業施設などの近くにつくってほしい。未満児を気軽に連れていける飲食店が北勢エリアに少な
すぎるので回転寿司やファミレスなどのチェーン店を 1 件でも誘致してもらえると子育て世代は大
変助かります。北勢エリアにはセルフのガソリンスタンドが少ないのでつくってほしいです。高速から
降りた車のためにも必要だと感じます。子育て世代に対して子どもの予防接種の補助など手厚くし
てもらえると嬉しい（インフルエンザなど）出産祝いなどの特典も人が集まりやすいと思います。若者
の働けるところが少なめなので企業などの誘致をしてもらいたい。子育て世代の人口を増やす努力
をもっと見えるカタチでしてほしいと思う。また大企業が昔より増えていると言っているが市民税は
高いし、税金が住民のために使われているように感じない。還元されていないのが不満である。北勢
線の車両をもう少し大きくして各駅への到着時間をもう少し早くしてもらえると利用しやすいです。
よろしくお願い致します。

62

公園や道の整備（草刈りなど）。小さい子供から遊ぶことができる公園をいくつか作ってほしいです。
害獣対策をしっかりとしてほしいです（子供が安心して通学や遊べる環境づくり）

63

公共交通機関の充実とスポーツ施設（ジム）の設立  病院の充実、飲食店の充実、子どもが遊べる大
きな公園  子どもが遊べる施設（室内）  お願いします！

64

子育て世代が（に限らず）気軽に行ける公園があるとよいと思います。サルやシカなどの問題もある
かと思いますが（メンテナンスも含む）「子どもを遊ばせる公園がなくて困る」という声をよく聞きま
す。そんなに広くない、でも駐車場がある程度ある…子育てにやさしいまちづくりを望みます。

住宅・生涯学
習・子育て・産
業振興

公共交通・健康
医療・子育て・
観光

公共交通・防
災、防犯・健康
医療・子育て

環境、美化・教
育・子育て・労
働

公共交通・生涯
学習・子育て・
産業振興・労働

教育・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

公共交通・生涯
学習・スポーツ・
子育て・健康医
療・産業振興

生涯学習・子育
て・農林業、畜
産
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子育て 76 件

自由記述 分類

65

市長さんがゴミを毎朝拾ってくださったり、粗大ゴミの無料回収があったり、まちの美化が保たれる
こといい事だと感じます。子どもの歩道の設備や小中高の通学路の美化も強化して頂けると嬉しい
です。（歩道の草刈り・ゴミ）高卒までの医療費の引き上げ、給食費の無償化など子育て世代に手厚く
してもらえることは有難いです。二十歳のつどいもこのまま二十歳の時にさせてあげたいと思いま
す。テスト期間中や土・日の部活後に自由に行けるこども食堂があるといい。

66

市の施設を市民がもっと使いやすいようにしてほしい  高齢者の（子どもも）生活を守れるようにし
てほしい（移動手段を増やしたり、安全運転指導など）  保育、介護、教育に関わる人を増やせる対策  
子どもを産み育てやすい対策（手当て、保証など）

67

少子化の波が急激にやってきて将来を心配する。地域は高齢化していき、空屋が次々と増えている。
若者が安心して子育てできる環境を整えて、次の世代にバトンタッチしたい。いなべ市の自然、環境
汚染される事なく、きれいな水と空気を残してほしい。猿が増え続けている。安心して暮らせるよう
にしてほしい。

68

前頁にも記入したのですが若い方の支援（高校・大学）  学資の援助、通学費の援助しないかぎり、子
供の減少かされる  冬の雪道の通学路（路面の凍結）  施設の人手不足、又、高齢者の一人暮らしの生
活  空き家空き地が多い

69

小さい子どもからお年寄りまで参加して交流が出来るイベントや場所を増やして欲しい。公園を増や
して欲しい。土、日や雨の日など子どもが遊べる場所を増やしてほしい。リサイクルゴミが家の近所に
すてに行けるのがとても助かっているのでこれからも続けてほしいです。

70

土地の有効利用と集客をねらうならコストコやイケヤとかアウトレットなどを誘致すると東海環状を
使ってたくさん人がやって来てくれるのではないかぜひ住民にとっても便利な大規模商業地を作っ
てほしい。にぎわいの森も予想どおり平日は客足もへってきているので観光産業よりも市民にもあ
りがたい商業地を作ればよい。  獣害対策の部分的補助よりももっと市ぐるみで対策をしていかない
とこのままでは農業従事者も減るだろうし、家庭菜園でたのしむこともできず生きがいも失うだろう
し、いなかにすんでいてよいことは一つもなくなってしまうので何とかしないといけない。早急に対
策しないと子そだても、若者の定住も期待はできない。  箱物を整理し（例えば図書館を１つにすると
か）予算を重要度の高いものへまわしていって欲しい。そうすれば明るい未来がすこし見えるかも知
れない。

71

バスの利用をもっとよくしてほしい。例えば今は子供達は友達の家やオープンスクール・習い事、すべ
てにおいて保護者の送迎です。保護者がいなければ何も出来ない。老後もそうです。１人では何もど
こも行けない。病院すらいけないなんて…自然はいいですがそういう利便性をほしいです。

72

保育園の待機児童が 0 人になるよう対策をお願いしたい  いなべ総合病院の医療提供が向上する
よう医師（看護婦）のスキルアップを促して頂きたい  若者が他県から戻って来るような魅力のある
町になって欲しい  コミュニティバスの路線をもっときめ細やかに作って下さい（老いるとバス停ま
で 10 分歩くのはきついです）

73

自然 こども 福祉 に軸を置きながらも 若い世代の流入に注力を向けた施策を今後も期待いたしま
す。  また、空き家対策について対策を加速していただきたい次第です。  よろしくお願い申し上げま
す。

74

スポーツ店を作ってほしい  少しでも子育てしやすい環境を。仕事と両立したいです。

75

企業誘致の相談の窓口を作り（企業にせんでんする）（自分の会社はいなべ市に新工場を建てようと
したが土地がみつからず中止になったので）  子供をふやすためにもどくしんの人たちにせっきょく
てきにこんかつサポート、お見合い等 いなべ市は、会社にいるほかの市や県の人からきくと住民税
が高い  サル・シカがふえすぎている。

76

市主催の婚活パーティー1 回/月ｏｒお見合い  インフラ整備  高速道路ＳＡ
（道の駅）建設  主要道路の信号機、外灯、等の脇の雑木林、草木の伐採、整備
（見えにくい箇所あり多数）

道路・環境、美
化・教育・健康
医療・子育て

公共交通・防
災、防犯・教育・
子育て・高齢者

上下水道・環
境、美化・住宅・
子育て・農林
業、畜産

道路・住宅・教
育・子育て・高
齢者・労働

環境、美化・子
育て・高齢者・
観光

定住移住・生涯
学習・子育て・
農林業、畜産・
産業振興・観光

公共交通・子育
て

公共交通・健康
医療・子育て

住宅・子育て・
地域福祉

スポーツ・子育
て・産業振興

子育て・農林
業、畜産・産業
振興・他

道路・防災、防
犯・子育て・観
光
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教育 26 件

1

近くに公園がないので小さな子供を遊ばせる為に行く所は石榑小学校です。ですが、他の学校と違
い、遊具が無さすぎる。遊具が無いかわりに以前経っていた校舎跡に鉄の棒？を打っていたり、子供
達が体を動かす為のものとは関係のないものばかりある、転んだら危険。だから子供が外で遊ぶ姿
をあまり見かけません…。学校なのだから大きな遊具一つ位あっても良いと思います。

2 （小学）校区内に学習施設（スタディルーム）があると良いと思います。

3

ここに書くべきか迷いましたが員弁中学校のトイレの洋式が少ないので子供が不便だと言っていま
す。全ての中学校洋式化して欲しいです。トイレをがまんしてしまう子もいる様です。

4

学校教育に対して、無料にすることはいいが、物価が上がっている中、質や量を落とすのであれば、
一定の収入がある家庭からは少額でもお金をとり、教育をより充実させるようにしてもらいたい。給
食は楽しみで無くなってきていたり、修学旅行や遠足の充実など。

5
小・中学校まで徒歩 30 分以上は夏場の子どもは熱中症で死んでしまわないか不安  通学路の歩道
の整備  水あそびできる公園がない  ブランコが安全なやつがいい

6

小学校の給食の無料化がスタートしていますが最近給食で配膳される主菜の質と量が削減されてい
ませんか（安かろう悪かろう）になっていませんか？育ち盛りの子供達には給食も大切なエネルギー
源です<聞く話では主菜は餃子１ヶもあった>質と量の向上をお願いします

7
子育て、教育の充実を希望します。放課後児童クラブの充実を。学童（特に員弁町）質が悪い。

8

地域によって子供が増え、希望している保育園へ入れないことがあります。保育士さんの配置や、可
能であれば増設なども検討いただきたいです。また、現在工事中のＲ421 について、信号や歩道橋
などが設置されないと聞いています。子供の通学で大変危険に感じます。

9
高齢者、障がい者に生きやすい制度作り  いなべ市に障がい者特別支援学校を‼

10

猿をどうにかしてほしいです。子供の登下校時にいると心配です。

11

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが人
口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるところ
は多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も限
られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさと
納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少し
がんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益も
上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

12

市外を意識した耳触りの良い施策【問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカーボンシ
ティ/チャレンジカーボンニュートラル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）】、キャンプ場、温泉設
備などの市外向けの設備整備が目立つように思います。市内、市民の福利厚生や教育、農業林業、商
工業の土台があってこそ、魅力的な街として市外の方にも映ると思います。安易なアピールではな
く、市内外の両方が良くなるような、バランスの取れた市政を求めます。

13

空家対策。１人暮らしの老人などの支援。ひこきもり・不登校支援。子供が高校や大学に通う事になっ
た時に、通学が困難になる為、桑名までの交通機関をスムーズに行けるようにしてほしい。北勢線は
遅すぎるし、途中停車が長すぎて時間がかかりすぎるのが問題。クーラーも効かない。その上高い。
新しい建物を作るのは良いが、古い建物がそのままになり空家（又はムダな建物）が増えるのもよく
ない。今あるものをうまく利用して活用してほしい。

自由記述 分類

教育・子育て

教育

教育

教育

道路・教育・子
育て

教育・子育て

子育て・教育

道路・教育・子
育て

教育・高齢者・
障がい者

教育・農林業、
畜産

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

教育・農林業、
畜産・産業振
興・観光

公共交通・住
宅・教育・高齢
者・他

- 16 - 教育(26)



教育 26 件

自由記述 分類

14

幼い子供を育てているので保育や教育が充実してほしい。（早長、延長が長くなってほしい）お金も大
変で助けてほしい。働く場所が少ないので市外に出ていますが、収入が良くて働ける近場があるとい
いのになと思います。空気がきれい で、自然が豊かな所は、いなべが大好きです。子供も大自然で遊
べて嬉んでいます

15
猿の被害が多いため対策をして欲しい。農業をしている人が作物を作れない状況になっている。小
学生の通学路にも出てくるため危険。ランニング専用コースを作って欲しい

16

公園や道の整備（草刈りなど）。小さい子供から遊ぶことができる公園をいくつか作ってほしいです  
。害獣対策をしっかりとしてほしいです（子供が安心して通学や遊べる環境づくり）

17

市長さんがゴミを毎朝拾ってくださったり、粗大ゴミの無料回収があったり、まちの美化が保たれる
こといい事だと感じます。子どもの歩道の設備や小中高の通学路の美化も強化して頂けると嬉しい
です。（歩道の草刈り・ゴミ）高卒までの医療費の引き上げ、給食費の無償化など子育て世代に手厚く
してもらえることは有難いです。二十歳のつどいもこのまま二十歳の時にさせてあげたいと思いま
す。テスト期間中や土・日の部活後に自由に行けるこども食堂があるといい。

18

市の施設を市民がもっと使いやすいようにしてほしい  高齢者の（子どもも）生活を守れるようにし
てほしい（移動手段を増やしたり、安全運転指導など）  保育、介護、教育に関わる人を増やせる対策
子どもを産み育てやすい対策（手当て、保証など）

19

前頁にも記入したのですが若い方の支援（高校・大学）  学資の援助、通学費の援助しないかぎり、子
供の減少かされる  冬の雪道の通学路（路面の凍結）  施設の人手不足、又、高齢者の一人暮らしの生
活  空き家空き地が多い

20

引きこもり児童、生徒の支援の充実。商業の発展と自然保護の両立。獣害対策。市役所の総合案内の
設置。

21

若者が住みたい、住み続けたい町作り。担い手をつくるための協働体制の充実。日本をリードするぐ
らいの教育先進地。コンパクトシティー、スマートシティなど持続可能なまちのビジョン。非認知能力、
道徳心の向上につながる文化芸術施策の拡充。

22

私は藤原町在住ですので、一概にいなべ市とくくられても大安、員弁、北勢の 3町とはあまりにも条
件が違い過ぎて、いなべ市としてこうだああだとはいえない状況です。藤原町の立田、中里、亜藤原
などは交通、学校、医療、その他厳しいものがあるので…催し、いなべ市は他の市より頑張っている
と理解しています

23

農業への支援（担い手も少ない）  山林の整備  人口を増やす計画  若者がスポーツする場の確保（ス
ケボー等）  開かれた学校づくり（スクールコミュニティ）

24

学童について、利用したくても利用できない人がいると聞いています。仕事を続けたいのに、子供を
安心して預けることができない。施設の充実と、人員の確保を願います。

25

私の住んでいるところには保育園は沢山ありますが幼稚園がありません。保育園は働いている、共働
きの人しか入れないイメージが強いので働けない、働かない人だと、子育てのなかで不安が大きい
です。幼稚園も作ったり、作れないなら働かない、働けない、共働きでない人でも保育園入れる、預け
られると言うことの周知をしっかりしてほしいと思います。

26

幼稚園をつくって欲しい。遊具の充実した広い公園を作って欲しい。コミュニティバスを土・日も運行
して欲しい。

環境、美化・教
育・子育て・労
働

教育・スポーツ・
農林業、畜産

教育・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

道路・環境、美
化・教育・健康
医療・子育て

公共交通・防
災、防犯・教育・
子育て・高齢者

道路・住宅・教
育・子育て・高
齢者・労働

教育・農林業、
畜産・産業振
興・他

定住移住・都市
計画、土地利用
計画・教育・文
化芸術・産業振
興

公共交通・教
育・健康医療・
観光

教育・スポーツ・
農林業、畜産

教育・子育て

教育・子育て

公共交通・教
育・子育て

- 17 - 教育(26)



スポーツ 20 件

1

北勢線を残すことができるまちづくりをしてほしいです。グランド、体育館を気軽に使えるようにし
てほしい  子供の習い事の情報源が口コミになっているので、一覧になっている冊子があるといいと
思います

2 集客可能なスタジアムを建設してほしい

3

自然は多いが、身近に触れ合う自然が少ない子供たちが遊べるような小川や水と触れ合う公園等の
整備。プロ野球や高校野球が開催できるようなスポーツ施設の整備。

4 いなべ市の人達が年令問わず自由に行けるスポーツジム的な場所が欲しい。

5
員弁町のプールの監視員（アルバイト）の質が悪い。監視中、私語が多く、危機感がなさすぎる。

6

三重県はたくさんのプロスポーツで活やくする選手がいますが残念ながらプロスポーツ（メジャー）
がない、イオン、デンソ、車体等企業もない事はないのにプロスポーツが生まれる環境がいつになっ
ても整のわない。これは全て行政のバラツキが大きいと考える。西田選手はなぜ？浅野選手はな
ぜ？など特にスポーツはお金と人を集めれると思います。

7

自分が愛知で働くようになり思ったのは市営の運動施設が整っていること。いなべにもこんなのが
あればなぁって思いました。あと 5 年前の第２次アンケートにも書かせていただいた内容と同じです
が、今や知らない人はいない国民的アイドルグループももいろクローバーＺの町おこしイベント「春の
一大事」と言うものがあります。素晴らしいイベントですので一度調べていただけたらと思います。

8

いなべに温水プールが新しくできたことはとても嬉しい！大安イオンは昔からありだいぶ古く中のお
店も全然ないので新しくリニューアルするなどしてほしい。またユニクロや無印良品、子ども服のバー
スデイができるととても嬉しい。愛知にあるららぽーとみたいな大型商業施設などができるともっと
活気があふれていいと思う

9

子供たちが自分の足で遊びに行ける公園が少なく感じます。若い人たちがもっと盛り上がれる場所
がないと、移住してくる人は少ないと思います。こんなに自然豊かな場所なのに有名なスポーツ選手
が少なすぎます。若者に未来を‼

10

高齢者が楽しみを待って集まれる（スイミングで体を動かすとか、ジム的なもの）があるといいと思い
ます。70 才から、いなべ市のシルバー、歩こう会に参加させてもらっています。元気な人を見ると、
私も元気が出ます。近所に、さるが多いので何とかしてほしい。（小学生の孫や近所にも子供がいて
あぶない）

11

いなべ市はアウトドアスポーツ、自転車（ロードバイクやマウンテンバイク）山登りやトレイルランニン
グ・マラソンなどするには最高の環境だと思います。地元の人達にもそのことを知ってもらって、盛ん
になっていくといいなあと思っています。あと、地元の人が自転車を乗るには道の整備ができていな
いように感じます。自転車が走りやすいように道が整備されればより自転車のまちになっていくと思
います。

12

猿の被害が多いため対策をして欲しい。農業をしている人が作物を作れない状況になっている。小
学生の通学路にも出てくるため危険。ランニング専用コースを作って欲しい

13

公共交通機関の充実とスポーツ施設（ジム）の設立  病院の充実、飲食店の充実、子どもが遊べる大
きな公園  子どもが遊べる施設（室内）  お願いします！

14

猿害がひどいので菰野町？のように街全体で行政が対策をとってほしい。個々ではムリ。スポーツ文
化施設が全くない。あっても時間帯が限られている。車を使わなくても生活できる対策も必要。高齢
ドライバー多すぎてこわい

自由記述 分類

公共交通・ス
ポーツ・子育て

スポーツ

生涯学習・ス
ポーツ・子育て

スポーツ

スポーツ

スポーツ

スポーツ・観光

スポーツ・産業
振興

定住・スポーツ・
子育て

スポーツ・高齢
者・農林業、畜
産

道路・スポーツ・
観光

教育・スポーツ・
農林業、畜産

公共交通・生涯
学習・スポーツ・
子育て・健康医
療・産業振興

公共交通・文化
芸術・スポーツ・
農林業、畜産

- 18 - スポーツ(20)



スポーツ 20 件

自由記述 分類

15

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町っも金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

16

道路の整備（舗装）。道路の整備（歩道の除草）。猿、鹿、猪対策。体育施設の補修。

17

にぎわいの森を市民がもっと集えるように公園やイベント（クリスマスマーケットや夜市ｅｔｃ）をして
ほしい。観光事業（ヒュッテ）にお金を投資しすぎないでほしい。安全や生きがい、楽しみ（家庭菜園）
ができるように、猿の撲滅を願いたいです。（怖いです）市民割引でプールや温泉をリーズナブルにし
てほしい。

18

農業への支援（担い手も少ない）  山林の整備  人口を増やす計画  若者がスポーツする場の確保（ス
ケボー等）  開かれた学校づくり（スクールコミュニティ）

19
スポーツ大会、地域の交流イベントをもっとふやしてほしい  コンビニはあるけど（パン屋さんや、おに
ぎり屋さんがないからどこかにできるとありがたい

20

スポーツ店を作ってほしい  少しでも子育てしやすい環境を。仕事と両立したいです。

道路・防災、防
犯・スポーツ・健
康医療・産業振
興・観光

道路・スポーツ・
農林業、畜産

スポーツ・農林
業、畜産・観光

教育・スポーツ・
農林業、畜産

スポーツ・産業
振興・他

スポーツ・子育
て・産業振興

- 19 - スポーツ(20)



文化芸術 7 件

1

子供達、市民のために文化、芸術を楽しめむ範囲をふやしてほしい。（ギャラリー・美術館・図書館を充
実していってほしい）。多世代が交流る場所や物事の工夫をしていってほしい。よろしくお願いいたし
ます。

2

桑名市は Wi-Fi をつなげてもらってあるので何かにつけて桑名の会館を貸りないといけなくなって
います。いなべ市は他の地域より少し遅れを取ってる様に思えます。いなべ市にも Wi-Fi がつなが
ると会館の利用が増えるのではないかと思います。

3

猿害がひどいので菰野町？のように街全体で行政が対策をとってほしい。個々ではムリ。スポーツ文
化施設が全くない。あっても時間帯が限られている。車を使わなくても生活できる対策も必要。高齢
ドライバー多すぎてこわい

4

自然を生かした、若もの（若い世代）に向けた施策が中心になっているように思う（若い世代を市に
呼び込み活性化を図るといった…）。そのことには賛成ですが、プラスして、これまでいなべ市が育ん
できた歴史や文化を大切にし、残していく努力ももっとしてほしい。以前に比べ、地域の結びつきが
極端に減ってきています。コロナが拍車をかけました。田舎ならではの暮らしのよさを考えてほしい
です。

5

自分たちで畑や米を作って自給自足が出来るような支援があったらいいと思う。小民家の再利用の
支援等。あとは独身の人の税金が高い。言いだしたらキリがない。ゆとりのある生活はなかなかむず
かしいから何かイベントや楽しめるものがほしい音楽ができるイベントとか

6

文化の振興からのまちづくりの視点を今後とり入れていって頂きたい。東海環状自動車道の開通を
機に隣県の自治体とも連携しながら、観光の振興に力を入れて頂きたい。若い人たちが定住・移住し
やすいような住宅改革を検討願いたい。

7

若者が住みたい、住み続けたい町作り。担い手をつくるための協働体制の充実。日本をリードするぐ
らいの教育先進地。コンパクトシティー、スマートシティなど持続可能なまちのビジョン。非認知能力、
道徳心の向上につながる文化芸術施策の拡充。

自由記述 分類

生涯学習・文化
芸術

文化芸術

公共交通・文化
芸術・スポーツ・
農林業、畜産

市民主役・文化
芸術・観光

住宅・文化芸
術・農林業、畜
産

定住移住・住
宅・文化芸術・
観光

定住移住・都市
計画、土地利用
計画・教育・文
化芸術・産業振
興

- 20 - 歴史文化・芸術(7)



生涯学習 29 件

1

色々な行事は「北勢町」が多いので員弁町からすると少し遠くに感じます。員弁町ならコミュニティプ
ラザくらいしか場所もないでしょうか。市内の循環バスも利用者が少ないですか？もう少しまわって
もらう地域を増やして下さると有難たいです。

2

もっと外灯を増やして、夜道の危険を減らす努力が必要。公園を増やして、子供が外で遊べる場所を
つくる。電車の本数を増やして、交通の便利性を高める。

3
年末年始もゴミ出しできるようにしてほしい  北勢図書館（阿下喜）の職員の私語をなくしてほしい

4

昨年 12 月に（阿下喜）北勢町に住みはじめました。出身は大安町なのですが北勢町には公園が少な
く車を使わないといけない場所にしかありません。小さい子どもでも遊べるような公園を作ってほし
いです。子どもを遊ばせる場所が少なく困っています。

5
子どもがあそべる公園が全然なくて、外であそべない。公園を作ってほしい。道路に歩道が少なく
て、子どもだけで外へ出す事が不安でしかない。

6

自然は多いが、身近に触れ合う自然が少ない子供たちが遊べるような小川や水と触れ合う公園等の
整備。プロ野球や高校野球が開催できるようなスポーツ施設の整備。

7

孫が遊びに来てブランコあると言ったが公園がないからね…小学生位まで遊べる所があればいいの
に…道路もきれいに整備してある所と昔のままの所も、同じようにしてほしい。作物も作っても動物
に食われる。日本は自給が少ない考えないと。

8

住宅用地を増やす→人口増  市内に大きな公園がない（東員町のような公園がほしい）  若い世帯を
増やすには、公園も必要（東員町が良い例と思います）

9
あえて言えば、さくらホールの空調機器のメンテナンスをしてほしい（昨年の音楽会で大変うるさ
かった）

10
図書館が小さく古い為、大きく新しい図書館がほしい。（安城市図書館の様な）小さい子ども向け様
の屋根付きの遊べる施設があれば、子育ても充実すると思います。

11

図書館について各町に 1 つずつありますが、大きな図書館（喫茶コーナー付）を建設して頂けたらと
思います。例としてみんなの森ぎふメディアコスモス岐阜市中央図書館

12 利用しやすい図書館

13

子供達、市民のために文化、芸術を楽しめむ範囲をふやしてほしい。（ギャラリー・美術館・図書館を充
実していってほしい）。多世代が交流る場所や物事の工夫をしていってほしい。よろしくお願いいたし
ます。

14

いなべ市の特色を生かした自然への取組や道路整備など序々に変化しつつあると思われる。他県か
ら来て自然の美しさに共感出来ればそれはすばらしい事と思うが、公園や遊具などがなく子供達や
若い世代が楽しく集まる場所がないと思う。管理も大変とは思われるが定住、移住なども考慮し大切
な取組の一つと思う。

15

不妊治療できる病院がいなべ市にありません。産婦人科もいなべ総合にしかありません。増やしてほ
しい。街灯が新しい団地には無いからつけてほしい。せっかくキレイな街になってきたのに飲食店が
少ないです。キレイな大きい公園があるときっと利用する人がふえると思う。

16

医療機関の充実  緊急・受け入れ等  図書館の拡充

自由記述 分類

公共交通・生涯
学習

公共交通・道
路・防災、防犯・
生涯学習・子育
て

環境、美化・生
涯学習

生涯学習・子育
て

生涯学習・子育
て・道路

生涯学習・ス
ポーツ・子育て

道路・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

都市計画、土地
利用計画・住
宅・生涯学習・
子育て

生涯学習

生涯学習・子育
て

生涯学習

生涯学習

生涯学習・文化
芸術

定住移住・生涯
学習・子育て

防災、防犯・健
康医療・生涯学
習・産業振興

生涯学習・健康
医療

- 21 - 生涯学習(29)



生涯学習 29 件

自由記述 分類

17

いなべに引っ越して 8 年月。外食する所も少なく田舎だなと思ってました。子供が生まれ田舎のの
んびりとした所で子育てもいいものだなと今は思います。近くに子供が遊べる場所（大きな公園や水
遊び出来る公園など）があればなお子育てしやすいです。

18
夏まつり（盆おどりとか）やマルシェなど思い出に残るイベントがもっとしたいです。

19
昔のような毎年夏に花火大会と屋台を開くことで若者が増えるので予算で花火大会・盆踊りを開い
ていなべ市を活性化してほしい。

20

①大安町舎の活用。桜・川のすばらしい景観を最大限に活かして、1階からすべてを使ってゆったりと
過ごせる。図書館にしてほしい‼21 時頃まで開いててほしい。理想は桑名市図書館‼員弁町にある
図書館は小さいし終わるの早いしそれではいらない。②〇△□は早く処分して、あの一体をバーベ
キューができる施設を作ってほしい。川遊び（水遊び）が少しできるくらいにしてほしい。

21

いなべ市に移住する人や新しい店ができて嬉しいが、もっと地元の人々が喜ぶような政策や、商品
券（市内で使える）の開発、市民がお得に利用できる施設など考えていただけると嬉しいです。地元
の人が集まりやすい場所がほしい!!!また、私は孫がいるので一緒に遊びに行ける地元の人が交流で
きる場所として、公園を作ってほしい、たくさんの人が要望していると思います。空き家がたくさん
できてきているので、活用方法を積極的に考えてほしいです。

22

現在は退職後のゆっくりした生活で健康や家族にも恵まれ幸せな日々を送らせてもらっています。し
かし、子どもたちは他県でくらしているため、今後については不安がたくさんあります。商店や交通
機関がない不便な土地で車が乗れなくなったときの生活は？住む予定のない家や土地の相続を子
どもんい残すとどうなる？また、地域としても活動できる人口減で自治体としての活動が続けられ
るの？等これはいなべ市だけにある課題ではありませんが、目前の心配事としてとらえている人は、
たくさんいると思います。少しでも明るい見通しになることを願っています。個人的には、気軽に使
える（集える）公園、図書館の充実を願っています。既存の施設をいかせないでしょうか。市民が行き
たくなる施設がほしいです。

23

公園や屋内で子どもが遊ぶ場を増やしてほしい。→岐阜のわくわくの森のような少し有料でも自然
に特化した屋内施設があればいなべ市の特性を生かせると思う。子育て世代の集まりやすい公共の
場、商業施設などの近くにつくってほしい。未満児を気軽に連れていける飲食店が北勢エリアに少な
すぎるので回転寿司やファミレスなどのチェーン店を 1 件でも誘致してもらえると子育て世代は大
変助かります。北勢エリアにはセルフのガソリンスタンドが少ないのでつくってほしいです。高速から
降りた車のためにも必要だと感じます。子育て世代に対して子どもの予防接種の補助など手厚くし
てもらえると嬉しい（インフルエンザなど）出産祝いなどの特典も人が集まりやすいと思います。若者
の働けるところが少なめなので企業などの誘致をしてもらいたい。子育て世代の人口を増やす努力
をもっと見えるカタチでしてほしいと思う。また大企業が昔より増えていると言っているが市民税は
高いし、税金が住民のために使われているように感じない。還元されていないのが不満である。北勢
線の車両をもう少し大きくして各駅への到着時間をもう少し早くしてもらえると利用しやすいです。
よろしくお願い致します。

24

公園や道の整備（草刈りなど）。小さい子供から遊ぶことができる公園をいくつか作ってほしいです。
害獣対策をしっかりとしてほしいです（子供が安心して通学や遊べる環境づくり）

25

公共交通機関の充実とスポーツ施設（ジム）の設立  病院の充実、飲食店の充実、子どもが遊べる大
きな公園  子どもが遊べる施設（室内）  お願いします！

26

子育て世代が（に限らず）気軽に行ける公園があるとよいと思います。サルやシカなどの問題もある
かと思いますが（メンテナンスも含む）「子どもを遊ばせる公園がなくて困る」という声をよく聞きま
す。そんなに広くない、でも駐車場がある程度ある…子育てにやさしいまちづくりを望みます。

生涯学習・子育
て

生涯学習・観光

生涯学習・観光

生涯学習

住宅・生涯学
習・子育て・産
業振興

公共交通・生涯
学習

公共交通・生涯
学習・子育て・
産業振興・労働

教育・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

公共交通・生涯
学習・スポーツ・
子育て・健康医
療・産業振興

生涯学習・子育
て・農林業、畜
産
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生涯学習 29 件

自由記述 分類

27

土地の有効利用と集客をねらうならコストコやイケヤとかアウトレットなどを誘致すると東海環状を
使ってたくさん人がやって来てくれるのではないかぜひ住民にとっても便利な大規模商業地を作っ
てほしい。にぎわいの森も予想どおり平日は客足もへってきているので観光産業よりも市民にもあ
りがたい商業地を作ればよい。  獣害対策の部分的補助よりももっと市ぐるみで対策をしていかない
とこのままでは農業従事者も減るだろうし、家庭菜園でたのしむこともできず生きがいも失うだろう
し、いなかにすんでいてよいことは一つもなくなってしまうので何とかしないといけない。早急に対
策しないと子そだても、若者の定住も期待はできない。  箱物を整理し（例えば図書館を１つにすると
か）予算を重要度の高いものへまわしていって欲しい。そうすれば明るい未来がすこし見えるかも知
れない。

28

員弁町笠田の田園場所……有名なお店の誘致。東員町みたいな大きな公園を設置（遊具、散歩コー
ス、マラソンコースなど）。害獣対策をしてシェア畑（アドバイザーとして農業がわかる高齢者をおく）。
農業の体験（野菜、米の収穫）。 イベント会場も作り、駐車場も広くとる。

29

歩道の除草。害獣対策。特に猿被害で家は壊され花や野菜も作れない。公園が少ない。

定住移住・生涯
学習・子育て・
農林業、畜産・
産業振興・観光

生涯学習・農林
業、畜産・産業
振興

道路・生涯学
習・農林業、畜
産
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健康・医療 33 件

1
交通の便が良くなること  医療機関が充実すること

2

運転していていきなり目の前に動物が現れる。どうしていいか焦ります（クマはまだみません）  田ん
ぼ、畑を所有してる方が車を路駐していると、歩行者・通行人の妨げになります。  法定速度の標識が
全く数字が見えてなく修繕はしないのか気になります。法定速度 40 の所 100 キロぐらい出して
るドライバーがいます。音でわかります。コンビニが何故に多いのか不思議。病院が少ない。

3

街灯やカーブミラーを増やしてほしい  子供の予防接種の補助など  医療費窓口負担 0 にしてほし
い

4

「病院」という施設は充実しているが「良い医師」が不足していると感じる。数年前に比べ医師の数も
減っているように感じる。きちんとした医療が受けられるような環境をつくってほしい。

5

安心安全なまちにするために、わたしたちのまちで医療の中核をなすいなべ総合病院が、いなべの
安心をしっかりと支えてくれる病院であるよう強く願うところです。救急外来要請をことわらない病
院であってほしい、いなべ市民は大きな信頼をよせているのですから、こたえていただきたい。医療
体制の充実こそが緊急の課題です。

6

眼科皮フ科小児科歯科の個人病院が少なく集中してかかる人があったりして予約が取れなくて病院
に行く事が出来ない時があったりかかりたい病院がなく菰野町まで行ったりする事があるので医療
を充実させ小児から高齢者までかかりやすいいなべ市になってほしい祖母に病院行くように誘って
も遠いから行かないと断わられる始末安心して暮せるようになってほしい

7 救急医療が不十分だと思います

8

緊急搬送される病院が市外になると聞くことが多いのでいなべ総合病院の緊急受け入れを充実し、
安心して暮せる市になってほしい。子ども、高齢者も安心して暮せるまちづくりを望みます。

9

桑名市から転居して 43 年、その間救急車に 3 回お世話になりました。私は 2011年に下腹部の激
痛で救急車を呼び、いなべ総合ＨＰで緊急手術を受け助かりました。今年の 5 月には左下腹部の激
痛で動けなくなり、再び救急車でいなべ総合ＨＰでお世話になりました。原因不明でしたが自宅安静
で快服しました。そして 6月 2 日には妻がマムシに手を噛まれ、救急車でいなべ総合ＨＰにお世話に
なり血清投与で命拾いし、今も治療中です。いずれも急ぐに対応して頂きありがとうございました。
いなべ総合ＨＰの評判はあまり良くはありませんが、私は良いと思っております。救急、医療体制の更
なる充実をよろしくお願い致します。

10

不妊治療できる病院がいなべ市にありません。産婦人科もいなべ総合にしかありません。増やしてほ
しい。街灯が新しい団地には無いからつけてほしい。せっかくキレイな街になってきたのに飲食店が
少ないです。キレイな大きい公園があるときっと利用する人がふえると思う。

11

夜間や休日に急病で診てもらえる病院がいなべにありません救急車でも桑名市や四日市に運ばれる
のが多いです。救命救急センターを作ってほしいです。医療体制が整っていないと思います。プール
は正直いらないと思いました。市民が誰もが役立つのは医療だと思います。

12

もっと子供に優しい子供ファースト、若年ファースト懸命に子供のために働いている母子家庭が収入
があるからと何も手当てを受けとれず非課税世帯など手当が厚い  子供の医療施設が少なすぎる

13

子供が病院に通う際に窓口での支払いを未だにしている町は初めて。 窓口での支払いは一時的で
はあるが家計の負担になる為、少しの風邪なら病院に行くのを躊躇う。最終的に市民へ還元される
のであれば最初から窓口での支払い自体を無くせばいいと思う。それが子育て世帯からしてこの町
は住みづらいと感じる部分。

自由記述 分類

公共交通・健康
医療

道路・産業振
興・健康医療

防災、防犯・健
康医療・子育て

健康医療

健康医療

健康医療

健康医療

健康医療

健康医療

防災、防犯・生
涯学習・健康医
療・産業振興

健康医療

健康医療・子育
て

健康医療・子育
て
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健康・医療 33 件

自由記述 分類

14

児童の医療施設に毎回不満を感じます。小児科クリニックがひとつだけで選択肢もなくとても不便で
す。 医療費も未就学児は会計精算がないのは助かりますが、返ってくるとはいえ、小学生になった途
端に受付での清算に意味があるのかわかりません。とても不便に思います。  子供が遊べる施設も公
園など野外のものはたくさんありますが、雨の日など屋内施設があればなあ、と他の市町がいつも
羨ましく思います。 子育てに関していなべ市で子育てできてよかったと感じたことはほとんどありま
せん。

15

いなべ市もっと世界に発信していなべ市を発展して魅力の市にしてほしい。  救急車の件市議会でタ
クシー代わりにつかうなと意見が○○議員が話していましたがいなべ厚生病院が見てくれません。ま
た他の病院も見てくれません。しかたなく桑名の病院救急車の中でなくなる事が多い  24 時間対応
できる総合病院に見てほしいです。お願いします。

16

①高齢者が生きがいを持って暮らせる市になってほしい②大型店舗の進出に伴って各町の商店街が
寂れているので、これらを昔の様に活気にあふれた商店街にしていってほしい③環状線完成に伴い、
これらをいかに市の活性にいかしてくか、今市の発展の大きな鍵になついると思うので、頑張ってほ
しい④子供達がいなべ市から出ている者が多い。これらの若者をこの地に定住させる方策を考えて
ほしい⑤医療体制をもっと拡充し、他の市等に患者を搬送しなくてもよいように頑張ってほしい

17

いなべ総合病院に常勤の医師が少なく、緊急時に市内の病院では対応できず、市外の病院に頼って
いる状況にあるのが 1 番の問題点だと思っています。そのような環境では自分が歳をとった時に安
心していなべ市には住めません。  こどもの医療費助成が 18 歳までと手厚いこと。保育園の待機児
童が 0 で受け入れてもらいやすい所は大変助かりましたし、子供を育てやすい点だと思います。し
かし、高校や大学が近くになく、通うにしても交通の便が悪くて親の送迎が必要だったりするので、
そのことが進学率の低さにつながっていると考えられます。そのためいなべ市で子育てしやすいの
は小学校までだと感じています。  近年、観光業に力を入れていますが、いなべ市で生活する人間か
らすると置きざり感が強いです。いなべ市でどの年代も快適で不安なく生活できるように取り組ん
でいただけると嬉しいです。

18

いなべ市は皮膚科や耳鼻科眼科等少ないと思います。子育てにも必要なので少しでも増えてくれた
らと思います。 地域の高齢化も進んでいるのでバスの本数や路線も増やしてほしいです。 車がない
と生活出来ないのでは免許返納出来ないお年寄りも増えています。事故が心配です。 景気が悪くな
り犯罪も増えています。夜街灯が少ないの地域が多く危険です。安全で長く住める街作りをお願いし
ます。

19

医療・病院などの充実（近くに総合病院がありますが、建物だけが新しいだけで、中身・内容が全くよ
くなく、よい話は聞いた事がなく、行こうと思いません。）  高齢者の何か無償化（すでにあったらすみ
ません）子供の保育料・給食費などのように…。車に乗れる間はよいが、乗れなくなったら福祉バスは
あるが、買いもの・病院など、とても交通不便で今から心配です。

20
過疎化をさせない、中心型にしない、安心して住める場所の提供。医療体制の充実。

21

公共交通機関の充実とスポーツ施設（ジム）の設立  病院の充実、飲食店の充実、子どもが遊べる大
きな公園  子どもが遊べる施設（室内）  お願いします！

22

子育て世代に免除も大切であるが年金世代の医療費問題、一人世帯空き家問題、田畑、もち家、これ
から先不安でいっぱいである。街のつながり市の支援等、安心して日々を送れるのであれば年齢関
係なく出来る事であればしたいと思う。企業などを誘致し、住民が安定した生活を送れるよう願う。

23

市長さんがゴミを毎朝拾ってくださったり、粗大ゴミの無料回収があったり、まちの美化が保たれる
こといい事だと感じます。子どもの歩道の設備や小中高の通学路の美化も強化して頂けると嬉しい
です。（歩道の草刈り・ゴミ）高卒までの医療費の引き上げ、給食費の無償化など子育て世代に手厚く
してもらえることは有難いです。二十歳のつどいもこのまま二十歳の時にさせてあげたいと思いま
す。テスト期間中や土・日の部活後に自由に行けるこども食堂があるといい。

健康医療・子育
て

市民主役・健康
医療

定住移住・健康
医療・高齢者・
産業振興・観光

公共交通・健康
医療・子育て・
観光

公共交通・防
災、防犯・健康
医療・子育て

公共交通・健康
医療・高齢者

健康医療・他

公共交通・生涯
学習・スポーツ・
子育て・健康医
療・産業振興

住宅・健康医
療・高齢者・農
林業、畜産・産
業振興

道路・環境、美
化・教育・健康
医療・子育て
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健康・医療 33 件

自由記述 分類

24

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発は
単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る体
制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住している
住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の交通
を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやすい。
北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショップや
カフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場にもな
る。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢線乗
車し応援してます。

25

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町っも金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

26

将来免許返納した場合、市役所へいく交通アクセスがなく検診等に行けなくなる不安  高齢化が進む
一方、介護施設やヘルパーさんの不足等により自宅で終末を迎えるべき訪問医療の充実を期待。  う
りぼうやいなべっ子にいなべ市の商店の品をより多く陳列・販売して道の駅的になってほしい  にぎ
わいの森に休憩スペースをより多くとり  1 時間～2 時間ゆっくりといこえるくつろげる、田舎と町
が合体したほのぼのとしたいやしの森的に

27

処理方法などの決まっていないソーラー光パネルの設置やワクチンの推進などを市でも一考してお
かしな政策は国に従わずにしてほしい。初期の危険なあ株といあわれた新型コロナのワクチンが出来
ていなかった 1 年間は日本人の総死者は減り、接種が始まってからの異常な死者の増加、ロット番
号によってかたよる死因がでてきて国は公表しなくなる  このようなことのあるワクチンはきっぱり
断ってほしい

28

保育園の待機児童が 0 人になるよう対策をお願いしたい  いなべ総合病院の医療提供が向上する
よう医師（看護婦）のスキルアップを促して頂きたい  若者が他県から戻って来るような魅力のある
町になって欲しい  コミュニティバスの路線をもっときめ細やかに作って下さい（老いるとバス停ま
で 10 分歩くのはきついです）

29

まず、いなべ総合病院をテコ入れして欲しい。 救急で行っても担当の先生がいない、適正な診療をし
てもらえない。地元では風邪以外では行くもんではないと言われる様。 スーパーがオークワしかな
い。コストコ誘致すべき。大きな道の駅を作って地元産ショップを作るべき。 阿下喜駅から市役所ま
での回廊を作るべき。 市職員も責任ばかり恐れて役所仕事しかしない風潮を改善すべき

30

私は藤原町在住ですので、一概にいなべ市とくくられても大安、員弁、北勢の 3町とはあまりにも条
件が違い過ぎて、いなべ市としてこうだああだとはいえない状況です。藤原町の立田、中里、亜藤原
などは交通、学校、医療、その他厳しいものがあるので…催し、いなべ市は他の市より頑張っている
と理解しています

31

農作物、動物（シカ、サル、イノシシ）被害が多すぎ  観光スポットがない。
（若い人がいなべ市にこない）  いなべ総合病院、日下病院緊急の場合引受けてくれない  病院がき
まるまで時間かかる。良い市にするには、考えてほしい

32

病院医師の充実、道路の舗装整備、R421道路の片側2車線化、道の駅を造る、公共介護施設、平地
の公園をつくる

33
医療機関の充実  緊急・受け入れ等  図書館の拡充

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光

道路・防災、防
犯・スポーツ・健
康医療・産業振
興・観光

公共交通・健康
医療・高齢者・
観光

環境、美化・健
康医療

公共交通・健康
医療・子育て

健康医療・産業
振興・観光・他

公共交通・教
育・健康医療・
観光

健康医療・農林
業、畜産・観光

道路・健康医
療・高齢者・観
光

生涯学習・健康
医療
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高齢福祉 36 件

1

いろいろな事が実施されていますが、詳細な事が市民の先々まで浸透していない様に思います。市
役所へ行っても課が沢山ありみつけにいし、聞きにくい、高齢者にも楽しめる物がないし宇賀けいも
キャンプ場も高い、市の福祉バスが使用しにくいし見にくい、本数が少ない、バスを小型化、回数を増
やすか、オンデマンドにして使用数を増やすように、前日までの連絡できてくれる様になると良いか
な

2

車がないととても困るまちだと思っている。高齢者の足の確保を検討してほしい。社協のケアマネー
ジャーさんで、とても爪が長くてネイルをしている方がいます。ネイルが悪いとは言いませんが、爪が
長いのはどうかと考えてしまします。他職種連携でヘルパーさん等と関わることの多いケアマネー
ジャーさんだと思うので、他の支援者や家族が介護のことを相談しやすい身なりであってほしいと感
じています。市民に寄り添うまちであってほしいです。

3

子どもたちがもっと無料（もしくは安く）で遊べる公園や施設を拡充してほしいです。市が運営する公
園や施設は他県ではたくさんあります。シルバーの方々が運営に協力していたりと、高齢者の働き口
としても期待をもてます。ご検討お願いします。

4

高齢者が増加して、運転免許の自主返納がふえる中、交通手段が減ってしまったことが、自宅で過ご
す時間が増え、身体・認知機能低下なども（コロナもあいまって）増加している印象です。運転ができ
なくなっても、外出をしたり生きがいを続けられる支援は周囲の家族だけでなく、行政としての取り
組みもあったらいいな、元気なお年寄りが増えるといいなと思います。

5

高齢者が楽しみを待って集まれる（スイミングで体を動かすとか、ジム的なもの）があるといいと思い
ます。70 才から、いなべ市のシルバー、歩こう会に参加させてもらっています。元気な人を見ると、
私も元気が出ます。近所に、さるが多いので何とかしてほしい。（小学生の孫や近所にも子供がいて
あぶない）

6

高齢者が免許返納後の車のない不便さは、想像以上に大変です。通院のこともあり、考えてほしい。
都市部はある程度楽に動けることもあるが、全部タクシー利用等は経済的に無理です。近所の方とか
…言われても、いやな人はいやです。なんとか市がしてほしい。

7

高齢者の支援にもっと力をいれて欲しいです。子育て支援ばかりに力を入れるのではなく、介護問題
の方にも支援にお金を使って欲しいです。子供のいない家庭にも平等な支援金をあたえて欲しいで
す。

8 高齢になっても楽しみがある一日を送れる町に

9

市として偏っている事が多く思います。平等にして下さい  もっと老人の事を考えてバス等 1 時間
事に 1 回ずつ走らせて下さい  最寄りの場所でのりおり出来る様に  毎日毎日猿が来て畑はあるの
に野菜など作る事が出来ません  何か対策はないのでしょうか？

10
もう少し老人の事も考えて欲しい。車の免許も『辞退直前』の人が多く居るのだから。添付人でも居れ
ば良いが‼

11
老人が安全安心に暮らせる街作りをお願いします。

12 老人になっていますが住みやすいと感じています

13 老人の参加し易い町に

14
若世帯の子供の無償化もいいが年寄りにももっと無償化とまでは言わないが、お金に心配のない暮
らし老後何才まで生きるかわからない！施設が高い！

15

高齢者向けグループホームはあるが、中～軽度の障がい者向けグループホームは少なく、福祉課に
相談しても近隣の市町のグループホームに行くように言われ、いなべ市が好きなのに残念な気持ち
になりました。ぜひ、住み慣れた環境で、生活が続けられるよう、最近増えている空き家なとを利用し
てグループホームの整備を考えて欲しいです。

16

車がないと医者、買い物にもいけない環境の中、高齢になると免許の返納の可能性が大になる。そ
の時の交通機関が福祉バスも本数が少なく、まったくと言っていいほどない。 生活がしにくくなる。 
若者は外へ出て、高齢者が残っていく現実の中での町作りに、心をくだいてほしい。

17
老人が住みやすい町（買物、交通など）不便

自由記述 分類

公共交通・高齢
者・観光・他

公共交通・高齢
者・他

子育て・高齢者

公共交通・高齢
者

スポーツ・高齢
者・農林業、畜
産

公共交通・高齢
者

高齢者

高齢者

公共交通・高齢
者・農林業、畜
産

公共交通・高齢
者

防災、防犯・高
齢者

高齢者

高齢者

高齢者

住宅・高齢者・
障がい者

公共交通・高齢
者

公共交通・高齢
者
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高齢福祉 36 件

自由記述 分類

18

老人、障害者をやしなっている。どちらかが死ぬまでめんどう見ていかなければいけない。今の私
に、やりたいことをするとか欲しい物を買うとか自分の為に時間を使うというせんたくしがない

19

高齢者、障害者が住みやすいまちにしてほしい。組とかで生活をしばる仕組みをやめてほしい。個人
の自由な考え方を認めあえる環境であってほしい。

20
高齢者、障がい者に生きやすい制度作り  いなべ市に障がい者特別支援学校を‼

21
高齢者も障害者も安心して暮らせる地域のコミュニケーションが活発な町になることを希望します。

22

障害者も高齢者も住みやすい町になるといいと思います。Ａ型作業所や B 型作業所とかデイサービ
スとかのグループホーム障害者になっても高齢者になっても安心して住むことができる町が理想で
す。がんばって下さい。将来いなべ市に住んでいて良かったと思いたいです。

23
中心が阿下喜方面に集中してるようで交通の便を良くなく高齢者は大変だと思います

24

①高齢者が生きがいを持って暮らせる市になってほしい②大型店舗の進出に伴って各町の商店街が
寂れているので、これらを昔の様に活気にあふれた商店街にしていってほしい③環状線完成に伴い、
これらをいかに市の活性にいかしてくか、今市の発展の大きな鍵になついると思うので、頑張ってほ
しい④子供達がいなべ市から出ている者が多い。これらの若者をこの地に定住させる方策を考えて
ほしい⑤医療体制をもっと拡充し、他の市等に患者を搬送しなくてもよいように頑張ってほしい

25

空家対策。１人暮らしの老人などの支援。ひこきもり・不登校支援。子供が高校や大学に通う事になっ
た時に、通学が困難になる為、桑名までの交通機関をスムーズに行けるようにしてほしい。北勢線は
遅すううぎるし、途中停車が長すぎて時間がかかりすぎるのが問題。クーラーも効かない。その上高
い。新しい建物を作るのは良いが、古い建物がそのままになり空家（又はムダな建物）が増えるのも
よくない。今あるものをうまく利用して活用してほしい。

26

医療・病院などの充実（近くに総合病院がありますが、建物だけが新しいだけで、中身・内容が全くよ
くなく、よい話は聞いた事がなく、行こうと思いません。）  高齢者の何か無償化（すでにあったらすみ
ません）子供の保育料・給食費などのように…。車に乗れる間はよいが、乗れなくなったら福祉バスは
あるが、買いもの・病院など、とても交通不便で今から心配です。

27

高齢化が進んでいる中でもっと利用し易い福祉施設を公で作り、誰もが安心して入れる体勢を取る
べき、お金がある人だけが施設を利用出来、財産が少ない人は家で介護では気の毒と思う。いなべ
市の高齢者の内、介護の必要な方が何人いて、それに見合う施設が必要。税金がもっと見える形で生
かすべき、にぎわいの森やプールも悪いとは言わないが困っている人が救われる対策にもっと力を
入れるべきと思う、いずれは誰もがそうなのだから

28

子育て世代に免除も大切であるが年金世代の医療費問題、一人世帯空き家問題、田畑、もち家、これ
から先不安でいっぱいである。街のつながり市の支援等、安心して日々を送れるのであれば年齢関
係なく出来る事であればしたいと思う。企業などを誘致し、住民が安定した生活を送れるよう願う。

29

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発は
単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る体
制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住している
住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の交通
を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやすい。
北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショップや
カフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場にもな
る。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢線乗
車し応援してます。

高齢者・障がい
者

市民主役・高齢
者・ 障がい者

教育・高齢者・
障がい者

高齢者・ 障が
い福祉

高齢者・障がい
者

公共交通・高齢
者

定住移住・健康
医療・高齢者・
産業振興・観光

公共交通・住
宅・教育・高齢
者・他

公共交通・健康
医療・高齢者

地域福祉・高齢
者・観光

住宅・健康医
療・高齢者・農
林業、畜産・産
業振興

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光
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高齢福祉 36 件

自由記述 分類

30

市の施設を市民がもっと使いやすいようにしてほしい  高齢者の（子どもも）生活を守れるようにし
てほしい（移動手段を増やしたり、安全運転指導など）  保育、介護、教育に関わる人を増やせる対策
子どもを産み育てやすい対策（手当て、保証など）

31

将来免許返納した場合、市役所へいく交通アクセスがなく検診等に行けなくなる不安  高齢化が進む
一方、介護施設やヘルパーさんの不足等により自宅で終末を迎えるべき訪問医療の充実を期待。  う
りぼうやいなべっ子にいなべ市の商店の品をより多く陳列・販売して道の駅的になってほしい  にぎ
わいの森に休憩スペースをより多くとり  1 時間～2 時間ゆっくりといこえるくつろげる、田舎と町
が合体したほのぼのとしたいやしの森的に

32

前頁にも記入したのですが若い方の支援（高校・大学）  学資の援助、通学費の援助しないかぎり、子
供の減少かされる  冬の雪道の通学路（路面の凍結）  施設の人手不足、又、高齢者の一人暮らしの生
活  空き家空き地が多い

33

小さい子どもからお年寄りまで参加して交流が出来るイベントや場所を増やして欲しい。公園を増や
して欲しい。土、日や雨の日など子どもが遊べる場所を増やしてほしい。リサイクルゴミが家の近所に
すてに行けるのがとても助かっているのでこれからも続けてほしいです。

34

田園の管理、農業の継承問題、土地崩壊が始まっている。空家の増加、高齢者世帯増加により、10 
年後、地域が崩壊してしまう。子供がいない若い人達の定住化の促進が必要。家の跡継ぎがいない

35

病院医師の充実、道路の舗装整備、R421道路の片側2車線化、道の駅を造る、公共介護施設、平地
の公園をつくる

36

藤原への工場の誘致（人がふえてほしいから）。高齢者（空き家）が多く若家族が地元定着せず他の地
域で新しい家を持つ傾向です原因は何なのでしょうか？行政として調査し思い切った対策を考えな
ければますます人の流失（人口減）するのではないでしょうか。

公共交通・防
災、防犯・教育・
子育て・高齢者

公共交通・健康
医療・高齢者・
観光

道路・住宅・教
育・子育て・高
齢者・労働

環境、美化・子
育て・高齢者・
観光

定住移住・住
宅・高齢者・農
林業、畜産

道路・健康医
療・高齢者・観
光

住宅・高齢者・
産業振興
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障がい福祉 8 件

1

高齢者、障害者が住みやすいまちにしてほしい。組とかで生活をしばる仕組みをやめてほしい。個人
の自由な考え方を認めあえる環境であってほしい。

2
高齢者、障がい者に生きやすい制度作り  いなべ市に障がい者特別支援学校を‼

3

夫が障がい者なのですが障がい者向けの働く場所がなく、今は桑名市まで通っています。いなべ市
で働けれるような場所を作ってほしい。夫いわく「障がいがあると言っているのに、自治会の役をや
らされる」とのこと。もっと市が入って何とかして下さい。

4 現在私はいなべ市身体障者の運動をしております

5

障害児者（その家族）に対して、本当に優しいまちであるかどうか疑問。親が亡くなり、他県の施設へ
入った人がいて。障害のある人が生活していける居場所、経済的な面でも、もっと充実させてほし
い。

6

障害者も高齢者も住みやすい町になるといいと思います。Ａ型作業所や B 型作業所とかデイサービ
スとかのグループホーム障害者になっても高齢者になっても安心して住むことができる町が理想で
す。がんばって下さい。将来いなべ市に住んでいて良かったと思いたいです。

7

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発は
単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る体
制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住している
住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の交通
を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやすい。
北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショップや
カフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場にもな
る。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢線乗
車し応援してます。

8

高齢者向けグループホームはあるが、中～軽度の障がい者向けグループホームは少なく、福祉課に
相談しても近隣の市町のグループホームに行くように言われ、いなべ市が好きなのに残念な気持ち
になりました。ぜひ、住み慣れた環境で、生活が続けられるよう、最近増えている空き家なとを利用し
てグループホームの整備を考えて欲しいです。

自由記述 分類

市民主役・高齢
者・ 障がい者

教育・高齢者・
障がい者

市民主役・障が
い者・労働

障がい者

障がい者

高齢者・障がい
者

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光

住宅・高齢者・
障がい者
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地域福祉 10 件

1
他県と比べ福祉の面で遅れていると思う  市長は良く頑ばってもらっていると思うが行政にももっ
と頑張ってもらいたい

2 福祉関係の充実を希望

3
いなべ市外の人から見て魅力のあるいなべ市にしていただくために、社会福祉の充実に取り組んで
いただきたいです。

4

いなべ市のことをあまり知らないことが多いかなと思います。長く住んではいるのに、ただ自分達の
生活していく上で必要なこと家族を大切に思っている。これは大事だと思います。家族の健康など身
近かなことが目の前の課題が多くて、外に目をむけるよゆうがないのかもしれません。しかし地域と
のかかわりも大事だと思いますが、かかわろうと思っていますが、相手の方も上手にかかわろうとし
ない方が多い世の中になってきている。

5
声の掛け合い、助け合い等を遠りょ無く行なえる事が続けられる事を節に思います。

6

少子高齢化が進む中、（今後増え続ける高齢化に対して）交通の便、日常の買い物などの支援をもっ
と充実させて、1 人 1 人に寄り添った計画にしていただきたい。紙のアンケートだけでなく、自治会
長さんに生の意見を聞いてもらいたい。反映していけるような取組をしていただけると有難い。

7 地区の方でも話かけても返事がなく、話しなくなったのがさみしくなった

8

高齢化が進んでいる中でもっと利用し易い福祉施設を公で作り、誰もが安心して入れる体勢を取る
べき、お金がある人だけが施設を利用出来、財産が少ない人は家で介護では気の毒と思う。いなべ
市の高齢者の内、介護の必要な方が何人いて、それに見合う施設が必要。税金がもっと見える形で生
かすべき、にぎわいの森やプールも悪いとは言わないが困っている人が救われる対策にもっと力を
入れるべきと思う、いずれは誰もがそうなのだから

9

私は 19 年前にいなべ市に転居しましたが、その時には既に糖尿病と精神病の為、1 人で外出する
事が出来ず、自室と病院とデイサービスにしか移動していません。いなべ市の美しい景観も農産物
も、近所の方との触れ合いも無く過ごしている為、このアンケートに答えられませんでした。  代筆、
長男

10

自然 こども 福祉 に軸を置きながらも 若い世代の流入に注力を向けた施策を今後も期待いたしま
す。  また、空き家対策について対策を加速していただきたい次第です。  よろしくお願い申し上げま
す。

自由記述 分類

地域福祉

地域福祉

地域福祉

地域福祉

地域福祉

市民主役・公共
交通・地域福
祉・

地域福祉

地域福祉・高齢
者・観光

地域福祉

住宅・子育て・
地域福祉
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公共交通 86 件

1

家を建てるなら、まわりの友達等いなべはなーとよく言われます。おすすめできる様な住みよい環境
などないのでそうだよねとなってしまう  車がないとどこにもいけない。お店に行くのも時間がかか
る学校も遠い…この先 70-80 才になったら不便な事だらけだなーと思っています。

2
今はまだ車に乗れますが将来的に無理です  外市ではコミュニティバスが充実してますがもう少し時
間を遅くまでして下さい

3

色々な行事は「北勢町」が多いので員弁町からすると少し遠くに感じます。員弁町ならコミュニティプ
ラザくらいしか場所もないでしょうか。市内の循環バスも利用者が少ないですか？もう少しまわって
もらう地域を増やして下さると有難たいです。

4

いろいろな事が実施されていますが、詳細な事が市民の先々まで浸透していない様に思います。市
役所へ行っても課が沢山ありみつけにいし、聞きにくい、高齢者にも楽しめる物がないし宇賀けいも
キャンプ場も高い、市の福祉バスが使用しにくいし見にくい、本数が少ない、バスを小型化、回数を増
やすか、オンデマンドにして使用数を増やすように、前日までの連絡できてくれる様になると良いか
な

5
駅まで車がなければ行けない  路線バスを充実させてほしい  高校生がいると送り迎えが本当にキツ
イ。それで仕事の時間が限られる

6
近隣市町への公共交通機関を充実させるとよりよいまちになるのではないかと日々感じています。

7 車免許返上した場合～バス等交通バス等の充実化

8

現在車の運転をしていますが、福祉バスを利用している知人の話を聞く度、不便さに心が痛みます。
免許返納の年令になっていますが、決断にはかなり勇気が要ります。もう少し、便利な町になればと
思います。

9

現在のいなべ市は鉄道やバス路線が一部地区しか使う事が出来ていない。  ・自家用車が運転出来
ないと移動しにくい。  ・市が運行しているバスも高齢者には利用しにくい。  ・市役所での対応があ
まりにも事務的に処理されている

10

公共交通機関（路線バス）を充実させてほしい。コミュニティバスではダメです。←なぜか乗車しよう
と思わない。菰野町や東員町のような路線バスが必要です。高齢者免許返納後のいなべ市のフォ
ローができているとは思わない。採算が取れないと思いますが必要です。

11
公共交通機関が本当に不便です。四日市までのアクセスが悪い。  自然豊かでのどかな住みよいまち
だと思います。もっと生活が便利になったらより嬉しいです。

12 公共交通機関をもっと増やしてほしい

13 交通手段の助けになるようなバスの路線  本数を考えて欲しい

14
交通の便が悪い（バスの本数が少ない。駅が遠い）高齢になってからの事が心配。

15
交通の便が良くなること  医療機関が充実すること

16 交通の便を良くして欲しい。

17
交通の便をよくしてほしい。運転できなくなったらどこも行けなくなる。老後が心配な町です。交通
の便が悪いので子供も家から出ていくのでさみしい。困る。

18

高齢化社会が進む中で、アシ（交通手段）が最も大切である。高齢で運転免許を返上したくても、今の
状況（最寄の駅まで壮年でも 30 分歩く）では無理。コミュニティバスを有料でよいので充実して欲
しい。乗客が 0 人～1 人乗せて走るのはムダ１回 2 百円程度支払っても有料化して便利良くなれば
利用者はもっと増える。家族に遠慮しながら乗せてもらわねばならないでは買物も行けない。

19
コミュニティバスなどコンパクトの大きさにして数を多くしどこにでも行ける様になると年をとって
免許返納した後、動きやすくなると思います。

自由記述 分類

公共交通

公共交通

公共交通・生涯
学習

公共交通・高齢
者・観光・他

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通・他

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通・健康
医療

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通
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公共交通 86 件

自由記述 分類

20

これからの世代をいなべ市に定住させる、若くは転入させるためには、公共交通機関の利便性が必
要不可欠な要素だと考えます。公共交通機関である電車、バスの利便性は 10 年以上前から放置さ
れており、特に北勢線は通勤通学手段のために毎年億単位の赤字の補填をしているだけでなく、今
後も赤字が膨らんでいく試算になっていると記事で拝見しました。 マイナスの補填だけでなく、集客
を見込む活動(車内衛生面の改善やピーク時間帯の本数の見直し、行き違いダイヤの見直し等)を行
政と連携して行うべきだと思います。(クラウドファンディングで資金を集める等)

21

住んでいる地域には空屋や一人暮らしの家が増えており、高齢化を感じる。高齢者は車に乗れなくな
ると生活をどうするか不安である。そのような不安に対してまちづくりではどう対処しようとしてる
のか身近に感じるまちづくりを望む。

22 北勢線をなくさないでほしい

23

北勢線を残すことができるまちづくりをしてほしいです。グランド、体育館を気軽に使えるようにし
てほしい  子供の習い事の情報源が口コミになっているので、一覧になっている冊子があるといいと
思います

24 鉄道の重要性と利用増加について、積極的な利用方を検討する

25 北勢線を必ず残してほしい。子供から大人まで利用する重要な路線と考えます。

26
とにかく福祉バスを月→土曜日に運転しないと免許の返納は出来ないそのために無料はやめて 
100～200 円位支払う様にしないとダメ。

27

福祉バスの稼働時間が短いので、子供の送迎など結局自家用車に頼るしかない状況だと思う。過疎
化が進む一因だと思う。  運転手さんの確保もむつかしいとは
思いますが、何か良い方法はないかなと考えていただきたいです。

28

免許返納が気になります。いなべ市内の福祉バスをもう少し便利にしていただきたいと思います。本
数、バス停も少なく今のままでは足、腰が弱るとバス停までが大変です。200 円～300 円ぐらいの
料金を払ってでも便利になれば皆さん利用されると思います。ぜひ検討お願いします。

29

私自身は自転車にそれほど興味ありませんが、最近では毎年のツアーオブジャパンが定番のイベント
となり、平日でも自転車で走る方をよく見かけます。特色ある街づくりという点でも、いちドライバー
としても、自転車専用道路の整備がされていると良いと思います。自転車にも自動車にも安全に走
れるようになってほしい。数年前、藤原地区では 5 つの小学校が統合されて 1 つになり、廃校とな
りました子供達の通った校舎、そしてこのいなべ市の豊かな自然環境を最大限に活かせるような所
をつくったり、特に遊具とかはなくひたすら自然の中で自分達であそび方を工夫してすごせる保育園
みたいな所があれば若い人達もたくさん来てより魅力ある活気あるいなべ市へと発展できると思い
ます。反面、私の住む地域では高齢化の波が止まりませんが、やはり自動車が無いと移動が不便で自
動車が手ばなせない人が多いです、Ⅰバスは本数が少ないし、時間、行く先・方向が限定されてて使
いづらさを感じます。乗り合いタクシーの導入など、時間帯・行き先に限定せず自由に動ける足がな
いと免許返納は難しい。早急に対策おねがいします

30

私の地区は店、医院もありません。最近は若い者が地区を離れて生活しています。ひとり暮らし（私
も）、老夫婦の家が多くなりました。今は、私も車の運転ができるので用が済ませますが車の運転が
出来なくなると、この先不安です。

31
高齢化社会が進む中で高齢者の主な移動手段である電車やバスなどの公共交通機関の整備を行
なってほしい。

32
高齢者が自分で車を運転しなくてもいいような、交通サービスを整備して頂きたい。 維持することも
運転することも高齢者には負担である。

33
高齢者の足の問題 必要な時の足の確保、 切にお願いしたいと思います。

34

年老いて、車の運転が出来なくなった時に（買い物・医療機関等） 出掛ける手段と交通の利便性の充
実に努力して欲しい。巡回中のコミュニティバスだけでは不安が残ります。新町・奥村に住む住人は静
かで住みやすい場所ではありますが交通の利便性に欠けると思います。

35
北勢線などの電車で TOICA が使用できるようになってほしい。 名古屋行き、栄行きなどの高速バ
スが近くから利用できると良い。

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通・ス
ポーツ・子育て

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通・道
路・子育て

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通
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公共交通 86 件

自由記述 分類

36 免許返納後の交通手段が心配

37

車がないととても困るまちだと思っている。高齢者の足の確保を検討してほしい。社協のケアマネー
ジャーさんで、とても爪が長くてネイルをしている方がいます。ネイルが悪いとは言いませんが、爪が
長いのはどうかと考えてしまします。他職種連携でヘルパーさん等と関わることの多いケアマネー
ジャーさんだと思うので、他の支援者や家族が介護のことを相談しやすい身なりであってほしいと感
じています。市民に寄り添うまちであってほしいです。

38

名古屋、津へ通勤圏内ですが三岐鉄道が不便なため、多くの友人、知人が移住してしまいました。転
出を減らし転入を増やすために、公共交通機関を充実させて欲しい。高速バス、ＬＲＴ等の検討をして
欲しいです。  子育て世代への減税施策も速やかに検討して欲しい。  小・中学校の通学路の整備（歩
道がなく非常に危険です）

39

自家用車の使用なく交通手段の充実をより促進してほしい。ペットをかっている家や、ガーデニング
をしている家も多いのでいなべの自然を活用してペット博やガーデニングフェアなどをしたら良いの
では？いなべの名の知名度を上げる様にしてほしい

40

高齢者には福祉バスのバス停に行くまでが大変で困ると言う話も聞きます。現実的ではないと思い
ますが、タクシーみたいに手をあげて乗れたのなら利便性がいいと思いました。  大手企業付近の集
落に住んでいるため車の往来が激しく、騒音、排ガスに困っている。 特に夜間のダンプ車の音が激し
く迷惑しているので何か対策をして欲しいです  昔に比べて煙草やゴミのポイ捨てが目立つようにな
りました。山中の道路や側溝などゴミを捨てようとする人が踏みとどまるような看板でも設置してく
ださい

41

交通機関コミュニティバス隣接する菰野町図書館等への連絡網が欲しい  桜堤や町の中に公衆トイレ
が欲しい  公設市場があったらいい  道路上の白線が消えて見にくい。

42

学生さんの交通手段を便利にしてほしいです‼（切実です）。防災放送が流れていても内容が聞きと
れないことが多いので、改善されるとよいと思います。（いなべ市ではないと思いますが地震速報の
音が不安を増やすような音だと感じるので、注意を知らせつつ、落ち着いて行動できるような合図
の音に変わってほしいと思います。）

43
運転中の取り締まり（携帯電話の使用）  バスをもう少し充実させて欲しい

44

交通の便を考えると、車に乗らなくなった時の、不便さを痛切に感じます。 にぎわいの森も、もっと
規模が大きくなっていけばと思います。数軒でリピーターはつくのでしょうか。

45

もっと外灯を増やして、夜道の危険を減らす努力が必要。公園を増やして、子供が外で遊べる場所を
つくる。電車の本数を増やして、交通の便利性を高める。

46

大きな災害に強い町づくりを希望。訪客（移動スーパーマーケット）→ラジオで聞いたのでほうかく？
ほうきゃく？  年令を重ねるにつれ車ものれなくなった時には、便利だから利用したいけど、そのよ
うなビジネスの推進をいなべ市で検討してもらいたい  公共交通手段の充実（福祉バスｅｔｃタク
シー）

47

外県からいなべに来ました。自然が近く、交通の便もよい、人もやさしいのでいなべが大好きです。
いなべ公園を東員の中部公園のように活気のある場所になるといいなと思っています。

48

少子高齢化が進む中、（今後増え続ける高齢化に対して）交通の便、日常の買い物などの支援をもっ
と充実させて、1 人 1 人に寄り添った計画にしていただきたい。紙のアンケートだけでなく、自治会
長さんに生の意見を聞いてもらいたい。反映していけるような取組をしていただけると有難い。

公共交通

公共交通・高齢
者・他

公共交通・道
路・子育て

公共交通・観光

公共交通・環
境、美化

公共交通・道路

公共交通・防
災、防犯

公共交通・他

公共交通・産業
振興

公共交通・道
路・防災、防犯・
生涯学習・子育
て

公共交通・防
災、防犯

公共交通・都市
計画、土地利用
計画・環境、美
化

市民主役・公共
交通・地域福
祉・
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自由記述 分類

49

待機児童をなくすことが重要  子どもに関わる予算をさらに増やし、いなべなら子どもが育てやすい
と感じるようになるとよい。  これから家を建てようとする若い夫婦が、本当は桑名市や四日市市で
家を建てたいが土地代が高く菰野や東員に家を建てる知人や、同世代が多い。みんな老後の交通の
便をきにしていなべでは厳しいと危惧している。若い世代がいなべを住処として選択できるような
メリットがあるといいなと思います。  私の生まれ育った自治体は人口 8000 人ほどで、若い世代
は減り、まちの将来がどうなるのか不安です。少子高齢化は日本全体の問題ですが、ぜひいなべ市も
少子高齢化対策をとり、引き続き存続していける街であってほしいです。

50
幼稚園をつくって欲しい。遊具の充実した広い公園を作って欲しい。コミュニティバスを土・日も運行
して欲しい。

51

高齢者が増加して、運転免許の自主返納がふえる中、交通手段が減ってしまったことが、自宅で過ご
す時間が増え、身体・認知機能低下なども（コロナもあいまって）増加している印象です。運転ができ
なくなっても、外出をしたり生きがいを続けられる支援は周囲の家族だけでなく、行政としての取り
組みもあったらいいな、元気なお年寄りが増えるといいなと思います。

52

高齢者が免許返納後の車のない不便さは、想像以上に大変です。通院のこともあり、考えてほしい。
都市部はある程度楽に動けることもあるが、全部タクシー利用等は経済的に無理です。近所の方とか
…言われても、いやな人はいやです。なんとか市がしてほしい。

53

市として偏っている事が多く思います。平等にして下さい  もっと老人の事を考えてバス等 1 時間
事に 1 回ずつ走らせて下さい  最寄りの場所でのりおり出来る様に  毎日毎日猿が来て畑はあるの
に野菜など作る事が出来ません  何か対策はないのでしょうか？

54
もう少し老人の事も考えて欲しい。車の免許も『辞退直前』の人が多く居るのだから。添付人でも居れ
ば良いが‼

55

車がないと医者、買い物にもいけない環境の中、高齢になると免許の返納の可能性が大になる。そ
の時の交通機関が福祉バスも本数が少なく、まったくと言っていいほどない。 生活がしにくくなる。
若者は外へ出て、高齢者が残っていく現実の中での町作りに、心をくだいてほしい。

56
老人が住みやすい町（買物、交通など）不便

57

外国人が多すぎる。日本人ではない価値観で生活をすれば治安の悪化が懸念される  高齢者が益々
増えているのに交通手段がマイカーしかないのはいかがなものか？タクシーすら走っていないいな
べ市移動手段がない  どうするのか？

58

住環境の理由で買い物に行くことが簡単にできません。今後高齢になり車が運転できなくなった時
のことなど考えて、契約農家さんの野菜や手作り惣菜などを市と協力して定期的に自宅まで持って
きてもらえるシステムや移動販売を導入していただけたら良いなと思います

59
いなべ市にも「道の駅」的なものを作って欲しい  コミニティーバスの明確な運行順を表に作って欲し
い

60
若者が住みやすい街にしてほしい。公共交通機関をもっと充実させてほしい。終電をもっと遅い時間
にするなど。

61

若者向けの娯楽施設が無く、実際に住んでいる身として、一日も早くこの町から出たいと思ってい
る。そこの対策として、カラオケであったり大型商業施設等の若者が住んでいて楽しめるものが欲し
い、また、バス等の公交機関が本数が少なすぎたり全然通っていなかったりも気になる

62

員弁町在住ですが、市役所や銀行の支店等が北勢町に移り年齢的に自家用車での移動がきびしく
なった時にとても不安です。あまりにも集中させすぎではないでしょうか？北勢町の方達は便利に
はなっていると思いますか？今までより不便になっているのは困っています。

63
中心が阿下喜方面に集中してるようで交通の便を良くなく高齢者は大変だと思います

公共交通・住
宅・子育て

公共交通・教
育・子育て

公共交通・高齢
者

公共交通・高齢
者

公共交通・高齢
者・農林業、畜
産

公共交通・高齢
者

公共交通・高齢
者

公共交通・高齢
者

公共交通・防
災、防犯・他

公共交通・農林
業、畜産

公共交通・産業
振興

公共交通

公共交通・産業
振興

公共交通・他

公共交通・高齢
者
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自由記述 分類

64

「ＳＤＧｓ未来都市」や「フェアトレードタウン」「ゼロカーボンシティ」はどれも大切なことではあります
が、どれも効果が上っているようには思えません。市長の思惑にふりまわされているとしか思えませ
ん。もう少し、地に足を着けた政策を実行するべきです。例えば、空家の調査をコンサルタント会社ま
かせにしたりしないで、職員が自分達の足を使って調べ、実態を把握しなければ効果的対策はとれま
せん。老人のために、どうすれば、交通がもっと便利になるか等喫緊の課題は山ほどあります。

65

1.交通整備（相乗タクシーなど）  2.交流場所整備（コミニケーション活発化）
3.獣害対策（これから獣害が多くなる）  4.道路整備（舗装修繕、路肩除草）
5.安全対策（交差点信号機など）

66

空家対策。１人暮らしの老人などの支援。ひこきもり・不登校支援。子供が高校や大学に通う事になっ
た時に、通学が困難になる為、桑名までの交通機関をスムーズに行けるようにしてほしい。北勢線は
遅すぎるし、途中停車が長すぎて時間がかかりすぎるのが問題。クーラーも効かない。その上高い。
新しい建物を作るのは良いが、古い建物がそのままになり空家（又はムダな建物）が増えるのもよく
ない。今あるものをうまく利用して活用してほしい。

67

いなべ総合病院に常勤の医師が少なく、緊急時に市内の病院では対応できず、市外の病院に頼って
いる状況にあるのが 1 番の問題点だと思っています。そのような環境では自分が歳をとった時に安
心していなべ市には住めません。  こどもの医療費助成が 18 歳までと手厚いこと。保育園の待機児
童が 0 で受け入れてもらいやすい所は大変助かりましたし、子供を育てやすい点だと思います。し
かし、高校や大学が近くになく、通うにしても交通の便が悪くて親の送迎が必要だったりするので、
そのことが進学率の低さにつながっていると考えられます。そのためいなべ市で子育てしやすいの
は小学校までだと感じています。  近年、観光業に力を入れていますが、いなべ市で生活する人間か
らすると置きざり感が強いです。いなべ市でどの年代も快適で不安なく生活できるように取り組ん
でいただけると嬉しいです。

68

いなべ市は皮膚科や耳鼻科眼科等少ないと思います。子育てにも必要なので少しでも増えてくれた
らと思います。 地域の高齢化も進んでいるのでバスの本数や路線も増やしてほしいです。 車がない
と生活出来ないのでは免許返納出来ないお年寄りも増えています。事故が心配です。 景気が悪くな
り犯罪も増えています。夜街灯が少ないの地域が多く危険です。安全で長く住める街作りをお願いし
ます。

69

医療・病院などの充実（近くに総合病院がありますが、建物だけが新しいだけで、中身・内容が全くよ
くなく、よい話は聞いた事がなく、行こうと思いません。）  高齢者の何か無償化（すでにあったらすみ
ません）子供の保育料・給食費などのように…。車に乗れる間はよいが、乗れなくなったら福祉バスは
あるが、買いもの・病院など、とても交通不便で今から心配です。

70

河川、森林、歩道の整備、イオン東員へのコミュニティバスの実現。

71
下水道の維持管理、公共交通機関の充実、可処分所得向上に向けた取組み

72

現在は退職後のゆっくりした生活で健康や家族にも恵まれ幸せな日々を送らせてもらっています。し
かし、子どもたちは他県でくらしているため、今後については不安がたくさんあります。商店や交通
機関がない不便な土地で車が乗れなくなったときの生活は？住む予定のない家や土地の相続を子
どもんい残すとどうなる？また、地域としても活動できる人口減で自治体としての活動が続けられ
るの？等これはいなべ市だけにある課題ではありませんが、目前の心配事としてとらえている人は、
たくさんいると思います。少しでも明るい見通しになることを願っています。個人的には、気軽に使
える（集える）公園、図書館の充実を願っています。既存の施設をいかせないでしょうか。市民が行き
たくなる施設がほしいです。

公共交通・住
宅・他

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産・
他

公共交通・住
宅・教育・高齢
者・他

公共交通・健康
医療・子育て・
観光

公共交通・防
災、防犯・健康
医療・子育て

公共交通・健康
医療・高齢者

公共交通・道
路・農林業、畜
産

公共交通・上下
水道・他

公共交通・生涯
学習
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73

公園や屋内で子どもが遊ぶ場を増やしてほしい。→岐阜のわくわくの森のような少し有料でも自然
に特化した屋内施設があればいなべ市の特性を生かせると思 う。子育て世代の集まりやすい公共の
場、商業施設などの近くにつくってほしい。未満児を気軽に連れていける飲食店が北勢エリアに少な
すぎるので回転寿司やファミレスなどのチェーン店を 1 件でも誘致してもらえると子育て世代は大
変助かります。北勢エリアにはセルフのガソリンスタンドが少ないのでつくってほしいです。高速から
降りた車のためにも必要だと感じます。子育て世代に対して子どもの予防接種の補助など手厚くし
てもらえると嬉しい（インフルエンザなど）出産祝いなどの特典も人が集まりやすいと思います。若者
の働けるところが少なめなので企業などの誘致をしてもらいたい。子育て世代の人口を増やす努力
をもっと見えるカタチでしてほしいと思う。また大企業が昔より増えていると言っているが市民税は
高いし、税金が住民のために使われているように感じない。還元されていないのが不満である。北勢
線の車両をもう少し大きくして各駅への到着時間をもう少し早くしてもらえると利用しやすいです。
よろしくお願い致します。

74

公共交通機関の充実とスポーツ施設（ジム）の設立  病院の充実、飲食店の充実、子どもが遊べる大
きな公園  子どもが遊べる施設（室内）  お願いします！

75

猿害がひどいので菰野町？のように街全体で行政が対策をとってほしい。個々ではムリ。スポーツ文
化施設が全くない。あっても時間帯が限られている。車を使わなくても生活できる対策も必要。高齢
ドライバー多すぎてこわい

76

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発は
単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る体
制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住している
住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の交通
を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやすい。
北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショップや
カフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場にもな
る。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢線乗
車し応援してます。

77

市の施設を市民がもっと使いやすいようにしてほしい  高齢者の（子どもも）生活を守れるようにし
てほしい（移動手段を増やしたり、安全運転指導など）  保育、介護、教育に関わる人を増やせる対策  
子どもを産み育てやすい対策（手当て、保証など）

78

将来免許返納した場合、市役所へいく交通アクセスがなく検診等に行けなくなる不安  高齢化が進む
一方、介護施設やヘルパーさんの不足等により自宅で終末を迎えるべき訪問医療の充実を期待。  う
りぼうやいなべっ子にいなべ市の商店の品をより多く陳列・販売して道の駅的になってほしい  にぎ
わいの森に休憩スペースをより多くとり  1 時間～2 時間ゆっくりといこえるくつろげる、田舎と町
が合体したほのぼのとしたいやしの森的に

79

せっかくやっていフォトコン毎年同じような作品ばかりみます。こんないなべがあったんだ思うよう
な作品を選んでも、見る側応募する側もっと魅力が増えると思います。  ゆめ鉄道という素敵なイベ
ントがまったく認知されていないのももったいない。  通学路や夜ウォーキングしている人が多い道
に街灯が少なすぎます。車もスピード違反多く、危険な場面に何ども遭遇しています。

80

バスの利用をもっとよくしてほしい。例えば今は子供達は友達の家やオープンスクール・習い事、すべ
てにおいて保護者の送迎です。保護者がいなければ何も出来ない。老後もそうです。１人では何もど
こも行けない。病院すらいけないなんて…自然はいいですがそういう利便性をほしいです。

81

保育園の待機児童が 0 人になるよう対策をお願いしたい  いなべ総合病院の医療提供が向上する
よう医師（看護婦）のスキルアップを促して頂きたい  若者が他県から戻って来るような魅力のある
町になって欲しい  コミュニティバスの路線をもっときめ細やかに作って下さい（老いるとバス停ま
で 10 分歩くのはきついです）

公共交通・生涯
学習・子育て・
産業振興・労働

公共交通・生涯
学習・スポーツ・
子育て・健康医
療・産業振興

公共交通・文化
芸術・スポーツ・
農林業、畜産

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光

公共交通・防
災、防犯・教育・
子育て・高齢者

公共交通・健康
医療・高齢者・
観光

公共交通・道
路・防災、防犯・
観光

公共交通・子育
て

公共交通・健康
医療・子育て
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82

緑豊かな自然と言えば、聞こえは良いけれど、裏を返せば獣害に悩まされる日々です。ゴルフ場や工
業団地の開発を了承したのは、地元の人間だから仕方ないのですが…。今はまだ運転可能ですが、こ
れから増々年齢を重ねて行く上で自家用車が無くては身動き出来ない地域では、今…これから先の
生活に不安だけがつのります。

83

私は藤原町在住ですので、一概にいなべ市とくくられても大安、員弁、北勢の 3町とはあまりにも条
件が違い過ぎて、いなべ市としてこうだああだとはいえない状況です。藤原町の立田、中里、亜藤原
などは交通、学校、医療、その他厳しいものがあるので…催し、いなべ市は他の市より頑張っている
と理解しています

84

生活道路の整備・防災対策の充実・高齢者免許証返納後交通手段の充実・環境の整備（国道沿いの法
面雑木林になっている）

85

人口がこれ以上減少しないように若者でにぎわう町であってほしいと思います。道路整備だけでな
く、近鉄の急行が止まる駅、大学がある町であるといいと思います。少子化で夢のまた夢ですが、活
気のある町になるといいなと思います。

86

道の駅のように゛うりぼう″をもっと活性化できたら北勢線に乗る人も増えることにもつながると思
います。いなべ市の特産物を使った食堂だったり食事処など、いなべ市のお土産が沢山買えるなど、
幅広くなればもっと楽しい場所になると思います。

公共交通・農林
業、畜産・産業
振興

公共交通・教
育・健康医療・
観光

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産

定住移住・公共
交通・道路

公共交通・産業
振興
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道路網 62 件

1

私自身は自転車にそれほど興味ありませんが、最近では毎年のツアーオブジャパンが定番のイベント
となり、平日でも自転車で走る方をよく見かけます。特色ある街づくりという点でも、いちドライバー
としても、自転車専用道路の整備がされていると良いと思います。自転車にも自動車にも安全に走
れるようになってほしい。数年前、藤原地区では 5 つの小学校が統合されて 1 つになり、廃校とな
りました子供達の通った校舎、そしてこのいなべ市の豊かな自然環境を最大限に活かせるような所
をつくったり、特に遊具とかはなくひたすら自然の中で自分達であそび方を工夫してすごせる保育園
みたいな所があれば若い人達もたくさん来てより魅力ある活気あるいなべ市へと発展できると思い
ます。反面、私の住む地域では高齢化の波が止まりませんが、やはり自動車が無いと移動が不便で自
動車が手ばなせない人が多いです、Ⅰバスは本数が少ないし、時間、行く先・方向が限定されてて使
いづらさを感じます。乗り合いタクシーの導入など、時間帯・行き先に限定せず自由に動ける足がな
いと免許返納は難しい。早急に対策おねがいします

2

名古屋、津へ通勤圏内ですが三岐鉄道が不便なため、多くの友人、知人が移住してしまいました。転
出を減らし転入を増やすために、公共交通機関を充実させて欲しい。高速バス、ＬＲＴ等の検討をして
欲しいです。  子育て世代への減税施策も速やかに検討して欲しい。  小・中学校の通学路の整備（歩
道がなく非常に危険です）

3

交通機関コミュニティバス隣接する菰野町図書館等への連絡網が欲しい  桜堤や町の中に公衆トイレ
が欲しい  公設市場があったらいい  道路上の白線が消えて見にくい。

4 朝夕の交通渋滞を何とかしてほしい。

5

運転していていきなり目の前に動物が現れる。どうしていいか焦ります（クマはまだみません）  田ん
ぼ、畑を所有してる方が車を路駐していると、歩行者・通行人の妨げになります。  法定速度の標識が
全く数字が見えてなく修繕はしないのか気になります。法定速度 40 の所 100 キロぐらい出して
るドライバーがいます。音でわかります。コンビニが何故に多いのか不思議。病院が少ない。

6

横断歩道の増設など要望を強く出しているがおそい。小学生、中学生のルートの整備を一番早く取り
組んでほしい。信号のない横断歩道の改善。特に六石ホテル前の信号の横断歩道、歩行者信号を早く
つけてあげてほしい

7
各地区の道路整備、拡張  雪が積った時に各地区のメイン道路だけでなく、狭い道の除雪もしっかり
行なってもらいたい。

8

北勢町あたりにセルフのガソリンスタンドがほしい  高速道路はいつ完成？わかりづらい  大きい道
の歩道にはしっかりとガードレールをつけてほしい（特に通学路）  子どもが安全にあそべる公園を
もっと増やす整備してほしい

9 県道、生活道路の整備をしてもらいたい。（除草、舗装等）

10 高速道路を藤原町までのばしてほしい

11 高齢者が多いので道路、歩道の充実、見通しの悪い場所の改善

12

国道 421 号の近くにいなべカリー近く住んでいて、小さい子どもがいます。子どもが小学・中学に
通うには国道 421 号を通って（横断して）通う必要があります。自宅から、横断歩道まで行くのも危
険な状況です。信号機や歩道橋等の設置を希望します。（近所の方も不安に思っている方います）ま
た、通学路になっている坂道（421 号から入った所）は細く見通しが悪いにも関わらず、スピードを
出し通る車もいて大変キケンです。改善してほしいです。

13

自転車で通る人が増え、せまい道にも入りこんで来たり、自宅近くの入口に数人で座り込んで休んだ
り、車と競争するなどマナーの悪いことが多々ある。いなべ市は、自転車のいなべステージに力を入
れているが、反面、マナーの悪い人も寄せて迷惑している事もある事を知って頂きたい

14

私道で有っても近隣の家等で自由に使われている。市道町道に交えてほしい。私道で有るが売却は
要らない。市や町にあげます。

15 小集落の道路の整備

16 道路の整備（舗装）

17 道路白線見づらい  横断歩道わかりやすく又は白⇒黄色にできれば

自由記述 分類

公共交通・道
路・子育て

公共交通・道
路・子育て

公共交通・道路

道路

道路・産業振
興・健康医療

道路

道路

道路・子育て・
産業振興

道路

道路

道路

道路・防災、防
犯

道路

道路

道路

道路

道路
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18

特に感じているのは員弁町のトヨタ車体近くの市之原交差点～平古交差点を抜けて多度に向かい丁
字路までの道の、木や竹、雑草が道を狭めていて、大型車同士がすれ違がう時、片方が停止しないと
接触する恐れがある所があります。（墓地の手前）、それと歩道が草ボウボウで歩行者が車道を歩い
ていて危険です。大型車多い為

19

人不足、お金不足によるものなのか道路の修理が追いつかなかったり、道路わき、歩道が雑草に覆わ
れてしまって印象も悪いし、安全上問題があると思います。何とかならないものでしょうか。

20
歩行道を整備して、自転車、歩行する人が安全に道路を利用できる様して欲しい。

21 メモリアルのお墓までの道路の両側の木もっと切ってさっぱりして欲しいです

22
集落内の狭隘道路の後退事業を行い、非常時の避難を容易にすることは非常に重要である。

23

道路の整備をしてほしい 大安町の石榑郵便局～GS 宇佐美～大安駅付近 小中学生の登校時に危険
を感じる 除草作業の年間回数を増やして欲しい 道路がガタガタ、歩道は荒れている、草や木が繁っ
ていて見通しが悪い、安全に自転車が走行できない  優先道路がわかりにくい信号の無い交差点の
事故防止になるような注意喚起を設置してほしい。特に優先道路が変更になった交差点は危険  大
安駅舎の外壁タイルが剥がれていて危険じゃないのか不安  防犯防災で、交番の警察官の方が各家
を巡回して、住んでいる人の名前や年齢 勤め先などを帳簿に書いて有事の際に活用できるようにし
て下さっていますが、数年前の帳簿が紛失していました。いざと言う時に使えなかったら勿体無い。
市と警察で情報交換して活用できるようにして欲しいです

24 道路の整備凹みや、穴が多い

25

もっと外灯を増やして、夜道の危険を減らす努力が必要。公園を増やして、子供が外で遊べる場所を
つくる。電車の本数を増やして、交通の便利性を高める。

26

子供が自由に安全に遊べる場所がない（公園など）  。歩道がない。横断歩道などが薄いのに整備さ
れない。車の速度が速い。（安全意識が低い）  〔基本的に安全に関する意識がかなり低い〕安全環境
の整備。

27
時報のチャイムがずれており直してほしい  県道がガタガタでシルバーカーが動かしにくい。

28

以前は田のあぜ草もきれいに刈って整備されていましたが最近は草が伸びほうだいです。散歩して
いても歩きにくい所もあります。  他の地区の方から、この一変は草が伸びすぎて、見た目が悪いと
言う事をききました。  誰から見てもきれいな町だねと言われるようになるといいなと思います  水
が通ってない溝はフタをしてもらえると、車が通りやすく安全だと思います。

29
ガードレールからはみ出した草が気になります。歩道が見えないほどの雑草は、刈ってほしいです。
大変なお仕事ですが、宜しくお願いします。

30

山間部に住んでいます。道路の上にかぶさる様に木や竹等があります。雨や雪の日通行するのが怖
いです企業の人はきちんとやっているように思えますが個人では無理なのかそのままです。通行で
きなくなっている道が多いです

31

自宅近くの道路に雨や雪、台風になると木が道路にたれ下がっています交通に障害をきたすと思い
ます。  ※いなべ川の河川に生える草や木せっかくのいなべ川の景観が損なわれていてとても残念
に思いますいつも通っている道ですどうぞ整備の件、ご検討よろしくお願いします。

32

高い木は自分では切ることがむずかしいため市で対応していただきたい。道路の草が伸びており子
どもと散歩するさい目に入るなどあぶないためこまめに対応してほしい市の案内が基本的に遅い。

33

いつも犬の散歩で歩いている歩道が草がすごくて困っています。歩くのはなんとか草をよけながら
歩けるのですが、学生の子が時々自転車で通るので危ないなぁ。と思いながら見ています。草がすご
いからか、車道を自転車で通る子もいて、スマホを落としてしまい、とても危ない所も見たことがあ
ります。車道だけではなく、歩道の整備にも気をくばっていただけるとうれしいです。

道路

道路

道路

道路

道路

道路・防災、防
犯

道路

公共交通・道
路・防災、防犯・
子育て

道路・防災、防
犯・子育て

道路・他

道路・環境、美
化

道路

道路

道路

道路・農林業、
畜産

道路
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34
子どもがあそべる公園が全然なくて、外であそべない。公園を作ってほしい。道路に歩道が少なく
て、子どもだけで外へ出す事が不安でしかない。

35

孫が遊びに来てブランコあると言ったが公園がないからね…小学生位まで遊べる所があればいいの
に…道路もきれいに整備してある所と昔のままの所も、同じようにしてほしい。作物も作っても動物
に食われる。日本は自給が少ない考えないと。

36
小・中学校まで徒歩 30 分以上は夏場の子どもは熱中症で死んでしまわないか不安  通学路の歩道
の整備  水あそびできる公園がない  ブランコが安全なやつがいい

37

地域によって子供が増え、希望している保育園へ入れないことがあります。保育士さんの配置や、可
能であれば増設なども検討いただきたいです。また、現在工事中のＲ421 について、信号や歩道橋
などが設置されないと聞いています。子供の通学で大変危険に感じます。

38

近所に住んでいる孫（乳幼児）を預かる機会が増えたのですが、公園等の遊ばせる場所が近所にない
のがとても不便に思います。万葉公園のローラー滑り台は撤去され、いなべ公園の遊具も減ってしま
いました。観光客ばかりではなく住民のために、子どもを遊ばせることのできる場所を整備していた
だきたいです。  現在建設中のインターの名前は「北勢 IC」ではなく「いなべ IC」になってほしいです
道の駅がないのでどこかに整備してほしいです

39

1 歳半の子供を育てる母です。妊娠・出産をきに、不便だな、改善してほしいなと思う事が親になっ
たからこそ、増えました。市内に「西松屋」や「バースデイ」などの施設がない事。「イオン」などはありま
すが、少しでも安く購入できるのならと桑名などの市外でよくかいものへ行きます。近くにあったら
いいなと思います。いなべ総合高校の近くに家があるのですが、生徒さんが歩く道がない為、とても
あぶないです。車がきおつけていても、ひやっとする、歩行、自転車が多いです。高校へ連絡しても改
善が見られませんので、歩道の整備もお願いしたいです。（高校⇔楚原駅）

40

いなべ市はアウトドアスポーツ、自転車（ロードバイクやマウンテンバイク）山登りやトレイルランニン
グ・マラソンなどするには最高の環境だと思います。地元の人達にもそのことを知ってもらって、盛ん
になっていくといいなあと思っています。あと、地元の人が自転車を乗るには道の整備ができていな
いように感じます。自転車が走りやすいように道が整備されればより自転車のまちになっていくと思
います。

41
観光や商業に行政が力を入れすぎている。インフラ整備と企業誘致などで基本的な行政の活動を普
通にきちんとすれば、商業は活性化すると思います。

42

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが人
口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるところ
は多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も限
られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさと
納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少し
がんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益も
上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

43

自然と企業の働き口のバランスが良く、立地にもめぐまれていると思う。観光にちからを入れなくて
も、いまのままで十分。大安町プール前の歩道を整備してあげてほしい。自転車の学生が転倒してい
るのを何度か見てるので。

44

1.交通整備（相乗タクシーなど）  2.交流場所整備（コミニケーション活発化）
3.獣害対策（これから獣害が多くなる）  4.道路整備（舗装修繕、路肩除草）
5.安全対策（交差点信号機など）

45

空き家がけっこうな数あり利用が増えたらいいと思う。森林の整備をして動物も人間もくらしやすさ
をもっと向上させてほしい。自転車の人々がもっと利用しやすく専用道路など作ると歩行者も車も
安全でいいかと。

46

河川、森林、歩道の整備、イオン東員へのコミュニティバスの実現。

道路・生涯学
習・子育て

道路・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

道路・教育・子
育て

道路・教育・子
育て

道路・子育て

道路・子育て・
産業振興

道路・スポーツ・
観光

道路・産業振
興・観光

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

道路

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産・
他

道路・住宅・農
林業、畜産

公共交通・道
路・農林業、畜
産
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47

観光にお金使いすぎ。身近な道などが、便利になってほしい。幅せまい。もっと整備してほしい。道は
いっぱいできてくるのに、肝心な家のまわりが通りにくい。まずは市民の生活‼

48

懇談会を各地域で開催し要望等意見を聞く場を開催することが望ましいと思います。  （要望）合併ま
では、市道の草刈り等充実していたが、合併後草刈りが行なわれていない状況が続いていると思わ
れている。  旧庁舎等の施設があり維持管理費用が必要と思われる。これらを取壊し等検討後に、新
たな発想で施設を建設すべきである。  税収確保のため企業誘致を進めるべきではないか。  偏った
地域ばかり整備するのではなく、各町を

49

市主催の婚活パーティー1 回/月ｏｒお見合い  インフラ整備  高速道路ＳＡ
（道の駅）建設  主要道路の信号機、外灯、等の脇の雑木林、草木の伐採、整備
（見えにくい箇所あり多数）

50

市長さんがゴミを毎朝拾ってくださったり、粗大ゴミの無料回収があったり、まちの美化が保たれる
こといい事だと感じます。子どもの歩道の設備や小中高の通学路の美化も強化して頂けると嬉しい
です。（歩道の草刈り・ゴミ）高卒までの医療費の引き上げ、給食費の無償化など子育て世代に手厚く
してもらえることは有難いです。二十歳のつどいもこのまま二十歳の時にさせてあげたいと思いま
す。テスト期間中や土・日の部活後に自由に行けるこども食堂があるといい。

51

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町っも金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

52

せっかくやっていフォトコン毎年同じような作品ばかりみます。こんないなべがあったんだ思うよう
な作品を選んでも、見る側応募する側もっと魅力が増えると思います。  ゆめ鉄道という素敵なイベ
ントがまったく認知されていないのももったいない。  通学路や夜ウォーキングしている人が多い道
に街灯が少なすぎます。車もスピード違反多く、危険な場面に何ども遭遇しています。

53

前頁にも記入したのですが若い方の支援（高校・大学）  学資の援助、通学費の援助しないかぎり、子
供の減少かされる  冬の雪道の通学路（路面の凍結）  施設の人手不足、又、高齢者の一人暮らしの生
活  空き家空き地が多い

54

地域の寄り合いに女性が参加したい‼（現在は男性ばかりで女性の意見が反映されていないと思う）
だから日本は女性の政治家が少ない‼  自転車専用道路を整備して欲しい（藤原在住なので）農免道
路でよく自転車を見かけるが、車と同じように道路を走っていて、互いに危険。事故が起きる前に整
備すべき‼整備がされていないのに自転車を受け入れるな、と思います

55

道路沿いの木をばっさり切っていただきたい。鹿などがとびだして非常にあぶない  斎場をたてか
えていただきたい

56

道路の整備（舗装）。道路の整備（歩道の除草）。猿、鹿、猪対策。体育施設の補修。

57

生活道路の整備・防災対策の充実・高齢者免許証返納後交通手段の充実・環境の整備（国道沿いの法
面雑木林になっている）

58

病院医師の充実、道路の舗装整備、R421道路の片側2車線化、道の駅を造る、公共介護施設、平地
の公園をつくる

59

歩道の除草。害獣対策。特に猿被害で家は壊され花や野菜も作れない。公園が少ない。

道路・観光

市民主役・道
路・都市計画、
土地利用計画・
産業振興・他

道路・防災、防
犯・子育て・観
光

道路・環境、美
化・教育・健康
医療・子育て

道路・防災、防
犯・スポーツ・健
康医療・産業振
興・観光

公共交通・道
路・防災、防犯・
観光

道路・住宅・教
育・子育て・高
齢者・労働

道路・男女共同
参画

道路・環境、美
化・農林業、畜
産

道路・スポーツ・
農林業、畜産

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産

道路・健康医
療・高齢者・観
光

道路・生涯学
習・農林業、畜
産
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道路網 62 件

自由記述 分類

60

人口がこれ以上減少しないように若者でにぎわう町であってほしいと思います。道路整備だけでな
く、近鉄の急行が止まる駅、大学がある町であるといいと思います。少子化で夢のまた夢ですが、活
気のある町になるといいなと思います。

61

街灯やカーブミラーを増やしてほしい  子供の予防接種の補助など  医療費窓口負担 0 にしてほし
い

62

よくも悪くも自然豊かであるのでその強みを活かして欲しい。交通事情、「田舎の割に混んでる町」の
イメージがつかないよう努力してほしい。群馬県草津町のセカンドレイプ騒動のような女性の権利を
謳い他者や町の権利や誇りを奪う者が出てきても負けない街であってほしい。

定住移住・公共
交通・道路

道路・防災、防
犯・健康医療・
子育て

道路・環境、美
化・人権・他
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上下水道 8 件

1 水が昔よりもまずくなった。電波が悪い！

2

太平洋セメントの山からの土石の流れが年々大きくなっているが、市として企業に何かの対策を要
求して欲しい。市の施設が他町ばかりに集中して、藤原は取り残されている。もっと全体に目を向け
て欲しい。上下水道の値上がりが激しい。

3
企業誘致も大切だが山があり水がきれいな事も重要である  共存が無理な事は分かるが守る事も大
切である  他県から来た人がすごくほめていた  水のきれいさに

4

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが人
口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるところ
は多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も限
られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさと
納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少し
がんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益も
上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

5
いなべ市合併し 20 年以上達ちますが何も良くなっていない。水道料金令和 6．7年値上げ。市がリ
ゾート開発や公園の管理費、公共施設等に税金へ投入している

6
下水道の維持管理、公共交通機関の充実、可処分所得向上に向けた取組み

7

少子化の波が急激にやってきて将来を心配する。地域は高齢化していき、空屋が次々と増えている。
若者が安心して子育てできる環境を整えて、次の世代にバトンタッチしたい。いなべ市の自然、環境
汚染される事なく、きれいな水と空気を残してほしい。猿が増え続けている。安心して暮らせるよう
にしてほしい。

8
住民税、水道代高いので安くしてほしい。  市民が老若男女、気楽に集まる場所があれば良いと思い
ます

自由記述 分類

上下水道・他

上下水道・防
災、防犯・他

上下水道・環
境、美化

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

上下水道・他

公共交通・上下
水道・他

上下水道・環
境、美化・住宅・
子育て・農林
業、畜産

上下水道・観
光・他
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生活環境 69 件

1

高齢者には福祉バスのバス停に行くまでが大変で困ると言う話も聞きます。現実的ではないと思い
ますが、タクシーみたいに手をあげて乗れたのなら利便性がいいと思いました。  大手企業付近の集
落に住んでいるため車の往来が激しく、騒音、排ガスに困っている。 特に夜間のダンプ車の音が激し
く迷惑しているので何か対策をして欲しいです  昔に比べて煙草やゴミのポイ捨てが目立つようにな
りました。山中の道路や側溝などゴミを捨てようとする人が踏みとどまるような看板でも設置してく
ださい

2

田舎なので静かでいいところですがやはり不正改造バイクや自動車が多く、大変な迷惑を被っており
ます。静かな環境で暮らしたいので、いなべ警察署といなべ市が連携して不正改造バイク自動車を撲
滅するよう切に願います。

3

以前は田のあぜ草もきれいに刈って整備されていましたが最近は草が伸びほうだいです。散歩して
いても歩きにくい所もあります。  他の地区の方から、この一変は草が伸びすぎて、見た目が悪いと
言う事をききました。  誰から見てもきれいな町だねと言われるようになるといいなと思います  水
が通ってない溝はフタをしてもらえると、車が通りやすく安全だと思います。

4
一年以上も前に作ったトイレが現在も使用禁止のままになっています。作ったのなら利用を！使用し
ないのなら廃棄を！※斎場近くの広域広場の！

5

員弁川が年々遠くなっていくような気がします。員弁川がもっと身近になるような水に触れられる遊
歩道の整備など上流から下流まで長いスパンで楽しめる、環境作りはできないものでしょうか。歩い
て、自転車で、水の流れを感じたいものです。

6

岡﨑市の河川の整備を見習って欲しい。員弁川の整備（人が集い、散歩できるようなオアシス的な場
所）を強く望みます。水辺のオアシス事業、水のきれいな員弁川を生かして欲しいです。

7

街灯が少ない所が多いので安全の面、増やすべき。缶やビンを捨てる際、地元の人が朝から当番で
やっている。今時、古い為、ゴミステーション設置して無駄なことを無くすべきです。

8

資源（プラ）ゴミは回収後どのように処理されているのか知りたいです。一部報道では燃やされてい
ると聞くので。もしそうなら公開し、無駄なプラ容器洗浄など水資源を使うことや、回収に関る税金
を他の有益な事業に回してほしいです。真のＳＤＧｓ、ゼロカーボンシティであることを切に願いま
す。

9

不法投棄について  最近、山に不法投棄が多い、市に回収依頼しても土地の持ち主に依頼してほしい
とのこと  土地の持ち主がわからないことが多いので、その時は市で回収してほしい。狩猟の時期に
なると猟師さんがシカ等の骨、内臓を山の谷に捨てている。市のほうで、内臓、骨は埋めるように指
導してほしい。

10 指定ゴミ袋が破れにくくできないでしょうか

11 太陽光発電ばかりの風景は嫌です。

12 野焼きの対策をちゃんとやってほしい 臭すぎる

13
年末年始もゴミ出しできるようにしてほしい  北勢図書館（阿下喜）の職員の私語をなくしてほしい

14

外県からいなべに来ました。自然が近く、交通の便もよい、人もやさしいのでいなべが大好きです。
いなべ公園を東員の中部公園のように活気のある場所になるといいなと思っています。

15

いなべ市にはすばらしい自然がたくさんあって、春の梅まつりやネモフィラ畑、駅前のコスモスや、北
勢町のヒマワリなどの季節のものにたくさん人が集まっているのを目にしているので、自然をうまく
使って観光にいかせれば良いと思います。

16
いなべの良さは自然の豊かさだと思うので、それを活用しつつ守っていきたいです。

17 今の自然環境を維持して下さい。

18
企業誘致も大切だが山があり水がきれいな事も重要である  共存が無理な事は分かるが守る事も大
切である  他県から来た人がすごくほめていた  水のきれいさに

自由記述 分類

公共交通・環
境、美化

防災、防犯・環
境、美化

道路・環境、美
化

環境、美化

環境、美化

環境、美化

防災、防犯・環
境、美化

環境、美化

環境、美化・農
林業・畜産

環境、美化

環境、美化

環境、美化

環境、美化・生
涯学習

公共交通・都市
計画、土地利用
計画・環境、美
化

環境、美化・観
光

環境、美化

環境、美化

上下水道・環
境、美化
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19

自然に恵まれたいなべ市が好きなので、自然の環境は出来るだけ残して、都市計画を進めて欲しい
です。生活の利便性の向上は望みますがそれによって環境が悪い方に変化することは望みません

20 自然は壊さず、変えず、触らず改革

21

大安町に住んでいますが、ここ数年新しい店（店舗  運送会社？倉庫？も含む）や住宅が増えてきて
います。その分、自然も減ってきています（多量の木を切って、店（店舗）や家を建てている為）自然が
多いところが好きなので増やしてほしいです。

22

藤原岳がどんどん削られていくのを毎日みています。現場の方が少しずつ緑林しているのは知って
います。藤原や大安にある宝のような黒ぼく土の上に太陽光パネルも今だ立っています。どうか、い
なべの自然を人ももちろん、人だけでなく他の動物たちの暮らしも共生も、守っていってほしいで
す。いなべ市、新しいものは充分に足りていると思います。ありがとうございます。次の世代に残した
い大切なもの大人のみんなで守っていけるまちだといいな。

23

緑が多く鳥がたくさんいて朝は気持ちが良い  ビワコテラスのようなながめの良い場所を作って欲
しい  山を利用できる場所はあるような気がします  せっかく素敵な鈴鹿山脈があるのですから山を
ながめられるテラス（高台）があっても良いと思います  ご検討下さい※別紙に構想記載

24

私は、自然を大切にしていきたいと思います。近年、獣害による被害が多く、安心して生活が出来ま
せん。昔はそうではなかった森林が減り産業が発展につれて、居場所がなくなったのか、解りません
が対策をお願いします。

25

自然を活かし共生した街づくりを望みます。問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカー
ボンシティ/チャレンジカーボンニュートラル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）の取り組みは、
いなべ市も取り組んでいることを知りませんでした。やはり市政や市のことを知る機会は限られてい
ます。自分のように市外で仕事をしていると、勤務地よりも住んでいる所の方が情報がはいらないも
のです。 勿体無いと思います。何事も認知度をあげていくことは大切ですし、スタートはそこからで
すので、若者から年配の方までいかに市民に情報を浸透させるのかを検討し、総合計画を推進して
頂きたいです。

26 自然豊かな事と、矛盾してるかも利便性の良い環境である。

27
自然を上手く活用して地域の活性化  子供達が外で遊べる環境作り  自由にグラフィティーがかける
スペース

28

自然豊かな所も大切にし、デジタル化もすすめ、若者も対応できる街に。全国チェーンしている店舗
等、食事できる店を増やしてほしい。食事する所が少ない。桑名の方まで行かないとない気がする。

29

よくも悪くも自然豊かであるのでその強みを活かして欲しい。交通事情、「田舎の割に混んでる町」の
イメージがつかないよう努力してほしい。群馬県草津町のセカンドレイプ騒動のような女性の権利を
謳い他者や町の権利や誇りを奪う者が出てきても負けない街であってほしい。

30
新に移住して来た人（アパートは除く）が地元自治会に入会せず、ゴミ当番もしないことを認める住民
課のやり方はいかがなものか？将来の自治を誰が守って行くのか？

31

外国の方が増えて来たが言葉がわからない。宗教の訪問が多い。家に居ると不要な物がないか、見
知らず訪問者があるので恐い。夜の大声や車の騒音はひかえてほしい。

32
ミルク道路ぞいにすき屋、吉野家などのような軽食ができる店があると良いです。申し込んだら生活
ゴミを取りに来ていただける制度があったら良いです。

33

ＳＤＧｓ未来都市において、原因不明の出火で山火事が発生している。開発に際しては、防火対策を
徹底した上で豊かな自然を持続させてもらいたい。山間部の太陽光パネル設置には、規制を設けて
環境破壊がこれ以上進まないように地方自治権が維持されることを望む。

34 ゼロカーボンシティ本当に大丈夫ですか？子供達の未来の為に

35

ゼロカーボンシティを掲げながらＥＶ車の充電設備がまったく無い！聞いた話ではあるが何億もかけ
水素ステーションを作る？燃料電池車が今後増加すると思われるのか。まったくのムダ  いなべも四
日市のようにＥＶにもっと補助を出すべきではないか。

36 ソーラー発電所の規制

都市計画、土地
利用計画・環
境、美化

環境、美化

環境、美化・農
林業、畜産

環境、美化

環境、美化・観
光

環境、美化・農
林業、畜産

市民主役・環
境、美化

環境、美化

環境、美化・子
育て

環境、美化・産
業振興

道路・環境、美
化・他

市民主役・環
境、美化

防災、防犯・環
境、美化・他

環境、美化・産
業振興

防災、防犯・環
境、美化・他

環境、美化

環境、美化

環境、美化
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37
空家を有効活用し、転入者を増やす活動。税金が高か過ぎる。太陽光パネルを増やすのではなく、畜
電池を増やす事。

38

幼い子供を育てているので保育や教育が充実してほしい。（早長、延長が長くなってほしい）お金も大
変で助けてほしい。働く場所が少ないので市外に出ていますが、収入が良くて働ける近場があるとい
いのになと思います。空気がきれい で、自然が豊かな所は、いなべが大好きです。子供も大自然で遊
べて嬉んでいます

39

市長さんがゴミを毎朝拾ってくださったり、粗大ゴミの無料回収があったり、まちの美化が保たれる
こといい事だと感じます。子どもの歩道の設備や小中高の通学路の美化も強化して頂けると嬉しい
です。（歩道の草刈り・ゴミ）高卒までの医療費の引き上げ、給食費の無償化など子育て世代に手厚く
してもらえることは有難いです。二十歳のつどいもこのまま二十歳の時にさせてあげたいと思いま
す。テスト期間中や土・日の部活後に自由に行けるこども食堂があるといい。

40

少子化の波が急激にやってきて将来を心配する。地域は高齢化していき、空屋が次々と増えている。
若者が安心して子育てできる環境を整えて、次の世代にバトンタッチしたい。いなべ市の自然、環境
汚染される事なく、きれいな水と空気を残してほしい。猿が増え続けている。安心して暮らせるよう
にしてほしい。

41

小さい子どもからお年寄りまで参加して交流が出来るイベントや場所を増やして欲しい。公園を増や
して欲しい。土、日や雨の日など子どもが遊べる場所を増やしてほしい。リサイクルゴミが家の近所に
すてに行けるのがとても助かっているのでこれからも続けてほしいです。

42

道路沿いの木をばっさり切っていただきたい。鹿などがとびだして非常にあぶない  斎場をたてか
えていただきたい

43

処理方法などの決まっていないソーラー光パネルの設置やワクチンの推進などを市でも一考してお
かしな政策は国に従わずにしてほしい。初期の危険なあ株といあわれた新型コロナのワクチンが出来
ていなかった 1 年間は日本人の総死者は減り、接種が始まってからの異常な死者の増加、ロット番
号によってかたよる死因がでてきて国は公表しなくなる  このようなことのあるワクチンはきっぱり
断ってほしい

44 休耕田の活用（農家と話し合う）、空き家の調査（住めそうな空き家はほっとかない）
45 空き家問題（治安を悪化させないようリノベーションや貸し出し、古民家カフェ等）

46
空き家が増加傾向にあり限界集落に進みつつある。若者の定着及び結婚しない出来ない人が多くみ
られ、この辺に問題を感じる。

47
私の地域は近所に空き家がたくさんあり家の回りも草がはえ放題で管理がされておりません  こん
後も増え続けると思います。今の内に対処して下さい。

48

空き家対策、近年空き家が増え害獣が、住み着くこともあります。住める空き家は、安く借りれる市の
仲介、又、壊れそうな家の解体工事の、市の借り入れなどが、出来れば安心してくらせます。身近に、
お金が無いから壊せないと、ず～とそのままのところがあり、道に瓦が落ちたりしてあぶない目に
あってますが、なんとかならないものかなぁと、おもいます。そのうちに、我が家も、近未来に、そうな
るやかもと思うと…。何かいい策はないものですかね。…

49
住宅用地を増やす→人口増  市内に大きな公園がない（東員町のような公園がほしい）  若い世帯を
増やすには、公園も必要（東員町が良い例と思います）

50

待機児童をなくすことが重要  子どもに関わる予算をさらに増やし、いなべなら子どもが育てやすい
と感じるようになるとよい。  これから家を建てようとする若い夫婦が、本当は桑名市や四日市市で
家を建てたいが土地代が高く菰野や東員に家を建てる知人や、同世代が多い。みんな老後の交通の
便をきにしていなべではと厳しい危惧している。若い世代がいなべを住処として選択できるような
メリットがあるといいなと思います。  私の生まれ育った自治体は人口 8000 人ほどで、若い世代
は減り、まちの将来がどうなるのか不安です。少子高齢化は日本全体の問題ですが、ぜひいなべ市も
少子高齢化対策をとり、引き続き存続していける街であってほしいです。

51

高齢者向けグループホームはあるが、中～軽度の障がい者向けグループホームは少なく、福祉課に
相談しても近隣の市町のグループホームに行くように言われ、いなべ市が好きなのに残念な気持ち
になりました。ぜひ、住み慣れた環境で、生活が続けられるよう、最近増えている空き家なとを利用し
てグループホームの整備を考えて欲しいです。

52
高齢化により空き家や耕作放棄地が今後ますます増えていくと考えられます。そ
の対策をしつつ、活気あるいなべ市をつくっていってほしいと思います。

環境、美化・住
宅・他

環境、美化・教
育・子育て・労
働

道路・環境、美
化・教育・健康
医療・子育て

上下水道・環
境、美化・住宅・
子育て・農林
業、畜産

環境、美化・子
育て・高齢者・
観光

道路・環境、美
化・農林業、畜
産

環境、美化・健
康医療

農林業、畜産・
防災、防犯・住
定住移住・住宅

住宅

住宅・農林業、
畜産

都市計画、土地
利用計画・住

公共交通・住
宅・子育て

住宅・高齢者

住宅・農林業、
畜産
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53

「ＳＤＧｓ未来都市」や「フェアトレードタウン」「ゼロカーボンシティ」はどれも大切なことではあります
が、どれも効果が上っているようには思えません。市長の思惑にふりまわされているとしか思えませ
ん。もう少し、地に足を着けた政策を実行するべきです。例えば、空家の調査をコンサルタント会社ま
かせにしたりしないで、職員が自分達の足を使って調べ、実態を把握しなければ効果的対策はとれま
せん。老人のために、どうすれば、交通がもっと便利になるか等喫緊の課題は山ほどあります。

54

空き家がけっこうな数あり利用が増えたらいいと思う。森林の整備をして動物も人間もくらしやすさ
をもっと向上させてほしい。自転車の人々がもっと利用しやすく専用道路など作ると歩行者も車も
安全でいいかと。

55

空家対策。１人暮らしの老人などの支援。ひこきもり・不登校支援。子供が高校や大学に通う事になっ
た時に、通学が困難になる為、桑名までの交通機関をスムーズに行けるようにしてほしい。北勢線は
遅すぎるし、途中停車が長すぎて時間がかかりすぎるのが問題。クーラーも効かない。その上高い。
新しい建物を作るのは良いが、古い建物がそのままになり空家（又はムダな建物）が増えるのもよく
ない。今あるものをうまく利用して活用してほしい。

56
空家を有効活用し、転入者を増やす活動。税金が高か過ぎる。太陽光パネルを増やすのではなく、畜
電池を増やす事。

57

いなべ市に移住する人や新しい店ができて嬉しいが、もっと地元の人々が喜ぶような政策や、商品
券（市内で使える）の開発、市民がお得に利用できる施設など考えていただけると嬉しいです。地元
の人が集まりやすい場所がほしい!!!また、私は孫がいるので一緒に遊びに行ける地元の人が交流で
きる場所として、公園を作ってほしい、たくさんの人が要望していると思います。空き家がたくさん
できてきているので、活用方法を積極的に考えてほしいです。

58

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発は
単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る体
制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住している
住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の交通
を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやすい。
北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショップや
カフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場にもな
る。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢線乗
車し応援してます。

59

自分たちで畑や米を作って自給自足が出来るような支援があったらいいと思う。小民家の再利用の
支援等。あとは独身の人の税金が高い。言いだしたらキリがない。ゆとりのある生活はなかなかむず
かしいから何かイベントや楽しめるものがほしい音楽ができるイベントとか

60

少子化の波が急激にやってきて将来を心配する。地域は高齢化していき、空屋が次々と増えている。
若者が安心して子育てできる環境を整えて、次の世代にバトンタッチしたい。いなべ市の自然、環境
汚染される事なく、きれいな水と空気を残してほしい。猿が増え続けている。安心して暮らせるよう
にしてほしい。

61

前頁にも記入したのですが若い方の支援（高校・大学）  学資の援助、通学費の援助しないかぎり、子
供の減少かされる  冬の雪道の通学路（路面の凍結）  施設の人手不足、又、高齢者の一人暮らしの生
活  空き家空き地が多い

62

田園の管理、農業の継承問題、土地崩壊が始まっている。空家の増加、高齢者世帯増加により、10 
年後、地域が崩壊してしまう。子供がいない若い人達の定住化の促進が必要。家の跡継ぎがいない

63

文化の振興からのまちづくりの視点を今後とり入れていって頂きたい。東海環状自動車道の開通を
機に隣県の自治体とも連携しながら、観光の振興に力を入れて頂きたい。若い人たちが定住・移住し
やすいような住宅改革を検討願いたい。

64 若い人がどんどん出ていく  子供がいなくなった  空き家が増えている  獣害が減らない

65

自然 こども 福祉 に軸を置きながらも 若い世代の流入に注力を向けた施策を今後も期待いたしま
す。  また、空き家対策について対策を加速していただきたい次第です。  よろしくお願い申し上げま
す。

66

最近隣近所にあき家がふえてきています。税金もあき家にかかるようになり、我家も夫婦 2 人ぐら
しの高齢ですので、今後のことを心配しています。息子と娘も都会にでていっており、いなべ市に戻
るよう言いますが、やりたい仕事がないと言って帰ってきてくれません。観光に力を入れて頂くこと
も必要ですが、市民の生活の場として今後をどう支援して頂けるのか一緒に考えていきたいです。

67

藤原への工場の誘致（人がふえてほしいから）。高齢者（空き家）が多く若家族が地元定着せず他の地
域で新しい家を持つ傾向です原因は何なのでしょうか？行政として調査し思い切った対策を考えな
ければますます人の流失（人口減）するのではないでしょうか。

公共交通・住
宅・他

道路・住宅・農
林業、畜産

公共交通・住
宅・教育・高齢
者・他

環境、美化・住
宅・他

住宅・生涯学
習・子育て・産
業振興

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光

住宅・文化芸
術・農林業、畜
産

上下水道・環
境、美化・住宅・
子育て・農林
業、畜産

道路・住宅・教
育・子育て・高
齢者・労働

定住移住・住
宅・高齢者・農
林業、畜産

定住移住・住
宅・文化芸術・
観光

住宅・農林業、
住宅・子育て・
地域福祉

移住定住・住宅

定住移住・住
宅・高齢者・産
業振興
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68

子育て世代に免除も大切であるが年金世代の医療費問題、一人世帯空き家問題、田畑、もち家、これ
から先不安でいっぱいである。街のつながり市の支援等、安心して日々を送れるのであれば年齢関
係なく出来る事であればしたいと思う。企業などを誘致し、住民が安定した生活を送れるよう願う。

69

阿下喜在住です。少しずつ阿下喜を中心に観光の方がみえていますが、「新しい若い方向けの施設・
店舗」と「従来より生活している方」との交流があまり無く、本当の意味でのまちづくりと離れている
ように感じます。また、商店街中心に空き家が有り、高齢化が進んでいるのも心配です。空き家を利
用したり、移住してもらえるような環境整備が必要だと思います。

住宅・健康医
療・高齢者・農
林業、畜産・産
業振興

定住移住・住
宅・観光
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土地利用 8 件

1

子供なしで夫婦共働きです。買い物は車がないとなかなか行けないので老後心配です。使ってない
土地や竹藪などが多くあるように思います。商業施設やコストコなど出来るともっと移住者も増える
んじゃないかと思います。

2

外県からいなべに来ました。自然が近く、交通の便もよい、人もやさしいのでいなべが大好きです。
いなべ公園を東員の中部公園のように活気のある場所になるといいなと思っています。

3

住宅用地を増やす→人口増  市内に大きな公園がない（東員町のような公園がほしい）  若い世帯を
増やすには、公園も必要（東員町が良い例と思います）

4

自然に恵まれたいなべ市が好きなので、自然の環境は出来るだけ残して、都市計画を進めて欲しい
です。生活の利便性の向上は望みますがそれによって環境が悪い方に変化することは望みません

5

自然やアウトドアなどでいなべ市は自然があるイメージを確立させつつ、今後も工場などの事業誘致
を進めてしっかり稼いで定住できる街にして欲しいです。 観光的な面を伸ばすのもありですが、いな
べ市全体を支えているのはトヨタ車体やデンソーなど大企業の工場があり、所得が他県よりも高い
ところにあるので、しっかり稼げる街というのが一番のポイントです。 今後も企業誘致に力を入れて
頂きたいです。 あと、員弁町は幹線道路沿いに農振地域が多く、商業施設や住宅が造りにくく、いな
べ市役所が移転してから発展が止まっています。 桑名方面からの玄関口としてもう少し華やかにし
たほうがいいと思うので、無駄な農振地域や線引きはやめて、実需を取って欲しいと思います。桑名
方面の方でも仕事がいなべ市で北勢町は遠いが員弁町あたりならまだ住んでも良いという方が多い
です。東員町のほうが住むには人気ありますが、東員町は住宅地が高騰して桑名と変わらない価格
になってるので、いなべ市の新しい保育園や小学校、購入しやすい土地価格、ゆったりと子育てしや
すい広い敷地、オシャレな店も増えてきて魅力的と揃ってきているいなべ市に来てもらえるよう、玄
関口の員弁町を華やかにするべきだと思います。

6

町作り協議会を発足して多様な人材を委員としてよく検討して進めていく。まちの中心となる場所を
定めてそこから周囲を固めていく。第三者が見ていなべ市の中心が明確になるようにする。

7

懇談会を各地域で開催し要望等意見を聞く場を開催することが望ましいと思います。  （要望）合併ま
では、市道の草刈り等充実していたが、合併後草刈りが行なわれていない状況が続いていると思わ
れている。  旧庁舎等の施設があり維持管理費用が必要と思われる。これらを取壊し等検討後に、新
たな発想で施設を建設すべきである。  税収確保のため企業誘致を進めるべきではないか。  偏った
地域ばかり整備するのではなく、各町を

8

若者が住みたい、住み続けたい町作り。担い手をつくるための協働体制の充実。日本をリードするぐ
らいの教育先進地。コンパクトシティー、スマートシティなど持続可能なまちのビジョン。非認知能力、
道徳心の向上につながる文化芸術施策の拡充。

自由記述 分類

都市計画、土地
利用計画・産業
振興

公共交通・都市
計画、土地利用
計画・環境、美
化

都市計画、土地
利用計画・住
宅・生涯学習・
子育て

都市計画、土地
利用計画・環
境、美化

移住定住・都市
計画、土地利用
計画・産業振興

市民主役・都市
計画、土地利用
計画

市民主役・道
路・都市計画、
土地利用計画・
産業振興・他

定住移住・都市
計画、土地利用
計画・教育・文
化芸術・産業振
興
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防災 14 件

1

学生さんの交通手段を便利にしてほしいです‼（切実です）。防災放送が流れていても内容が聞きと
れないことが多いので、改善されるとよいと思います。（いなべ市ではないと思いますが地震速報の
音が不安を増やすような音だと感じるので、注意を知らせつつ、落ち着いて行動できるような合図
の音に変わってほしいと思います。）

2

道路の整備をしてほしい 大安町の石榑郵便局～GS 宇佐美～大安駅付近 小中学生の登校時に危
険を感じる 除草作業の年間回数を増やして欲しい 道路がガタガタ、歩道は荒れている、草や木が
繁っていて見通しが悪い、安全に自転車が走行できない  優先道路がわかりにくい信号の無い交差
点の事故防止になるような注意喚起を設置してほしい。特に優先道路が変更になった交差点は危険  
大安駅舎の外壁タイルが剥がれていて危険じゃないのか不安  防犯防災で、交番の警察官の方が各
家を巡回して、住んでいる人の名前や年齢 勤め先などを帳簿に書いて有事の際に活用できるよう

3
安全なまちづくりの為に防犯カメラの設置。いなべ市近郊の震源地の場合は報道がないことがあり
不安。

4

各区に設置して有る防災のスピーカーが有効利用されていない。高額な予算を使っていても宝の持
ちぐされ。又公園（いなべ）はペットＮＧでにぎわいの森だけペットＯＫはどうしてか？公共の施設は
ペットＮＧにすべき

5

地震などの大きな災害が起きた時の行政の対策、備品などどこまでの受け入れ設備があるのかを
詳しく知りたいです。それを見て、自分たちでどこまでの対策をすべきか判断できるので参考にした
いです。

6

大きな災害に強い町づくりを希望。訪客（移動スーパーマーケット）→ラジオで聞いたのでほうかく？
ほうきゃく？  年令を重ねるにつれ車ものれなくなった時には、便利だから利用したいけど、そのよ
うなビジネスの推進をいなべ市で検討してもらいたい  公共交通手段の充実（福祉バスｅｔｃタク
シー）

7

いろいろな人が無神経になり個人優先的な考えになりすぎて未来の事が不安になる。災害（大地震）
が起った時にどれ位の人が他人をおもいやって生活が出来るのか？  公共工事等が大安町を中心
とした工事等が多い様に思われます。市長が大安町の人なのではと感ぐります。

8

太平洋セメントの山からの土石の流れが年々大きくなっているが、市として企業に何かの対策を要
求して欲しい。市の施設が他町ばかりに集中して、藤原は取り残されている。もっと全体に目を向け
て欲しい。上下水道の値上がりが激しい。

9

河川の整備で思うことは、員弁川の川原が木がはえている現状であり、上流からの大水の時に石が
下流に流されて、川原が大変な状態（所によってはテイボウを境に高速の下の道とほぼ高さが同じ
所も見うけられます）になっています。線状降水帯が長時間続いた折には、テイボウをのりこすこと
も考えられます。川原のジャリや川原の木草のテッキョが必要ではないでしょうか！

10

ＳＤＧｓ未来都市において、原因不明の出火で山火事が発生している。開発に際しては、防火対策を
徹底した上で豊かな自然を持続させてもらいたい。山間部の太陽光パネル設置には、規制を設けて
環境破壊がこれ以上進まないように地方自治権が維持されることを望む。

11

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが
人口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるとこ
ろは多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も
限られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさ
と納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少
しがんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益
も上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

12

①まだまだ進む少子高齢化社会に対出生率アップのいなべ市独自の若い夫婦に対する補助対策を。
※育児・住宅・働らく環境、若い夫婦の定着、明るい家庭作りの啓発運動  ②将来的にくる大災害に
むけて、すべての人が被害をうけるので自分を守る事を第1にして、後、皆助け合うのがあたりまえ
ですが日ごろの防災、災害時を事想定してもっと、啓発するのが望ましい。  ③いなべ市独自の耕作
放棄地。対策、若者の営農参加啓発、補助対策は出来ないのか。

13

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町っも金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

14

生活道路の整備・防災対策の充実・高齢者免許証返納後交通手段の充実・環境の整備（国道沿いの法
面雑木林になっている）

自由記述 分類

公共交通・防
災、防犯

道路・防災、防
犯

防災、防犯

防災、防犯・他

防災、防犯

公共交通・防
災、防犯

防災、防犯
・他

上下水道・防
災、防犯・他

防災、防犯・農
林業、畜産

防災、防犯・環
境、美化・他

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

防災、防犯・子
育て・農林業、
畜産

道路・防災、防
犯・スポーツ・
健康医療・産業
振興・観光

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産
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防犯 27 件

1

国道 421 号の近くにいなべカリー近く住んでいて、小さい子どもがいます。子どもが小学・中学に
通うには国道 421 号を通って（横断して）通う必要があります。自宅から、横断歩道まで行くのも危
険な状況です。信号機や歩道橋等の設置を希望します。（近所の方も不安に思っている方います）ま
た、通学路になっている坂道（421 号から入った所）は細く見通しが悪いにも関わらず、スピードを
出し通る車もいて大変キケンです。改善してほしいです。

2

道路の整備をしてほしい 大安町の石榑郵便局～GS 宇佐美～大安駅付近 小中学生の登校時に危険
を感じる 除草作業の年間回数を増やして欲しい 道路がガタガタ、歩道は荒れている、草や木が繁っ
ていて見通しが悪い、安全に自転車が走行できない  優先道路がわかりにくい信号の無い交差点の
事故防止になるような注意喚起を設置してほしい。特に優先道路が変更になった交差点は危険  大
安駅舎の外壁タイルが剥がれていて危険じゃないのか不安  防犯防災で、交番の警察官の方が各家
を巡回して、住んでいる人の名前や年齢 勤め先などを帳簿に書いて有事の際に活用できるようにし
て下さっていますが、数年前の帳簿が紛失していました。いざと言う時に使えなかったら勿体無い。
市と警察で情報交換して活用できるようにして欲しいです

3

子供が自由に安全に遊べる場所がない（公園など）  。歩道がない。横断歩道などが薄いのに整備さ
れない。車の速度が速い。（安全意識が低い）  〔基本的に安全に関する意識がかなり低い〕安全環境
の整備。

4

安全なまちづくりの為に防犯カメラの設置。いなべ市近郊の震源地の場合は報道がないことがあり
不安。

5

街灯やカーブミラーを増やしてほしい  子供の予防接種の補助など  医療費窓口負担 0 にしてほし
い

6

犯罪のない町に（空家が増えて行くのでは）

7

田舎なので静かでいいところですがやはり不正改造バイクや自動車が多く、大変な迷惑を被っており
ます。静かな環境で暮らしたいので、いなべ警察署といなべ市が連携して不正改造バイク自動車を撲
滅するよう切に願います。

8

街灯が少ない所が多いので安全の面、増やすべき。缶やビンを捨てる際、地元の人が朝から当番で
やっている。今時、古い為、ゴミステーション設置して無駄なことを無くすべきです。

9 空き家問題（治安を悪化させないようリノベーションや貸し出し、古民家カフェ等）

10

不妊治療できる病院がいなべ市にありません。産婦人科もいなべ総合にしかありません。増やしてほ
しい。街灯が新しい団地には無いからつけてほしい。せっかくキレイな街になってきたのに飲食店が
少ないです。キレイな大きい公園があるときっと利用する人がふえると思う。

11
子どもが安心して暮せるようにしてほしい。

12

子供達の安全、安心の町づくりをお願いします

13

子供達の安全に暮せる町づくり

14

老人が安全安心に暮らせる街作りをお願いします。

自由記述 分類

道路・防災、防
犯

道路・防災、防
犯

道路・防災、防
犯・子育て

防災、防犯

道路・防災、防
犯・健康医療・
子育て

防災、防犯

防災、防犯・環
境、美化

防災、防犯・環
境、美化

防災、防犯・住
防災、防犯・健
康医療・生涯学
習・産業振興

防災、防犯・子
育て
防災、防犯・子
育て

防災、防犯・子
育て

防災、防犯・高
齢者

52 防犯(27)



15

外国人が多すぎる。日本人ではない価値観で生活をすれば治安の悪化が懸念される  高齢者が益々
増えているのに交通手段がマイカーしかないのはいかがなものか？タクシーすら走っていないいな
べ市移動手段がない  どうするのか？

16

外国の方が増えて来たが言葉がわからない。宗教の訪問が多い。家に居ると不要な物がないか、見
知らず訪問者があるので恐い。夜の大声や車の騒音はひかえてほしい。

17

人口減少対策として外国人の移住者を増やし彼らとの良好な人間関係を構築する為に各地域での対
応会議が必要かと思います。チャイニーズドラゴンは今は凶暴な集団のようですが元は中国残留孤児
の子供達が日本人からの差別に対応する組織だったそうです。いなべ市はそんな凶悪組織を作らせ
ない為にも外国人移住者を暖かく迎えて入れなくてはなりません。それには地域住民と移住者の仕
事以外での接点が必要ですね。都会に比べて田舎では外国人移住者に対する偏見が強い傾向にある
かもしれませんね。

18

ＳＤＧｓ未来都市において、原因不明の出火で山火事が発生している。開発に際しては、防火対策を徹
底した上で豊かな自然を持続させてもらいたい。山間部の太陽光パネル設置には、規制を設けて環
境破壊がこれ以上進まないように地方自治権が維持されることを望む。

19

1.アンケート内にも「自然環境保守金」とあるが市内の森林の整備に注力願いたい。公共の土地には
市が個人のものは所有者が行なう事が大原則と考える。森林は活きているので伸びていく一方。そ
の他獣害の増加だけでなく、西側の森で日没が早くなり住宅環境も悪化、市内いたるところであるが
スケジュールを決めて対応願いたい。  2.街の明るさは文化であり、治安の良化にも有効。゛農家は夜
の明かりが作物に良くない″と言うが、新に外から移り住む又は住んだ人達の声を確認するべきで
あり行政がそれを求めるなら抜本的な改革が必要ではないか。

20

1.交通整備（相乗タクシーなど）  2.交流場所整備（コミニケーション活発化）
3.獣害対策（これから獣害が多くなる）  4.道路整備（舗装修繕、路肩除草）
5.安全対策（交差点信号機など）

21

いなべ市は皮膚科や耳鼻科眼科等少ないと思います。子育てにも必要なので少しでも増えてくれた
らと思います。 地域の高齢化も進んでいるのでバスの本数や路線も増やしてほしいです。 車がない
と生活出来ないのでは免許返納出来ないお年寄りも増えています。事故が心配です。 景気が悪くな
り犯罪も増えています。夜街灯が少ないの地域が多く危険です。安全で長く住める街作りをお願いし
ます。

22

市主催の婚活パーティー1 回/月ｏｒお見合い  インフラ整備  高速道路ＳＡ
（道の駅）建設  主要道路の信号機、外灯、等の脇の雑木林、草木の伐採、整備
（見えにくい箇所あり多数）

23

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町っも金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

24

市の施設を市民がもっと使いやすいようにしてほしい  高齢者の（子どもも）生活を守れるようにして
ほしい（移動手段を増やしたり、安全運転指導など）  保育、介護、教育に関わる人を増やせる対策  
子どもを産み育てやすい対策（手当て、保証など）

25

市は市民の為の安全で暮らしやすい市にしてほしい。住民・子供達が安全で（交通、猿）等の被害に合
わない様にしたい。又、行政は住民が安心して暮らして行ける様住民中心及び住民の為の政策を行っ
てほしい。（獣害対策課は獣害を守るのではなく住民を守る為の仕事をしてほしい。）

26

せっかくやっていフォトコン毎年同じような作品ばかりみます。こんないなべがあったんだ思うような
作品を選んでも、見る側応募する側もっと魅力が増えると思います。  ゆめ鉄道という素敵なイベント
がまったく認知されていないのももったいない。  通学路や夜ウォーキングしている人が多い道に街
灯が少なすぎます。車もスピード違反多く、危険な場面に何ども遭遇しています。

27

生活道路の整備・防災対策の充実・高齢者免許証返納後交通手段の充実・環境の整備（国道沿いの法
面雑木林になっている）

公共交通・防
災、防犯・他

防災、防犯・環
境、美化・他

定住移住・防
災、防犯

防災、防犯・環
境、美化・他

防災、防犯・農
林業、畜産

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産・
他公共交通・防
災、防犯・健康
医療・子育て

道路・防災、防
犯・子育て・観
光

道路・防災、防
犯・スポーツ・健
康医療・産業振
興・観光

公共交通・防
災、防犯・教育・
子育て・高齢者

防災、防犯・農
林業、畜産

公共交通・道
路・防災、防犯・
観光

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産
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農林、畜産業 61 件

1
休耕田の活用（農家と話し合う）、空き家の調査（住めそうな空き家はほっとかない）

2 これ以上木を切らないで下さい。動物の住む所がなくなってしまいます。

3

高い木は自分では切ることがむずかしいため市で対応していただきたい。道路の草が伸びており子
どもと散歩するさい目に入るなどあぶないためこまめに対応してほしい市の案内が基本的に遅い。

4

不法投棄について  最近、山に不法投棄が多い、市に回収依頼しても土地の持ち主に依頼してほし
いとのこと  土地の持ち主がわからないことが多いので、その時は市で回収してほしい。狩猟の時期
になると猟師さんがシカ等の骨、内臓を山の谷に捨てている。市のほうで、内臓、骨は埋めるように
指導してほしい。

5
私は都会にいて、定年と共にＵターンです。自然の中で静かに暮せて幸せです。家庭菜園も少し作っ
ていますが、獣害さえなかったらと…と思います。

6

里に近い二次林が放置されて木が大きくなり、道路・宅地・用水路・農地に覆いかぶさって来ていま
す。害獣が出没して里にヤマビルが増え、道路通行の支障、宅地への木の侵入、用水路管理の支障、
農地の日照の遮りなど、暮らしに悪影響を及ぼしています。市内の二次林の林齢はほぼ同じで 50
～60 年と思われ、放置林の弊害は市内全域で同時に発生していると思われます。長期的に持続可
能な林縁の伐採管理計画が立てられないでしょうか。

7

河川の整備で思うことは、員弁川の川原が木がはえている現状であり、上流からの大水の時に石が
下流に流されて、川原が大変な状態（所によってはテイボウを境に高速の下の道とほぼ高さが同じ
所も見うけられます）になっています。線状降水帯が長時間続いた折には、テイボウをのりこすこと
も考えられます。川原のジャリや川原の木草のテッキョが必要ではないでしょうか！

8

孫が遊びに来てブランコあると言ったが公園がないからね…小学生位まで遊べる所があればいい
のに…道路もきれいに整備してある所と昔のままの所も、同じようにしてほしい。作物も作っても動
物に食われる。日本は自給が少ない考えないと。

9

空き家対策、近年空き家が増え害獣が、住み着くこともあります。住める空き家は、安く借りれる市
の仲介、又、壊れそうな家の解体工事の、市の借り入れなどが、出来れば安心してくらせます。身近
に、お金が無いから壊せないと、ず～とそのままのところがあり、道に瓦が落ちたりしてあぶない目
にあってますが、なんとかならないものかなぁと、おもいます。そのうちに、我が家も、近未来に、そ
うなるやかもと思うと…。何かいい策はないものですかね。…

10

大安町に住んでいますが、ここ数年新しい店（店舗  運送会社？倉庫？も含む）や住宅が増えてきて
います。その分、自然も減ってきています（多量の木を切って、店（店舗）や家を建てている為）自然が
多いところが好きなので増やしてほしいです。

11

私は、自然を大切にしていきたいと思います。近年、獣害による被害が多く、安心して生活が出来ま
せん。昔はそうではなかった森林が減り産業が発展につれて、居場所がなくなったのか、解りません
が対策をお願いします。

12

高齢者が楽しみを待って集まれる（スイミングで体を動かすとか、ジム的なもの）があるといいと思
います。70 才から、いなべ市のシルバー、歩こう会に参加させてもらっています。元気な人を見る
と、私も元気が出ます。近所に、さるが多いので何とかしてほしい。（小学生の孫や近所にも子供がい
てあぶない）

13

市として偏っている事が多く思います。平等にして下さい  もっと老人の事を考えてバス等 1 時間
事に 1 回ずつ走らせて下さい  最寄りの場所でのりおり出来る様に  毎日毎日猿が来て畑はあるの
に野菜など作る事が出来ません  何か対策はないのでしょうか？

14

いなべ市は、農業の町である。何十年後には世界の人口が増え、日本の人口は減少するというデー
ターが出ている。先人が残した田、畑、森を守り「食」を未来の子供達に残す為にも一次産業は重要と
考える。これ以上休耕田を増加防止の施策は無いだろうか？

15

親の死去で相続してしまった荒地がいくつかあります。（昔から親族が相続するものだと教えられて
きて）いざ相続したら土地の管理がとんでもなく大変です。草はすぐ伸びるし、手入れに通う時間も
ない。農業振興地のしばりで売りにも出せず、本当に困っています。何とか助けていただきたいで
す。

16

住環境の理由で買い物に行くことが簡単にできません。今後高齢になり車が運転できなくなった時
のことなど考えて、契約農家さんの野菜や手作り惣菜などを市と協力して定期的に自宅まで持って
きてもらえるシステムや移動販売を導入していただけたら良いなと思います

自由記述 分類

農林業、畜産・
住宅

農林業・畜産

道路・農林業、
畜産

環境、美化・農
林業・畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

防災、防犯・農
林業、畜産

道路・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

住宅・農林業、
畜産

環境、美化・農
林業、畜産

環境、美化・農
林業、畜産

スポーツ・高齢
者・農林業、畜
産

公共交通・高齢
者・農林業、畜
産

農林業、畜産

農林業、畜産

公共交通・農林
業、畜産
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農林、畜産業 61 件

自由記述 分類

17

農業、特に田（稲作）を作る人がいなくなり、営農などにたのむ人が多く、営農する人も減って、田な
どの管理がむつかしい状態。観光などで人を呼ぶことだけでなく、もとからある農業を守っていく方
法を考えてほしい。

18

農業をやめたくてもやめられないので、制度改革や、機械化の進展が必要。  人と人との信頼関係を
築くために悪口を言わない、人権尊重、個人情報保護の意識付けが必要。

19
獣害対策  野菜を作ってもサル、シカ等に荒らされる  積極的な駆除を希望する　このままでは獣害
の町いなべ市です。イメージが悪い

20 増えすぎる猿の駆除

21
野生動物の捕獲、駆除お願いします。サル、イノシシ、アライグマ、ハクビシン等（クマも？）山沿いだけ
でなく民家畑スーパーにも出没してます

22 猿の対策して欲しい

23

猿をどうにかしてほしいです。子供の登下校時にいると心配です。

24 安心して暮せるよう獣害の駆除を重点的に進めてほしい。

25 害獣対策要。（特に猿による害）猿が多く困る。

26
最近、ノラネコやサルが増えているように感じます。ノラネコは保護してほしいです。

27

猿の被害に困っています。自宅、自動車、田畑など荒らされて困っています。小学生の子供がいます
が、毎日自宅に猿の大群がいて危険で困っています。大人が近寄っても逃げるどころか襲いかかっ
てきます。森や林の整備も御願いします。非常に危険なので至急対策してください。

28 猿をなんとかして欲しい危険

29
山村部の整備など中心よりはなれた地への行政の足の出所  現場への出所をしなっとくのせつめい
を

30
高齢化により空き家や耕作放棄地が今後ますます増えていくと考えられます。その対策をしつつ、活
気あるいなべ市をつくっていってほしいと思います。

31

市外を意識した耳触りの良い施策【問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカーボンシ
ティ/チャレンジカーボンニュートラル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）】、キャンプ場、温泉設
備などの市外向けの設備整備が目立つように思います。市内、市民の福利厚生や教育、農業林業、商
工業の土台があってこそ、魅力的な街として市外の方にも映ると思います。安易なアピールではな
く、市内外の両方が良くなるような、バランスの取れた市政を求めます。

32

1.アンケート内にも「自然環境保守金」とあるが市内の森林の整備に注力願いたい。公共の土地には
市が個人のものは所有者が行なう事が大原則と考える。森林は活きているので伸びていく一方。そ
の他獣害の増加だけでなく、西側の森で日没が早くなり住宅環境も悪化、市内いたるところである
がスケジュールを決めて対応願いたい。  2.街の明るさは文化であり、治安の良化にも有効。゛農家は
夜の明かりが作物に良くない″と言うが、新に外から移り住む又は住んだ人達の声を確認するべき
であり行政がそれを求めるなら抜本的な改革が必要ではないか。

33

1.交通整備（相乗タクシーなど）  2.交流場所整備（コミニケーション活発化）
3.獣害対策（これから獣害が多くなる）  4.道路整備（舗装修繕、路肩除草）
5.安全対策（交差点信号機など）

34

①まだまだ進む少子高齢化社会に対出生率アップのいなべ市独自の若い夫婦に対する補助対策を。
※育児・住宅・働らく環境、若い夫婦の定着、明るい家庭作りの啓発運動  ②将来的にくる大災害に
むけて、すべての人が被害をうけるので自分を守る事を第 1 にして、後、皆助け合うのがあたりまえ
ですが日ごろの防災、災害時を事想定してもっと、啓発するのが望ましい。  ③いなべ市独自の耕作
放棄地。対策、若者の営農参加啓発、補助対策は出来ないのか。

35

空き家がけっこうな数あり利用が増えたらいいと思う。森林の整備をして動物も人間もくらしやすさ
をもっと向上させてほしい。自転車の人々がもっと利用しやすく専用道路など作ると歩行者も車も
安全でいいかと。

農林業、畜産

農林業、畜産・
人権

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産、
教育

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

農林業、畜産

住宅・農林業、
畜産

教育・農林業、
畜産・産業振
興・観光

防災、防犯・農
林業、畜産

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産・
他

防災、防犯・子
育て・農林業、
畜産

道路・住宅・農
林業、畜産
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農林、畜産業 61 件

自由記述 分類

36

河川、森林、歩道の整備、イオン東員へのコミュニティバスの実現。

37

猿の被害が多いため対策をして欲しい。農業をしている人が作物を作れない状況になっている。小
学生の通学路にも出てくるため危険。ランニング専用コースを作って欲しい

38

企業誘致の相談の窓口を作り（企業にせんでんする）（自分の会社はいなべ市に新工場を建てようと
したが土地がみつからず中止になったので）  子供をふやすためにもどくしんの人たちにせっきょく
てきにこんかくサポート、お見合い等 いなべ市は、会社にいるほかの市や県の人からきくと住民税
が高い  サル・シカがふえすぎている。

39

公園や道の整備（草刈りなど）。小さい子供から遊ぶことができる公園をいくつか作ってほしいで
す。害獣対策をしっかりとしてほしいです（子供が安心して通学や遊べる環境づくり）

40

子育て世代が（に限らず）気軽に行ける公園があるとよいと思います。サルやシカなどの問題もある
かと思いますが（メンテナンスも含む）「子どもを遊ばせる公園がなくて困る」という声をよく聞きま
す。そんなに広くない、でも駐車場がある程度ある…子育てにやさしいまちづくりを望みます。

41

子育て世代に免除も大切であるが年金世代の医療費問題、一人世帯空き家問題、田畑、もち家、これ
から先不安でいっぱいである。街のつながり市の支援等、安心して日々を送れるのであれば年齢関
係なく出来る事であればしたいと思う。企業などを誘致し、住民が安定した生活を送れるよう願う。

42

猿害がひどいので菰野町？のように街全体で行政が対策をとってほしい。個々ではムリ。スポーツ
文化施設が全くない。あっても時間帯が限られている。車を使わなくても生活できる対策も必要。高
齢ドライバー多すぎてこわい

43

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発
は単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る
体制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住してい
る住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の
交通を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやす
い。北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショッ
プやカフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場に
もなる。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢
線乗車し応援してます。

44

市は市民の為の安全で暮らしやすい市にしてほしい。住民・子供達が安全で（交通、猿）等の被害に合
わない様にしたい。又、行政は住民が安心して暮らして行ける様住民中心及び住民の為の政策を
行ってほしい。（獣害対策課は獣害を守るのではなく住民を守る為の仕事をしてほしい。）

45

自分たちで畑や米を作って自給自足が出来るような支援があったらいいと思う。小民家の再利用の
支援等。あとは独身の人の税金が高い。言いだしたらキリがない。ゆとりのある生活はなかなかむず
かしいから何かイベントや楽しめるものがほしい音楽ができるイベントとか

46

少子化の波が急激にやってきて将来を心配する。地域は高齢化していき、空屋が次々と増えている。
若者が安心して子育てできる環境を整えて、次の世代にバトンタッチしたい。いなべ市の自然、環境
汚染される事なく、きれいな水と空気を残してほしい。猿が増え続けている。安心して暮らせるよう
にしてほしい。

47

田園の管理、農業の継承問題、土地崩壊が始まっている。空家の増加、高齢者世帯増加により、10 
年後、地域が崩壊してしまう。子供がいない若い人達の定住化の促進が必要。家の跡継ぎがいない

48

道路沿いの木をばっさり切っていただきたい。鹿などがとびだして非常にあぶない  斎場をたてか
えていただきたい

49

道路の整備（舗装）。道路の整備（歩道の除草）。猿、鹿、猪対策。体育施設の補修。

公共交通・道
路・農林業、畜
産

教育・スポーツ・
農林業、畜産

子育て・農林
業、畜産・産業
振興・他

教育・生涯学
習・子育て・農
林業、畜産

生涯学習・子育
て・農林業、畜
産

住宅・健康医
療・高齢者・農
林業、畜産・産
業振興

公共交通・文化
芸術・スポーツ・
農林業、畜産

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光

防災、防犯・農
林業、畜産

住宅・文化芸
術・農林業、畜
産

上下水道・環
境、美化・住宅・
子育て・農林
業、畜産

定住移住・住
宅・高齢者・農
林業、畜産

道路・環境、美
化・農林業、畜
産

道路・スポーツ・
農林業、畜産
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農林、畜産業 61 件

自由記述 分類

50

土地の有効利用と集客をねらうならコストコやイケヤとかアウトレットなどを誘致すると東海環状を
使ってたくさん人がやって来てくれるのではないかぜひ住民にとっても便利な大規模商業地を作っ
てほしい。にぎわいの森も予想どおり平日は客足もへってきているので観光産業よりも市民にもあ
りがたい商業地を作ればよい。  獣害対策の部分的補助よりももっと市ぐるみで対策をしていかな
いとこのままでは農業従事者も減るだろうし、家庭菜園でたのしむこともできず生きがいも失うだ
ろうし、いなかにすんでいてよいことは一つもなくなってしまうので何とかしないといけない。早急
に対策しないと子そだても、若者の定住も期待はできない。  箱物を整理し（例えば図書館を１つに
するとか）予算を重要度の高いものへまわしていって欲しい。そうすれば明るい未来がすこし見える
かも知れない。

51

にぎわいの森を市民がもっと集えるように公園やイベント（クリスマスマーケットや夜市ｅｔｃ）をして
ほしい。観光事業（ヒュッテ）にお金を投資しすぎないでほしい。安全や生きがい、楽しみ（家庭菜園）
ができるように、猿の撲滅を願いたいです。（怖いです）市民割引でプールや温泉をリーズナブルに
してほしい。

52

引きこもり児童、生徒の支援の充実。商業の発展と自然保護の両立。獣害対策。市役所の総合案内の
設置。

53

緑豊かな自然と言えば、聞こえは良いけれど、裏を返せば獣害に悩まされる日々です。ゴルフ場や工
業団地の開発を了承したのは、地元の人間だから仕方ないのですが…。今はまだ運転可能ですが、
これから増々年齢を重ねて行く上で自家用車が無くては身動き出来ない地域では、今…これから先
の生活に不安だけがつのります。

54
若い人がどんどん出ていく  子供がいなくなった  空き家が増えている  獣害が減らない

55

員弁町笠田の田園場所……有名なお店の誘致。東員町みたいな大きな公園を設置（遊具、散歩コー
ス、マラソンコースなど）。害獣対策をしてシェア畑（アドバイザーとして農業がわかる高齢者をおく）。
農業の体験（野菜、米の収穫）。 イベント会場も作り、駐車場も広くとる。

56

生活道路の整備・防災対策の充実・高齢者免許証返納後交通手段の充実・環境の整備（国道沿いの法
面雑木林になっている）

57

農業への支援（担い手も少ない）  山林の整備  人口を増やす計画  若者がスポーツする場の確保（ス
ケボー等）  開かれた学校づくり（スクールコミュニティ）

58

農作物、動物（シカ、サル、イノシシ）被害が多すぎ  観光スポットがない。（若い人がいなべ市にこな
い）  いなべ総合病院、日下病院緊急の場合引受けてくれない  病院がきまるまで時間かかる。良い
市にするには、考えてほしい

59

歩道の除草。害獣対策。特に猿被害で家は壊され花や野菜も作れない。公園が少ない。

60
高付加価値農業と商業・工業のバランスが取れたまちへ

61

東海環状自動車道開通に合わせた産業開発や観光誘致、市役所周辺施設の活性化、いなべと言えば
これ！という特産品の開発や売り込み

定住移住・生涯
学習・子育て・
農林業、畜産・
産業振興・観光

スポーツ・農林
業、畜産・観光

教育・農林業、
畜産・産業振
興・他

公共交通・農林
業、畜産・産業
振興

住宅・農林業、
畜産

生涯学習・農林
業、畜産・産業
振興

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産

教育・スポーツ・
農林業、畜産

健康医療・農林
業、畜産・観光

道路・生涯学
習・農林業、畜
産

農林業・畜産、
産業振興

産業振興・農林
業、畜産・観光

- 57 - 農林・畜産業(61)



産業振興 64 件

1

運転していていきなり目の前に動物が現れる。どうしていいか焦ります（クマはまだみません）  田ん
ぼ、畑を所有してる方が車を路駐していると、歩行者・通行人の妨げになります。  法定速度の標識が
全く数字が見えてなく修繕はしないのか気になります。法定速度 40 の所 100 キロぐらい出して
るドライバーがいます。音でわかります。コンビニが何故に多いのか不思議。病院が少ない。

2

北勢町あたりにセルフのガソリンスタンドがほしい  高速道路はいつ完成？わかりづらい  大きい道
の歩道にはしっかりとガードレールをつけてほしい（特に通学路）  子どもが安全にあそべる公園を
もっと増やす整備してほしい

3

子供なしで夫婦共働きです。買い物は車がないとなかなか行けないので老後心配です。使ってない
土地や竹藪などが多くあるように思います。商業施設やコストコなど出来るともっと移住者も増える
んじゃないかと思います。

4

元大安庁舎、元北勢庁舎の有効活用をもっと考えてほしい。大安庁舎から見える桜並木の景色、北勢
庁舎もあのロケーションならではの利用法を考える余地はあると思います。（例）桜の時期に大安庁
舎の中から桜をみることができるようにする（カフェの設置とか）

5

いなべに温水プールが新しくできたことはとても嬉しい！大安イオンは昔からありだいぶ古く中のお
店も全然ないので新しくリニューアルするなどしてほしい。またユニクロや無印良品、子ども服のバー
スデイができるととても嬉しい。愛知にあるららぽーとみたいな大型商業施設などができるともっと
活気があふれていいと思う

6

自然豊かな所も大切にし、デジタル化もすすめ、若者も対応できる街に。全国チェーンしている店舗
等、食事できる店を増やしてほしい。食事する所が少ない。桑名の方まで行かないとない気がする。

7

不妊治療できる病院がいなべ市にありません。産婦人科もいなべ総合にしかありません。増やしてほ
しい。街灯が新しい団地には無いからつけてほしい。せっかくキレイな街になってきたのに飲食店が
少ないです。キレイな大きい公園があるときっと利用する人がふえると思う。

8
いなべ市には土地が一杯あるので大企業の誘致をしていってほしい孫達が名古屋迄働きに行かなく
てもよいように。

9
員弁町の市街化調整区域の撤廃もしくは緩和をして欲しい。たくさんの企業が来ると思います。

10
高付加価値農業と商業・工業のバランスが取れたまちへ

11

その気になったら空いている土地、手放しても良い土地が個人間でたくさんありそう。企業誘致して
人を増やせば自然と商業施設も増えて活気が出ると思う。熊本のように。

12

東海環状自動車道開通に合わせた産業開発や観光誘致、市役所周辺施設の活性化、いなべと言えば
これ！という特産品の開発や売り込み

13
東海環状自動車道北勢、大安インター近くに企業の誘致（自動車、半導体関連）にともなって若者の働
く場所の確保  いなべ市から若者の流出を防ぐ事が重要

14
「阿下喜ベース」温泉→いなべ市民の方の旬の野菜など置いていただけるとありがたい。

15
いなべには充実した飲食店が少ない。選ぶ店もない。本当に素敵な店がほしい（本当のサービス、手
頃な値段、技能等）

16 飲食チェーン店が増えるとよい

17

飲食店を増やしてほしい。いなべ市は魅力的なお店や家族で休日に食べに行く遊びに行けるお店が
ないです。商業施設が必要です。若者に魅力な町づくりにした方が子供も増える

18 北勢町にはまだ商業施設が少ないと思います  飲食店もあったらなぁと思います

19

キャンプ場等よりは道の駅などの建設をし、地域の農作物や特産物などの参入を図り、又温泉施設
と共にいなべ市の魅力を発信してほしい。廃校に成った学校施設を利用できないか？

20 空屋店舗が多く活気がない

自由記述 分類

道路・産業振
興・健康医療

道路・子育て・
産業振興

都市計画、土地
利用計画・産業
振興

産業振興・他

スポーツ・産業
振興

環境、美化・産
業振興

防災、防犯・健
康医療・生涯学
習・産業振興

産業振興

産業振興

農林業・畜産、
産業振興

産業振興

産業振興・農林
業、畜産・観光

産業振興・労働

産業振興・観光

産業振興

産業振興

産業振興

産業振興

産業振興・観光

産業振興
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21

道の駅のように゛うりぼう″をもっと活性化できたら北勢線に乗る人も増えることにもつながると思
います。いなべ市の特産物を使った食堂だったり食事処など、いなべ市のお土産が沢山買えるなど、
幅広くなればもっと楽しい場所になると思います。

22 有名な商業施設

23
いなべ市にも「道の駅」的なものを作って欲しい  コミニティーバスの明確な運行順を表に作って欲し
い

24

いなべ市は新しいお店も増えて、どんどん良いまちになっていると思います。これからもさらに公園
を作って子供がのびのび遊べたり、大人が遊べる場所（飲食店など）が増えてほしいと思います。

25
ミルク道路ぞいにすき屋、吉野家などのような軽食ができる店があると良いです。申し込んだら生活
ゴミを取りに来ていただける制度があったら良いです。

26

1 歳半の子供を育てる母です。妊娠・出産をきに、不便だな、改善してほしいなと思う事が親になっ
たからこそ、増えました。市内に「西松屋」や「バースデイ」などの施設がない事。「イオン」などはありま
すが、少しでも安く購入できるのならと桑名などの市外でよくかいものへ行きます。近くにあったら
いいなと思います。いなべ総合高校の近くに家があるのですが、生徒さんが歩く道がない為、とても
あぶないです。車がきおつけていても、ひやっとする、歩行、自転車が多いです。高校へ連絡しても改
善が見られませんので、歩道の整備もお願いしたいです。（高校⇔楚原駅）

27
観光にしても、商業施設にしても目玉が無い

28
観光や商業に行政が力を入れすぎている。インフラ整備と企業誘致などで基本的な行政の活動を普
通にきちんとすれば、商業は活性化すると思います。

29
若者がいなべ市に残れる様に企業誘致が必要と思う。

30

若者向けの娯楽施設が無く、実際に住んでいる身として、一日も早くこの町から出たいと思ってい
る。そこの対策として、カラオケであったり大型商業施設等の若者が住んでいて楽しめるものが欲し
い、また、バス等の公交機関が本数が少なすぎたり全然通っていなかったりも気になる

31

自然を残しつつ、企業誘致や商業施設を充実していただきたいです。現状、近隣の東員、桑名、四日
市の方が職場が近く、商業施設も充実しているので魅力を感じます。自然の多さや土地を広く使える
点では負けていないので自然と調和を持って開発を進めれば近隣の都市からも魅力的に写ると思
います。差別化できる余地はたくさんあると思いますのでこれからに期待しています。現状では四日
市に移り住むことも充分に選択肢に入っています。

32

市外を意識した耳触りの良い施策【問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカーボンシ
ティ/チャレンジカーボンニュートラル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）】、キャンプ場、温泉設
備などの市外向けの設備整備が目立つように思います。市内、市民の福利厚生や教育、農業林業、商
工業の土台があってこそ、魅力的な街として市外の方にも映ると思います。安易なアピールではな
く、市内外の両方が良くなるような、バランスの取れた市政を求めます。

33

①高齢者が生きがいを持って暮らせる市になってほしい ②大型店舗の進出に伴って各町の商店街
が寂れているので、これらを昔の様に活気にあふれた商店街にしていってほしい ③環状線完成に伴
い、これらをいかに市の活性にいかしてくか、今市の発展の大きな鍵になついると思うので、頑張っ
てほしい ④子供達がいなべ市から出ている者が多い。これらの若者をこの地に定住させる方策を考
えてほしい ⑤医療体制をもっと拡充し、他の市等に患者を搬送しなくてもよいように頑張ってほし
い

34

いなべ市に移住する人や新しい店ができて嬉しいが、もっと地元の人々が喜ぶような政策や、商品
券（市内で使える）の開発、市民がお得に利用できる施設など考えていただけると嬉しいです。地元
の人が集まりやすい場所がほしい!!!また、私は孫がいるので一緒に遊びに行ける地元の人が交流で
きる場所として、公園を作ってほしい、たくさんの人が要望していると思います。空き家がたくさん
できてきているので、活用方法を積極的に考えてほしいです。

公共交通・産業
振興

産業振興

公共交通・産業
振興

産業振興・子育
て

環境、美化・産
業振興

道路・子育て・
産業振興

産業振興・観光

道路・産業振
興・観光

産業振興

公共交通・産業
振興

産業振興・労働

教育・農林業、
畜産・産業振
興・観光

定住移住・健康
医療・高齢者・
産業振興・観光

住宅・生涯学
習・子育て・産
業振興
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35

企業誘致の相談の窓口を作り（企業にせんでんする）（自分の会社はいなべ市に新工場を建てようと
したが土地がみつからず中止になったので）  子供をふやすためにもどくしんの人たちにせっきょく
てきにこんかくサポート、お見合い等 いなべ市は、会社にいるほかの市や県の人からきくと住民税
が高い  サル・シカがふえすぎている。

36

公園や屋内で子どもが遊ぶ場を増やしてほしい。→岐阜のわくわくの森のような少し有料でも自然
に特化した屋内施設があればいなべ市の特性を生かせると思 う。子育て世代の集まりやすい公共の
場、商業施設などの近くにつくってほしい。未満児を気軽に連れていける飲食店が北勢エリアに少な
すぎるので回転寿司やファミレスなどのチェーン店を 1 件でも誘致してもらえると子育て世代は大
変助かります。北勢エリアにはセルフのガソリンスタンドが少ないのでつくってほしいです。高速から
降りた車のためにも必要だと感じます。子育て世代に対して子どもの予防接種の補助など手厚くし
てもらえると嬉しい（インフルエンザなど）出産祝いなどの特典も人が集まりやすいと思います。若者
の働けるところが少なめなので企業などの誘致をしてもらいたい。子育て世代の人口を増やす努力
をもっと見えるカタチでしてほしいと思う。また大企業が昔より増えていると言っているが市民税は
高いし、税金が住民のために使われているように感じない。還元されていないのが不満である。北勢
線の車両をもう少し大きくして各駅への到着時間をもう少し早くしてもらえると利用しやすいです。
よろしくお願い致します。

37

公共交通機関の充実とスポーツ施設（ジム）の設立  病院の充実、飲食店の充実、子どもが遊べる大
きな公園  子どもが遊べる施設（室内）  お願いします！

38

子育て世代に免除も大切であるが年金世代の医療費問題、一人世帯空き家問題、田畑、もち家、これ
から先不安でいっぱいである。街のつながり市の支援等、安心して日々を送れるのであれば年齢関
係なく出来る事であればしたいと思う。企業などを誘致し、住民が安定した生活を送れるよう願う。

39

懇談会を各地域で開催し要望等意見を聞く場を開催することが望ましいと思います。  （要望）合併ま
では、市道の草刈り等充実していたが、合併後草刈りが行なわれていない状況が続いていると思わ
れている。  旧庁舎等の施設があり維持管理費用が必要と思われる。これらを取壊し等検討後に、新
たな発想で施設を建設すべきである。  税収確保のため企業誘致を進めるべきではないか。  偏った
地域ばかり整備するのではなく、各町を

40

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町も金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

41

土地の有効利用と集客をねらうならコストコやイケヤとかアウトレットなどを誘致すると東海環状を
使ってたくさん人がやって来てくれるのではないかぜひ住民にとっても便利な大規模商業地を作っ
てほしい。にぎわいの森も予想どおり平日は客足もへってきているので観光産業よりも市民にもあ
りがたい商業地を作ればよい。  獣害対策の部分的補助よりももっと市ぐるみで対策をしていかない
とこのままでは農業従事者も減るだろうし、家庭菜園でたのしむこともできず生きがいも失うだろう
し、いなかにすんでいてよいことは一つもなくなってしまうので何とかしないといけない。早急に対
策しないと子そだても、若者の定住も期待はできない。  箱物を整理し（例えば図書館を１つにすると
か）予算を重要度の高いものへまわしていって欲しい。そうすれば明るい未来がすこし見えるかも知
れない。

42

引きこもり児童、生徒の支援の充実。商業の発展と自然保護の両立。獣害対策。市役所の総合案内の
設置。

子育て・農林
業、畜産・産業
振興・他

公共交通・生涯
学習・子育て・
産業振興・労働

公共交通・生涯
学習・スポーツ・
子育て・健康医
療・産業振興

住宅・健康医
療・高齢者・農
林業、畜産・産
業振興

市民主役・道
路・都市計画、
土地利用計画・
産業振興・他

道路・防災、防
犯・スポーツ・健
康医療・産業振
興・観光

定住移住・生涯
学習・子育て・
農林業、畜産・
産業振興・観光

教育・農林業、
畜産・産業振
興・他
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43

まず、いなべ総合病院をテコ入れして欲しい。 救急で行っても担当の先生がいない、適正な診療をし
てもらえない。地元では風邪以外では行くもんではないと言われる様。 スーパーがオークワしかな
い。コストコ誘致すべき。大きな道の駅を作って地元産ショップを作るべき。 阿下喜駅から市役所ま
での回廊を作るべき。 市職員も責任ばかり恐れて役所仕事しかしない風潮を改善すべき

44

緑豊かな自然と言えば、聞こえは良いけれど、裏を返せば獣害に悩まされる日々です。ゴルフ場や工
業団地の開発を了承したのは、地元の人間だから仕方ないのですが…。今はまだ運転可能ですが、こ
れから増々年齢を重ねて行く上で自家用車が無くては身動き出来ない地域では、今…これから先の
生活に不安だけがつのります。

45

員弁町笠田の田園場所……有名なお店の誘致。東員町みたいな大きな公園を設置（遊具、散歩コー
ス、マラソンコースなど）。害獣対策をしてシェア畑（アドバイザーとして農業がわかる高齢者をおく）。
農業の体験（野菜、米の収穫）。 イベント会場も作り、駐車場も広くとる。

46

自然やアウトドアなどでいなべ市は自然があるイメージを確立させつつ、今後も工場などの事業誘致
を進めてしっかり稼いで定住できる街にして欲しいです。 観光的な面を伸ばすのもありですが、いな
べ市全体を支えているのはトヨタ車体やデンソーなど大企業の工場があり、所得が他県よりも高い
ところにあるので、しっかり稼げる街というのが一番のポイントです。 今後も企業誘致に力を入れて
頂きたいです。 あと、員弁町は幹線道路沿いに農振地域が多く、商業施設や住宅が造りにくく、いな
べ市役所が移転してから発展が止まっています。 桑名方面からの玄関口としてもう少し華やかにし
たほうがいいと思うので、無駄な農振地域や線引きはやめて、実需を取って欲しいと思います。桑名
方面の方でも仕事がいなべ市で北勢町は遠いが員弁町あたりならまだ住んでも良いという方が多い
です。東員町のほうが住むには人気ありますが、東員町は住宅地が高騰して桑名と変わらない価格
になってるので、いなべ市の新しい保育園や小学校、購入しやすい土地価格、ゆったりと子育てしや
すい広い敷地、オシャレな店も増えてきて魅力的と揃ってきているいなべ市に来てもらえるよう、玄
関口の員弁町を華やかにするべきだと思います。

47

いなべ市に来て 25 年たちますが、質問に対してわからない事や知らない事が多くて、自分でも
びっくりしてます いなべ市は、これがおすすめと言うのも、すぐ出てこないし、全てにおいて中途半
端な感じがします いろいろ施設やお店ができて、いなべ市以外から来る人は増えて観光的にはいい
のかもしれませんが、市民にはどうなのかなと感じています

48

藤原への工場の誘致（人がふえてほしいから）。高齢者（空き家）が多く若家族が地元定着せず他の地
域で新しい家を持つ傾向です原因は何なのでしょうか？行政として調査し思い切った対策を考えな
ければますます人の流失（人口減）するのではないでしょうか。

49
スポーツ大会、地域の交流イベントをもっとふやしてほしい  コンビニはあるけど（パン屋さんや、おに
ぎり屋さんがないからどこかにできるとありがたい

50

スポーツ店を作ってほしい  少しでも子育てしやすい環境を。仕事と両立したいです。

51 スポーツ用品店が少ない  ガソリンスタンドが偏った所にしかない

52 徒歩圏内に生活用品の店、クリニック、銀行等及び移動手段があるといいです。

53

ＧＣＩなど自然を生かしたいなべ市のブランディングの動きにとても好感を持っています。市政が前
向きに色々取り組んで行動されていると住民も前向きに明るく暮らせます。こういった取り組みが人
口増につながると良いと思います。一方で道路や学校・公園・水道など整備が必要だと感じるところ
は多々あります。高齢者の多いまちなので、防災面でも公共物の整備は必須だと思います。予算も限
られると思うので、人を増やし収益を上げ、整備が進むと良いと思います。予算について、ふるさと
納税で他の市にお金が出ていってしまうのもあると思いますが、いなべ市のふるさと納税もう少し
がんばって欲しいです。写真も暗く写りが悪いものも多いです。ふるさと納税がヒットすれば収益も
上がると思うので商品もそうですが、写真変えるだけでも違うのではと思います。

54

交通の便を考えると、車に乗らなくなった時の、不便さを痛切に感じます。 にぎわいの森も、もっと
規模が大きくなっていけばと思います。数軒でリピーターはつくのでしょうか。

健康医療・産業
振興・観光・他

公共交通・農林
業、畜産・産業
振興

生涯学習・農林
業、畜産・産業
振興

移住定住・都市
計画、土地利用
計画・産業振興

産業振興・観光

住宅・高齢者・
産業振興

スポーツ・産業
振興・他

スポーツ・子育
て・産業振興

産業振興・他

産業振興・他

いなべブラン
ド・道路・上下
水道・防災、防
犯・教育・子育
て・産業振興

公共交通・産業
振興
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55

若者が住みたい、住み続けたい町作り。担い手をつくるための協働体制の充実。日本をリードするぐ
らいの教育先進地。コンパクトシティー、スマートシティなど持続可能なまちのビジョン。非認知能力、
道徳心の向上につながる文化芸術施策の拡充。

56

夫が障がい者なのですが障がい者向けの働く場所がなく、今は桑名市まで通っています。いなべ市
で働けれるような場所を作ってほしい。夫いわく「障がいがあると言っているのに、自治会の役をや
らされる」とのこと。もっと市が入って何とかして下さい。

57 就業先が少ない。相談窓口も分からないので役場も足が向かない。

58

このような機会をありがとうございます。収入が低く、会社のルールと家庭のリズムがあわず長く働
けず預金を切りくずす状態です。いなべ市で登録すれば空いている日時を働ける場所を教えていた
だけるシステムがあればと思います。年齢問わず、ダブルワークできると助かります。

59

自然を残しつつ、企業誘致や商業施設を充実していただきたいです。現状、近隣の東員、桑名、四日
市の方が職場が近く、商業施設も充実しているので魅力を感じます。自然の多さや土地を広く使える
点では負けていないので自然と調和を持って開発を進めれば近隣の都市からも魅力的に写ると思
います。差別化できる余地はたくさんあると思いますのでこれからに期待しています。現状では四日
市に移り住むことも充分に選択肢に入っています。

60

素敵なテーマやスローガンを掲げた事業をすすめても、太い動脈の血流は盛んになったように見え
ても、毛細血管の先々には行き届いているとは思いません。何も変わらない。例えば、パワハラやセ
クハラが役所や大きな事業所では見直されてきても、地域や小さな事業所には、まだまだ浸透して
いません。安心と安全を真に目指したいなべ市であってほしいです。

61

幼い子供を育てているので保育や教育が充実してほしい。（早長、延長が長くなってほしい）お金も大
変で助けてほしい。働く場所が少ないので市外に出ていますが、収入が良くて働ける近場があるとい
いのになと思います。空気がきれい で、自然が豊かな所は、いなべが大好きです。子供も大自然で遊
べて嬉んでいます

62

公園や屋内で子どもが遊ぶ場を増やしてほしい。→岐阜のわくわくの森のような少し有料でも自然
に特化した屋内施設があればいなべ市の特性を生かせると思う。子育て世代の集まりやすい公共の
場、商業施設などの近くにつくってほしい。未満児を気軽に連れていける飲食店が北勢エリアに少な
すぎるので回転寿司やファミレスなどのチェーン店を 1 件でも誘致してもらえると子育て世代は大
変助かります。北勢エリアにはセルフのガソリンスタンドが少ないのでつくってほしいです。高速から
降りた車のためにも必要だと感じます。子育て世代に対して子どもの予防接種の補助など手厚くし
てもらえると嬉しい（インフルエンザなど）出産祝いなどの特典も人が集まりやすいと思います。若者
の働けるところが少なめなので企業などの誘致をしてもらいたい。子育て世代の人口を増やす努力
をもっと見えるカタチでしてほしいと思う。また大企業が昔より増えていると言っているが市民税は
高いし、税金が住民のために使われているように感じない。還元されていないのが不満である。北勢
線の車両をもう少し大きくして各駅への到着時間をもう少し早くしてもらえると利用しやすいです。
よろしくお願い致します。

63

前頁にも記入したのですが若い方の支援（高校・大学）  学資の援助、通学費の援助しないかぎり、子
供の減少かされる  冬の雪道の通学路（路面の凍結）  施設の人手不足、又、高齢者の一人暮らしの生
活  空き家空き地が多い

64
東海環状自動車道北勢、大安インター近くに企業の誘致（自動車、半導体関連）にともなって若者の働
く場所の確保  いなべ市から若者の流出を防ぐ事が重要

定住移住・都市
計画、土地利用
計画・教育・文
化芸術・産業振
興

市民主役・障が
い者・労働

労働
労働

産業振興・労働

市民主役・労働

環境、美化・教
育・子育て・労
働

公共交通・生涯
学習・子育て・
産業振興・労働

道路・住宅・教
育・子育て・高
齢者・労働

産業振興・労働
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1

いろいろな事が実施されていますが、詳細な事が市民の先々まで浸透していない様に思います。市
役所へ行っても課が沢山ありみつけにいし、聞きにくい、高齢者にも楽しめる物がないし宇賀けいも
キャンプ場も高い、市の福祉バスが使用しにくいし見にくい、本数が少ない、バスを小型化、回数を増
やすか、オンデマンドにして使用数を増やすように、前日までの連絡できてくれる様になると良いか
な

2

自家用車の使用なく交通手段の充実をより促進してほしい。ペットをかっている家や、ガーデニング
をしている家も多いのでいなべの自然を活用してペット博やガーデニングフェアなどをしたら良いの
では？いなべの名の知名度を上げる様にしてほしい

3
空き家問題（治安を悪化させないようリノベーションや貸し出し、古民家カフェ等）

4

自分が愛知で働ようになり思ったのは市営の運動施設が整っていること。いなべにもこんなのがあ
ればなぁって思いました。あと 5 年前の第２次アンケートにも書かせていただいた内容と同じです
が、今や知らない人はいない国民的アイドルグループももいろクローバーＺの町おこしイベント「春の
一大事」と言うものがあります。素晴らしいイベントですので一度調べていただけたらと思います。

5

いなべ市にはすばらしい自然がたくさんあって、春の梅まつりやネモフィラ畑、駅前のコスモスや、北
勢町のヒマワリなどの季節のものにたくさん人が集まっているのを目にしているので、自然をうまく
使って観光にいかせれば良いと思います。

6

緑が多く鳥がたくさんいて朝は気持ちが良い  ビワコテラスのようなながめの良い場所を作って欲
しい  山を利用できる場所はあるような気がします  せっかく素敵な鈴鹿山脈があるのですから山を
ながめられるテラス（高台）があっても良いと思います  ご検討下さい※別紙に構想記載

7

東海環状自動車道開通に合わせた産業開発や観光誘致、市役所周辺施設の活性化、いなべと言えば
これ！という特産品の開発や売り込み

8
「阿下喜ベース」温泉→いなべ市民の方の旬の野菜など置いていただけるとありがたい。

9 阿下喜温泉の風呂代もう少し安くしてもどうですか

10

キャンプ場等よりは道の駅などの建設をし、地域の農作物や特産物などの参入を図り、又温泉施設
と共にいなべ市の魅力を発信してほしい。廃校に成った学校施設を利用できないか？

11 にぎわいの森、初めだけにぎわい、今は閑散としている。もったいない。

12 にぎわいの森をもう少しにぎわう様にしたい

13
いなべ市の土地と税金を使っているキャンプ場などこれからするまちづくりなど市民には割引が
あってもいいのでは？

14

いなべ市はアウトドアスポーツ、自転車（ロードバイクやマウンテンバイク）山登りやトレイルランニン
グ・マラソンなどするには最高の環境だと思います。地元の人達にもそのことを知ってもらって、盛ん
になっていくといいなあと思っています。あと、地元の人が自転車を乗るには道の整備ができていな
いように感じます。自転車が走りやすいように道が整備されればより自転車のまちになっていくと思
います。

15 イベントを増やす

16

他県の方が、梅林公園やにぎわいの森の事を、知っていてびっくりするとともに、いなべ市を知って
いることをとてもうれしく思いました。もっともっと観光する場所を増やしてほしいです。高速も便利
になり、インスタですぐに情報共有できる時代だから、さらにいなべ市゛広がれ″と思います。

17
観光にしても、商業施設にしても目玉が無い

18
観光や商業に行政が力を入れすぎている。インフラ整備と企業誘致などで基本的な行政の活動を普
通にきちんとすれば、商業は活性化すると思います。

19

サマーキャンプのようなイベントを開催し、様々な地域の人にいなべの魅力を知ってもらえたらと思
います。人との交流が減っているなか、年齢・性別・国籍にとらわれず、コミュニケーションを楽しむ場
所を増やす必要があります。イベントをきっかけにセカンドハウスを持ったり、移住する人も増えるの
ではと期待しています。

自由記述 分類

公共交通・高齢
者・観光・他

公共交通・観光

防災、防犯・住
宅・観光

スポーツ・観光

環境、美化・観
光

環境、美化・観
光

産業振興・農林
業、畜産・観光

産業振興・観光

観光

産業振興・観光

観光

観光

観光

道路・スポーツ・
観光

観光

市民主役・観光

産業振興・観光

道路・産業振
興・観光

定住移住・観光

- 63 - 観光(48)



観光 48 件

自由記述 分類

20
夏まつり（盆おどりとか）やマルシェなど思い出に残るイベントがもっとしたいです。

21
昔のような毎年夏に花火大会と屋台を開くことで若者が増えるので予算で花火大会・盆踊りを開い
ていなべ市を活性化してほしい。

22
住民税、水道代高いので安くしてほしい。  市民が老若男女、気楽に集まる場所があれば良いと思い
ます

23

（特に若い方）市外の人々が「いなべに住みたい！いなべで仕事をしたい！」と思えるようなまちづく
りをしていきたいです。また、唯一無二の観光地があるともっと活発になるのにな、と思います。

24

市外を意識した耳触りの良い施策【問26（SDGｓ）、問27（フェアトレード）、問28（ゼロカーボンシ
ティ/チャレンジカーボンニュートラル）、問29（グリーンクリエイティブいなべ）】、キャンプ場、温泉設
備などの市外向けの設備整備が目立つように思います。市内、市民の福利厚生や教育、農業林業、商
工業の土台があってこそ、魅力的な街として市外の方にも映ると思います。安易なアピールではな
く、市内外の両方が良くなるような、バランスの取れた市政を求めます。

25

①高齢者が生きがいを持って暮らせる市になってほしい②大型店舗の進出に伴って各町の商店街が
寂れているので、これらを昔の様に活気にあふれた商店街にしていってほしい③環状線完成に伴い、
これらをいかに市の活性にいかしてくか、今市の発展の大きな鍵になついると思うので、頑張ってほ
しい④子供達がいなべ市から出ている者が多い。これらの若者をこの地に定住させる方策を考えて
ほしい⑤医療体制をもっと拡充し、他の市等に患者を搬送しなくてもよいように頑張ってほしい

26

いなべ総合病院に常勤の医師が少なく、緊急時に市内の病院では対応できず、市外の病院に頼って
いる状況にあるのが 1 番の問題点だと思っています。そのような環境では自分が歳をとった時に安
心していなべ市には住めません。  こどもの医療費助成が 18 歳までと手厚いこと。保育園の待機児
童が 0 で受け入れてもらいやすい所は大変助かりましたし、子供を育てやすい点だと思います。し
かし、高校や大学が近くになく、通うにしても交通の便が悪くて親の送迎が必要だったりするので、
そのことが進学率の低さにつながっていると考えられます。そのためいなべ市で子育てしやすいの
は小学校までだと感じています。  近年、観光業に力を入れていますが、いなべ市で生活する人間か
らすると置きざり感が強いです。いなべ市でどの年代も快適で不安なく生活できるように取り組ん
でいただけると嬉しいです。

27
観光などへの投資は積極的に実施されていると思うか市民の生活環境や公共施設への維持管理等
の整備不足と思う。

28

観光にお金使いすぎ。身近な道などが、便利になってほしい。幅せまい。もっと整備してほしい。道は
いっぱいできてくるのに、肝心な家のまわりが通りにくい。まずは市民の生活‼

29

行政に対して特別な要望等はございません。又特別な不満もございません。この地域に限らず、あら
ゆる領域に於いての発展は若い時代に感じたような発展は望めないと思われます  現に各方面に於
いて国際的順位が下落していく一方に感じております。以上の観点から行政におかれましても、すべ
て良い方向への政策は大変であると思われますから、日本の大多数の市町村と少し違ったカラーで
町作りの舵をとっていただけるといなべ市が輝くのではと思います。例えば島国根 性、田舎根性か
らの脱却  国外の文化人が住みやすい特別制度作り等…  …そんな思いから長野県駒ケ根市の取り
組みを紹介させて頂きたく勝手乍らパンフレットを同封しました。すでにご存知かと思いますがその
十分の一の規模でさえ想像するだけでも楽しくなります。宇賀渓と青川の二ヶ所会場を満員のシャト
ルバスを夢見てしまいます。

30

高齢化が進んでいる中でもっと利用し易い福祉施設を公で作り、誰もが安心して入れる体勢を取る
べき、お金がある人だけが施設を利用出来、財産が少ない人は家で介護では気の毒と思う。いなべ
市の高齢者の内、介護の必要な方が何人いて、それに見合う施設が必要。税金がもっと見える形で生
かすべき、にぎわいの森やプールも悪いとは言わないが困っている人が救われる対策にもっと力を
入れるべきと思う、いずれは誰もがそうなのだから

31

市主催の婚活パーティー1 回/月ｏｒお見合い  インフラ整備  高速道路ＳＡ
（道の駅）建設  主要道路の信号機、外灯、等の脇の雑木林、草木の伐採、整備（見えにくい箇所あり多
数）

生涯学習・観光

生涯学習・観光

観光・他

定住移住・観光

教育・農林業、
畜産・産業振
興・観光

定住移住・健康
医療・高齢者・
産業振興・観光

公共交通・健康
医療・子育て・
観光

観光・他

道路・観光

観光

地域福祉・高齢
者・観光

道路・防災、防
犯・子育て・観
光
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自由記述 分類

32

自然を生かした、若もの（若い世代）に向けた施策が中心になっているように思う（若い世代を市に
呼び込み活性化を図るといった…）。そのことには賛成ですが、プラスして、これまでいなべ市が育ん
できた歴史や文化を大切にし、残していく努力ももっとしてほしい。以前に比べ、地域の結びつきが
極端に減ってきています。コロナが拍車をかけました。田舎ならではの暮らしのよさを考えてほしい
です。

33

市の大きさに対し総合病院が少ない。員弁、大安辺りに大病院を作ってほしい。新しく公園や施設を
作るより今あるものをきちんと整備して活用してほしい。既存の公園は管理が不十分。改たな開発は
単なる自然環境の破壊。空屋の活用、耕作放キされた田畑は田畑して使える。農地、農村業を守る体
制をっもっと充実させるべき。若者や観光客をよべることも大事だがそれより昔から定住している
住民がすみやすい街を目指してほしい。車のない人はとても生活が成り立たない。もっと公共の交通
を充実させるべき。バスではなく乗り合いタクシーの方が高齢者や障がい、弱者には利用しやすい。
北勢線は存続してほしい。沿線のカメラスポット周辺に撮鉄が立ち寄れるようなサテライトショップや
カフェができると観光客も増え、北勢線の運営に役立てるのでは。地元民、障がい者の就業場にもな
る。微力ながらめがね橋、ねじり橋の写真をとりウェザーニュースにＵＰしたり月 1～2 は北勢線乗
車し応援してます。

34

市の企画するイベントは、市外の職員や若い職員も多いので活気的で面白い。例えば、梅林公園の
キャンプ場やＴＯＪですが、イベントは良い事なんですが梅林公園は一方通行で鼎の道もせまいし、歩
道も無い。ＴＯＪも良い事ですが、一般の自転車マニアの人も多く来るので、自転車専用レーンを作る
べき。あとは、市営の病院を建設してほしい。いなべ総合は全く地域の人の医療を行う病院では無
い。私の息子も妻も満足な治療を受けれなかった。あとは、高速道路も完成して来たので、企業を誘
致して下さい。働く企業があれば若者は市外へ行きません。あとは、大安町や員弁町ばかり良くなっ
ているので藤原町っも金を使って下さい。あとは消防団の人の負担を軽減して下さい。

35

将来免許返納した場合、市役所へいく交通アクセスがなく検診等に行けなくなる不安  高齢化が進む
一方、介護施設やヘルパーさんの不足等により自宅で終末を迎えるべき訪問医療の充実を期待。  う
りぼうやいなべっ子にいなべ市の商店の品をより多く陳列・販売して道の駅的になってほしい  にぎ
わいの森に休憩スペースをより多くとり  1 時間～2 時間ゆっくりといこえるくつろげる、田舎と町
が合体したほのぼのとしたいやしの森的に

36

小さい子どもからお年寄りまで参加して交流が出来るイベントや場所を増やして欲しい。公園を増や
して欲しい。土、日や雨の日など子どもが遊べる場所を増やしてほしい。リサイクルゴミが家の近所に
すてに行けるのがとても助かっているのでこれからも続けてほしいです。

37

土地の有効利用と集客をねらうならコストコやイケヤとかアウトレットなどを誘致すると東海環状を
使ってたくさん人がやって来てくれるのではないかぜひ住民にとっても便利な大規模商業地を作っ
てほしい。にぎわいの森も予想どおり平日は客足もへってきているので観光産業よりも市民にもあ
りがたい商業地を作ればよい。  獣害対策の部分的補助よりももっと市ぐるみで対策をしていかない
とこのままでは農業従事者も減るだろうし、家庭菜園でたのしむこともできず生きがいも失うだろう
し、いなかにすんでいてよいことは一つもなくなってしまうので何とかしないといけない。早急に対
策しないと子そだても、若者の定住も期待はできない。  箱物を整理し（例えば図書館を１つにすると
か）予算を重要度の高いものへまわしていって欲しい。そうすれば明るい未来がすこし見えるかも知
れない。

38

にぎわいの森を市民がもっと集えるように公園やイベント（クリスマスマーケットや夜市ｅｔｃ）をして
ほしい。観光事業（ヒュッテ）にお金を投資しすぎないでほしい。安全や生きがい、楽しみ（家庭菜園）
ができるように、猿の撲滅を願いたいです。（怖いです）市民割引でプールや温泉をリーズナブルにし
てほしい。

39

文化の振興からのまちづくりの視点を今後とり入れていって頂きたい。東海環状自動車道の開通を
機に隣県の自治体とも連携しながら、観光の振興に力を入れて頂きたい。若い人たちが定住・移住し
やすいような住宅改革を検討願いたい。

40

まず、いなべ総合病院をテコ入れして欲しい。 救急で行っても担当の先生がいない、適正な診療をし
てもらえない。地元では風邪以外では行くもんではないと言われる様。 スーパーがオークワしかな
い。コストコ誘致すべき。大きな道の駅を作って地元産ショップを作るべき。 阿下喜駅から市役所ま
での回廊を作るべき。 市職員も責任ばかり恐れて役所仕事しかしない風潮を改善すべき

市民主役・文化
芸術・観光

公共交通・住
宅・健康医療・
高齢者・障がい
者・農林業、畜
産・観光

道路・防災、防
犯・スポーツ・健
康医療・産業振
興・観光

公共交通・健康
医療・高齢者・
観光

環境、美化・子
育て・高齢者・
観光

定住移住・生涯
学習・子育て・
農林業、畜産・
産業振興・観光

スポーツ・農林
業、畜産・観光

定住移住・住
宅・文化芸術・
観光

健康医療・産業
振興・観光・他
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自由記述 分類

41

私は藤原町在住ですので、一概にいなべ市とくくられても大安、員弁、北勢の 3町とはあまりにも条
件が違い過ぎて、いなべ市としてこうだああだとはいえない状況です。藤原町の立田、中里、亜藤原
などは交通、学校、医療、その他厳しいものがあるので…催し、いなべ市は他の市より頑張っている
と理解しています

42

農作物、動物（シカ、サル、イノシシ）被害が多すぎ  観光スポットがない。（若い人がいなべ市にこな
い）  いなべ総合病院、日下病院緊急の場合引受けてくれない  病院がきまるまで時間かかる。良い
市にするには、考えてほしい

43

病院医師の充実、道路の舗装整備、R421道路の片側2車線化、道の駅を造る、公共介護施設、平地
の公園をつくる

44

いなべ市に来て 25 年たちますが、質問に対してわからない事や知らない事が多くて、自分でも
びっくりしてます いなべ市は、これがおすすめと言うのも、すぐ出てこないし、全てにおいて中途半
端な感じがします いろいろ施設やお店ができて、いなべ市以外から来る人は増えて観光的にはいい
のかもしれませんが、市民にはどうなのかなと感じています

45

宇賀川旧大安町役場の宋牟天橋のペンキのハゲ落ちの修復を希望  桜の花見の時多くの人が見物に
来て失望をされていた。カメラに写る場合見おとりする古くてもいいものはずーとのこして欲しい

46

阿下喜在住です。少しずつ阿下喜を中心に観光の方がみえていますが、「新しい若い方向けの施設・
店舗」と「従来より生活している方」との交流があまり無く、本当の意味でのまちづくりと離れている
ように感じます。また、商店街中心に空き家が有り、高齢化が進んでいるのも心配です。空き家を利
用したり、移住してもらえるような環境整備が必要だと思います。

47

せっかくやっていフォトコン毎年同じような作品ばかりみます。こんないなべがあったんだ思うよう
な作品を選んでも、見る側応募する側もっと魅力が増えると思います。  ゆめ鉄道という素敵なイベ
ントがまったく認知されていないのももったいない。  通学路や夜ウォーキングしている人が多い道
に街灯が少なすぎます。車もスピード違反多く、危険な場面に何ども遭遇しています。

48

私が住む地域は明らかに高齢化が進んでおり、10 年後、自治会を担う人数は激減することは明白で
ある。行政の力を借りることができるのか心配。（特に草刈り）。今やるべきことは観光でないことは
確か。広いいなべ市地域によって異なる実状を行政が把握し施策を立てるべき。

公共交通・教
育・健康医療・
観光

健康医療・農林
業、畜産・観光

道路・健康医
療・高齢者・観
光

産業振興・観光

観光

定住移住・住
宅・観光

公共交通・道
路・防災、防犯・
観光

市民主役・観光
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その他 101 件

1

いろいろな事が実施されていますが、詳細な事が市民の先々まで浸透していない様に思います。市
役所へ行っても課が沢山ありみつけにいし、聞きにくい、高齢者にも楽しめる物がないし宇賀けいも
キャンプ場も高い、市の福祉バスが使用しにくいし見にくい、本数が少ない、バスを小型化、回数を増
やすか、オンデマンドにして使用数を増やすように、前日までの連絡できてくれる様になると良いか
な

2

現在のいなべ市は鉄道やバス路線が一部地区しか使う事が出来ていない。  ・自家用車が運転出来
ないと移動しにくい。  ・市が運行しているバスも高齢者には利用しにくい。  ・市役所での対応があ
まりにも事務的に処理されている

3

車がないととても困るまちだと思っている。高齢者の足の確保を検討してほしい。社協のケアマネー
ジャーさんで、とても爪が長くてネイルをしている方がいます。ネイルが悪いとは言いませんが、爪が
長いのはどうかと考えてしまします。他職種連携でヘルパーさん等と関わることの多いケアマネー
ジャーさんだと思うので、他の支援者や家族が介護のことを相談しやすい身なりであってほしいと感
じています。市民に寄り添うまちであってほしいです。

4
運転中の取り締まり（携帯電話の使用）  バスをもう少し充実させて欲しい

5

「ＳＤＧｓ未来都市」や「フェアトレードタウン」「ゼロカーボンシティ」はどれも大切なことではあります
が、どれも効果が上っているようには思えません。市長の思惑にふりまわされているとしか思えませ
ん。もう少し、地に足を着けた政策を実行するべきです。例えば、空家の調査をコンサルタント会社ま
かせにしたりしないで、職員が自分達の足を使って調べ、実態を把握しなければ効果的対策はとれま
せん。老人のために、どうすれば、交通がもっと便利になるか等喫緊の課題は山ほどあります。

6
時報のチャイムがずれており直してほしい  県道がガタガタでシルバーカーが動かしにくい。

7 水が昔よりもまずくなった。電波が悪い！

8

各区に設置して有る防災のスピーカーが有効利用されていない。高額な予算を使っていても宝の持
ちぐされ。又公園（いなべ）はペットＮＧでにぎわいの森だけペットＯＫはどうしてか？公共の施設は
ペットＮＧにすべき

9

いろいろな人が無神経になり個人優先的な考えになりすぎて未来の事が不安になる。災害（大地震）
が起った時にどれ位の人が他人をおもいやって生活が出来るのか？  公共工事等が大安町を中心と
した工事等が多い様に思われます。市長が大安町の人なのではと感ぐります。

10

太平洋セメントの山からの土石の流れが年々大きくなっているが、市として企業に何かの対策を要
求して欲しい。市の施設が他町ばかりに集中して、藤原は取り残されている。もっと全体に目を向け
て欲しい。上下水道の値上がりが激しい。

11

もう少し自由があってもいいのではありませんか。私の家の近くですがいつもかも見られている感じ
で自分が私の身ならどうしますか？とききたいです。すぐ近くの人なのでいいかげんにしとけよア
ホーといっていきたいです  73 歳主婦

12

育成就労制度による大量の外国人による変化（埼玉県川口市などを例とした）を恐れています。しっ
かりと管理できるよう、東京都荒川区のように在留カードのＩＣチップの読み取り必須にして頂きた
いです。いなべの良さ（自然・日本人らしさ）が気に入り、移住させて頂いた為、変化はしてほしくない
です。帰化人だからこそ、外国人の感覚の違いを恐れています。

13

外国人が多すぎる。日本人ではない価値観で生活をすれば治安の悪化が懸念される  高齢者が益々
増えているのに交通手段がマイカーしかないのはいかがなものか？タクシーすら走っていないいな
べ市移動手段がない  どうするのか？

14

外国の方が増えて来たが言葉がわからない。宗教の訪問が多い。家に居ると不要な物がないか、見
知らず訪問者があるので恐い。夜の大声や車の騒音はひかえてほしい。

15
市役所が新しくなり、訪れた際としも好印象でした。（前はフツー）みんなが明るくくらせる町づくり機
会があったらイベント等参加したいです。

16 市民税の減税

17 税金が高い

18 税金を使いすぎないで

19
住民税、水道代高いので安くしてほしい。  市民が老若男女、気楽に集まる場所があれば良いと思い
ます

自由記述 分類

公共交通・高齢
者・観光・他

公共交通・他

公共交通・高齢
者・他

公共交通・他

公共交通・住
宅・他

道路・他

上下水道・他

防災、防犯・他

防災、防犯
・他

上下水道・防
災、防犯・他

他

他

公共交通・防
災、防犯・他

防災、防犯・環
境、美化・他

他

他

他

他

上下水道・観
光・他
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自由記述 分類

20

人口減少の時代を迎えた今、人口の維持とりわけ若者の増加策や求められるいなべ市における未来
への投資として若者流入策として子供が義務教育を終えるまで市民税を免除するしか抜本的な政策
で若者及び子供を増やす。政策も必要である思いきった政策でなければ効果が得られない。

21
ＳＤＧｓ、カーボンニュートラルが必要と本当にいなべ市は考えているのか？国からの施策だからやっ
ている？

22

ＳＤＧｓはわくちんなどある一部の人だけの利益の為で、精神病院、宗教や葬儀場が進めているので
私は興味ないです（死に向かっている制度）日本人に良いものではない  日本人の住みやすい町にし
ていきたい

23

ＳＤＧｓ未来都市において、原因不明の出火で山火事が発生している。開発に際しては、防火対策を
徹底した上で豊かな自然を持続させてもらいたい。山間部の太陽光パネル設置には、規制を設けて
環境破壊がこれ以上進まないように地方自治権が維持されることを望む。

24
いなべ市が取り組んでいるＳＤＧｓやフェアトレードを知らない市民も多いのではないかと思います。
（アンケートで初めて知りました）

25

SDGs やフェアトレード、グリーンクリエイティブいなべなど積極的なまちづくりでとても活気があ
り、どんどん進化していっています。これを持続可能な形で続けていくためにも若い世代が参加、活
躍できる場を作ってほしいです。

26

員弁町在住ですが、市役所や銀行の支店等が北勢町に移り年齢的に自家用車での移動がきびしく
なった時にとても不安です。あまりにも集中させすぎではないでしょうか？北勢町の方達は便利に
はなっていると思いますか？今までより不便になっているのは困っています。

27 すてきな町になりますように。

28 老若男女、誰しも笑顔で住みやすい市、優しい市になっていければと思います。

29
何と言っても行政のリーダーシッブが求められます。市役所職員の皆さんにエールを送ります！

30
高齢化が進む中で IT デジタル化は適切だとは考え難い。 町ではなく自然に調和する村づくり

31

市外への発信（観光、工業等）や予算は非常に多いですが、市内への予算配分や整備がとても悪い。
各町内に施設が欲しいと思っているのにいなべ市に 1 ヶ所あれば良いではなくきめ細かく各町に規
模を小さくしてでも整えてもらいたい。 例えば調理室の整備、員弁町ではあの調理室、調理道具で
は一体何人の子ども、大人が利用できるでしょう。今どきあの道具類を使っている家庭があるでしょ
うか？食は、生きて行く上での一番大切なことだと考えます。

32

1.交通整備（相乗タクシーなど）  2.交流場所整備（コミニケーション活発化）
3.獣害対策（これから獣害が多くなる）  4.道路整備（舗装修繕、路肩除草）
5.安全対策（交差点信号機など）

33

空家対策。１人暮らしの老人などの支援。ひこきもり・不登校支援。子供が高校や大学に通う事になっ
た時に、通学が困難になる為、桑名までの交通機関をスムーズに行けるようにしてほしい。北勢線は
遅すぎるし、途中停車が長すぎて時間がかかりすぎるのが問題。クーラーも効かない。その上高い。
新しい建物を作るのは良いが、古い建物がそのままになり空家（又はムダな建物）が増えるのもよく
ない。今あるものをうまく利用して活用してほしい。

34
空家を有効活用し、転入者を増やす活動。税金が高か過ぎる。太陽光パネルを増やすのではなく、畜
電池を増やす事。

35
いなべ市合併し 20 年以上達ちますが何も良くなっていない。水道料金令和 6．7年値上げ。市がリ
ゾート開発や公園の管理費、公共施設等に税金へ投入している

36
過疎化をさせない、中心型にしない、安心して住める場所の提供。医療体制の充実。

37
観光などへの投資は積極的に実施されていると思うか市民の生活環境や公共施設への維持管理等
の整備不足と思う。

定住移住・他

他

他

防災、防犯・環
境、美化・他

他

他

公共交通・他

他

他

他

他

他

公共交通・道
路・防災、防犯・
農林業、畜産・
他

公共交通・住
宅・教育・高齢
者・他

環境、美化・住
宅・他

上下水道・他

健康医療・他

観光・他
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自由記述 分類

38

企業誘致の相談の窓口を作り（企業にせんでんする）（自分の会社はいなべ市に新工場を建てようと
したが土地がみつからず中止になったので）  子供をふやすためにもどくしんの人たちにせっきょく
てきにこんかつサポート、お見合い等 いなべ市は、会社にいるほかの市や県の人からきくと住民税
が高い  サル・シカがふえすぎている。

39
下水道の維持管理、公共交通機関の充実、可処分所得向上に向けた取組み

40
結婚をしない＝子供がへる。高齢者が増える未来が来ます。そのためのいなべ市としての対策があ
れば良いのかなと思います。

41 自給自町  少量  エネルギー  人材

42

引きこもり児童、生徒の支援の充実。商業の発展と自然保護の両立。獣害対策。市役所の総合案内の
設置。

43

まず、いなべ総合病院をテコ入れして欲しい。 救急で行っても担当の先生がいない、適正な診療をし
てもらえない。地元では風邪以外では行くもんではないと言われる様。 スーパーがオークワしかな
い。コストコ誘致すべき。大きな道の駅を作って地元産ショップを作るべき。 阿下喜駅から市役所ま
での回廊を作るべき。 市職員も責任ばかり恐れて役所仕事しかしない風潮を改善すべき

44
スポーツ大会、地域の交流イベントをもっとふやしてほしい  コンビニはあるけど（パン屋さんや、おに
ぎり屋さんがないからどこかにできるとありがたい

45 スポーツ用品店が少ない  ガソリンスタンドが偏った所にしかない

46 徒歩圏内に生活用品の店、クリニック、銀行等及び移動手段があるといいです。

47

懇談会を各地域で開催し要望等意見を聞く場を開催することが望ましいと思います。  （要望）合併ま
では、市道の草刈り等充実していたが、合併後草刈りが行なわれていない状況が続いていると思わ
れている。  旧庁舎等の施設があり維持管理費用が必要と思われる。これらを取壊し等検討後に、新
たな発想で施設を建設すべきである。  税収確保のため企業誘致を進めるべきではないか。  偏った
地域ばかり整備するのではなく、各町を

48

元大安庁舎、元北勢庁舎の有効活用をもっと考えてほしい。大安庁舎から見える桜並木の景色、北勢
庁舎もあのロケーションならではの利用法を考える余地はあると思います。（例）桜の時期に大安庁
舎の中から桜をみることができるようにする（カフェの設置とか）

49 いい結果が出る様お任せします。

50

愛知から移住してスーパーなどいろいろな施設のトイレがきたなかったり、暖房便座もないとか、こ
われたままで放置とか、いなべはなめられてる？と感じる事が多々有ります。

51
アンケート調査がよく理解できないところがある  本人が障害者のため家族が代筆しました

52 アンケート用紙はもう少し簡単に書けるように。

53
アンケートを実施することに意味はなく、生かす事に意味がある。これを記載した時間もムダになら
ない事を祈る。

54
アンケートを取るだけで行政の解決に結びつかない  反映させる活動の展開をのぞみます。

55
いつまでも同じ人間が市長であり続ける事はよくない。 どんなにいい人間だとしても。 次の市長を
育てる事こそ今の市長の仕事である。

56 いつもお世話になりありがとうございます

57

いなべ市に限らずですが家計の負担が増加しているが収入が上がっている訳では無いため電気、食
費、ガソリン等負担となっている物に対し何かしらの対策を行い家計の状況を回復して頂ければ他
にお金を回し幸福度の向上につなげれると思います。とりあえず家計が苦しくて何もできないので
助けて欲しい…

58 いなべ市を住みやすい町にして下さい。

59 いなべ市に住んで良かったと思える市にして下さい。

60
いなべ市政が進めている政策は本当に市民の意見、要望を反映していると思えない　まったく賛同
できないことが多い

子育て・農林
業、畜産・産業
振興・他

公共交通・上下
水道・他

他

他

教育・農林業、
畜産・産業振
興・他

健康医療・産業
振興・観光・他

スポーツ・産業
振興・他

産業振興・他

産業振興・他

市民主役・道
路・都市計画、
土地利用計画・
産業振興・他

産業振興・他

他

他

他

他

他

他

他

他

他

他

他

他
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自由記述 分類

61
今、いなべ市の住民になにが必要か、何が無駄か声を聞いて、それを参考に運いて欲しいです。

62

各職員の皆様御苦労様です。感じる事をしつだけ、色々な取組がございましょうが個人的には判りに
くい事が多く感じます。レベルが高すぎてついと行けない感じ  何気ない市民のありがたい！という
言葉が出るような行政であって欲しいものです。

63

家族・親戚・友人・知人を大切にする町と思いますがこれから一人暮らしが増えると予想されるとし
て気軽に参加できるイベントなど人の目を気にすることなくおおらかにすごせる機会が多くなるとよ
いと思います

64 家庭菜園の出来る町

65
北勢町で生れ大安町へ嫁ぎ 79 年いなべ市で生活をさせてもらいしあわせな事と思います  これか
らもいなべ市が幸福な街になると思って生活をさせてもらっています

66

近年老人が多くなり住みにくい世の中になっております  いなべ市に全国でビックリする様なビック
ニュースを発進して下さい  他県をみならう事ではなくいなべ市から全国へ広がる事業へ

67 高齢者から子どもまで笑顔で暮らしていけるいなべ市になってほしいです。

68 高齢者と若い方が住みやすい町づくりをして下さい。

69

此の度は副市長に山下正史さんご就任、おめでとうございます。妹と治田幼稚園からの幼な馴みで
心強く思っております。先日の出来事で少々気になっています。温泉好きで露天風呂での会話、若い
女性二人 25～30 才位゛どちらから？″゛石川県です″゛お茶が美味しかったので″゛いなべ市大丈
夫ですか？沢山の観光客でしたよ、せっかく自然豊かな町なのに″要点を書きました。住んでいる
我々も危惧していたところでした。一住民として心の内をきいて下さりありがとうございました。

70

この調査を記入していた時、たまたま放映されていた 6/17（月）19：30～ＮＨ ＫＴＶクローズアップ
現代を見ていましたら、若い女性たちが去る「理由」地方創生と現実のズレ地方から都会へ出ていく
女性原因：伝統的な価値観、しがらみ、押しつけ、役割求められる息苦しさ等女性たちが去っていく地
方が変わるには？興味深く視聴しました。どうする？地方創生、職場や役割に「改革」を  一度見て頂
くと幸いです。

71 さらに住みやすいいなべ市にして頂くよう希望します。

72
市議会議員の定数を削減すれば、市の予算編成に少しは余裕ができるのではないでしょうか。

73
市議会議員を減らして市民の補助に資金を運用すべきで有る。例えば車にアシストブレーキを取り付
ける様にする（事故防止の為）田舎で車は必須なので！

74
質問が多すぎて読む気がなくなりました。答えてもこちらになにもメリットがないので意見だけにし
ました。

75

自分達が「いなべはいいなぁ。」と思わなければ子供達も思わないと思うので子供達の為にも大人が
ポジティブな考えで色々な事に取り組んで行く必要と話し合いが大切‼

76

自分は 40 代後半で難病を発症し離職しました。生活は一転し、今回、このアンケートに回答するこ
とが大変難しかった。いなべ市になって 20 年、特に住みやすいまちになったとは感じていない。本
当に市民のことを考えた行政サービスを考えていただきたい。

77 市役所の分所をつくってほしい。

78
借地の為同じ番地が多く生まれているので郵便物の誤配送があります。地積調査しないと番地を変
更出来ないと聞いています。早急に対応してほしいと考えます

79

就職を機に 22 歳で 1 度いなべ市を離れましたが、今年 3 月に入籍し、やはり一生住むなら゛いな
べ市がいい″と思い、6 年ぶりに帰ってきました。大好きないなべ市がこれからもっともっと住みよ
いまちになることを願っています。子どもも、大人も、高齢者も。

80 少子高齢化

81
昭和の時代は高度成長もあり良い時でした。子供達がすこやかに生活出来る様な町づくり期待して
おります
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その他 101 件

自由記述 分類

82

職員にクラブハリエのバウムクーヘンを配ったと聞きました。市民にも何かそれにかわる物、事をし
て。（菰野町は市民にガソリン券のようなものを配ったようです。）おひとり様にも優しい町づくりを
して下さい。

83 すみません  精神的なゆとりが今、無い為応える事が出来ません

84
住んでいて最も不便な事は四日市市と比較しても、各町の市民センターで行える手続きの内容が少
なく都度市役所まで行かなければならない事です。

85

税金を使っての観光施設リニューアルを実施しているが運営は外部業者に委託して市として税の投
入分は、どの様に回収するつもりなのか？  市長が社協の理事となっているが何故兼任出来るの
か？  議員は市長のイエスマンしか出来ないのか？  市長は市民の声を聞く気が全く感じられない

86

政府では国民によりそった生活と常に言われていますがあまりにも人間無視の世の中になっている
様に思います。ＩＴ、デジタル化と機械中心でその費用その被害額に対して不安な中、又何もかもお金
で解決する様な、人間ぬきの人と人とのつながりはどうなのかを感じます国民番号制化といわれま
すが何十年前にくばられてまた番号はどうなっていますか

87
第 2 次もわからないのに、第 3 次と言われてもわからない。この活動は何のために？また、誰が理
解しているのか？全く不明です。

88 調査は良い事です、この結果の対策して頂ける事を願っています。

89 年寄りなので特にありません。若い人の意見を取り入れて下さい。

90 何事も丁度いいのが一番

91 年令によって問の内容を変更の必要有りますよ!

92 普段なかなか声をあげられない人たちの声を聞いてほしい。

93 年令別に問の内容を変更すべき

94

幅広い世代に真剣に回答していただくには、質問項目が多い様に思います。私も途中で挫折しかけ
ました。市の取り組みだけでなく、現状からの展望を示唆し、そのテーマに沿った回答という形式で
もよいのでは…と感じました。☆用紙が汚れてしまいすみません。日々、市民のためにご尽力ありが
とうございます。

95 ペットにやさしいまちづくり

96 マイナンバーカードの不安

97 毎日の日々が健康である事ですね。

98 りっぱな庁舎でありすぎると思う。他と比べると公務員が多すぎると思う。

99
若い市長に期待したい！  わくわく感を持てる策定をプロフェッショナルな第三者を参加させて作成
下さい。

100

私は、インターネットもありません  スマートフォンも使えない。わからない。今の時代にコンプレック
スを感じています。ついていけません。40 年以上も前は青年団活動で小さな地区の祭りで大ぜいが
つどう楽しい、ひと時もなつかしい。今は仕事においても、まわりにほとんど人がいなく誰と顔をつ
き合わせて話す事もほとんどなくなった今日この頃です

101 説明力を！
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第３次いなべ市総合計画策定に伴う

総合計画審議会意見一覧

企画部 政策課



○ ・・・・・・・・・・・ 3

市民参画（2件）

広報広聴（3件）

広域連携（１件）

○ ・・・・・・・・・・・ 4

・ 子育て支援（2件）

・ 教育（7件）

・ 歴史文化・芸術（4件）

・ 生涯学習（１件）

○ ・・・・・・・・・・・ 5

・ 健康・医療（2件）

・ 高齢福祉（2件）

・ 障がい福祉（3件）

○ ・・・・・・・・・・・ 6

・ 公共交通（5件）

・ 生活環境（1件）

・ 防災（1件）

○ ・・・・・・・・・・・ 7

・ 農林・畜産業（2件）

・ 産業振興（1件）

・ 観光（2件）

● ・・・・・・・・・・・ 8

目　次

１　みんなでつくるまち

２　「こどもまんなか」みんなで学ぶまち

３　いつまでも笑顔で暮らせるまち

４　自然と調和した快適で安心・安全なまち

５　「にぎわい・愛着」創生のまち

全般（12件）



市民参画 2 件

No. 頁 審議会意見

1 1

子育て真最中です。こんな会議があるなんて全然知らなくて、初めて参加しているが、すごく丁寧に、細
やかに作っていることを実感した。市民が主役のまちなので、市民さんが何か動けるというか、ボラン
ティアとか悩みに対して、いや、私たちもこうだったよ、と話せるような場があればよいなと思う。これか
らは、行政だけでやっていくのはすごく大変だと思っていて、なんでも行政任せではなく、行政に言って
もどうせ無理というのではなく、一緒に頑張れるように行政と一緒に進んでいこう、そう思っている。市
民の中でも言っても無理だろう。何とかみんなで一緒に頑張れるようなまちになっていけばいいなと思
う。これから人口も減って、行政職員もすごく仕事も大変で、頑張ってもらっていて、市民も自発的に動
けるようになったらいいなと思う。

2 1

状況に見合った目標変更をしていただくとよいと思う。
※共通目標１、市民活動センター事業の参加者数で、青字で令和４（2022）年度から目標値変更と記載
有。【令和２年度実績4,995人→令和３年実績803人、これを受けて以降の目標数値を12,400人から
2,000人に変更】

広報広聴 3 件

No. 頁 審議会意見

3 1
広報広聴について、広聴というところで、市民から広く声を聞くという部分の記載がなく、発信だけの内
容になっているため、何かもう少し、検討を。

4 1

ここまでは将来的な方針ということで、この後、各分野で方針や数値などが細かくできてくると思うので
すが、そういったものも作っていくという認識でよろしいか。最終的に、そのできたものを市民の皆さん
に周知していただく機会はあるのか。分野ごとの内容についても、せっかく推進の方針を作られるので
あれば、市民の皆さまにもある程度分かっていただけた方がいいのではないかなと思う。
→事務局：令和７年度からは、各分野に分かれて、委員の皆さんと担当部署が、この課題に対してどう向
き合っていくのかというのを基本計画の中で決定していく。最終的にできあがった際には、広報誌Link
で説明を交えて周知する。どこまで紹介するかというのはあるが、皆さんから気になっている重点とさ
れている点は、当然、伝えていきたい。
→丸山会長：計画全体については公表し、なおかつ、これまでの流れからいえば、各種事業についても毎
年度チェックしていく。市民の代表がチェックをして、それを公表していくという形になるので、計画の策
定が終わったからといって、市民の手が離れるわけではない。

5 1

計画策定後に概要版が配られるということだが、これを使って、高校は無理かもしれないが、小学校、中
学校で授業を行うというようなことは考えていないか。せっかくこういうものを、子どもさんにもわかり
やすく作るということなので、小学生や中学生にも、授業等で活かせるようにお願いしたい。
→事務局：小中学生についても何らかの形でお返ししていければいいと思うので、検討させていただく。
→丸山会長：しっかり検討していただき、小学生にも中学生にも反映できるような形でお願いしたい。

広域連携 1 件

No. 頁 審議会意見

6 1
定住自立圏について、ごみ処理場の話が進んでいます。菰野町もいなべ市も老朽化しているものを一つ
にするということです。提携して最初に取り組むのがごみ処理場ということです。安全性への配慮もお願
いします。

分類

市民参画

市民参画

分類

広報広聴

広報広聴

広報広聴

分類

広域連携
生活環境

- 3 - 1　みんなでつくるまち



子育て支援 2 件

No. 頁 審議会意見

7 1

待機児童の現状や親の就労等の現状では課題も多い。待機児童ゼロといわれたのですが、それは少し微妙
だなと思った。職場が遠く、希望が叶わず遠くの園に決まり、入所を辞退された方がおり、辞退の場合は、
待機児童にならない。他に、兄弟2人は同じ保育園に行き、もう1人の下の子は違う園に行くという形もあ
る。子どもや親に寄り添った対応かどうかと考えると、待機児ゼロという評価は少し違うような気がした。
こどもまん中社会を勉強中。みんなで勉強できればよい。
→健康こども部長：園に入りたくても入れない方があることは事実。保育士不足。対策おり、今後も続け
る。子ども子育て支援事業計画を策定中で、同様のご意見も沢山いただき、市でも把握している。策定中
の子どもの計画で検討中。人口減少対策としても重要だと思う。

8 1

私は子育て支援にかかっているが、今、本当にお母さんたちが困った状態。子どもを保育園に入れなかっ
たりとか、保育士が不足していて、もっと入れてあげたいけど入れてあげられない。だから他のところに
回っていったりとか、そういう現実がある。なので、計画にも文章化してもらってあるので、これが現実的
にきちんとできて、市民の味方になるような方向というか、実施していけるように、自分も見守りながら、
参加しながらやっていきたい。

教育 7 件

No. 頁 審議会意見

9 1

アンケートでは、いなべ市をこれから担ってくれる中高校生が、住んでみたいという回答が多く、幸福度も
高く、非常に胸が熱くなるような感じがした。自己肯定感というか、家族の愛情に恵まれている方は、自分
と他の人たちも大切に生きる。最近言われている非認知能力の育成が、これからどんどんアップすればい
いなと思う。

10 1

私は、青少年の育成支援をしているが、小さい時の体験は一生の宝物になる。放課後子ども教室等を通し
て、本当にいろんなことを体験して、今の子どもたちがそういう体験をして大きくなって、いなべ市を支え
てくれるといいなと思う。

11 1
小学生、中学生の子育て中である。母親の就労が難しい。特に長期休暇で子どもの居場所が無く、特に子
どもだけで移動できないのが課題。

12 1
孫から夏休みどこまで子どもだけで行ってよいか相談された。藤原は旧小学校があるので、その辺りまで
ならと教えたが。

13 1

幸福度をみると中学生がだんだん上がってきていてうれしく感じた。ただ、不登校や別室で学ぶ子どもも
多い、また、性についての悩みの相談も多い。今も４名の相談に乗っており、相談できない子どもも多いの
ではないかと思う。アンケートの設問で性別を聞くのは、こうした子どもたちにとってはすごく負担なの
で、無い方がよい。

14 1

小学生の将来で、サッカー選手、プロ野球選手等が書かれているが、今、いなべ市内のクラブにサッカーと
野球はない。多分、今から地域移行に持っていのだと思うが、市内で交通が整備できたら、合同クラブが実
施できるのではないか。１か所に集まってクラブ活動もできるのではないかなと思う。あと、保護者の方の
意見で、交通が整備されていないため、休日の送迎、子どもの送迎が結構負担になっているという声を聞
いている。
→丸山会長：今後の具体的な施策の中で話すことになると思うが、全国的にクラブ活動の地域移行も進め
られており、そこから公共交通の課題にもつながっていくということで、検討を進めていってもらいたい。

5 2

計画策定後に概要版が配られるということだが、これを使って、高校は無理かもしれないが、小学校、中学
校で授業を行うというようなことは考えていないか。せっかくこういうものを、子どもさんにもわかりやす
く作るということなので、小学生や中学生にも、授業等で活かせるようにお願いしたい。
→事務局：小中学生についても何らかの形でお返ししていければいいと思うので、検討させていただく。
→丸山会長：しっかり検討していただき、小学生にも中学生にも反映できるような形でお願いしたい。

歴史文化・芸術 4 件

No. 頁 審議会意見

15 2

「好き」が、あふれる、という言葉がとても好き。今回は、自然を中心にやっていくっていうことで結構だと
思うが、伝統や伝承、文化、いなべ市にはこんなものもあるんだということを、子どもたちや大人が胸を
張って言えるいなべ市になっていくといいなと思う。
→丸山会長：歴史文化は、たくさんの物があるのだろう。それを発掘して共有することは私も大事なことだ
と思う。いなべ市には城跡等、色々な歴史、文化があるので、それを自分たちの宝だと市民が認識し、まち
づくりに活かせるようにするために、どう仕掛けていくかということも一つの施策として検討していただ
きたい。

16 2

本市の貴重な文化財については適切に保護する一方で、新たな史跡や文化財の発見のため、積極的な調
査を行いますということで、文化財については保護するというに書かれているが、実は文化庁では、保護
は今までしてきたけれども、これからそれを活用してくという方向性が入ってきているので、活用という意
味合いも記載してほしい。 
→丸山会長：以前の審議会でも委員が発言されていたと思うが、歴史文化を再発見しながら、観光や交
流、教育に生かしていくことが重要。記載してほしい。

17 2
交流人口や観光、子ども真ん中といった各所に、歴史文化の内容を記載してもらって本当にうれしく思っ
た

18 2

Ｄ判定の事業で、令和２（2020）年度の実績と比べ、目標値設定が高いのはなぜか。
※３－６－①いなべ市文化協会会員数【令和２年度実績504人、目標値1,100人】
→事務局：コロナ禍の影響でR2実績が低いため（目標値の修正は行っていない）。

生涯学習 1 件

No. 頁 審議会意見

19 2

Ｄ判定の事業で、令和２（2020）年度の実績と比べ、目標値設定が高いのはなぜか。
※３－７－①軽スポーツ講習会年間参加者数【令和２年度実績120名、目標値1,450人】
→事務局：コロナ禍の影響でR2実績が低いため（目標値の修正は行っていない）。

分類

子育て支援

子育て支援

分類

教育

教育

教育

教育

教育

教育
公共交通

教育
広報広聴

分類

歴史文化・芸術

歴史文化・芸術

歴史文化・芸術

歴史文化・芸術

分類

生涯学習
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健康・医療 2 件

No. 頁 審議会意見

20 2
・状況に見合った目標変更をしていただくとよいと思う
※４－３－③健康増進に参加する市民の数はＡ判定だが、さらに高い目標でもよい

21 2

医師養成奨学資金の貸し付けの対象者は三重大学の学生か？
→健康こども部長：大学は把握していない、いなべ総合病院の事務の方からの推薦で、研修もいなべ総
合病院で行うことが条件。

高齢福祉 2 件

No. 頁 審議会意見

22 2

・４－９－②、認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク事前登録者数がＤ判定で、新規26名の登録があったが、
施設入所や亡くなられた方がいて、現在の登録者数は、目標の85名に対して54名である。延べ人数よ
りも何人扱ったかというような数え方にするなど、数字の考え方について、決まりごとをつくってもよい
思う。

23 2
・状況に見合った目標変更をしていただくとよいと思う
※４－11－①障がい福祉サービスの相談支援件数は少し目標値が高いと思う

障がい福祉 3 件

No. 頁 審議会意見

24 2

アンケート調査の対象が、市内の中学２年といなべ総合学園ということで、子どもの権利条約等の策定に
向けて、三重県内の市町は活発に動かれており、今回、中高生にアンケート調査を実施するという点はす
ばらしい取り組みだと感じている。高校生アンケートで、いなべ市にはいなべ総合学園という大きな学校
があるが、いなべ市内在住の方となると、少数だが桑名特別支援学校や四日市の北西きらら学園、また、
私立ですが四日市聖母の家学園はいなべ市にも開校されたところで、厳密に教育法でいうと特別支援
学校の生徒さんは高校生という扱いにはならないのかもしれないが、そういった方たちの声も、高校生
という枠組みでは、拾っていただけるよう、次期計画の際には一緒に検討したい。

25 2

福祉部で、４－９ー②高齢者が元気で安心して暮らすための支援の認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク事
前登録者数がＤ判定となっている。新規で26名の方の登録があったが、状態の悪化による施設入所や
亡くなられた方がおられ、現在の登録者数は、目標の85名に対して53名ということだが、こういう場合
は、延べ人数よりも何人扱ったかというような数え方にするなどして、実際には動いていらっしゃるの
で、数値を上げてあげたいと思った。こうした数字の考え方について、決まりごとをつくってもよいと思
う。
→福祉部長：ご指摘をいただいた認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク事前登録者数だが、令和元（2019）
年度に指標を検討した際に、事業を開始した頃で登録者数も増えていたので、登録者数の上がり具合で
指標を検討した。それから数年が経ち、登録者数の方の状態が悪化して施設に入所されたり、亡くなられ
たりすることが起き始めたが、目標値の設定時には、こうしたことは考慮されていなかった。現在は、毎
年概ね50人前後くらいの登録者数になることがわかってきて、担当からは指標を見直したいという話
も出ていたが、一旦、５年分の計画を立てたので、目標数はあまりころころ変えないようにというのも考
え方の一つということで、昨年も今年も指標の変更はせずに、こうした説明をさせていただいていると
いう状況。

26 2

私は障がい者支援をしていることもあり、特性も違い、就労となると通勤が難しい。身体や精神の障がい
の方は、免許を取得されている方が多いが、療育手帳、知的障がいを持っている方だと、免許を取れる
方、取れない方に結構差がある。免許を持っていない方がいなべ市内の企業で障がい者雇用として勤め
ようとすると、シャトルバスなどが出ていたら通勤できるが、自家用車がないので通勤が難しいといった
話をされる。それと同じような形で、各市町でコミュニティバスみたいなものがよく走っていると思うが、
コミュニティタクシーのような、その個別性に対応する移動手段、個別の対応みたいなものを考えていく
のも1つだと感じる。
→事務局：高校生WSでも職業体験への意見が多くあった。移動は課題で難しいが、藤原で、地域の有志
ボランティアがサロンへの送迎をしている（市が自動車を貸与）。

分類

健康・医療

健康・医療

分類

高齢福祉

高齢福祉

分類

障がい福祉

障がい福祉

障がい福祉

- 5 - 3　いつまでも笑顔で暮らせるまち



公共交通 5 件

No. 頁 審議会意見

27 2

アンケートの中で、不便だなと思ってるところがやはり交通の便で、子どもたちや高齢の方々の交通の便
というところをよくしていただきたい。
→公共交通については、新たにつくるということは難しいわけなので、バスの利用方法等、どういうやり
方があるのか、今後、基本計画や個別計画の中で具体的にできることを検討するということになる。

28 3

コミュニティバスのようなものが充実することを希望する。現在は無料だが、財源がないのであれば、負
担にならない範囲で数百円等、有料でもよいと思うので、本数を増やすなどもっと利用できるようにし
てほしいと思う。
→丸山会長：高齢化はもちろん、子どもたちがいなべ市に残る、戻って来るという点においても公共交通
は重要な課題。計画をわかりやすく伝えるという件については、予算のこともあるので、この場でやって
下さいとは言えないが、検討してほしい。

29 3

重要度が高くて、満足度が低いＡエリアに、やはり道路や公共交通の項目がたくさんあるので、それを受
けての文章が少し弱目かなと感じた。まちづくりの基本方針のところで、市民が一番に感じている課題
を行政もしっかりと受けとめて、そこを何とかしていくんだという決意を、将来像の中に入れていただけ
たら、皆さんの意見をしっかりと吸い上げたものになると感じた。
→他のアンケートでも公共交通の結果がよろしくないことは承知している。基本構想の将来像に位置付
けられるかどうかは検討させていただき、その後の第６章で、各分野における方向性、今後の意気込みに
ふれておりますので、具体的な記載はそちらも含めて検討する。
→丸山会長：インフラの整備等については記載されているが、可能な限り公共交通の利便性を高める努
力は行っているのだと思う。市の単独の事業ではないという問題等もあって、それでも、いなべ市は頑
張ってやっている感じはするが、将来像のところで触れて欲しいということについては、事務局も含めて
検討させていただく。ただ、基本目標で、インフラの整備等についてはしっかりと記載されているので、
それはご理解をいただきたい。

30 3

先ほどの公共交通機関の利便性や医療体制の充実など、いなべ市民の目線で見たときに、第２次から第
３次になっても課題が変わってないということが、やはり懸念事項だと思うので、こういうことも踏まえ
て、いなべ市としてしっかりと取組をやっていくんだよということを、是非、強調していただけるといい。

14 3

小学生の将来で、サッカー選手、プロ野球選手等が書かれているが、今、いなべ市内のクラブにサッカー
と野球はない。多分、今から地域移行に持っていのだと思うが、市内で交通が整備できたら、合同クラブ
が実施できるのではないか。１か所に集まってクラブ活動もできるのではないかなと思う。あと、保護者
の方の意見で、交通が整備されていないため、休日の送迎、子どもの送迎が結構負担になっているとい
う声を聞いている。
→丸山会長：今後の具体的な施策の中で話すことになると思うが、全国的にクラブ活動の地域移行も進
められており、そこから公共交通の課題にもつながっていくということで、検討を進めていってもらいた
い。

生活環境 1 件

No. 頁 審議会意見

6 3

定住自立圏について、ごみ処理場の話が進んでいます。菰野町もいなべ市も老朽化しているものを一つ
にするということです。提携して最初に取り組むのがごみ処理場ということです。安全性への配慮もお願
いします。

防災 1 件

No. 頁 審議会意見

31 3

Ｄ判定の事業で、令和２（2020）年度の実績と比べ、目標値設定が高いのはなぜか。
※２－１－①防災講演受講者数【令和２年度実績191人、目標値1,200人】
→事務局：コロナ禍の影響でR2実績が低いため（目標値の修正は行っていない）。

分類

公共交通

公共交通

公共交通

公共交通

教育
公共交通

分類

広域連携
生活環境

分類

防災

- 6 - 4　自然と調和した快適で安心・安全なまち



農林・畜産業 2 件

No. 頁 審議会意見

32 3

事業承継、後継者問題というのも非常に大きいトピックスとして挙がっている。やはり人が減っていくと
事業所も減っていく、そうすると市の税収も減っていくということで、ここら辺というのは、市で何がして
いただけるのかというのがあるけれども、銀行でもつないでいくという仕事をさせていただいてるの
で、ぜひそこら辺も共同できればなと思う。

33 3

農地も大掛かりな土地整備をしてきたが、10年たったら自由に売買できると市民の方は思っていたが、
10年たっても自由にできない。私たちにもわからないような制度の説明についても、わかるようにして
いただくと、農業を営まれる方も安心できる。土地利用構想で農業についてうたわれていないことも寂
しい。土地利用の箇所で、さらりと書かれてはいるが、もう少し、どうすることもできない土地や売ること
のできない土地のことを検討していただきたい。草が伸び、防犯上もよくないので、大事なことだと思
う。

産業振興 1 件

No. 頁 審議会意見

34 3
若い世代の定住策が重要。企業インターン、空き家等を抱き合わせで若い世代に投げかけていく。

観光 2 件

No. 頁 審議会意見

35 3

「観光レクリエーション入込客数」と「観光交流人口」の違いは?
→事務局：内容は同じ。
→事務局：統一する、もしくは括弧で説明するなど、少し工夫を。

36 3

観光交流人口の実績値には市民も含まれるか？→含まれる。
にぎわいの森のカウント方法は？
→レジ利用者×2.2倍（一般的な算出法）。

分類

農林・畜産業

農林・畜産業

分類

産業振興

分類

観光

観光

- 7 - 5　「にぎわい・愛着」創生のまち



全般 12 件

No. 頁 審議会意見

37 3

カーボンニュートラルという言葉とゼロカーボンという言葉が混在している。定義を明らかにしておいて
いただい。
→事務局：カーボンニュートラルを目指す上での計画というものあり、それの計画の名称がチャレンジ
カーボンニュートラルということで、ゼロカーボンシティを目指していきますという位置づけになり、名称
を変えることはできない。

38 3

フェアトレードの取組を数人の方と立ち上げた者として反省というか、アンケート結果で、近年のいなべ
市の取組のフェアトレードタウンの認知度で非常に寂しい結果が出ている。私たちも、フェアトレードタウ
ンになるまでに、いろいろな所に研修に行ったりした。皆さんにもわかっていただけるようにということ
で、放課後子ども教室で、バレンタインデーの前日あたりに、フェアトレードのチョコレートを使って皆に
プレゼントをしようという教室をしており、子どもたちも少しずつわかってきてくれているのではないか
と思う。

39 4

いなべ市にある地域資源をいなべ市のセンスではなくて都会的なセンスでやるとなっている。また、その
都会的なセンスで磨き上げるという言葉自体も、都会的なセンスが素晴らしいものだという概念で述べ
られており、多様性、ダイバーシティーという視点から、必ずしも都会的なセンスがベストなものであるの
かどうかと思うがいかがだろうか。
→事務局：第２次総合計画の計画期間中においては、こうした形でグリーンクリエイティブいなべの取組
を進めてきたということで、都会のものが全ていいということではないが、外からの目線を入れて、いな
べ市を見直すというような意味合いで捉えていただければと思う。そういうものをベースに、引き続き
今後の10年を進めていければという意味合いでの文脈となっている。第２次総合計画期間中、グリーン
クリエイティブいなべを進めるにあたり、関係人口を増やす、観光客として来ていただくという意味合い
もあり、都会的な人も魅了するようなものを作りたいということで都会的センスという言葉が作られた
のだと思う。そういった一面もありつつ、地域の皆様にもそれをもっと感じていただけるよう、にぎわい
の森がいなべ市の魅力の上位10以内に入っているように、そういったものをもっと感じていただけるい
なべ市にしたいとい。
→丸山会長：都会的な感覚も含めて交流人口を増やしていこうということで、これまで進めてきたという
ことで、ご理解をいただきたい。

40 4

若者の定住策の話が出たが、中高生は一度外に出て、いろいろ学んでから帰ってくる方がよい。また、藤
原は交通や買い物の便はよくないが、なぜ愛着や定住意向が高いのか。
→企画部長：藤原は高齢の方が多く、その影響が結果に表れているのかもしれない。

41 4

今、人手不足というのを本当に深刻。どこへ行っても、人がいないということがよく言われる。やはり今
回の計画でも、人を増やしていこうというか、減らないようにしていこうという視点もあったかと思うの
で、ぜひいなべ市を盛り上げていただいて、人がいないとどうしても衰退していくと思うので、それに向
けての会議だったというに個人的には捉えているので、ぜひそういう働きかけをしていっていただけれ
ばというふうに思う。

42 4
和暦と西暦を統一していただきたい。
→事務局：和暦（西暦）で統一。

43 4
いろんな自治体でマンガの総合計画を出している。大学生や高校生のクラブ等で作っていることもある
ようなので、他市の事例等を確認してほしい。

44 4

丸山会長：これまでと今回で違うのは、いなべ市の歴史や文化も含めて、愛着を持てるようなまちづくり
を行っていく段階に入ってきたということを、かなり意識して構成されていること。今回は、合併してか
ら20年が経過し、1つの市としての誇りを持てるような、そして、小学生や中学生は合併する前のことは
知らないわけだから、それ以降に生まれて、いなべ市の市民として生きてきたわけだから、そういった意
味で、誇りを持てるまちづくりを進めていくという段階に入り、「好き」が、あふれる。『わたしのまちいな
べ』という形が、上がってきているというふうに理解している。

45 4

今回（最終回）の説明を聞かせていただいて、すごくわかりやすくて、何回かにわたって皆さんの意見で
あったりとか、自分も小さなことだが、意見を述べさせていた
だいたところを、しっかりと議論していただき、また、新たな意見に対しても対応していただいたりとか、
協議内容を変更していただいているのがすごく伝わってきて、私としてはすごく丁寧に細やかに対応し
ていただいたなと思って、ちょっと感動して聞かせていただいた。

46 4

前回の冊子を見ると、ちょっと内容が固いなと感じますので、読みやすく、いろんな人に伝わるようにし
てほしい。出来上がりを期待している。 
→丸山会長：マンガ等の意見も出ている。冊子になるのは１年以上先になるが、検討してほしい。また、全
戸配布はコストがかかって大変だが、希望者には販売している等、工夫している自治体もあるので、参考
にしてほしい。

47 4

→丸山会長：数値目標はすごく難しくて、例えば、道路行政の中で、道路の整備において何が重要かと考
えると、効率よくスムーズに進むことであったり、安全性であったりする。市内で交通事故が多いから
カーブミラーの数を増やすことを目標にしたとして、カーブミラーは付けたけれど、交通事故が一向に減
らなかったとすると、このカーブミラーの設置には意味があったのか、となる。本当に効果がある指標と
は何なのかということも、常に考え続けなくてはいけない課題。20年前と10年前では目標も違うだろ
うし、何を求めるかも違ってくると思うので、それも踏まえて、新ためてそれぞれの部署で考えていただ
くことが大事。

48 4

カーボンニュートラルという言葉とゼロカーボンという言葉が混在している。定義を明らかにしておいて
いただい。
→事務局：カーボンニュートラルを目指す上での計画というものあり、それの計画の名称がチャレンジ
カーボンニュートラルということで、ゼロカーボンシティを目指していきますという位置づけになり、名称
を変えることはできない。

分類

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁

全庁
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第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

市民参画

N0. 頁 意見

24 - デジタル化
市役所の方々がDX（デジタルトランスフォーメーション）を推進するために、多

くの知識と能力を持って着実に前進しているという話を耳にしました。自治体のDX
が進んでいる一方で、私たちの自治会ではDXの導入がまだまだ進んでいません。例
えば、回覧板の回覧やアンケートの投票、区費の集金などの業務は依然として手作業
で行われています。DXを導入することでこれらの業務が大きく改善されるのではな
いかと考えました。紙の消費を減らし、労力を軽減することができるだけでなく、効
率化によって自治会の活動がさらに充実するでしょう。しかし、自治会単独でのDX
推進には限界があるため、行政の支援と応援をお願いしたいと思います。

21 - 自然保育の取り組み
地元の自治会には万笑院という禅寺があり、そこではかつて保育所が運営されてい

ました。現在は自然保育を目指す有志の方々が子育てに奮闘されています。このよう
な民間の取り組みを行政としても知り、応援していただきたいと思います。
阿下喜では近年、若い人たちの商い芽生えてきています。この動きを尊敬し、大切

に育てていきたいと思います。北勢線があるからこそ、このような雰囲気が形成され
ているとも考えられます。年間3億円の赤字を出している北勢線のあり方は、住民全
体で解決していきたい課題です。

7 - グリーンインフラに関する取り組みに関しても、いなべ市の魅力の一つだと思いま
す。市民が参加できる様々なイベントを企画していただいたり、保育園でも素晴らし
い取り組みをしていただいています。ただし、せっかく種を蒔いていただいていて
も、その後に続く場がありません。小・中・それ以上の若者が継続して自然の中で学
んだり活躍したりできる場が途絶えています。幸い、素晴らしいキャンプ場や有識者
の多いまちです。アウトドアシティを引き継いでいく若者を育成できる場を切望しま
す。観光面でも、自然環境の維持にも、災害時のサポートにも役立つのではないかと
確信しています。

- 3/9 - １　みんなでつくるまち



第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

子育て支援

N0. 頁 意見

21 - 自然保育の取り組み
地元の自治会には万笑院という禅寺があり、そこではかつて保育所が運営されてい

ました。現在は自然保育を目指す有志の方々が子育てに奮闘されています。このよう
な民間の取り組みを行政としても知り、応援していただきたいと思います。
阿下喜では近年、若い人たちの商い芽生えてきています。この動きを尊敬し、大切

に育てていきたいと思います。北勢線があるからこそ、このような雰囲気が形成され
ているとも考えられます。年間3億円の赤字を出している北勢線のあり方は、住民全
体で解決していきたい課題です。

教育

N0. 頁 意見

3 - 現在、我が家の子供たちがお世話になっているスクールバスのシステムはとてもあ
りがたいものではありますが、無駄が多く、もったいなく感じます。学校教育と市民
サポートを「分けない仕組み」はできないでしょうか。

25 - 教育福祉の先進性
いなべ市は、近隣の自治体には見られないような立派な校舎や幼稚園などの施設が

充実しており、これはいなべ市の大きな特長の一つです。他方、子どもが集う各自治
会の公園整備はそれに追いついていません。廃校になった校庭の遊具など自治会の公
園に利用させていただきたいと考えています。つぎに子どもの給食のことです。おだ
しから天然のものを使い安全性の高い地元食材を使った給食はいなべ市のまさに誇れ
るものです。いなべ市のセールスポイントとしてもっとも誇れるものの一つだと思い
ます。また、子どもたちだけでなく、ハンデのある方々や一人暮らしの方々へのきめ
細かな支援もこれまで同様力を入れてほしい点です。

16 - 自然と関わることの有用性は各分野において研究されており、教育における非認知
能力の向上効果や、心身の健康増進効果は万人に必要な要素であり、今後の社会基盤
に欠かせないものだと思います。

5 - 　小学校では学年ごとに帰宅時間が違うことも、大きな危険と無駄を感じています。
学校では対応をしていただけず、不安を感じている保護者が多くおります。また中高
生や若者も気軽に使えるような交通システムがあればと切に願います。

7 - グリーンインフラに関する取り組みに関しても、いなべ市の魅力の一つだと思いま
す。市民が参加できる様々なイベントを企画していただいたり、保育園でも素晴らし
い取り組みをしていただいています。ただし、せっかく種を蒔いていただいていて
も、その後に続く場がありません。小・中・それ以上の若者が継続して自然の中で学
んだり活躍したりできる場が途絶えています。幸い、素晴らしいキャンプ場や有識者
の多いまちです。アウトドアシティを引き継いでいく若者を育成できる場を切望しま
す。観光面でも、自然環境の維持にも、災害時のサポートにも役立つのではないかと
確信しています。

- 4/9 - ２　「こどもまんなか」みんなで学ぶまち



第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

健康・医療

N0. 頁 意見

16 - 自然と関わることの有用性は各分野において研究されており、教育における非認知
能力の向上効果や、心身の健康増進効果は万人に必要な要素であり、今後の社会基盤
に欠かせないものだと思います。

- 5/9 - ３　いつまでも笑顔で暮らせるまち



第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

公共交通

N0. 頁 意見

2 - 現実問題として人口の減少や年配者や若年者の交通面での不便さは「暮らしにく
い」と感じる不安な面であります。タクシーの走っていないまちですが…乗り合いタ
クシーのような仕組みがあると良いなと思います。取り組むのが難しい問題であるこ
とが存じあげていますが、買い物や通院に苦労されている年配者の方の話を聞くた
び、近い将来の家族のことを思うたび、どうにかならないものかと感じます。

4 - 路線や時間の工夫をして乗務員を２人制にすれば、お年寄りの方や傷病者方の助け
にも子供の安全確保にも繋がるのではないかと思います。運転担当をされている方が
シルバーさんであることも、１台につき２人で対応していただきたい一因です。

21 - 自然保育の取り組み
地元の自治会には万笑院という禅寺があり、そこではかつて保育所が運営されてい

ました。現在は自然保育を目指す有志の方々が子育てに奮闘されています。このよう
な民間の取り組みを行政としても知り、応援していただきたいと思います。
阿下喜では近年、若い人たちの商い芽生えてきています。この動きを尊敬し、大切

に育てていきたいと思います。北勢線があるからこそ、このような雰囲気が形成され
ているとも考えられます。年間3億円の赤字を出している北勢線のあり方は、住民全
体で解決していきたい課題です。

5 - 　小学校では学年ごとに帰宅時間が違うことも、大きな危険と無駄を感じています。
学校では対応をしていただけず、不安を感じている保護者が多くおります。また中高
生や若者も気軽に使えるような交通システムがあればと切に願います。

生活環境

N0. 頁 意見

6 - 　無くてはならない外国人労働者や運送関係者の交通マナーに命の危険を感じること
も多々あります。道路自体に工夫をする、警察の力を積極的にお借りする、関係事業
所への厳しい罰則や通達を実施する等も併せてお願いしたいです。即、命に関わる事
案だと感じています。

20 - 人口減少を前提としたまちづくりは避けて通れません。六石地区や麻野地区、麻生
田地区などでは、他の地域から移り住んできた方々が新たに居住し始めています。い
なべ市では、阿下喜や石榑東、南金井などの人口密集地への自然な移転を促進してい
くことが重要です。そのためには、新しい住人のために、地主の方々の土地や家屋を
手放すことへのためらいを解消するための行政の後押しが必要です。

22 - 火葬場の問題
人口減少に伴い、火葬場の需要も増大すると考えられます。いなべ市内の各地域に

ある斎場を点検し、再び使用可能にすることで、経費を抑えることができるのではな
いかと思います。麻生田自治会の斎場は老朽化ではなく、北勢町の斎場のほうか手間
暇がかからないという理由で、せっかく多額の費用で建設した石油ボイラー式のもの
が使われていません。

14 P32 ここ数年、特に市街地での街路樹や公園での伐採が、生活圏から自然を排除するよ
うな形で行われているように感じ、残念な気持ちでいます。

- 6/9 - ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち



第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

26 - 公害対策について
・三重県内の大半の市町は、悪臭規制について「特定悪臭物質による規制」で具体的
な化学物質ごとの細かい規制を行なっておりますが、いなべ市は「臭気規制による規
制」を行なっており、一括の臭気指数による規制となっています。
（ 詳 し く は こ ち ら の ウ ェ ブ サ イ ト を ご 参 照 く だ さ い 。
https://www.pref.mie.lg.jp/eco/earth/000049391.htm）いなべ市が何故、大半
の市町とは異なるこの規制になっているのか、分からないのですが、現状、工場から
の臭いに対する苦情があるにもかかわらず、臭気規制値以下であるからという理由で
対策がなされないということが起こっております。臭気の規制値の見直しが必要とい
うことではないでしょうか。このあたりの調査と、必要に応じた規制の見直しをお願
いします。

・いなべ市内には多数、鋳物工場がありますが、こういった工場からは、ホルモアル
デヒド、フェノール、アンモニアなどが排出されています。子どもたちが過ごす学校
に隣接する工場もあり、学校保健法で規制されているホルムアルデヒドなどが排出さ
れているのはとても心配です。工場が定期的に排出量を検査し、その結果を市へ提出
するなど、何らかの対策をお願いしたいです。
・太平洋セメントの排気は、市との協定によって情報提供される粉塵など意外にも、
重金属類（水銀など）も排出されています。これらについても、市民の生活環境に関
わるので把握をお願いしたいです。
・大地震などが起こった際、工場も深刻なダメージを受けることが予想されます。そ
の際に、バグフィルターなどで普段集じんされていた物質がそのまま排出されてしま
うことも考えられると思います（ダイオキシン、水銀など）。これらの飛散被害予測
と、住民への対応について、精査と周知をお願いしたいです。

- 7/9 - ４　自然と調和した快適で安心・安全なまち



第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

農林・畜産業

N0. 頁 意見

8 - 松阪に住んでいる者ですが、水の代わりにお茶を使用する「茶そば」を開発しては
いかがでしょうか。もし、それに理解をいただけましたら、お茶の粉をそばの麺にま
ぶした「茶そば」を開発されてはいか　がでしょうか。（いなべブランドの創造）

23 - 獣害対策
いなべ市は広い庭を持つ宅地が多く、家庭菜園ができるスペースが豊富です。月刊

現代でも庭の広さ全国ランキングの上位にいなべ市が取り上げられました。この貴重
な資源を活用し、都市部からの移住者を受け入れることができるよう、獣害対策も万
全に行っていただきたいと思います。神奈川県小田原市のように獣害猿の全頭駆除も
検討していただきたいです。

産業振興

N0. 頁 意見

19 - 私の住む地区にはアパートがあり、その駐車場には県外ナンバーの車が並んでいま
す。これは関東や近畿から移り住んできた方々が仕事を求めてきている証拠です。い
なべ市の人口問題は雇用のある地域であることが重要であり、現状はデンソーやトヨ
タ車体、その他多くの工場がその雇用を支えていますが、さらに新規の企業誘致を行
政として推進していただきたいと思います。

観光

N0. 頁 意見

7 - グリーンインフラに関する取り組みに関しても、いなべ市の魅力の一つだと思いま
す。市民が参加できる様々なイベントを企画していただいたり、保育園でも素晴らし
い取り組みをしていただいています。ただし、せっかく種を蒔いていただいていて
も、その後に続く場がありません。小・中・それ以上の若者が継続して自然の中で学
んだり活躍したりできる場が途絶えています。幸い、素晴らしいキャンプ場や有識者
の多いまちです。アウトドアシティを引き継いでいく若者を育成できる場を切望しま
す。観光面でも、自然環境の維持にも、災害時のサポートにも役立つのではないかと
確信しています。

- 8/9 - ５　「にぎわい・愛着」創生のまち



第３次いなべ市総合計画基本構想（原案）に対する意見

全般

N0. 頁 意見

27 - パブリックコメントを募集してくださり、ありがとうございます。市民の意見を聞く
この仕組みはとても素晴らしいと思います。ただ、過去の提出件数を見ると、０から
多くても10件程度と、多数意見が集まっているとは言えない状況であると思いま
す。市や議員からの周知方法の改善や、内容について幅広い層の市民に対して概要説
明や意見交換を行う場などの設定をお願いします。

1 全体 基本構想原案を拝読し、いなべ市の現況と10年を目途とした目標等を大まかに知
ることができました。経済活動を行う上で物質的な豊かさも大切であることに違いあ
りませんが、いなべ市では自然や人との繋がりを大切に思う人が多いことを嬉しく、
幸せに感じました。市政に関わる方々のいなべ市への愛も感じることができました。

18 - とある機会に菰野町自治会長さんとお話しする機会がありましたが、いなべ市の行
政は非常に進んでいて羨ましいと仰っていました。日冲市長をはじめとする方々の
様々なアイデアや取り組みが成功していることを聞き、私は誇らしく胸を張ることが
できました。また、いなべ市役所に行けば、受付の係の方々が非常に親切で、言葉が
優しく穏やかで、親しみのある表情で対応してくださることもありがたく感じていま
す。
私の住む自治会では、踏切までの道路の草刈りを夏に地元業者さんが行ってくださ

り、その念入りな作業には頭が下がります。このような地域密着型の業者さんが地元
を支えてくださることにも感謝しています。

- 9/9 - 全般



第３次いなべ市総合計画策定に伴う

議会意見一覧

企画部 政策課



○ ・・・・・・・・・・・ 3

市民参画（９件）

・ 多様性社会（５件）

広報広聴（１件）

広域連携（１件）

外部人材（３件）

○ ・・・・・・・・・・・ 4

・ 子育て（３件）

子どもと保護者の健康（３件）

・ 教育（５件）

・ スポーツ（３件）

・ 歴史文化・芸術（１件）

自然環境・学習（１件）

・ 生涯学習（１件）

○ ・・・・・・・・・・・ 5

・ 健康・医療（５件）

・ 高齢福祉（５件）

・ 障がい福祉（１件）

・ 地域福祉（２件）

○ ・・・・・・・・・・・ 6

・ 公共交通（１件）

・ 道路網（2件）

・ 上下水道（１件）

・ 生活環境（6件）

・ 土地利用（２件）
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・ 防犯（１件）
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市民参画 9 件

No. 頁 議会意見

1 30
これまでの10年で市民活動センター登録団体数は増えたが、市民意識は減退している実態があるに
も関わらず、基本構想では第２次と同じような書き方でとどまっている。基本計画構築にあたって
は、これまでの取組を検証し、新たな体制を構築されたい。

2 30
人口減少と雇用年齢が拡大する中、まちづくり活動に参加したいと考える余裕がある市民はますま
す減少すると予測する。「市民へのまちづくり活動への参加意識の向上」を進めるにあたっては、市
民生活の実情を的確に捉え、事業を構築されたい。

3 36

①まちづくりの方向性、②まちづくりの基本理念、③計画の基本フレーム、④基本目標など随所で
「市民参画」「協働のまちづくり」を掲げている。
市民がさまざまな形でまちづくり活動に参画するために必要な相談・支援窓口の所管部署を一元化
し、「市民参画」「協働」に関し職員の育成を図る必要がある。

4 36
市民活動センターとボランティアセンター（社会福祉協議会）それぞれの位置づけを明確化された
い。

5 36
市民活動に参加している人たちの世代や就労状況（市民活動センター登録団体構成員の状況）を調
査し、どの層が取りこぼされているか実態を把握した上で事業を構築されたい。

6 36

基本計画では、市が掲げる市民参画の定義を明確にされたい。
　①まちづくりのこと、地域のことを考える（意識を持つ）市民を増やすのか。
　②地域活動に参加する市民を増やすのか。
　③地域課題の解決に積極的に参加する市民を増やすのか。
　今後１０年、いなべ市が目指す市民参画は何かを市民に示すべきである。

7 36
今後、本基本構想を具現化していくにあたっては、市民に参画してほしい分野（内容）を明確にし、市
民が主体性を持って参加できるよう求める。

8 36 市民参画に関する条例、計画、宣言などの制定を視野に入れられたい。
9 41 若者で構成する団体、青年団、地元で取り組む人たちの支援を充実されたい。

多様性社会 5 件

No. 頁 議会意見

1 36
第２次では「人権」として基本目標を掲げたが、第３次では「人権」の記述がない。それぞれを認め
合って人権を大事にすることが多様性社会であり、「人権」に関する方向性及び計画は重要である。
基本計画策定にあたっては、人権に関する施策を示されたい。

2 36
外国籍市民の自治会加入、外国籍市民と先住者との交流について、市の支援がないのが現状であ
る。外国籍市民がコミュニティに入っていけるように行政支援（コーディネート）は必要である。部署
や窓口を設置し、多様性を推進する必要がある。

3 36
多文化交流に関する事業を充実させ、日々の生活において互いに心地よく生活することができるサ
ポートが必要である。

4 36 「多様な主体が活躍できる機会」に関し事業を立てて具現化していただきたい。

5 36
第２次で人権研修会の参加率を成果指標としているが、人権教育の内容が充実しているかはこの指
標で測れない。第３次では、指標を見直されたい。

広報広聴 1 件

No. 頁 議会意見

1 36
市民の生活が多様化する中、ますます広聴のニーズが高まる。市民参画との兼ね合いも鑑み、今以
上に様々な意見を聴取する機会を増やす取組を求める。

広域連携 1 件

No. 頁 議会意見

1 36

広域連携において公共交通、一般廃棄物等処理施設、空き家対策、医療施設の連携は必ず成果・結
果を出さなければならない。市民が共感できる目標、指標を立てて取り組まれたい。
特に、公共交通については、第２次の市民アンケート結果「重要度が高く、満足度が低い」ものが第３
次でも同じ結果となっている。中心市として、東員町・菰野町・いなべ市間で利便性を高められたい。

外部人材 3 件

No. 頁 議会意見

1 36

地域おこし協力隊と地元住民との関係性について、一部の地域、一部の市民との関わりにとどまっ
ているように見受けられる。また、地域おこし協力隊、地域活性化企業人、集落支援員の採用基準の
透明性が図られていないこともあり、多くの市民に受け入れられていないのも現実である。いなべ
市の公益に寄与しようと取り組んでいる人材、活動を広く市民に浸透するよう取り組まれたい。

2 36
地域おこし協力隊の活動が、自己実現の機会だけで終わらないよう、市民ニーズに対応していける
ようサポートされたい。

3 36
桑名市のように、公務員が減少していくことをふまえ、官民連携窓口を設置するなどしてさまざまな
人材が活動できるよう施策を講じられたい。

分類

市民参画

市民参画

市民参画

市民参画
地域福祉

市民参画

市民参画

市民参画

市民参画
市民参画

分類

多様性社会

多様性社会

多様性社会

多様性社会

多様性社会

分類

広報広聴

分類

広域連携

分類

外部人材

外部人材

外部人材
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子育て支援 3 件

No. 頁 議会意見

1 26
「子どもや若者の希望が叶えられる事業」「愛着を持つ子どもたちを増やすための取組」が何を指す
のか、現段階では不明である。基本計画構築にあたっては、本構想を捉えた施策を講じられたい。

2 37

基本計画策定にあたっては、以下事項について検討されたい。
　　①学童保育について、全学校区域にはあるが、民設民営の立ち上げから市が関わる支　　　援。
　　②乳幼児が親子で遊べる身近な公園
　　③幼児から小学生など兄弟を連れて遊べる施設

3 37
保育士になりたい学生は多くいる中で、いなべ市への応募者が少ない実情を踏まえ、原因がどこに
あるかを分析し、処遇改善と財源の確保を進められたい。

子どもと保護者の健康 3 件

No. 頁 議会意見

1 37
子どもと子育て中の家庭が安心して暮らせるよう、病児・病後児保育の充実が求められている。市民
のニーズを把握し、体制を整えられたい。

2 37
いなべ市の子育て支援は、多様化する子育て環境に対応したきめ細かい事業を実施しているが、近
年の社会経済の変容に即応し、産み育てやすい環境の整備を求める。

3 37
国や県の補助金とは別に市の財源を確保するため、子ども・子育て基金の創設や、企業との連携、ク
ラウドファインディングによる市民参画など、財源確保についても検討されたい。

教育 5 件

No. 頁 議会意見

1 37
自然環境を活かした体験学習、非認知能力の獲得などレジリエンスをいなべの教育と結び付け事業
を展開されたい。教育及び教育環境の充実は移住につながる。

2 37
合併特例債を使って学校施設を新しくしてきたが、まだ建替えをしていない施設の更新、整備にあ
たっては、学習環境に差が出ないよう環境の整合性を図られたい。

3 37
第３次総合計画基本構想（案）に「クラブ活動の地域移行」の記述がなくなっているが、近隣市町と人
材、体制において連携し、進められたい。

4 37
基本構想では、インクルーシブの視点がないため、聖母の家学園の活用・連携をより一層図るよう施
策を講じられたい。

5 42
ＳＤＧｓに関し、学校によって学びが偏ることなく、全児童生徒が共通知識を得られるよう取り組まれ
たい。

スポーツ 3 件

No. 頁 議会意見

1 37
地域住民が休日に小中学校グラウンドを使って交流、スポーツの振興を図れるよう、休日の開放を
求める。

2 37
秀でたスポーツ選手が育つ環境の整備として、スポーツ功労者の表彰制度を設け、子どもたちが目
標や夢を持てるよう取り組まれたい。

3 37
近年、多くの若者が興味や関心を持つスケートボード、BMXなどのアーバンスポーツが楽しめる施
設を整備し、シビックプライドの醸成を図られたい。

歴史文化・芸術 1 件

No. 頁 議会意見

1 37
旧白瀬小学校に移転した郷土資料館は、施設の複合的な環境からも、工夫次第でさらに市民が有効
活用することができる可能性を秘めている。基本計画策定にあたっては、文化財、郷土資料館など
の保存及び活用について位置付けられたい。

自然環境・学習 1 件

No. 頁 議会意見

1 38
サンショウウオや蛍やカジカを保護する人が減少しているため、人材の確保を含む保護活動の推進
を図られたい。

生涯学習 1 件

No. 頁 議会意見

1 38
図書館サービスの充実にあたっては、蔵書の拡充、カフェスペースの整備、学習ルームの充実など、
利便性の向上を図られたい。

分類

子育て支援
教育

子育て支援

子育て支援

分類

子どもと保護
者の健康

子どもと保護
者の健康

子どもと保護
者の健康

分類

教育

教育

教育

教育

教育

分類

スポーツ

スポーツ

スポーツ

分類

歴史文化・芸術

分類

自然環境・学習

分類

生涯学習
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健康・医療 5 件

No. 頁 議会意見

1 28

まちづくりにあたって、どこに財源、資源を投入するかで人口の動態を変えることができる。
総合戦略で掲げた合計特殊出生率の指標は上げたが、女性が６割減少していることを実態として捉
えて、女性がいなべ市で住みやすい施策を講じられたい。また、男性未婚率が高く女性の未婚率が
低い実態を踏まえ対策していく必要がある。

2 29
令和１７年の目標値を達成するために必要な施策は、「施策の重要度、満足度」から捉えていただき
たい。市民の直接的な不満は、雇用、医療、公共交通、物価高にある。これらに対する対策をしっかり
と考えるべきである。

3 38

基本計画策定にあたっては、以下事項について検討されたい。
　①医師不足のない行き届いた医療
　②夜間休日の受診体制の改善
　③救急医療体制の充実

4 43
市民に、いかに参加してもらうかを考えることが大切である。参加者を増やすためのきっかけ作り、
啓蒙を強化されたい。

5 全体
第３次総合計画では、高齢化、人口減少問題に対する長期的対応策が最重要となる。若年層には定
住するための具体的な支援策（住居や就労支援）、高齢者には介護・医療の支援体制の強化。施策の
対象を明確にし構築されたい。

高齢福祉 5 件

No. 頁 議会意見

1 38
認知症の支援においては、今後、対象者が増加することを見据え、早期発見のための診断の促進、認
知症カフェ、サポートグループの設置など、対策のための施策を講じられたい。

2 38
高齢者世帯が増加することを鑑み、バリアフリーを充実させるための支援制度、バリアフリー住宅の
普及促進のための改修支援制度などを創設し、住み慣れた地域で安心して暮らすことができるよう
施策を講じられたい。

3 38
高齢者の雇用の拡充について基本目標で触れていない。物価高騰により暮らしが厳しくなっている
現状や高齢者の生きがい、健康増進を鑑み、市として、高齢者の就労支援について体制を整備すべ
きである。

4 40
いなべ市では、高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らせる取組を実施するとある。このことを踏
まえ、高齢者のごみ収集支援についても、行政サービスとして講じられたい。

5 全体
第３次総合計画では、高齢化、人口減少問題に対する長期的対応策が最重要となる。若年層には定
住するための具体的な支援策（住居や就労支援）、高齢者には介護・医療の支援体制の強化。施策の
対象を明確にし構築されたい。

障がい福祉 1 件

No. 頁 議会意見

1 38
障がい者の福祉サービスの充実として、障がいのある人の生活サポートの充実を図られたい。また、
就労場所（特にA型事業所）の拡充を講じられたい。

地域福祉 2 件

No. 頁 議会意見

1 36
市民活動センターとボランティアセンター（社会福祉協議会）それぞれの位置づけを明確化された
い。

2 39
孤独・孤立対策、高齢者支援（買い物支援、移動支援、食事支援など）、見守りなど多岐に渡る取組を
地域に委ねるのではなく、行政と地域の役割を明確にし、また市民活動団体の育成を行うなど、今
後高まる地域福祉のニーズに対応する基本計画にされたい。

分類

健康・医療

健康・医療
産業振興

健康・医療

健康・医療

健康・医療
高齢福祉
生活環境

分類

高齢福祉

高齢福祉

高齢福祉

高齢福祉
生活環境

健康・医療
高齢福祉
生活環境

分類

障がい福祉

分類

市民参画
地域福祉

地域福祉
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公共交通 1 件

No. 頁 議会意見

1 39

公共交通については、既存のシステムを大きく見直すべき時期にきている。市民満足度調査でも、第
２次に引き続き重要度が高く満足度が低い施策となっている現状を鑑み、基本計画の策定にあたっ
ては、市民ニーズを的確に把握した上で施策を講じられたい。
　議会からは、以下事項を特記する。
　①電車とバスの円滑な乗り継ぎ
　②福祉バスの土日運行
　③グランドデザインされた徹底したデマンド交通。→予約バス、タクシーの拡充、AIを駆使したルー
トの最適化
　④官民連携（バス、電車、タクシー、福祉バス）
　⑤ボランティア運転支援、住民同士の乗り合い支援制度、ライドシェア
　★①～⑤を一括デザインして快適で便利な公共交通を組み立てる。

道路網 2 件

No. 頁 議会意見

1 39
歩道の整備についてＫＰＩが達成されていない。市民満足度調査でも重要度が高い位置にある。歩道
の危険個所を把握して計画的に整備を進められたい。

2 39

第３次総合計画では、東海環状自動車道の全線開通が見込まれる。基本構想でも、交流人口の増大
や定住・移住の促進など社会資本整備による環境整備を重視していると捉える。また、市民満足度
調査でも重要度が高い項目になっている。これらを踏まえ、交通安全対策（信号、標識、街灯、白線な
ど）の充実を図られたい。

上下水道 1 件

No. 頁 議会意見

1 39 PFASの水質検査を計画に位置付け、取り組まれたい。

生活環境 6 件

No. 頁 議会意見

1 28
人口流出の抑制及び定住・移住を促進するため、働き場所の確保、住むところと住環境（利便性）の
整備をしっかり考えていただきたい。

2 36

地方創生で取り組む様々な事業説明にあたっては、「名古屋圏や関西圏」からの交流人口、関係人口
を目的としていた。今期総合戦略にある、「東京圏等からのUIJターン促進」という指標が限定的で
あり、目指すべきは名古屋圏や関西圏などではないか。基本計画では、施策の目的に沿った指標を
立てられたい。

3 40

第３次総合計画では、財政フレームでも示されているように、ごみ処理施設の建設が計画されてい
る。ごみ処理施設の整備にあたっては、菰野町・いなべ市ともに共通するニーズである獣の焼却施設
についても検討されたい。またごみの資源化についても、今後、高齢者用のおむつ廃棄が増加する
ことを見据え、新たな取組として紙おむつのリサイクル化を制度化されたい。

4 40

第３次総合計画では、移住・定住に向けた施策を一層前進させるであろうと想定し、以下事項につい
て施策を講じられたい。
　①空き家の有効活用として、若者や子育て世代へのリフォーム助成、住宅購入補助、賃貸家賃補助
　②空き家持ち主への空き家に関するお知らせ送付の徹底。空き家を活用した地域のにぎわい創
出。民間のノウハウを活用して、市がリフォームして貸出。空き家対策への職員増員。
　③空き家になる前に、空き家対策に関するお知らせの送付（固定資産税納税通知書送付時）。
　④空き家になる前の片付け（荷物、仏壇など）に対する補助。

5 42
2050年までに実質ゼロに向けてのロードマップが不明である。温室効果ガス削減、省エネ技術な
どに関しては、地元企業の協力が最も必要となることから、既存の地元事業所とも連携して取り組ま
れたい。

6 42 ごみ処理施設をリニューアルする過程で、エネルギーの循環、活用について検討されたい。

土地利用 2 件

No. 頁 議会意見

1 28
東海環状自動車道の開通によって活性化を期待するのではなく、活性化させるための事業を立てら
れたい。

2 40
市街化調整区域の見直しの方向性を過去に示されていたが、第３次総合計画において員弁町を「い
なべ都市計画区域」に指定されたい。

分類

公共交通

分類

道路網

道路網

分類

上下水道

分類

生活環境
産業振興

生活環境
観光

生活環境

生活環境

生活環境

生活環境

分類

土地利用
産業振興

土地利用
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防災 5 件

No. 頁 議会意見

1 24
「市民一人一人の日頃の防災に関する意識の向上」とあるが、第２次いなべ市総合計画での取組を
検証し、「地域と行政」の関係や地域・市民の防災力を上げるための施策を充実されたい。

2 24
市民参画、協働を掲げる総合計画となっていることを踏まえれば、防災に関して地域と行政の連携
は不可欠である。
今後、基本計画構築にあたっては、市民、地域、行政が連携して取り組む施策を立てられたい。

3 40

災害に対し、市民は日々の生活の中で様々な不安を持ち合わせている。また、議会が直接市民や自
治会関係者から意見を聴取した結果を踏まえ、基本計画策定にあたっては、以下について対策を講
じられたい。
　①自主防災組織の設立、運営指導（サポート）の充実強化
　②防災士、防災サポーターの育成強化
　③家具転倒防止補助、木造耐震診断の拡充

4 40
消防署運営について、桑名市消防本部への委託ではあるが、基本計画において、市が消防署機能に
ついて定め、主体的、能動的に施策を講じられたい。

5 40
災害時の消防機能、平時の防災機能などは、消防署と消防団、市民、市が連携した取り組みを充実さ
せることで、大きく施策を動かすことができる。

防犯 1 件

No. 頁 議会意見

1 40

基本計画策定にあたっては、以下事項について対策及び拡充を図られたい。
　①防犯カメラ設置の拡充支援
　②特殊詐欺対策
　③高齢者宅への侵入対策

分類

防災

防災

防災

防災

防災

分類

防犯
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農林業・畜産 1 件

No. 頁 議会意見

1 41

基本計画策定にあたっては、以下事項について対策及び拡充を図られたい。
　①後継者、担い手の減少など喫緊の課題への対策。
　②耕作放棄地の拡大防止及び耕作放棄地の解消。
　③市が講ずる獣害対策。

産業振興 4 件

No. 頁 議会意見

1 28
人口流出の抑制及び定住・移住を促進するため、働き場所の確保、住むところと住環境（利便性）の
整備をしっかり考えていただきたい。

2 28
東海環状自動車道の開通によって活性化を期待するのではなく、活性化させるための事業を立てら
れたい。

3 29
令和１７年の目標値を達成するために必要な施策は、「施策の重要度、満足度」から捉えていただき
たい。市民の直接的な不満は、雇用、医療、公共交通、物価高にある。これらに対する対策をしっかり
と考えるべきである。

4 41
基本構想にある若い女性の雇用機会創出やスタートアップ、事業承継支援を事業として具現化され
たい。

観光 6 件

No. 頁 議会意見

1 29
交流人口を増やすために整備してきたものが点在しているだけで、現時点で面になっていない。ビ
ジターセンターを中心に取り組む施策が必要である。

2 29
いなべ市が進める地方創生交付金に関する事業を進めるにあたっては、事業による雇用の創出、経
済効果、事業の費用対効果を市民にわかりやすく示すべきである。

3 36

地方創生で取り組む様々な事業説明にあたっては、「名古屋圏や関西圏」からの交流人口、関係人口
を目的としていた。今期総合戦略にある、「東京圏等からのUIJターン促進」という指標が限定的で
あり、目指すべきは名古屋圏や関西圏などではないか。基本計画では、施策の目的に沿った指標を
立てられたい。

4 41
一般社団法人グリーンクリエイティブいなべの地域商社、ＤＭＯ、情報発信の機能充実を図り、組織
を充実されたい。

5 42
グリーンクリエイティブいなべというカタカナ表記では市民（高齢者）には分かりにくい。市民全体に
この取組を浸透させること及び市民が一体となって取り組むために、「いなべを元気にするまちづく
り」のような副題を考えられたい。

6 42
総合計画全体に波及する取組としてフェアトレードタウンを促進するのであるから、市の事業として
取り組まれたい。

分類

農林・畜産業

分類

生活環境
産業振興

土地利用
産業振興

健康・医療
産業振興

産業振興

分類

観光

観光

生活環境
観光

観光

観光

産業振興
観光
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全般 5 件

No. 頁 議会意見

1 24
「誰一人取り残さない、人に優しいデジタル化」を実現するため、デジタル格差を起こさないための
施策を立てられたい。

2 29

身体的、精神的、社会的に良好な状態を実現するための施策が必要となるが、ただの文章で終わっ
てはいけない重要な構想である。
「多くの市民が幸福を感じられるまちづくり」とは、市はどういった施策を通して実現しようと考えて
いるのか、今後、しっかり具現化していただきたい。

3 全体

ＫＰＩは事業の目的に即したものとし、市民が進捗を理解できるものとされたい。特に、委託事業に関
するＫＰＩは事業の成果を明確に設定されたい。
市民や企業に対して計画の進捗や成果を透明に伝えることが重要である。市民の理解や協力を得る
ためには、事業に対し公平公正、透明であることが重要。今一度忖度なしで心がけていただきたい。

4 全体 実施計画は３年ローリングなので、進捗管理で見直して第３次に反映させてほしい。

5 全体
総合計画審議会でも意見が出されていたように、まちづくりの将来像を市民が実感・共感できるよ
う、策定にあたっては、市民としっかり共有されたい。

分類

全体

全体

全体

全体

全体

9 全般(5)


